医療連携のための情報統合化プロジェクト
[image: image111.png]<ExtrinsicObject id="myDocument™

which links to the following MIME multipart part:
“aounary

Concans-Type: cews/ml

ConveneTE: mybocmans>

This sencence fr the value of the dozment
eundary





IT インフラストラクチャー

テクニカルフレームワーク
ボリューム2a
(ITI TF-2a)
トランズ動作　パートA –
セクション 3.1 – 3.28
改正6.0―最終テキスト 

2009年8月10日 

著作権所有©2009：IHE International

目次

1　はじめに
6
1.1　テクニカルフレームワークの概要
6
1.2　ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワーク ボリューム2a、2b、

2x、および3の概観
7

1.3　対象読者
7
1.4　規格との関係
8
1.5　実世界のアーキテクチャとの関係
8
1.6　コメント
9
1.7　著作権許可
9
2　規約
10
2.1　一般的なIHEトランザクションモデル
10
2.2　HL7プロファイリング規約
11
2.3　コード実体およびコード体系の使用
11
3　IHEトランザクション
12
3.1　時刻の維持
13
3.1.1　適用範囲
13
3.1.2　ユースケースの役割
13
3.1.3　参照規格
13
3.1.4　相互作用図
13
3.2　ユーザ認証の取得
15
3.2.1　適用範囲
15
3.2.2　ユースケースの役割
15
3.2.3　参照規格
16
3.2.4　相互作用図
16
3.2.5　拡張された認証方法
17
3.2.6　監査記録に関する配慮
17
3.3　サービスチケットの取得
19
3.3.1　適用範囲
19
3.3.2　ユースケースの役割
19
3.3.3　参照規格
19
3.3.4　相互作用図.
20
3.3.5　セキュリティに関する配慮
21
3.4　ケルバロス通信
22
3.4.1　適用範囲
22
3.4.2　ユースケースの役割
22
3.4.3　参照規格
22
3.4.4　相互作用図..
22
3.4.5　セキュリティに関する配慮
25
3.5　文脈に加入
26
3.5.1　適用範囲
26
3.5.2　ユースケースにおける役
26
3.5.3　参照規格
27
3.5.4相互作用
27
3.6　文脈の変更
32
3.6.1　適用範囲
32
3.6.2　ユースケースの役割
33
3.6.3　参照規格
33
3.6.4　相互作用図
34
3.7　文脈の退出
38
3.7.1　適用範囲
38 

3.7.2　ユースケースの役割
38 

3.7.3　参照規格
39 

3.7.4　相互作用図
39 

3.8　個人情報の管理
40 

3.8.1　適用範囲
40
3.8.2　ユースケースの役割
40 

3.8.3　参照規格
41 

3.8.4　相互作用図
41 

3.8.5　セキュリティに関する配慮
48 

3.9　PIX問い合わせ
55
3.9.1　適用範囲
55
3.9.2　ユースケースの役割
55 

3.9.3　参照規格
55 

3.9.4　相互作用図
56 

3.9.5　セキュリティに関する配慮
63 

3.10　PIXの更新通知
66 

3.10.1　適用範囲
66 

3.10.2　ユースケースの役割
66 

3.10.3　参照規格
66 

3.10.4　相互作用図
67 

3.10.5　セキュリティに関する配慮
70 

3.11表示のための特定情報検索取得
73 

3.11.1　適用範囲
73 

3.11.2　ユースケースの役割
73 

3.11.3　参照規格
73 

3.12　表示のための文書検索取得
83 

3.12.1　適用範囲
83 

3.12.2　ユースケースの役割
83 

3.12.3　参照規格
83 

3.12.4　相互作用図
84 

3.13　文脈のフォロー
88 

3.13.1　適用範囲
88 

3.13.2　ユースケースの役割
 88 

3.13.3　参照規格
89 

3.13.4　相互作用図
89 

3.14　文書セットの登録
93 

3.14.1　適用範囲
93 

3.14.2　ユースケースの役割
93 

3.14.3　参照規格
94 

3.14.4　相互作用図
94 

3.14.5　セキュリティに関する配慮
96 

3.15　文書セットの提出登録
101 

3.15.1　適用範囲
101 

3.15.2　ユースケースの役割
102 

3.15.3　参照規格
102 

3.15.4　相互作用図
103 

3.15.5　アクタの要求事項
110 

3.15.6　セキュリティに関する配慮
111 

3.16　登録簿への問い合わせ
116 

3.16.1　適用範囲
116 

3.16.2　ユースケースの役割
116 

3.16.3　参照規格
117 

3.16.4　相互作用図
117 

3.17　文書検索取得
141 

3.17.1　適用範囲
141 

3.17.2　ユースケースの役割
141 

3.17.3　参照規格
141 

3.17.4　相互関係ダイアグラ
142 

3.17.5　セキュリティに関する配慮
145
3.18　登録簿保存問い合わせ
149 

3.18.1　適用範囲
149 

3.18.2　ユースケースの役割
149 

3.18.3　参照規格
150 

3.18.4　相互作用図
150
3.18.5　セキュリティに関する配慮
175
3.19　ノード認証
178 

3.19.1　適用範囲
178 

3.19.2　ユースケースの役割
178 

3.19.3　参照規格
178 

3.19.4　相互作用図
178 

3.19.5　トリガーイベント


3.19.6　メッセージのセマンティックス
179 

3.19.7　ローカルユーザの認証
182 

3.20 監査イベントの記録
184 

3.20.1　適用範囲
184 

3.20.2　ユースケースの役割
184 

3.20.3　参照規格
184 

3.20.4　相互作用図
185 

3.20.5　監査イベントの記録
185 

3.20.6　トリガーイベントおよびメッセージのセマンティックス
185 

3.20.7　監査メッセージフォーマット
189 

3.21　患者の個人情報の問い合わせ
195 

3.21.1　適用範囲
195 

3.21.2　ユースケースの役割
195
3.21.3　参照規格
195 

3.21.4　相互作用図
196 

3.21.5　セキュリティに関する配慮
208 

3.22　患者の個人情報および来院問い合わせ
212 

3.22.1　適用範囲
212 

3.22.2　ユースケースの役割
212 

3.22.3　参照規格
212 

3.22.4　相互作用図
213 

3.22.5　セキュリティに関する配慮
227 

3.23　医療機関職員の電話帳探索
230 

3.23.1　適用範囲
230 

3.23.2　ユースケースの役割
230 

3.23.3　参照規格
231 

3.23.4　相互作用図
231 

3.24　医療機関職員の電話帳問い合わせ
233 

3.24.1　適用範囲
233 

3.24.2　ユースケースの役割
233 

3.24.3　参照規格
233 

3.24.4　相互作用図
234 

3.24.5　LDAP問い合わせ／応答
234 

3.25　故意に空白にしてある
245 

3.26　故意に空白にしてある
245 

3.27故意に空白にしてある
245 

3.28故意に空白にしてある
246 
1　はじめに

医療連携のための情報統合化 (IHE)は、現代の保健医療機関をサポートする情報システムの統合を刺激するように計画された構想である。その基本の目的は「すべての患者をケアするとき、医学的決定のため全ての必要な情報が正確であり医療従事者に利用可能である」ことを確実にすることである。IHE構想はその統合努力を奨励する処理でありまたフォーラムでもある。IHE構想は、特定の臨床目標を達成するため確立された通信規格を実装するテクニカルフレームワークを定義している。IHE構想には、このフレームワークを実装するための厳密な試験処理も含まれている。そして、IHE構想はまた、このフレームワークの利点を実証して業界とユーザによるその採用を奨励するために、医療専門家の主な会合でIHEの教育セッションおよび展示会を企画実施する。

IHE構想で使用されたアプローチは、新しい規格を定義するのではなく、むしろ既存の規格、例えば HL7、ASTM、DICOM、ISO、IETF、OASISおよび適当な他の規格を、使用するのをサポートすることである。IHEプロファイルは、必要な場合、これらの規格においてさらに構成の選択を抑制することもある。この目的は、その構成選択が、異なったアクタ間でも統合化された方式で、それぞれの規格の領域の中で円滑に使用されることを確実にすることである。既存の規格の明確化とか拡張が必要になれば、IHEは該当する規格機関に勧告を行う。
この構想は、種々の医学専門領域や世界中各地域に多数のスポンサーおよびサポート組織を持っている。北アメリカでは、主要なスポンサーは、医療情報・システム管理学会(HIMSS)、および北アメリカ放射線学会(RSNA)である。IHE Canadaも形成された。IHE Europe(IHE-EUR)は次の組織の大規模な連合によりサポートされている。the European Association of Radiology (EAR) および European Congress of Radiologists (ECR)、 the Coordination Committee of the Radiological and Electromedical Industries (COCIR)、 Deutsche Röntgengesellschaft (DRG)、 the EuroPACS Association、 Groupement pour la Modernisation du Système d'Information Hospitalier (GMSIH)、 Société Francaise de Radiologie (SFR)、 Società Italiana di Radiologia Medica (SIRM)、 および the European Institute for health Records (EuroRec)である。日本では、IHE-Jのスポンサーは、経済産業省(METI)、厚生労働省；およびMEDIS - DCである；協力組織に含まれるのは、日本画像医療システムズ工業会(JIRA)、保健医療福祉情報システム工業会(JAHIS)、日本医学放射線学会(JRS)、日本放射線技術学会(JSRT)および日本医療情報学会(JAMI)である。医療従事者を代表する他の組織は、学際的・地理的な境界を超えてIHE処理の拡張に参加することが望ましい。
1.1　テクニカルフレームワークの概観 
この文書、IHE ITインフラストラクチャー・テクニカルフレームワーク(ITI TF)は、医学情報の適切な共有を促進し最適の患者ケアを実現するという統合目標を達成するに、確立された諸規格を具体的に実装する方法を定義する。このフレームワークは、公開見直しの後に毎年拡張され、誤りの発見と修正を経て定期的に維持される。現行版つまり最終テキスト用の改正6.0は、2009年8月時点で定義され実装されるIHEトランザクションを指定する。文書の最新のバージョンは、インターネットによって、http://www.ihe.net/Technical_Framework .で常に利用可能である。
IHE ITインフラストラクチャーのテクニカルフレームワークでは、IHEアクタと呼ばれる保健医療施設の機能コンポーネントの部分集合が指定され、アクタ間の相互作用を規格に準拠して調整されたトランザクション群を用いて規定している。この一連のトランザクションが、段階を追って詳細化しを漸次詳しく説明されている。ボリューム１(ITI TF-1)では、IHE機能性について上位レベルからの見方を提供する。つまり、トランザクション群が統合プロファイルと呼ばれる機能ユニットにうまく結び付けられて組織化されるのを示し、統合プロファイルは、具体的なITインフラストラクチャー要求事項に焦点を当てて機能性がはっきり強調される。
ITインフラストラクチャーのテクニカルフレームワークのボリューム2a、2bおよび2xは、ITインフラストラクチャー統合プロファイルの中で使用される各IHEトランザクションの個々について詳細に専門的説明をしている。ボリューム3は、コンテンツ仕様および多重トランザクションの際の仕様を述べている。これら3ボリュームは内容が一貫しているので、他のIHE領域の統合プロファイルについても使用できる。
IHE構想内の他の領域には、それぞれのエリア内のテクニカルフレームワークがあり、それらが一緒になってIHEテクニカルフレームワークを形成する。例えば、次のIHEのテクニカルフレームワークが利用可能なものの例である：
· IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワーク

· IHE循環器部門テクニカルフレームワーク

· IHE臨床検査部門テクニカルフレームワーク

· IHE患者ケア調整部門テクニカルフレームワーク

· IHE放射線科部門テクニカルフレームワーク 
適用可能な場合、他のテクニカルフレームワークも参照し言及する。他のフレームワークを参照する際の規約については、ITI TF-1：1.6.3を参照すること。

1.2　ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワーク　ボリューム2a、2b、2x、および3の概観
以下のセクション1では、さらにテクニカルフレームワークの一般的な性質、目的および機能について述べる。セクション2では、IHEトランザクションを定義するためにこのボリュームで用いられている規約について述べる。
セクション3は、トランザクションを詳細に、個々のアクタに対しての役割、使われている規約、交換される情報、ある場合の実装オプションなどを説明する。セクション3は、二部にわかれる。

・ボリューム2a：セクション3.1-3.28トランザクション[ITI-1]から[ITI-28]に対応。

・ボリューム2b：セクション3.29-3.57トランザクション[ITI-29]から[ITI-57]に対応。

ボリューム2xは、トランザクションに関する技術詳細に付録を含む。

ボリューム3、セクション4は、多重トランザクションに用いられる仕様を述べる。

ボリューム3、セクション5は、コンテンツ仕様を述べる。
1.3　対象読者 
この文書の意図した対象読者は：

•　保健医療施設のIT部門
•　IHE構想に参加することを計画中のベンダの技術スタッフ

・規格の開発に関係している専門家
・IHEシステムやワークフローに関心を持つ者

1.4　規格との関係 
IHEのテクニカルフレームワークは、分散して存在する保健医療環境の中の機能コンポーネント(IHEアクタと呼ばれる)を、もっぱら保健医療施設でのアクタの相互作用の視点から見て、特定している。現時点での開発のレベルでは、テクニカルフレームワークは、ASTM、DICOM、HL7、IETF、ISO、OASISおよびW3C等の規格に基づいてよく調整された一群のトランザクションを定義している。IHE構想の適用範囲が拡大するとともに、他の規格を基礎とするトランザクションも必要に応じて含まれる可能性がある。
ある場合には、IHEは、これらの規格にサポートされた特定のオプションの選択を勧める；しかしながら、IHEは、これらの基準へ適合するという基本方針に矛盾する技術的な選択を導入することはない。既存規格の中に誤りまたは拡張が見つかった場合、IHEの方針としては、それらを適切な規格機関に報告し、その機関の適合・規格展開戦略の中で解決するように求める。
したがって、IHEは実装フレームワークであって規格ではない。製品に対しての適合要求は、特定の規格に直接に言及して主張されなければならない。さらに、IHE統合能力を自社製品中に実装したベンダは、製品の能力を伝達するためにIHE統合宣言書を公表してもよい。IHE統合宣言書を公表するベンダは、コンテンツに対する十分な責任を取る。異なる製品からのIHE統合宣言書を比較することによって、アクタおよび統合プロファイルと言うIHE概念に精通しているユーザは、それら製品間の統合のレベルを決定できる。IHE統合宣言書の書式については、ITI TF-2x：附属書Cを参照すること。
1.5　実世界のアーキテクチャとの関係 
IHEのテクニカルフレームワークに記述されたIHEアクタおよびトランザクションは、実世界の保健医療情報システム環境を抽象化した概念である。一部のトランザクションは、特定製品カテゴリ(例えばHIS、臨床データ保存庫、放射線科情報システム、臨床情報システムまたは循環器科情報システム)によって伝統的に行われているが、他方でテクニカルフレームワークは、機能またはアクタをそのような製品カテゴリと関連づけることを意図的に回避している。各アクタについて、IHEのテクニカルフレームワークは、統合情報システムに関連した機能だけを定義している。したがって、アクタのIHE定義は、それを実装するすべての製品の完全な定義であると解釈するべきでないし、またフレームワークもそれ自身保健医療情報システムのアーキテクチャについて包括的に記述すると解釈するべきでない。
アクタとトランザクションを定義する理由は、保健医療情報システム環境の機能コンポーネント中の相互作用を定義する根拠を提供することである。単一の物的製品が多面的機能を実装する状況では、製品とその環境の中の外部機能との間のインターフェースだけが、IHE構想によっては重要であると考えられる。したがって、IHE構想は、単一の総括的な情報システムに基づいた統合環境か、一緒になって同じ目的を達成する多重システムに基づいた環境か、いずれにメリットがあるかの優劣を決める立場は取らない。

1.6　コメント 
HIMSSおよびRSNAは本文書およびIHE構想についてのコメントを歓迎する。コメント宛先は：

Lisa Spellman 
Senior Director Informatics 
230 East Ohio St.、 Suite 500 
Chicago、 IL USA 60611 

Email: ihe@himss.org 

1.7　著作権許可

Health Level Seven、 Inc.、は、HL7規格からの表を複製することをIHEに許可した。この文書中のHL7表の著作権はHealth Level Seven、 Inc.、にある。無断複写・複製・転載を禁ずる。これらの文書から取出された資料は使用された場合、クレジットされている。
2　規約 
この文書は、フレームワーク概念を示しIHEテクニカルフレームワークの基礎としている規格がどのように適用されるべきかを明示するために、以下の規約を採用した。

2.1　一般的なIHEトランザクションモデル
トランザクションの記述はセクション３に記載される。各トランザクションの説明においては、アクタ、アクタの役割、およびアクタ間のトランザクションを、ユースケースとして説明している。

一般的なIHEトランザクションの説明は下記のような要素から成っている：

・適用範囲：トランザクションの簡単な説明。
・ユースケース上の役割：下記例のような簡単な作用図を用いて、関係するアクタ群、およびトランザクションの役割をテキスト（文チャプター）で定義する：


[image: image2]
・参照した規格：トランザクションに使用される規格（具体的なパート、チャプター、セクションを明記）。
・相互作用図：アクタとトランザクションをサポートするメッセージを、アクタ内部で行なわれる処理を四角形で、下方向に時間の流れを示したグラフィカルな図による記述。
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IHEテクニカルフレームワークで使用される相互作用図は、Grady Booch、 James Rumbaugh、 および Ivar Jacobsonによる The Unified Modeling Language User Guide、 ISBN 0-201-57168-4の記述にならってモデル化を行なった。単純な確認メッセージ(Ack)は、簡潔にするために図においては省略している。トランザクションを説明するには、一つ以上のメッセージが必要になる。各メッセージは、そのメッセージが開始するアクタからスタートする矢印で示してある。
・メッセージの定義：トランザクションに含まれる各メッセージ、メッセージをトリガーするイベント、メッセージのセマンティックス、そしてメッセージが受信側に惹き起こす動作等の説明。

2.2　HL7プロファイルの規約

HL7のプロファイル規約については、ITI TF-2x: 附属書Cおよびネットワーク実装ガイドライン等を参照すること。

2.3　コード実体およびコード体系の使用

IHEは、あるコード体系を新しく作ってメンテナンスしたり、統制された用語集を生み出すような別の手段の規定したりすることはしない。利用可能な限り、HL7やDICOM規格で決められたコード体系を優先して使わなければいけない。規格で使うべきコード体系等が明示的には決められていないような場合には、実装する際にどんなコード体系でも（自己専用でも、ローカルなものでも）、ライセンスと著作権の問題を解決してさえいれば使用してよい。

3　IHEトランザクション

このセクションでは各IHEトランザクションの詳細を定義する。すなわち、使用する規格、転送する情報、トランザクションが必要となる条件、オプションとなる条件などを定義する。

3.1　時刻の維持

このセクションは、IHE IT インフラストラクチャテクニカルフレームワークのトランザクションITI-1に対応する。トランザクションITI-1は、時刻サーバアクタおよび時刻クライアントアクタで使用される。

3.1.1　適用範囲

このトランザクションは、多重のシステム間で時刻を同期するために使用される。

3.1.2 ユースケースの役割
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アクタ：時刻サーバ
役割：NTP時刻サービス問い合わせにたいして応答する。

アクタ：時刻クライアント

役割：NTPまたはSNTP時刻サービスを用いて、時刻サーバやローカルシステムの時刻と同期をとる。

3.1.3　参照規格

NTP

ネットワーク時刻プロトコル バージョン 3. RFC1305
SNTP

Simple ネットワーク時刻プロトコル (SNTP) RFC4330 360
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3.1.4　相互作用図

図　3.1.4-1.時刻メッセージの維持

3.1.4.1　時刻の維持

NTPトランザクションは詳細にRFC1305に記述されている。また、http://www.ntp.orgには、トランザクションについての広範な内容の文書と構成やセットアップについての勧告も記載されている。このフレームワークの中にそれらを全て再掲載するのは避け、読者には是非引用サイトで精査されるのを強くお勧めする。最も一般的に使われるモードは、下記に述べる問い合わせ－応答モードである。他の形式については、RFC1305およびhttp://www.ntp.org上の資料を参照されたい。

時刻サーバはNTPをサポートする(それは暗黙のうちに、SNTPクライアントもサポートされることを意味する)。安全NTPもまたサポートされる。時刻クライアントは、時刻サーバのグループ内にある時や高精度が求められるときは、NTPを使用すること。グループ化されていないクライアントで1秒程度の精度でよい場合は、SNTPでもよいかもしれない。時刻クライアントもまた安全NTPをサポートする。

表 3.1.4-1　許されるプロトコル選択
	プロトコル
	時刻サーバ
	時刻サーバでグループ化された時刻クライアント
	時刻クライアント(1秒精度)
	時刻クライアント(高精度)

	SNTP
	サポート義務t
	禁止
	許可
	禁止

	NTP 
	サポート義務
	サポート義務
	許可
	許可

	安全 NTP
	オプション
	オプション
	オプション
	オプション


3.1.4.1.1　トリガーイベント
問い合わせ－応答モードにあるとき、時刻クライアントは時刻サーバに問い合わせを出し応答を得る。このトランザクションでネットワーク遅延の時間推定も実施できる。

3.1.4.1.2　メッセージのセマンティックス

時刻クライアントはネットワーク時刻プロトコル(NTP)を使って時刻サーバとその時刻を同期する。NTPクライアントは、DHCPからNPTサーバアドレスを自動的に得るために、そして/またはNPTサーバアドレスを自動的に見つけられるように、特定のNPTサーバを特定のIPアドレスで使用するように構成することもできる。時刻クライアントは少なくとも手作業による構成が可能でなければならないし、3モード全てまでサポートしてもよい。時刻クライアントは通常、アプリケーションがシステムクロック設備を使い続けられるように、システムクロックを調整することによって時刻同期を維持している。同期の具体的な精度は、特定のアクタの要求に応じて決められる。

実装においては、少なくとも1秒の時間同期精度をサポートしていなければならない。

時刻クライアントに対して1秒の精度を提供できると定義されている単一ネットワーク時刻プロトコル(SNTP) RFC4330が存在する。それは、NTPと全く同一のプロトコルを使用しているが、NTP高精度統計的推定アルゴリズムで使用される測定データは含んでいない。高精度を実現するために必要な計測と統計的推定アルゴリズムを省略しているので、実装コストがやや安いのである。この統計的推定の省略は、時刻サーバに関してグループ化されている場合には、使用すべきでない。時刻サーバに関してグループ化されておらず、また別の理由からよりよい精度を必要としていない時刻クライアントには、この省略した方法が許さる。

注：
時刻クライアントアクタは、オペレーティングシステムが提供するコンポーネントを使うことによっても実装することができる。一部のOSではSNTPのみを提供しているが、他のOSではSNTPまたはNTPクライアントの選択を提供している。
安全NTPの使用は求められてはいない。侵入を隠すためにタイムベースを撹乱されるというリスクは極めて低く、殆どの環境では安全NTPを維持するための運用コストが極めて高いからである。

3.1.4.1.3　想定される動作
時刻サーバと時刻クライアントはUTCに対して同期を維持する。時刻クライアントは、一つ以上のサーバから得られる時間推定とネットワーク遅延推定を用いて、統計的推定を維持している。この統計的な推定の処理が時間推定を生成し、システムクロックの常時調整を実施している。

注：
ローカルな時報、UTCおよび電池バックアップ式時計の間の関係は、しばしば混乱の源である。ハードウエアやオペレーティングシステムが異なると構成の要求事項も異なってくる。現場サービスやオペレーションスタッフが誤りを惹き起こさないように、構成の要求事項は明確に記述されユーザインターフェースに明記されなければならない。

3.2　ユーザ認証の取得

このセクションはIHE ITインフラストラクチャテクニカルフレームワークのトランザクションITI-2に対応する。トランザクションITI-2は、クライアント認証エージェントおよびケルベロス認証サーバアクタに使われている。

3.2.1　適用範囲

このトランザクションは施設全体にわたるユーザの個人特定を認証するのに用いられる。チャレンジ－応答方法によってユーザが正しいパスワードを知っていることを検証する。ユーザが一旦認証されると、ケルベロス認証サーバがクライアントエージェントに対してチケット発行チケット (TGT)を送り、引き続く相互作用の最適化を実施する。TGTは、ログイン／パスワード型の操作の繰り返しを省略する代替操作として効力を発揮する（単一のサインオンで済む）。

このトランザクションは、RFC1510において“認証サービス”と呼ばれているものと同一である。

3.2.2　ユースケースの役割
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アクタ：クライアント認証エージェント。
役割：認証情報をケルベロス認証サーバへ送信し、TGTを受信し、そして内部TGT管理操作を実施する。
アクタ：ケルベロス認証サーバ。RFC1510では、キー分配センター (KDC)と呼ばれる。

役割：認証情報を検証し、TGTを発行し、それをクライアント認証エージェントへ送信する。
3.2.3　参照規格

RFC1510
ケルベロスネットワーク認証サービス(V5) 
3.2.4　相互作用図

クライアント認証エージェントは、ケルベロス認証サーバへケルベロス認証サービス要求(KRB_AS_REQ)を送信する。このメッセージは、ユーザ、チケット発行サービスの氏名、および認証データを特定する。認証データは、通常ユーザのロングタームキーで暗号化されたタイムスタンプである。(例外ケースについては RFC1510を参照。) 

[image: image8.emf]
図3.2.4-1. ユーザ認証メッセージの取得
3.2.4.1　ユーザ認証の取得（要求／応答）

3.2.4.1.1　トリガーイベント

ケルベロスユーザ認証トランザクションは。通常以下のような場合に発生する：

1.
ユーザが新規にログインしたり、セッションをスタートさせた場合、および
2.
TGTの期限満了の直前。TGTタイムアウトはこのトランザクションの必要性を最小にするために選択されるが、ユーザのログアウト/セッション完了が起こる前にTGTの期限満了となる。

クライアント認証エージェントが利用者状況オプションの認証を行なう際に、クライアント認証エージェントは、ユーザ認証を開始する前に、いかなる文脈管理インターフェース問題も解決しておかなければならない。例えば、クライアント認証エージェントは、文脈管理によりこのユーザセッションの文脈に於いてただ一人のユーザ認証者であるとして受け入れられることを確認していなければならない。同様な事情はCCOWの非IHE的使用についても起こる可能性がある。

3.2.4.1.2　メッセージのセマンティックス
クライアント認証エージェントは、このトランザクションがRFC 1510で定義されているケルベロスユーザ名／パスワードシステムを満たして使用されることをサポートする。ユーザ名およびパスワードは、ISO-646/ECMA-6 (別称U.S. ASCII)の国際基準版に規定されている94個の印刷可能な文字から作られる。

3.2.4.1.3　想定される動作

クライアント認証エージェントは、後続の業務の中でクレデンシャルキャッシュからのTGTが再使用されるように、TGT管理を行なう。クライアント認証エージェントは、一人のユーザはその人自身のチケット（TGTとサービスチケットの両方）だけにアクセスすることを保障している。この保障は、大抵の場合ユーザがログアウトかセッション完了する際にクレデンシャルキャッシュを消去することで行なわれる。

クラインアト認証エージェントが利用者状況オプションの認証機構をサポートする際に、エージェントはチェンジ文脈トランザクションを実施して文脈管理アクタで管理される文脈の中にユーザIDを設定する。

ユーザセッションが終了すると、クライアント認証エージェントはユーザクレデンシャルをそのキャッシュから除去する。もしそれが利用者状況オプションの認証機構をサポートするなら、エージェントはチェンジ文脈トランザクションを実施してユーザクレデンシャルを消去する前にユーザをNULLに設定する。

3.2.5　拡張された認証方法

この統合プロファイルで用いられるケルベロスチャレンジ－応答システムは、多くの認証メカニズムによってユーザを検証するのに用いられる。このプロファイルで指定されたメカニズムは、ケルベロスユーザ名およびパスワードシステムである。スマートカードとかの他の方法も記述されてはいるが、規格化はされていない。（代替する認証メカニズムについての議論は、ITI TF-1：附属書 Dを参照。）

3.2.6　監査記録に関する配慮

クライアント認証エージェントは、各々の認証取得[ITI-2] トランザクションに対して、EventTypeCodeにログインか失敗か（状況に応じて適宜なものを）与えて、ATNA UserAuthenticatedイベントを生成する。もしアプリケーションがログアウトを知れば、その際はログアウトのeventTypeCodeをもったUserAuthenticationイベントを生成する。ユーザ名要素は、username@realmの形式のケルベロスIDである。

	
	フィールドネーム
	Opt
	値の制約

	イベント

AuditMessage/ EventIdentification
	EventID
	M
	EV(110114、DCM、“ユーザ認証済み”)

	
	EventActionCode
	M
	“E”(実行する)

	
	EventDateTime
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicato
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode
	M
	EV(110122、DCM、“ログイン”)
EV(110123、DCM、“ログアウト”)

	生成源(1)
	

	要求者(1)

	宛先(0)

	監査生成源(クライアント認証エージェント) (1)

	参加オブジェクト(0)


ここで：

	生成源

AuditMessage/ ActiveParticipant
	UserID
	M
	ローカルなシステムログのローカルオペレーティングシステム内で使われている処理ID

	
	AlternativeUserID
	U
	規定されていない

	
	UserName
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor
	M
	“true”

	
	RoleIDCode
	M
	EV(110150、DCM、“アプリケーション”)

	
	NetworkAccessPointTypeCode
	M
	機器(DNS)名には“1”、IPアドレスには“2”

	
	NetworkAccessPointID
	M
	RFC 388に規定された機器名またはIPアドレス

	要求者 (既知の場合)
 AuditMessage/ ActiveParticipant
	UserID
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID
	U
	規定されていない

	
	UserName
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor
	M
	“true” 

	
	RoleIDCode
	U
	規定されていない

	
	NetworkAccessPointTypeCode
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID
	NA
	


	監査生成源

AuditMessage/

AuditSourceIdentification
	AuditSourceId
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteId
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceType Code
	U
	規定されていない


3.3　サービスチケットの取得

このセクションは、IHEインフラストラクチャテクニカルフレームワークのトランザクションに対応する。トランザクションITI-3は、クライアント認証エージェントおよびケルベロス認証サーバアクタで使用される。

3.3.1　適用範囲

クライアント認証エージェントは、このトランザクションをサービスチケットの取得のために使用する。このサービスチケットは、ケルベロスサーバへ送られ、このユーザをケルベロスサーバに認証させる。

3.3.2　ユースケースの役割

[image: image9.png]Record
Audit Event

Audit Record






アクタ：クライアント認証エージェント
役割：クライアントは認証情報をケルベロス認証サーバへ送り、サービスチケットを受け取り、そして内部的なチケットを管理する。
アクタ：ケルベロス認証サーバ。RFC1510では、キー分配センター (KDC)と呼ばれる。

役割：認証情報を検証し、チケットを作り、そしてそれをクライアント認証エージェントアクタへ送信する。
3.3.3　参照規格

RFC1510　　　　ケルベロスネットワーク認証サービス(V5) 
3.3.4 相互作用図
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3.3.4.1　ケルベロスサービスチケット
3.3.4.1.1　トリガーイベント

ケルベロスサーバと通信する以前に、サービスチケット（の取得）が求められる。このチケットは、ケルベロス通信処理の一部分として、そのサービスに発行される。

3.3.4.1.2　メッセージのセマンティックス

クライアント認証エージェントアクタは、ケルベロス認証サーバにケルベロスチケット発行サービス要求 (KRB_TGS_REQ)を送ることによってサービスのクレデンシャルを要求する。このメッセージには、以下のものが含まれる：ユーザ名、ユーザのログインセッションキーによって暗号化された認証者、ユーザ認証トランザクション取得で取得したTGTおよびユーザがチケットを要求するサーバ名。

ケルベロスサーバがKRB_TGS_REQを受け取ると、そのTGTを自身の秘密キーで解読し、ログオンセッションキーを取り出す。そのログオンセッションキーを用いて認証機構を解読し審査させる。もし認証機構がテストをパスさせたなら、ケルベロス認証サーバはTGTから認可データを引き出し、クライアントのためにセッションキーを創出する。セッションキーは、クライアントだけでなくサービスをサポートするケルベロスサーバアクタとも共有される。ケルベロス認証サーバは、このセッションキーの一個のコピーをユーザのログオンセッションキーを用いて暗号化する。そのサーバは、セッションキーのもう一つのコピーを認証データと一緒にチケットの中に埋め込み、このチケットをサービスの ロングタームキーを用いて暗号化する。それから、ケルベロス認証サーバは、それらのクレデンシャルをケルベロスチケット発行サービス応答 (KRB_TGS_REP) の中に入れてクライアントへ送り返す。

ケルベロスメッセージへのIHEの特定の拡張とか改変とかは無い。

3.3.4.1.3 想定される動作

クライアント認証エージェントが応答を受け取ると、ログオンセッションキーを用いてサービスに使用するべくセッションキーを解読し、そのキーをそれのクレデンシャルキャッシュに保存する
その後、エージェントはチケットをサービス用に引き出したり、キャッシュにそれを保存する。クライアントは、チケットを以降の使用のために、クレデンシャルキャッシュに保存する。

3.3.4.1.4　サービスの登録
施設内でサポートされるケルベロス通信サービスは、用いられている RFC1510プロトコル仕様に応じてケルベロス認証サーバ上に登録されなければならない。KDC上でのサービスの登録は、このプロファイルの範囲外である。

3.3.5　セキューリティに関する配慮

通信が成功している場合は、ATNAユーザ認証イベントをログするのに、サービスチケット取得[ITI-3]トランザクションは必要無い。認証失敗のために通信が失敗した際に、ATNAユーザ認証イベントはログされなければならない。

3.4　ケルベロス通信
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-4に対応する。トランザクションIT-4は、クライアント認証エージェントおよびケルベロスサーバアクタで用いられる。

3.4.1　適用範囲

このセクションは、ケルベロスユーザIDと、セッション志向のプロトコルのためのセッションとの関係、またはトランザクション志向のセッションのためのトランザクションとの関係の詳細を規定している。

3.4.2　ユースケースの役割
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アクタ：クライアント認証エージェント

役割：接続の一部として、または他のプロトコルへのセッション管理の一部として、適切なチケットを発行する。

アクタ：ケルベロスサーバ

役割：接続の一部として、または他のプロトコルとのセッション管理の一部として、ユーザID関連サービスを実行するチケットを受け付けて、検証する。

3.4.3　参照規格 
RFC1510
ケルべロスネットワーク認証サービス(V5) 
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3.4.4　相互作用図

図3.4-1　ケルベロス通信

3.4.4.1　ケルベロス通信 
上記のシーケンス図は、様々の異なったプロトコルのスタートアップシーケンスにおいて、カプセル化されている情報の流れを示す。このカプセル化の具体的な詳細は、通信プロトコルの特定の種類であるケルベロスプロトコルの定義の一部として規定されている。

3.4.4.1.1　トリガーイベント

これは、セッションの始まりとして、または各セッションレストランザクションの一部分として、発生する。

3.4.4.1.2　メッセージのセマンティックス

クライアント認証エージェントアクタは、ケルベロスサーバへケルベロスアプリケーション要求(KRB_AP_REQ)を送り、そのサーバからのサービスを要求する。このメッセージには、セッションキーを使って暗号化された認証コード、サービスチケット取得トランザクションで得られたチケット、およびクライアントが相互認証を求めているか否かを示すフラッグが含まれている。（このフラッグの設定は、ケルベロス通信の規則で規定されるか、特定のケルベロスプロトコルのオプションとして規定される。）

ケルベロスサーバは、KRB_AP_REQを受け取り、チケットを解読し認可データとセッションキーを抽出する。サーバは、そのセッションキーを用いて認証コードを解読し、次いで内部のタイムスタンプを評価する。確認コードがテストをパスするなら、サーバは、クライアントの相互認証をサポートするプロトコル要求の中に相互認証フラッグを探す。もしフラッグが設定されているならば、サーバはこのセッションキーを用いてクライアント認証アクタが出す時刻を暗号化し、その結果をケルベロスアプリケーションリプライ(KRB_AP_REP)の中に入れて返送する。

実際の符号化と、KRB_AP_REQとKRB_AP_REPの交換は、特定のケルベロスプロトコルの定義の一部分として規定されている。

3.4.4.1.3　想定される動作

クライアント認証アクタがKRB_AP_REPを受信すると、サーバの認証コードをサーバと共有するセッションキーを用いて解読し、サービスにより返送された時刻をクライアントのオリジナル認証確認コードの時刻と比較する。もし時刻が一致すれば、クライアントはサービスが本物であることを知り接続は進行する。

もし相互認証が要求されなければ、他のIHEアクタがそれらのIHEトランザクションを進める。それらのトランザクションは、認証済みユーザから要求されたものとみなされる。他のアクタは、この情報を他の目的に使用する。例えば、ユーザ認可の確認とかユーザ動作を監査証跡の中にロギングするのに使用する。

3.4.4.2　ケルベロスHTTP 
ケルベロスHTTPは、SPNEGO-HTTPを使用する。

（http://www.ietf.org/internet-drafts/draft-brezak-spnego-http-04.txtを参照のこと）

注：
出版時には、ケルベロスHTTPの規格が存在しなかった。（現在は）三種の比較的良く文書化された非標準の仕様が存在する。さらに、ウエッブやアプリケーションサーバ用にこの非標準仕様が、市販され、オープンソース実装されている。マイクロソフトインターネットエクスプローラ (MSIE) により実装されているケルベロスHTTP仕様を使うことが決定された。その理由は、多くの保健医療用のデスクトップPCはMSIEを使っているからである。
次の図が、ケルベロスHTTPの典型的なメッセージシーケンスである。
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図　3.4-2ケルベロスHTTP
また、トランザクション、構成、構成上のトラブル解決法などについて文書化されている。読者は、これら資料のすべてをこのフレームワークの一部として再生成するのを避け、これら参照文献を調べて頂くことを強くお勧めする。

（http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ben-us;326985を参照のこと）

3.4.4.2.1　トリガーイベント

このトランザクションは、各HTTPトランザクションの最初に発生する。

注：ワークステーションがマイクロソフトインターネットエクスプローラを使用していて適切に構成されていれば、それらのトランザクションはユーザには見えない。ユーザ名、パスワード、およびドメイン等の入力プロンプトが出てくるときは、コンポーネントが適切に構成されていない証拠である。

3.4.4.2.2　メッセージのセマンティックス 
このIHEプロファイルは、SPNEGO-HTTP方法によって、クライアントサイドがケルベロスクレデンシャル、またはNTLMクレデンシャルを返送できることを認識している。このようにして、このIHEプロファイルは、ケルベロスクレデンシャルへのトランザクションを制限している。

3.4.4.3　ケルベロスDICOM 
DICOMのケルベロスが提案されて開発中である。現時点では、完成した規格は存在していない。
3.4.4.4　ケルベロスHL7 
HL7のケルベロスは提案されて現在開発中である。現時点では、完成した規格は存在していない。

3.4.5　セキュリティに関する配慮 
ケルベロス通信[ITI-4]トランザクションは、通信が成功した場合には、ATNAユーザ認証イベントの記録をとる事を必要としない。認証失敗のために通信が失敗した際に、ATNAユーザ認証イベントは記録されなければならない。

3.5　文脈に加入

このセクションは、IHEインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-5に対応する。トランザクションITI-5は、患者状況参加、利用者状況の共有、クライエント認証エージェント、および文脈管理アクタによって使用される。

3.5.1　適用範囲 
このトランザクションを使用するどんな状況参加アクタ（即ち、患者状況参加、利用者状況の共有、およびクライアント認証エージェント）でも、働きかけているユーザが使っているワークステーションに特定された文脈管理セッションの位置を見つけて加入することができる。

状況参加アクタは、最初に技術固有の方法を用いて、文脈管理アクタのインスタンスの位置を見つける。その方法は、HL7文脈管理“CCOW”技術マッピング文書に定義されている。いったん文脈管理参照が返信されると、状況参加アクタは 加入方法を文脈管理へ発行する。文脈管理は独特の参加IDを返信する。利用者状況の共有およびクライアント認証エージェントは、このIDを共有シークレットと合わせて2段階の安全結合処理への入力として用いる。その処理は、2つのアクタ間の公開キーの交換を引き起こす。

もし2個以上の数の状況参加アクタがグループ化されている実装の場合には、このトランザクションは、それらアクタがグループ化されているアプリケーションの開始時に一度だけ実行される。グループ化されたアクタは、全て同じ共通の文脈を共有する。もし、グループ化されたアクタのうちの少なくとも1つのアクタが利用者状況の共有かまたはクライアント認証エージェントであるなら、このトランザクションは、2段階の安全結合処理を含む事となる。

このトランザクションに用いられる方法のセマンティックスは、以下の文書に定義されている。HL7 文脈管理“CCOW”規格: コンポーネント技術マッピン：アクティブX、またはHL7文脈管理“CCOW”規格: コンポーネント技術マッピン：ウェブである。状況参加アクタはどちらの技術でも実装できる。文脈管理アクタは、合同参加者が自身で選択した技術の実装と相互運用するために、両方の技術をサポートしなければならない。
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3.5.2　ユースケースの役割 
アクタ：患者状況参加
役割：共通文脈の中で患者サブジェクトを変更し、その変更をフォローできるように、文脈セッションの文脈管理との接続の確立を始める。

アクタ：利用者状況の共有 
役割：共通文脈の中でユーザサブジェクト変更をフォローできるように、安全文脈セッションの文脈管理との接続の確立を始める。

アクタ：クライアント認証エージェント

役割：共通文脈の中でユーザサブジェクト変更を実行できるように、安全文脈セッションの文脈管理との接続の確立を始める。

アクタ：文脈管理
役割：状況参加アクタからの文脈セッションに加入したいという要求に応える。

3.5.3　参照規格

HL7 文脈管理 “CCOW”規格、バージョン1.4：

テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ

コンポーネント技術マッピン：アクティブX 
コンポーネント技術マッピン：ウェッブ 
3.5.4　相互作用図 
文脈に加入トランザクションは、状況参加アクタが関心を持っているサブジェクトのタイプに応じて、患者サブジェクトの事柄かユーザサブジェクトの事柄かまたは患者とユーザと両方に関係したサブジェクトかで、異なった種類のメッセージ群が関係してくる。
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図3.5-1　患者サブジェクトの文脈に加入相互作用図
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図3.5-2　ユーザサブジェクト文脈に加入相互作用図
3.5.4.1　文脈に加入－位置付け方法

アプリケーションの開始と同時に共通文脈に参加するためには、状況参加（アクタ）がユーザのワークステーション用に文脈管理を行なっている文脈管理の位置を知る必要がある。これはHL7文脈管理“CCOW”規格の仕様に合致した位置付け方法を使用することで達成される。

3.5.4.1.1　トリガーイベント 
位置付け方法は、以下のアクタ：患者状況参加、利用者状況の共有、またはクライアント認証エージェントのどれかが関係するアプリケーションをユーザが開始することによって、引き起こされる。

3.5.4.1.2　メセージのセマンティックス 
Web/HTTP実装では、位置付けは文脈管理登録簿ンターフェース(文脈管理 登録簿 インターフェース)の方法の1つと定義されている。IHE文脈管理アクタは、このインターフェースを状況参加アクタが要求するインターフェースとして提供し、そのようにしてCCOWに定義されている文脈管理登録簿を実装する。その登録簿は、文脈管理の適切なインスタンスの位置付けするのに使用される。

アクティブXを実装する際、状況参加（アクタ）がオペレーティングシステム登録簿から文脈管理のインスタンスの位置を決定する。

3.5.4.1.3　想定される動作 
この位置付け方法の実施は、ウェッブ技術マッピングに特有である。この場合、文脈管理は、文脈管理インスタンスの有効なURLかまたはCCOWに定義されるUnabletoLocate例外を送り返す。 

応答仕様の詳細については、HL7文脈管理“CCOW”規格：コンポーネント技術マッピング：ウェッブ／HTTP、チャプター3を参照のこと。

3.5.4.2　文脈への加入－JointCommonContext方法
JointCommonContext方法は、つぎのどれかのアクタによって引き起こされる：患者状況参加（アクタ）、利用者状況の共有（アクタ）、またはクライアント認証エージェント。

3.5.4.2.1　トリガーイベント 
JoinCommonContext方法は、文脈管理へ参照される位置発見方法の有効な応答によりトリガーされる。

3.5.4.2.2　メッセージのセマンティックス 
JoinCommonContextは、文脈管理インターフェース上の1つの方法として定義されている。それは、状況参加アクタが安全文脈セッションの確立を完了することによって引き起こされる。状況参加アクタは、CCOW規格の規定に従ってこの方法へのパラメータを提出する。

この方法に関するパラメータの詳細な記述については、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ文書、セクション17.3.6.3を参照のこと。

3.5.4.2.3　想定される動作 
もしJoinCommonContext方法が成功するならば、文脈管理は引き起こしたアクタへ独特の文脈参加IFを発行する。それは、状況参加アクタか文脈管理アクタかのどちらかによって文脈セッションが終了するまで使用されることとなる。

もし、その方法が失敗するならば、CCOW例外の記述文が返送される。

文脈セッションが確立された後は、文脈管理アクタが、CCOW規格に規定されているように状況参加インターフェース上にPingを送る方法で、状況参加アクタの可用性を周期的に検証する。この方法に関するパラメータの詳細な記述については、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.7.6を参照のこと。

文脈管理アクタが確立されている文脈セッションを終了させることが必要となった場合には（たとえば、再スタートの場合など）、ContextParticipantインターフェース上にCommonContextTerminated方法による動作を取ることにより状況参加（アクタ）にセッション終了を通知する。この方法に関するパラメータの詳細な記述は、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ文書、セクション 17.3.7.5を参照のこと。

この方法の成功は、患者文脈へのみ参加を望んでいたアクタに対しての文脈への加入トランザクションの完了を意味する。

3.5.4.3　文脈に加入－InitializeBinding方法
InitializeBinding方法は、利用者状況の共有を意図する次ぎのアクタの一つによって引き起こされる：利用者状況の共有（アクタ）またはクライアント認証エージェント。

3.5.4.3.1　トリガーイベント 
InitializeBinding方法は、JoinContex 方法の有効な応答によってトリガーされる。

3.5.4.3.2　メッセージのセマンティックス 
InitializeBindingは、SecureBindingインターフェース上の1つの方法として定義されている。それは、状況参加アクタや文脈管理がお互いのIDを検証して、文脈管理の公開キーを、要求する状況参加（アクタ）に供給する事を可能にする。

この方法を用いると、状況参加アクタは、アプリケーション識別およびその識別に共有シークレットを連結したものから作られるダイジェストを供給する。その共有シークレットとは、CCOW用語においてはan アプリケーションパスコードとして知られている。このパスコードは、サイトに応じて構成される。

状況参加アクタが発行する本方法に関するパラメータの詳細については、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ文書、セクション17.3.12.2を参照のこと。

3.5.4.3.3　想定される動作
InitializeBinding方法を実行すると、文脈管理は要求している状況参加アクタのIDを検証し、公開キーを含むメッセージを返送する。応答様式の詳細は、HL7 文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ文書、セクション17.3.12.2を参照のこと。

3.5.4.4　文脈への加入– FinalizeBinding方法 
FinalizeBinding方法は、つぎのどれかのアクタによって引き起こされる：利用者状況の共有アクタまたはクライアント認証エージェント。

3.5.4.4.1　トリガーイベント 
FinalizeBinding方法は、InitializeBinding方法の有効な応答によりトリガーされる。

3.5.4.4.2　メッセージのセマンティックス 
FinalizeBinding方法は、SecureBindingインターフェース上の1つの方法として定義されている。それは、状況参加アクタが文脈管理に公開キーを供給することを可能にする。

この方法を用いると、状況参加アクタは、その公開キーとプライベートキーでデジタル式に署名されたダイジェストを供給する。

状況参加アクタによって発行されるこの方法のパラメータの詳細は、HL7 文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ文書、セクション17.3.12.3を参照のこと。

3.5.4.4.3　想定される動作 
FinalizeBinding方法を実行すると、文脈管理は要求している状況参加アクタのIDを検証し、その公開キーを受け付けるか拒否する。その応答様式の詳細は、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.12.3を参照のこと。

この方法の成功は、ユーザ状況へ参加を望んでいたアクタに対しての文脈への加入トランザクションの完了を意味する。

3.6　文脈の変更　

このセクションは、IHE-ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-6に対応する。トランザクションITI-6は、状況参加アクタおよび文脈管理アクタによって使用される。

3.6.1　適用範囲 
このトランザクションは、あるアプリケーションで状況参加アクタが1つ以上の文脈事項の値を変更すること可能にする。その際、他の状況参加アクタにも同期して新しい文脈値に変更させるのである。

文脈変更トランザクションは、HL7文脈管理“CCOW”規格に定義されているように、複数の方法の組み合わせから成り立っている。このトランザクションには、2つの重要な特徴がある。第一は、複数のフェーズから成り立っている点であり、それは、変更の提起、他の参加アクタの調査、最後に文脈が変更したかどうかの決定の公報から構成されている。第二の特徴は、文脈変更が具体的な事項を巻き込むことである。患者状況参加アクタにとっては、変更されるサブジェクトは患者サブジェクトである。クライアント認証アクタにとっては、変更されるサブジェクトはユーザサブジェクトである。患者状況参加アクタのみを実装するアプリケーションは、ユーザサブジェクトが文脈の中に設定されることは論外である。
使用されている方法についてのセマンティックスは、HL7文脈管理“CCOW”規格：サブジェクトデータ定義文書と併せて、HL7 文脈管理“CCOW”規格：コンポーネント技術マッピング：アクティブXまたはHL7 文脈管理“CCOW”規格：コンポーネント技術マッピング：ウェッブの文書に定義されている。状況参加アクタは、実装しようとする技術を選択できる。文脈管理は、参加アクタがどちらの実装を選んでも包容するように両方の技術をサポートしなければならない。

患者状況参加アクタが異なった患者識別ドメインからのIDを使っている場合には、文脈管理アクタは、患者ID相互参照利用者アクタおよび対応するPIX問い合わせトランザクション（ITI TF-2a：3.9に定義されている）を伴ってグループ化しなければならない。これは、患者のもつIDの全てを検索取得されるためである。IHE文脈管理アクタは、CCOW文脈管理機能よりもより広い範囲を包容する。それら2つのアクタのグループ化の完全な議論は、ITI TF-2x：附属書 Dを参照のこと。

CCOWアーキテクチャは、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジー自立アーキテクチャ文書に規定されているように、定義されたインターフェースとその詳細方法を実装する一組のコンポーネント群として定義されている。この構造は伝統的なIHEネットワークトランザクションとは異なる。セクション3.6.4の相互作用図に描かれているように、IHE文脈変更トランザクションは、複数のCCOWに定義された方法の組み合わせから成り立っている。

3.6.2　ユースケースの役割 
[image: image28.png]



アクタ：クライアント認証エージェント
役割：ユーザサブジェクトに新しい文脈値を供給することで文脈変更のセッションを開始させる。
アクタ：患者状況参加(アクタ)

役割：患者サブジェクトに新しい文脈値を供給することで文脈変更のセッションを開始させる。文脈調査の結果を受信した後、文脈変更の最終決定を行なう。患者のルックアップ機能を持たないアクタを含んでいるアプリケーションでは、このトランザクションを使ってはならない。

アクタ：文脈管理 
役割：文脈変更トランザクションのライフサイクルを管理する。
3.6.3　参照規格 
HL7文脈管理 “CCOW”規格、バージョン 1.4：

テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 
コンポーネント技術マッピング：アクティブX 
コンポーネント技術マッピング：ウェッブ 
サブジェクトデータ定義

3.6.4　相互作用図
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図3.6-1　文脈変更シーケンス

3.6.4.1　文脈を変更－StartContextChanges方法 
3.6.4.1.1　トリガーイベント 
この方法は特定のユーザのジェスチャーによってトリガーされる。患者状況参加アクタの場合、このトランザクションをトリガーするユーザジェスチャーは、患者の選択である。クライアント認証エージェントアクタの場合は、ユーザの認証である。

3.6.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
患者状況参加アクタおよび／またはクライアント認証エージェントアクタは、ContextManagerインターフェースのStartContextChanges方法を発行する。この方法に関してのパラメータの詳しい記述は、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.6.5を参照のこと。IHEは、StartContextChanges方法のCCOW定義に対していかなる制約も拡張も行なってはいない。

3.6.4.1.3　想定される動作 
文脈管理アクタは、ペンディング文脈クーポンを返送する。文脈管理アクタの発する応答の詳細記述は、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.6.5を参照のこと。IHEは、StartContextChanges方法のCCOW定義に対していかなる制約も拡張も行なってはいない。

3.6.4.2　文脈の変更－SetItemValues方法 
3.6.4.2.1　トリガーイベント 
SetItemValues方法は、StartContextChanges方法に応えて文脈クーポンを送り返すことによってトリガーされる。

3.6.4.2.2　メッセージのセマンティックス 
3.6.4.2.2.1　CCOW患者サブジェクトに対する患者状況参加アクタのサポート
患者状況参加アクタは、文脈管理アクタへ向けてContextDataインターフェースのSetItemValues方法を発行する。この方法に関してのパラメータの詳細記述は、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.4.4を参照のこと。患者状況参加アクタは、CCOW患者サブジェクト関連を取りまとめて同期をサポートしている。文脈変更トランザクションを行なう患者状況参加アクタは、Patient.Id.IdList.1患者ID項目を設定する。CCOW 規格で定義され表 3.6.4.2-1者サブジェクトID項目に示される他の患者ID項目は、規格の将来版の発行により陳腐化することがありうる。

表3.6.4.2-1患者サブジェクトID項目

	患者サブジェクト

ID項目名
	HL7意味
	HL7

データ

タイプ
	HL7 値に対するセマンティックな制限
	大小文字の識別

	Patient.Id.MRN.Suffix 
	患者の診療記録番号、PID-2ごと 
	ST 
	HL7 表 0203Identifier タイプ = MR 
	しない 

	Patient.Id.MPI 
	“マスター患者指標”内の患者ID、PID-2ごと 
	ST 
	HL7 表 0203Identifier タイプ = PTまたは PI (文脈共有システムによって同意) および割当機関がMPIシステムを表わす
	しない

	Patient.Id.National.Id.Number 
	患者の国別ID番号、PID-2ごと 
	ST 
	HL7 表 0203Identifier タイプ = PTおよび割当機関が同意国内機関を表わす
	しない

	Patient.Id.IdList 
	患者のための患者IDのリスト、PID-3ごと 
	CX 
	それぞれが同じ患者を示すIDを含むCX項目値の繰り返しセットでもよい 
	しない


HL7文脈管理“CCOW”規格、バージョン 1.4より改作

Patient.Id.IdList.1項目は、コンポーネント1、(患者ID)、およびCXデータ項目のどちらかのコンポーネント：sub- component 1、(名前空間 ID)またはcomponent 4、(the assigning authority)、を含まなければならない。これは、ITI TF-2a：3.9.4.1.2.2.に記述されていてPIX 問い合わせトランザクションの中で定義されている患者IDについての要求事項と一貫していなければならない。

患者状況参加アクタは、ContextDataインターフェースに関連してSetItemValuesを使わなければならない。詳細は、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書を参照のこと。

3.6.4.2.2.2　CCOWユーザサブジェクトに対するクライアント認証エージェントアクタのサポート
クライアント認証エージェントアクタは、CCOWユーザサブジェクト関連の同期をサポートする。文脈変換トランザクションを実行するクライアント認証エージェントアクタは、User.Id.Logon.Suffix ID項目を設定しなければならない。ここで、Suffixはケルベロスと指定されている。これは、クライアント認証エージェントアクタで用いられるべき項目名はUser.Id.Logon.Kerberosとなる。User.Id.Kerberosの値は、username@realmとなる。

クライアント認証エージェントアクタは、SecureContextDataインターフェースに関連してSetItemValuesを使用するべきである。詳細は、HL7 文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書のセクション17.3.13.3を参照すること。

3.6.4.2.3　想定される動作 
文脈管理アクタは、変更したデータの確認を返信する。IHEは、SetItemValues方法のCCOW定義に対していかなる制約も拡張も行なっていない。文脈管理アクタが患者状況参加アクタに向けて発行する応答のより詳細な記述は、HL7文脈管理 “CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.4.4を参照のこと。文脈管理アクタが患者クライアント認証エージェントに向けて発行する応答のより詳細な記述は、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.13.3を参照のこと。

3.6.4.3　文脈の変更－EndContextChanges 
3.6.4.3.1　トリガーイベント 
EndContextChanges方法は、SetItemValues方法の終了によってトリガーれる。

3.6.4.3.2　メッセージのセマンティックス 
患者状況参加アクタおよびクライアント認証エージェントアクタは、文脈管理アクタに向けてContextManagerインターフェースのEndContextChanges方法を発行する。この方法に関してのパラメータの詳しい記述は、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ文書、セクション17.3.6.6を参照のこと。IHEは、EndContextChanges方法のCCOW定義に対していかなる制約も拡張も行なってはいない。

3.6.4.3.3　想定される動作 
EndContextChanges方法 は、ITI TF-2a：3.13.4.1に定義されているように、ContextChangesPending 方法をトリガーする。文脈管理アクタは、文脈調査の結果を、始動をかけてきた患者状況参加アクタまたはクライアント認証エージェントへ送り返す。

もし始動をかけてきた患者状況参加アクタまたはクライアント認証エージェントが調査結果の中に全員一致の受け入れを認めたら、PublishChangesDecision方法の中の受け入れをトリガーする。

もし、始動をかけてきた患者状況参加アクタまたはクライアント認証エージェントが、調査結果の中に1つ以上の条件付受け入れを受け取るならば、そのアクタはそのユーザに向かって継続するか、状況参加を一時中止するか、またはペンディング状態の文脈変更トランザクションをキャンセルするかを問い合わせる。
ユーザが継続と決定するなら、文脈変更は受け入れとなる。ユーザが状況参加を一時中止と決定するなら、変更トランザクションをキャンセルしてそのユーザに現在の文脈セッションに影響なしにそのアプリケーションを一時的に使用させる。ユーザがキャンセルすると決定するなら、ペンディングとなっていた文脈変更トランザクションをキャンセルする。この時点で、患者状況参加アクタまたはクライアント認証エージェントアクタは、ユーザの応答と一緒にPublishChangeDecisionをトリガーする。

参加者のアプリケーションが調査に応答してこないならば、適当な時間の後文脈管理アクタはアプリケーションを“busy”と判断する。もし、始動をかけてきた参加者アプリケーションが1つ以上のbusy応答を受けるならば、一時中止かキャンセルかの選択しか表明できない。これは、アプリケーションが、文脈との同期化から、不注意にもユーザに未知になることを防ぐことができる。

文脈管理アクタから出される応答や、患者状況参加アクタやクライアント認証エージェントアクタが必要な動作の詳細記述については、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.6.6を参照のこと。IHEは、EndContextChanges方法のCCOW定義に対していかなる制約も拡張も行なってはいない。

3.6.4.4　文脈の変更－PublishChangesDecision 
3.6.4.4.1　トリガーイベント 
PublishChangesDecision方法は、EndContextChanges方法の終了によってトリガーされる。

3.6.4.4.2　メッセージのセマンティックス　

患者状況参加アクタやクライアント認証エージェントアクタは、文脈管理アクタに向かってContextManagerインターフェーのPublishChangesDecision方法を経由して受け入れかキャンセルかのどちらかを発行しなければならない。

この方法のパラメータの詳細記述については、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ文書、セクション17.3.6.8を参照のこと。

3.6.4.4.3　想定される動作 
PublishChangesDecision方法が文脈管理アクタによって受け取られると、そのアクタは、それぞれITI TF-2a：3.13.4.2またはITI TF-2a：3.13.4.3に定義されているようなContextChangesAcceptedまたはContextChangesCancelled方法をトリガーする。

IHEは、PublishChangesDecision方法のCCOW定義に対していかなる制約も拡張も行なってはいない。文脈管理アクタの発する応答の詳細記述については、HL7文脈管理 “CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.6.8、を参照のこと。

3.7　文脈の退出 
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-7に対応する。トランザクションITI-7は、患者状況参加アクタ、ユーザ認証エージェントアクタ、および文脈管理アクタによって使用される。

3.7.1　適用範囲 
このトランザクションは、患者状況参加アクタ、利用者状況の共有アクタ、またはクライアント認証エージェントアクタによってサポートされるアプリケーションに対して、参加している文脈管理セッションへの参加を終了させることができる。

状況参加アクタは、文脈管理アクタへ共通文脈を退出しようとしていると通知する。この方法のセマンティックスは、つぎの文書に定義されている。HL7文脈管理“CCOW”規格：コンポーネント技術マッピング：アクティブXまたはHL7文脈管理“CCOW”規格：コンポーネント技術マッピング：ウェッブ。状況参加アクタは、どちらかの技術実装を選択できる。文脈管理アクタは、参加者がどちらの実装を選ぼうとも対応できるように、両方の技術をサポートしなければならない。

3.7.2　ユースケースの役割 
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アクタ：患者状況参加 
役割：文脈管理へ、これ以上文脈セッションへ参加をしないことの通知を開始する。 
アクタ：利用者状況の共有

役割：文脈管理へ、これ以上文脈セッションへ参加をしないことの通知を開始する。

アクタ：クライアント認証エージェント
役割：文脈管理へ、これ以上文脈セッションへ参加をしないことの通知を開始する。
アクタ：文脈管理 
役割：状況参加者からの文脈セッション退出要求に応答する。

3.7.3　参照規格 
HL7 文脈管理“CCOW”規格、バージョン 1.4：

テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 
コンポーネント技術マッピング：アクティブX  
コンポーネント技術マッピング：ウェッブ 
3.7.4　相互作用図 
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図3.7-1　文脈シーケンスを退出

3.7.4.1　文脈の退出－LeaveCommonContext方法  
3.7.4.1.1　トリガーイベント

このトランザクションは、ユーザが患者状況参加アクタ、利用者状況の共有アクタ、またはクライアント認証エージェントアクタを含むアプリケーションをクローズする際にトリガーされる。

3.7.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
LeaveContextは、ContextManagerインターフェース上の1つの方法として定義されている。それは、状況参加アクタが安全文脈セッションからの退出を告知する際に引き起こされる。状況参加アクタは、CCOW規格の規定に従ってこの方法のパラメータを送らなければならない。

この方法に関するパラメータの記述は、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ文書、セクション17.3.6.4を参照のこと。
3.7.4.1.3　想定される動作 
文脈管理アクタは、この通知の受理を確認する。文脈管理アクタから発信される応答の記述については、HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書、セクション17.3.6.4を参照すること。

状況参加者は、このメッセージ返信を受け取ると、全ての文脈管理インターフェース参照を棄却しなければならない。文脈管理は、この状況参加アクタにはこれ以上の文脈変更トランザクションの処理は行なわない。
3.8　個人情報の管理

このセクションは、IHE ITインフラストラクチャテクニカルフレームワークのトランザクションITI-8に対応する。トランザクションITI-8は、患者ID源、患者ID相互参照マネージャ、および文書の登録簿アクタによって使用される。 
3.8.1　適用範囲 
このトランザクションは、患者IDが確立したり、修正されたり、合併されたり、または重要な患者情報データが修正したりした後に、患者個人情報を確証する意味も含めて、患者情報を通信する。

3.8.2　ユースケースの役割 
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アクタ：患者ID源 
役割：患者ID相互参照マネージャおよび文書の登録簿へ患者ID関連のイベント：例えば生成、更新、合併などを通知する。

アクタ：患者ID相互参照マネージャ
役割：明確に定義された一組の患者識別ドメインをサービス対象とする。患者ID源アクタによって各患者識別ドメインに提供されている情報を基に、その管理は複数の患者識別ドメイン間を横断して相互参照をうまく管理する。

アクタ：文書の登録簿 
役割：患者ID源から提供される患者IDを用いて、登録されたXDS文書メタデータが既知の患者と関連付けられており、文書メタデータ中の患者IDが、ID変更操作（たとえば、合併）を追跡することによって、更新されるのを確保する。
3.8.3　参照規格

HL7バージョン2.3.1 チャプター2 – 管理、チャプター 3 – 患者管理
HL7バージョン2.3.1は、下記の理由からこのトランザクションのために選ばれた：
•
それは、このトランザクションに関係するプロファイルに加わることができる患者ID源アクタの、より広い可能性のあるベースを提供する。

•
それは、IHE放射線部門内に現存する患者登録アクタを患者ID源アクタとして加えることができる。
3.8.4　相互作用図
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図3.8-1　患者IDシーケンス
3.8.4.1　患者ID管理－患者の入院／登録または更新

3.8.4.1.1　トリガーイベント 
患者ID源アクタからの下記のイベントが、1つ以上の入院/登録または更新メッセージをトリガーする： 

•
A01－入院患者を施設へ入院させる 

•
A04－外来患者の施設来院のための登録 

•
A05–入院患者の入院予約（例えば、実際の入院に先立つ患者情報の登録）。

患者個人情報への変更（例えば、患者名、患者住所などの変更）は、以下の入院／登録または更新メッセージをトリガーしなければならない。

•
A08–患者情報の更新 

患者ID相互参照マネージャは、患者ID源から受けたメッセージに相互参照作用を行なうのみとする。ある特定の患者識別ドメインには、唯1つの患者ID源アクタが存在する、しかし特定の患者ID源アクタは1つ以上の患者識別ドメインに対応しているかもしれない。

3.8.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
個人情報管理トランザクションは、後続のセクションで定義されるように、HL7 ADTメッセージで行なわれる。患者ID源アクタは、患者が入院するとき、入院予約をするとき、または登録するとき、または患者情報データの或る部分に変更が生じるとき、そのようなときには何時でも、メッセージを生成する。入院予約の際は、A05トリガーイベントを使うべきである。メッセージの下記のセグメントは、必須として要求され、それらの詳細な記述は後続のサブセクションで述べられる。

注：
このセクションで使われる規約や仕様レベルの資格追加やHL7プロファイリングは、ITI TF-2x：附属書 CおよびC.1に述べられている。
要求されるセグメントは下記のように定義されている。他のセグメントはオプションである。

表3.8-1 ADT患者管理メッセージ
	ADT
	患者管理メッセージ
	HL7 2.3.1のチャプター

	MSH 
	メッセージヘッダ 
	2 

	EVN 
	イベントタイプ
	3 

	PID 
	患者識別
	3　

	PV1 
	患者来院 
	3 


各メッセージは、ADTメッセージの受信側がその送信元へ送り返すHL7 ACKメッセージによって、確認されなければならない。ACKメッセージの定義と議論は、ITI TF-2x：C.1.3“確認応答モード”を参照のこと。 
このトランザクションは、患者ID源アクタに対して、既に要求されたことのない属性を含むように要求することはない（後続のセクションで記されるが）。この最小限のセットの要求が、患者ID源アクタシステムの最大級のレンジを包含することを可能にしている。

このトランザクションは、患者ID相互参照マネージャおよび文書の登録簿アクタに対して、いくつかの追加要求を敢えて行っていて、HL7で求められている範囲以上の一組のHL7属性を受け入れることを求めている。（それら追加要求の記述はITI TF-2a：3.8.4.1.3を参照のこと。）

3.8.4.1.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントは、ITI TF-2x：C.1.2“メッセージ管理”に定義されているように、組み立てられなければならない。

フィールド MSH-9メッセージタイプは、少なくとも2つのコンポーネントを持たなければならない。第一のコンポーネントはADTの値を持ち、第二のコンポーネントは、 A01、A04、A05またはA08の中から適当にどれかの値を持たなければならない。第三のコンポーネントはオプションである：しかし、もし存在するなら、各相当するメセージタイプに対して下記の値を持たなければならない：

•
ADT_A01 for A01 メッセージ タイプ 
•
ADT_A01 for A04 メッセージ タイプ 

•
ADT_A05 for A05 メッセージ タイプ 

•
ADT_A01 for A08 メッセージ タイプ 

3.8.4.1.2.2　EVNセグメント
患者ID源アクタは、EVNセグメントの内部で、HL7規格に規定されている範囲を超える属性を送信することを要求されることはない。このセグメントの仕様については、表 C.1-4 in ITI TF-2x：C.1.4“共通セグメント定義”を参照のこと。

3.8.4.1.2.3　PIDセグメント　
患者ID源アクタは、PIDセグメントの内部で、HL7規格に規定されている範囲を超える属性を送信することを要求されることはない。

このメッセージは、ある決められた患者識別ドメイン内でその患者をユニークに特定する患者IDを持ち回れるように、フィールド PID-3 患者IDリストを使わなければならない。

患者ID源アクタは、患者IDをPID-3フィールド (PID-3.1)のIDコンポーネント（第一のコンポーネント）の中に入れなければならない。患者ID源アクタは、患者IDを取り扱う割当権限者（患者識別ドメイン）を持ち回るために、コンポーネントPID-3.4を使わなければならない。第一のサブコンポーネント(名前空間 ID)または第二と第三のサブコンポーネント(一般IDおよび一般IDタイプ)のどちらかが設定していなければならない。もし3つ全てが設定されているならば、第一のサブコンポーネントは、第二第三のコンポーネントが参照する同じエンティティを参照しなければならない。

3.8.4.1.2.4　PV1セグメント 
入院／登録または患者更新のメッセージは、PV1セグメント内でHL7が指定する範囲を超えて属性を含めることを求められることはない。
3.8.4.1.3　想定される動作– 患者ID相互参照マネージャ
患者ID相互参管理は、表 3.8-2に規定されるPIDセグメントの属性を受け入れることが出来なければならない。これは、患者ID相互参照マネージャがその相互参照機能を実行するのに、充分な確証情報のセットを取り扱えるのを確保するためである。

表3.8-2　IHEプロファイル－PIDセグメント

	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL#
	項目番号
	要素名

	1 
	4 
	SI 
	O 
	
	00104
	Set ID-患者ID

	2 
	20 
	CX 
	O 
	
	00105
	患者ID

	3 
	250 
	CX 
	R 
	
	00106
	患者IDリスト 

	4 
	20 
	CX 
	O 
	
	00107
	代替の患者ID

	5 
	250 
	XPN 
	R 
	
	00108
	患者名

	6 
	250 
	XPN 
	R+ 
	
	00109
	母の旧姓

	7 
	26 
	TS 
	R+ 
	
	00110
	生年月日／時刻

	8 
	1 
	IS 
	R+ 
	0001 
	00111 
	管理上の性

	9 
	250 
	XPN 
	O 
	
	00112
	患者の通称

	10 
	250 
	CE 
	O 
	0005 
	00113 
	人種

	11 
	250 
	XAD 
	R2 
	
	00114
	患者住所

	12 
	4 
	IS 
	O 
	0289 
	00115 
	国コード


	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL#
	項目番号
	要素名

	13 
	250 
	XTN 
	R2 
	
	00116 
	電話番号‐自宅

	14 
	250 
	XTN 
	R2 
	
	00117 
	電話番号‐勤務先

	15 
	250 
	CE 
	O 
	0296 
	00118 
	主要言語

	16 
	250 
	CE 
	O 
	0002 
	00119 
	結婚状態

	17 
	250 
	CE 
	O 
	0006 
	00120 
	宗教

	18 
	250 
	CX
	O
	
	00121 
	患者会計番号

	19 
	16 
	ST
	R2
	
	00122 
	SSN番号‐患者

	20 
	25 
	DLN
	R2
	
	00123 
	運転免許証番号‐患者

	21 
	250 
	CX
	O
	
	00124 
	母のID 

	22 
	250 
	CE 
	O 
	0189 
	00125 
	少数民族派グループ

	23 
	250 
	ST
	O
	
	00126 
	出生地 

	24 
	1 
	ID 
	O 
	0136 
	00127 
	多胎出産の兆候

	25 
	2 
	NM
	O
	
	00128 
	出産順位

	26 
	250 
	CE 
	O 
	0171 
	00129 
	市民権

	27 
	250 
	CE 
	O 
	0172 
	00130 
	退役軍人在職地位

	28 
	250 
	CE 
	O 
	0212 
	00739 
	国籍

	29 
	26 
	TS
	O
	
	00740 
	患者の死亡日および時刻

	30 
	1 
	ID 
	O 
	0136 
	00741 
	患者死亡の指標


HL7規格、バージョン2.3.1から改作。

注：
この表は、患者ID相互参照マネージャ（受信側）が取り扱う際に必要となる属性を反映している。上記のR2またはR+とマークされた属性は全て、ある環境へは送付しないほうがよい様である。

もしPID-3.4（割当権限者）コンポーネントがメッセージに含まれていない場合には（ITI TF-2a：3.8.4.1.2.3に記されているように）、患者ID相互参照マネージャは、ID情報を保存して相互参照活動を始める前に、PID-3.4項を記入するべきである。患者ID相互参照マネージャによって書き込まれる情報は、各患者ID源アクタを正しい割当権限者のサブコンポーネント（名前空間ID、UIDおよびUIDタイプ）と結びつけた構成に基づいている。（必要とされる患者ID相互参照マネージャ構成パラメータの一覧表については下記の3.8.4.1.3.1を参照のこと。）

単一の患者ID源アクタが、複数の患者識別ドメインに仕えることができるのである。患者ID相互参照マネージャは、（構成によって）ドメインあたり単一の患者ID源アクタしか認識出来ない。（要求される患者ID相互参照マネージャの構成パラメータの一覧表は、下記のITI TF-2a：3.8.4.1.3.1を参照のこと。）

相互参照処理（アルゴリズム、人による決定、その他）は、患者ID相互参照マネージャクタの中で行われるが、その仕様はIHEの扱う範囲外である。

いったん患者ID相互参照マネージャが相互参照機能を完了すると、新しく相互参照されたIDをPIX問い合わせに対して利用可能にし、通知を（そのような通知を受けることに関心を持っていると）予めまとめられた患者ID相互参照利用者に、PIX更新通知トランザクションを用いて送信する。（そのトランザクションについては、ITI TF-2a：3.10を参照のこと。）

3.8.4.1.3.1　要求される患者ID相互参照マネージャの構成
以下の項目が、患者ID相互参照マネージャクタ上で構成可能なパラメータと思われる。患者ID相互参照マネージャクタが管理するID相互参照ドメインに含まれる各々の患者識別ドメインには、次の構成情報が必要になる：

•
ドメインのID。このIDは、ドメインのIDのためのPID-3フィールドのHL7割当権限者（名前空間ID、および／または一般IDおよび一般 タイプサブコンポーネントの両方を含み）の3つのコンポーネントを全て指定する。　　　　　 

•
ドメインに対する患者ID源アクタ。これは、MSH-3を送信するアプリケーションおよびHL7 ADTメッセージの中の対応するMSH-4送信施設フィールドであると思われる。（代わりのID方式は、患者ID源アクタのIPアドレスおよび、もし監査証跡と機器認証統合プロファイルが用いられるならば、機器認証を含むかもしれない。

3.8.4.1.4　想定される動作 – 文書の登録簿

文書登録簿は、表 3.8-2に示すPIDセグメントの中の属性を受け入れられなければならない。患者ID送信トランザクションは、XDS文書登録簿がその操作に必要である以上のトリガーとデータを含んでいる。具体的には、A08–患者情報更新は、もし受信されたら、無視されるべきである。

表3.8-2　IHEプロファイル－PIDセグメント

	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL#
	項目番号
	要素名

	3 
	250 
	CX 
	R 
	
	00106 
	患者IDリスト


HL7 規格、バージョン2.3.1から改作された。

注：
この表は、文書登録簿（受信側）が取り扱うものとして必要になる属性のみを収録した。PIDセグメントの他の属性は無視されてよい。

もし、PID-3.4の中のXDSアフィニティドメインの患者識別ドメインのサブコンポーネント2および3（一般IDおよび割当権限者の一般IDタイプ）が（ITI TF-2a：3.8.4.1.2.3に記述されている）メッセージに書き込まれていなければ、文書登録簿は、患者IDを登録簿の保存する前に、XDSアフィニティドメインの患者識別ドメインのサブコンポーネント2および3に書き込まなければならない。文書登録簿によって書き込まれる割当権限者の情報は、XDSアフィニティドメインの患者識別ドメインの構成に基づいている。（必要な文書登録簿の構成パラメータの一覧表は、下記のITI TF-2a：3.8.4.1.4.1を参照のこと。）

文書登録簿は、登録簿の中での文書共有の目的のために、XDSアフィニティドメインが指示する患者識別ドメインの患者IDのみを保存するべきである。他の患者識別ドメインの患者IDは、もし受信したメッセージに存在するなら、無視されるべきである。

3.8.4.1.4.1　必要な文書登録簿構成

以下の項目が、文書登録簿アクタ上で構成可能なパラメータと想定されている：

•
XDSアフィニティドメインの患者識別ドメインのID。このIDは、HL7割当権限者(データタイプHD)の3コンポーネント：namespaceID、
一般IDおよび一般IDタイプで規定されなければならない。一般IDは、ISO OID(オブジェクトID)でなければならない。したがって、一般IDタイプは、“ISO”でなければならない。

3.8.4.2　患者のID管理－患者ID合併（Merge Patient ID)

3.8.4.2.1　トリガーイベント 
患者識別ドメイン内の患者ID源アクタが、二人の患者の診療録が同一患者を特定していると発見して合併した場合、患者ID源は次のメッセージをトリガーする：

•
A40 – Merge Patient – Internal ID 
A40メッセージは、患者ID源アクタが特定の患者識別ドメインの中で合併を行ったことを示す。すなわち、MRG-1 (患者ID) は PID-3 (患者ID)へ合併された。

3.8.4.2.2　メッセージのセマンティックス 
患者情報管理トランザクションはHL7 ADTメッセージである。そのメッセージは、2つの患者診療録が同一の人を参照していると判明したときにはいつも、更新を実行するシステム（患者ID源アクタ）により生成される。

注：
このセクションで用いられる規約や仕様レベルの資格追加やHL7プロファイリングは、ITI TF-2x：附属書 C および C.1.に述べられている。

下記のHL7患者合併メッセージのセグメントは、必須のものとして求められており、そのメッセージの詳細記述は、ITI TF-2a：3.8.4.2.2.1–3.8.4.2.2.6.にある。PV1セグメントはオプションである。

表3.8-3　ADT A40患者管理メッセージ
	ADT A40
	患者管理メッセージ
	HL7 v2.3.1の参照チャプター

	MSH 
	メッセージヘッダ
	2 

	EVN 
	イベントタイプ
	3 

	PID 
	患者ID
	3 


	MRG 
	合併情報
	3 

	[PV1] 
	患者来院
	3 


各メッセージは、ADTメッセージの受信側からそのメッセージの送信側へ送られるHL7 ACKメッセージによって確認される。ACKメッセージの定義や議論については、ITI TF-2x：C.1.3“確認応答モード”を参照のこと。

別々の合併メッセージが、合併されるべき一組の患者診療録へ送られなければならない。例えば、もしA、B、およびCが全てBに合併されることになったら、2つのADT^A40メッセージが送信される。最初のADT^A40メッセージでは、患者BはPIDセグメントの中で特定され、AはMRGセグメントの中で特定される。第二のADT^A40メッセージでは、患者BはPIDセグメントの中で特定され、CはMRGセグメントの中で特定される。 
いかなる患者情報の変更も現在の患者IDに対して別々の患者情報更新(A08)メッセージを送ることによって行われる。A40メッセージは、一人の患者IDを更新するのに用いられる唯一の方法である。

3.8.4.2.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントは、ITI TF-2x：C.1.2“メッセージ管理”に定義されているように構築しなければならない。

フィールド MSH-9 メッセージ タイプは、少なくとも2つのコンポーネントを持たなければならない。第一のコンポーネントはADTの値を持ち、第二のコンポーネントは、A40の値を持たなければならない。第三のコンポーネントはオプションである：しかし、もし存在するなら、ADT_A39の値を持たなければならない。

3.8.4.2.2.2 EVN セグメント 
EVN セグメントの中での全ての必須のまたはオプションのフィールドの一覧表については、ITI TF-2x：C.1.4を参照すること。
3.8.4.2.2.3 PID　セグメント 
PID セグメントは、ITI TF-2a：3.8.4.1.2.3.に定義されているように構築しなければならない。

3.8.4.2.2.4　MRG セグメント 
PIDおよびPV1セグメントは、患者IDやそれを発行した割当権限者を含む最も重要な患者情報を持っている。MRGセグメントは、“古い”または二次的な患者診療録を特定し、参照から外すこととする。HL7は“古い”診療録を削除することを求めていない；合併を実行した後の将来のトランザクションで、“古い”IDが参照されないことを要求している。

患者ID源アクタは、“古い”患者ID（合併されるべき）MRG-1におさめ、IDの値をコンポーネントMRG-1.1に入れて、そして割当権限者をコンポーネントMRG-1.4にいれて、送信する。患者ID源アクタは、PID-3、4にある割当権限者と同じ値をコンポーネントMRG-1.4に入れる。

IHEは、患者ID源アクタがMRGセグメントの中の属性についてHL7規格に定義されている範囲以上の属性を送信することは、求めていない。

3.8.4.2.2.5 PV1　セグメント 
PIVセグメントは、ITI TF-2a：3.8.4.1.2.4.に定義されているように構築しなければならない。

3.8.4.2.3　想定される動作 
患者ID相互参照マネージャは、表 3.8-4に定義されるように、MRGセグメントの中の属性を受け入れることが出来なければならない。

表3.8-4　IHEプロファイル- MRGセグメント

	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL#
	項目番号
	要素名

	1 
	250 
	CX 
	R 
	
	00211 
	以前の患者IDリスト

	2 
	250 
	CX 
	O 
	
	00212 
	以前の代わりの患者ID

	3 
	250 
	CX 
	O 
	
	00213 
	以前の患者会計番号

	4 
	250 
	CX 
	O 
	
	00214 
	以前の患者ID

	5 
	250 
	CX 
	O 
	
	01279 
	以前の来院番号

	6 
	250 
	CX 
	O 
	
	01280 
	以前の代わりの来院番号

	7 
	250 
	XPN 
	R2 
	
	01281 
	以前の患者名


HL7規格、バージョン 2.3.1から改作した。

さらに、患者ID相互参照マネージャは、ITI TF-2a：3.8.4.1.3に規定しているように、想定される動作を行うべきである。

患者ID相互参照マネージャが、患者ID送信トランザクションのADT^A40メッセージタイプを受け取ると、管理者はそのメッセージのPID-3およびMRG-1 フィールドにある患者IDに対して、患者IDに対して内部的に維持されている参照IDを取り替えながら相互参照を行なう。参照IDが取り替え完了すると、患者ID相互参照マネージャは、更新された情報をPIX問い合わせトランザクションまたはPIX通知トランザクション経由で更新情報を提供する前に、再度その内部相互参照ロジック／ポリシーを適用する。

3.8.4.2.4　想定される動作– 文書の登録簿

文書登録簿アクタは、表3.8-4に定義されるように、MRGセグメントの中の属性を受け入れることが出来なければならない。他の属性が存在するかもしれないが、文書登録簿はそれを無視してよい。

表3.8-4　IHEプロファイル－MRGセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL#
	
	項目番号
	要素名

	1 
	250 
	CX 
	R 
	
	
	00211 
	以前の患者IDリスト

	2 
	250 
	CX 
	O 
	
	
	00212 
	以前の代わりの患者ID

	3 
	250 
	CX 
	O 
	
	
	00213 
	以前の患者会計番号

	4 
	250 
	CX 
	R2 
	
	
	00214 
	以前の患者ID

	5 
	250 
	CX 
	O 
	
	
	01279 
	以前の来院番号

	6 
	250 
	CX 
	O 
	
	
	01280 
	以前の代わりの来院番号

	7 
	250 
	XPN 
	R2 
	
	
	01281 
	以前の患者名


　　　HL7 規格、バージョン2.3.1から改作した。

さらに、文書登録簿は、ITI TF-2a：3.8.4.1.4 に規定しているように、想定される動作を行うべきである。

文書登録簿が、患者ID送信トランザクションのADT^A40メッセージタイプを受け取ると、MRG-1 (se二次患者ID)にある患者IDをその登録簿のPID-3 (一次患者ID)に合併させる。合併作業が終わると、合併前の二次的な患者IDの下の全ての文書提出セットは、一次患者IDにポイントされる（位置付けられる）。文書登録簿の提供するそれ以降のサービスでは、もはや二次患者IDは参照されない。

3.8.5　セキュリティに関する配慮 
3.8.5.1　監査記録に関する配慮－入院／登録または患者更新
患者入院／登録トランザクション(A01、A04、A05)および患者情報更新(A08)は、表 3.20.6-1に定義されているように、“患者記録”イベントとして監査されなければならない。このトランザクションに関与したアクタは、DICOM (Supp 95)“患者記録”に適合して監査データを生成しなければならない。次の表が、それらPIXトランンザクションに対しての監査記録の部分として必要となる項目を示す。

3.8.5.1.1　患者ID源アクタ監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110110、DCM、“問い合わせ”)

	
	EventActionCode 
	M
	A01、A04、A05には“C”(生成) 
A08には“U”(更新) 

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-8”、“IHEトランザクション”、“個人情報管理”)

	生成源（患者ID源アクタ）(1)

	要求者(0..n)

	宛先（患者ID相互参照マネージャまたは文書登録簿）(1)

	監査生成源（患者ID源アクタ）(1)

	患者(0..n)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	M
	患者ID源アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理 ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant
	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真“

	
	RoleIDCode 
	U
	このトランザクションを許可されているユーザのアクセス管理役割

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	タイプ=MSH-10 (文字列)、値=MSH-10の値 (メッセージコンテンツから、符号化base64)


3.8.5.1.2　患者ID相互参照マネージャまたは文書登録簿アクタ監査メセージ

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110110、DCM、“患者記録”)

	
	EventActionCode 
	M
	A01、A04、A05には“C”(生成)
A08には“U”(更新) 

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-8”、“IHEトランザクション”、“個人情報管理”)

	生成源（個人情報管理）(1)

	宛先（患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿）(1)

	監査生成源（患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿）(1)

	患者(0..n)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	M
	患者ID源アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；連結され、文字によって分離されている


	
	AlternativeUserID 
	U
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	タイプ=MSH-10 (文字列)、値= MSH-10の値 (メッセージコンテンツから、符号化base64)


3.8.5.2　監査記録に関する配慮－患者ID合併 (Merge Patient ID)

患者ID合併トランザクション(A40)は、表3.20.6-1に定義されているように、“患者記録”イベントとして監査されなければならない。トランザクションの生成源は、DICOM (Supp 95) “患者記録”に適合して、監査データを生成しなければならない。次の表は、それら患者ID合併トランンザクションに対しての監査記録の部分として必要となる項目を示す。論理的に考えれば、合併操作はある患者記録の削除と他の患者記録の更新から成り立っている。別々の監査記録が、削除操作と更新操作に書かれなければならない。
3.8.5.2.1　患者ID源アクタ監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110110、DCM、“患者記録”)

	
	EventActionCode 
	M
	“D”（削除）削除操作に対して

“U”（更新）更新操作に対して

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-8”、“IHEトランザクション”、“個人情報管理”)

	生成源（患者ID源アクタ）(1)

	要求者(0..n)

	宛先（患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿）(1)

	監査生成源（患者ID源アクタ）(1)

	患者(0..n)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	M
	患者ID源アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理 ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、 DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant
	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真“

	
	RoleIDCode 
	U
	このトランザクションを許可されているユーザのアクセス管理役割

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV（2、RFC-3881、“患者番号”）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	タイプ=MSH-10（文字列）、値= MSH-10の値（メッセージコンテンツから、符号化base64）


3.8.5.2.2　患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿アクタ監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110110、DCM、“患者記録”)

	
	EventActionCode 
	M
	“D”（削除）監査記録削除に対して

“U”（更新）監査記録更新に対して

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-8”、“IHEトランザクション”、“個人情報管理”)

	生成源（患者ID源アクタ）(1)

	宛先（患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿）(1)

	監査生成源（患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿）(1)

	患者(0..n)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	M
	患者ID源アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者ID相互参照マネージャまたは文書の登録簿施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；連結され、文字によって分離されている


	
	AlternativeUserID 
	U
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV（2、RFC-3881、“患者番号”）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	タイプ=MSH-10（文字列）、値= MSH-10の値（メッセージコンテンツから、符号化base64）


3.9　PIX問い合わせ 
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-9に対応する。トランザクションITI-9は、患者ID相互参照利用者および患者ID相互参照マネージャクタによって使用される。

3.9.1　適用範囲 
このトランザクションは、患者ID相互参照利用者が利用者の知っている患者IDに合致する患者IDのリストを求める要求に関してである。その要求は、患者ID相互参照マネージャによって受け付けられる。患者ID相互参照マネージャは、直ちにその要求を処理し、（もしあれば）合致する患者IDのリストの形で応答を送り返す。 

3.9.2　ユースケースの役割 
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<rim:Value>200412252300</rin:Value>
</rim:ValueList>

<rim:Value>200501010800</rin:Value>
</rim:ValueList>
</rim:slot>
<rim:Slot name="sXDSDocumentEntryHealthcareFacilityTypeCode™
<rim:ValueList>
<rim:Valuss (‘Ensrgency Department’)</rim:Valus>
</rim:ValueList>
</rim:sloz>
</rimiAdnocQuery>
</query:AdnocQueryReguesty
</3:Boay>
</s:Envelope>





アクタ：患者ID相互参照利用者 
役割：患者ID相互参照マネージャに、合致する患者IDリスト（もしあれば）を求める問い合わせをする。

アクタ：患者ID相互参照マネージャ 
役割：患者IDの相互参照を、複数の患者識別ドメインを横断して行うことを管理する。要求に応じて、マネージャは合致する患者ID（もし有れば）のリストを送り返す。
3.9.3　参照規格
HL7 2.5、チャプター2–管理、チャプター3–患者管理、チャプター5–問い合わせ 
このトランザクションには、以下の理由からHL7バージョン2.5が選ばれた。

このバージョンが、トランザクションITI-9およびITI-10が求める機能を持っている最も安定したバージョンであると考えられた。
3.9.4　相互作用図
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図3.9-1　合致ID取得のシーケンス

3.9.4.1　合致するIDの取得 
3.9.4.1.1　トリガーイベント 
患者ID相互参照利用者の患者関連情報を得たいドメインから患者IDを取得したいニーズは、次のHL7トリガーイベントに基づいて合致患者ID要求メッセージをトリガーする。

•　Q23–合致IDの取得 
3.9.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
合致する患者ID要求のトランザクションは、HL7 QBP^Q23メッセージによって行われる。患者ID相互参照利用者アクタは、他の患者識別ドメイン（複数）から合致する患者IDを取得する必要が起ればいつでも、問い合わせメッセージを生成できる。下記のリストの様なメッセージのセグメントが必要とされる、そしてそのセグメントの詳細な記述は次のサブセクションに記されている。

注：
このセクションで使われる規約および仕様レベルへの補填追加事項やHL7プロファイリングはITI TF-2x：附属書 C および C.1.に述べられている。

表3.9-1　パラメータによるQBP問い合わせ
	QBP
	パラメータによる問い合わせ
	HL7のチャプター 2.5

	MSH 
	メッセージヘッダー 
	2 

	QPD 
	問い合わせパラメータ定義
	5 

	RCP 
	管理パラメータ応答 
	5 


受信側は、問い合わせに対してRSP^K23応答メッセージを返送する。これが、元のモード確認応答の要求事項を満足させる；中間的なACKメッセージは送信の必要はない。

3.9.4.1.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントは、ITI TF-2x：C.1.2“メッセージ管理”に定義されているように組み立てられなければならない。

フィールド MSH-9 メッセージタイプは、少なくとも2つのコンポーネンントを持たなければならない。最初のコンポーネントは、QBPの値をとること、第二のコンポーネントはQ23の値をとること。第三のコンポーネントは、オプションであるが、もしあるならば、QBP_Q21の値をもたなければならない。

3.9.4.1.2.2　QPDセグメント
患者ID相互参照利用者アクタは、QPDセグメントに中の属性を、表3.9-2のように、送信することを要求される。

表3.9-2　IHEプロファイル－QPDセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL#
	項目番号
	要素名

	1 
	250 
	CE 
	R 
	0471 
	01375 
	メッセージ問い合わせ氏名

	2 
	32 
	ST 
	R+ 
	
	00696 
	問い合わせタグ

	3 
	250** 
	CX 
	R 
	
	
	個人ID 

	4 
	250 
	CX 
	O 
	
	
	どんなドメインが返送されたか


HL7規格、バージョン 2.5から改作された。

** 注：この値は、HL7規格の中に見つけられた誤りの修正の完了と想定する。 
このメッセージは、与えられた患者識別ドメイン内の唯一の患者を特定する患者IDを持ちまわるために、フィールドQPD-3個人ID を使用する。

患者ID相互参照利用者アクタは、患者IDをQPD-3フィールド(QPD-3.1)のIDコンポーネント（最初のコンポーネント）の中に入れなければならない。

患者ID相互参照利用者アクタは、コンポーネントQPD-3.4、割当権限者、を、最初のサブコンポーネント(名前空間ID)かまたは第二および第三のサブコンポーネント(一般IDおよび一般IDタイプ)のどちら課を含ませることによって、与えなければならない。もし3個のサブコンポーネントに全て値が入っていれば、最初のサブコンポーネントは、第二および第三のコンポーネントが参照する実体と同じものを参照する。 
もし、要求するシステムが、患者IDを得ようと望むドメインを選択したいならば、次の方法で可能である。それは、QPD-4-どんなドメインが返送されたかに患者IDを得たいドメインをいくつでも繰返し書き込むことによって可能となる。QPD-4の繰返しの各々は、そのデータタイプの第四番目のコンポーネント（割当権限者）のみが入っているところのデータタイプCXの1つのインスタンスを含む。残りのコンポーネントは、空でよい。応答システムは、各々のドメインに対し、もし値が知られているならば、患者ID値を返送して来る。

もしQPD-4が空ならば、患者ID相互参照マネージャクタは、合致する患者IDを持っているドメインの全てに患者IDを返送する（ローカルな情報開与制限に従って）。

利用者は、QPD-1メッセージ問い合わせ氏名のために“IHE PIX問い合わせ”を指定する。
3.9.4.1.2.3　RCPセグメント 
HL7では、全てのQBPメッセージにおいてRCPセグメントが送られることを求めているが、IHEでは、患者ID相互参照利用者アクタがRCPセグメントの中で何らかの属性を送ること（HL7規格で指定されているように）を求めてはいない。

3.9.4.1.2.3.1　RCP-1-優先度問い合わせを設定する 
フィールドRCP-1-優先度問い合わせ は、常にIを持つこと。それは、問い合わせへの応答が、迅速モードで返送されるべきであることを意味する。

3.9.4.1.3　想定される動作 
患者ID相互参照マネージャは、表3.9-2に指定されているようなQPDセグメントの中の属性を、受け取ることが出来なければならない。

患者ID相互参照マネージャクタは、割当権限者コンポーネントを作り上げる全ての有効なサブコンポーネントの組み合わせ（すなわち、QPD-3.4の全ての有効な組み合わせ）を、受け付けられなければならない。

患者ID相互参照マネージャクタは、多重の同時並行で入ってくるPIX問い合わせ要求（合致ID取得メッセージ）を受け付けられなければならないし、合致ID返送メッセージを使って正確に応答しなければならない。

3.9.4.2　合致IDの返送 
3.9.4.2.1　トリガーイベント 
合致IDの取得メッセージに対する患者ID相互参照マネージャの応答が、次のメッセージをトリガーする。 

•　K23–合致する患者ID 
3.9.4.2.2　メッセージのセマンティックス
合致ID返送トランザクションは、HL7 RSP^K23メッセージによって行われる。患者ID相互参照マネージャクタは、事前に受けたQBP^Q23問い合わせメッセージに直接答えてこのメッセージを生成する。このメッセージは、アプリケーションレベル、HL7 QBP^Q23メッセージに対しての元のモード確認応答を満足している。下の表の中の角括弧のないメッセージセグメントは、必須として求められる。下の表の全てのセグメントの詳細記述は、次のサブセクションに記される。他のセグメントはオプションである。 
注：
このセクションで用いられる規約、仕様レベルへの格上げのための追加項目、HL7プロファイリングは、ITI TF-2x：附属書CおよびC.1.に述べられている。 
表3.9-3　RSPセグメントパターン応答
	RSP
	セグメントパターン応答
	HL72.5の

チャプター

	MSH 
	メッセージヘッダー 
	2 

	MSA 
	メッセージ確認応答 
	2 

	[ERR] 
	エラーセグメント 
	2 


	RSP
	セグメントパターン応答
	HL7 2.5での

チャプター

	QAK 
	問い合わせ確認応答 
	5 

	QPD 
	問い合わせパラメータ定義 
	5 

	[PID] 
	患者識別 
	3 


3.9.4.2.2.1　MSHセグメント
MSHセグメントは、ITI TF-2x：C.1.2、“メッセージ管理”に定義されているように、組み立てなければならない。

フィールド MSH-9-メッセージタイプ は、少なくとも2つのコンポーネントを持たなければならない。最初のコンポーネントは、RSPの値を持たなければならない；第二のコンポーネントは、K23の値を持たなければならない。第三のコンポーネントは、オプションである；しかし、もし、あるならば、RSP_K23の値を持たなければならない。

3.9.4.2.2.2　MSAセグメント
患者ID相互参照マネージャクタは、MSAの中でのいかなる属性もHL7規格に規定されいる範囲以上のものを送信するように求められることはない。MSAセグメントの必須フィールドやオプションのフィールド全てについてのリストは、ITI TF-2x：C.1.3を参照のこと。

3.9.4.2.2.3　QAKセグメント 
患者ID相互参照マネージャクタは、QAKの中の属性を、表3.9-4に定義されているように、送信しなければならない。QAK-2（問い合わせ応答ステータス）への記入の詳細については、ITI TF-2a：3.9.4.2.2.6を参照のこと。 
表3.9-4　IHEプロファイル－QAKセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL#
	項目番号
	要素名

	1 
	32 
	ST 
	R 
	
	00696 
	問い合わせタグ

	2 
	2 
	ID 
	R+ 
	0208 
	00708 
	問い合わせ応答ステータス


HL7規格バージョン2.5 から改作

3.9.4.2.2.4　QPDセグメント
患者ID相互参照マネージャクタは、QBP^Q23メッセージの中に送られたQPDセグメントをそのまま送り返す。
3.9.4.2.2.5　PIDセグメント
患者ID相互参照マネージャクタは、HL7規格によって要求されているPIDセグメントの中の属性のみを送り返す：ID-3-患者IDリストおよびPID-5患者名。

PIDセグメントは、患者ID相互参照マネージャクタが、指定された患者識別ドメインおよび患者IDを認め、指定された患者について少なくとも1つの他のドメインでIDが存在する時のみ、送り返される。患者ID相互参照マネージャクタが種々の環境の下で問い合わせ要求に対してどのように応答するかの詳細記述は、ITI TF-2a：3.9.4.2.2.6、“患者ID相互参照マネージャクタ問い合わせ応答挙動”を参照のこと。
患者ID相互参照マネージャクタは、このメッセージが指定された患者の患者IDの存在する患者識別ドメインの各々の中で、その唯一の患者を特定する患者IDを持ちまわるために、フィールドPID-3患者IDリストを使用する。PID-3の中に返送される結果のIDは、それぞれ完全に有資格の割当権限者のコンポーネントを持つ。言い換えれば、返送された割当権限者コンポーネントは、サブコンポーネントを全て(名前空間ID、一般ID、および一般IDタイプ)を持つ。

（複数の）患者識別ドメインの間で矛盾する名前値を発行してしまう事を避けるために、患者ID相互参照マネージャクタは、フィールドPID-5-患者名の最初の繰返しの中に空の（存在しない）値を返送する、そしてフィールドPID-5-患者名の第二の繰返しを、値の入っているコンポーネントはコンポーネント7（名前タイプコード）のみの状態で、返送する。繰返し2のコンポーネント7は、S（秘匿性を確保するために擬名を符号化した）の値を持つ。繰返し2の他のコンポーネントは、全て空（存在しない）である。

3.9.4.2.2.6　患者ID相互参照マネージャクタ問い合わせ応答挙動
受信する患者の特徴に基づいて患者IDのマッチングを実施するのは、患者ID相互参照マネージャクタの責任である。患者ID相互参照マネージャクタから患者ID相互参照利用者アクタへ提供される情報は、相互参照アクタによって管理されているドメインの2つまたはそれ以上のドメインにわたる相互参照IDのリストである。相互参照リストは、一組のポリシーと相互参照機能を管理する処理が完了するまでは、利用可能にはならない。協力するドメインの間で採用されるID管理のポリシーは、完全に患者ID相互参照マネージャクタの内部の問題であって、このフレームワークの範囲外である。可能なマッチ（結果）は、保健医療施設のポリシーと患者ID相互参照マネージャクタに体現される処理が肯定するマッチング決定に到達するまでは、通信されるべきでない。

患者ID相互参照マネージャクタは、下記の6ケースに記されるように、問い合わせ要求に応えなければならない。

ケース1：患者ID相互参照マネージャクタは、指定された患者識別ドメインおよび患者相互参照利用者がQPD-3で送信した患者IDを認識する。そして指定された患者のQPD-4（ドメイン当り1ID）に要求された少なくとも1つ以上のドメインの中に合致するIDが存在する。（もし患者ID相互参照マネージャクタが示すIDドメインの中に複数のIDが認識された場合には、必要な挙動（対応）については下記のケース６を参照のこと。）

AA（アプリケーション受け取る）がMSA-1の中に送り返される。

OK（データ見つかる、エラーなし）がQAK-2の中に送り返される。

各ドメイン当りPID-3患者IDリストの一回の繰返しだけしか入っていない単一のPIDセグメントが送り返される。そのドメインとは、患者ID相互参照マネージャクタが、要求された患者の単一のIDが存在するがQPD-3に送り返された問い合わせの患者IDは含まれない、と認識したドメインである。

ケース2：患者ID相互参照マネージャクタは、患者識別ドメインおよびQPD-3に送られた患者IDを認識する。しかしQPD-4に送られたいかなるドメインにもその患者のIDは存在しない。

AA（アプリケーション受け取る）がMSA-1の中に送り返される。

NF（データ見つからない、エラーなし）がQAK-2の中に送り返される。

PIDセグメントは送り返されない。

ケース3：患者ID相互参照マネージャクタは、QPD-3の第四コンポーネントの中に送られてくる指定された患者識別ドメインを認識する、しかしQPD-3の最初のコンポーネントの中に送られてくる患者IDは認識しない。

AE（アプリケーションエラー）が、MSA-1および QAK-2の中に送り返される。

ERR-1-エラーコードおよび位置が下記のような値を取るERRセグメントが返送される。

	COMP #
	コンポーネント名
	値

	1 
	セグメント ID 
	QPD 

	2 
	シーケンス 
	1 

	3 
	フィールドの場所 
	3 

	4 
	フィールド 繰返し 
	1 

	5 
	コンポーネント番号 
	1 

	6 
	サブコンポーネント番号 
	(空白) 


HL7に規定されるように、ERR-2.6-サブ-コンポーネント番号 は値をとらない、なぜならば、我々はフィールドQPD-4の第四コンポーネント全体を参照しているからである。

ERR-3-HL7 エラーコード には、エラー状態コード204 (未知のキーID)が入っている。ERR-2の値と併せて、これは患者ID相互参照マネージャクタがQPD-3の最初のコンポーネントに値を認識しなかったことを意味する。 
ケース 4: 患者ID相互参照マネージャクタは、QPD-3の中に送られたIDの患者識別ドメインを認識しない。

AE (アプリケーションエラー) が、MSA-1 および QAK-2の中に返送される。

ERR-2-エラーの場所　のコンポーンネントが下記のような値を取るERRセグメントが返送される。

	COMP #
	コンポーネント名
	値

	1 
	セグメントID 
	QPD 

	2 
	シーケンス 
	1 

	3 
	フィールドの場所 
	3 

	4 
	フィールド繰返し 
	1 

	5 
	コンポーネント番号 
	4 

	6 
	サブコンポーネント番号 
	(空白) 


HL7に規定されるように、ERR-2.6-サブコンポーネント番号 は値をとらない、なぜならば、我々はQPD-3の第四コンポーネント全体を参照しているからである。

ERR-3-HL7エラーコードには、エラー状態コード204 (未知にキーID)が入っている。ERR-2の値と併せて、これは患者ID相互参照マネージャクタがQPD-3の第四のコンポーネントに値を認識しなかったことを意味する。 

ケース5：患者ID相互参照マネージャクタは、IDが要求された1つ以上の患者識別ドメインを認識しない。 
AE（アプリケーションエラー）が、MSA-1およびQAK-2の中に返送される。

認識されなかったドメイン各々に対して、ERR-2-エラーの場所のコンポーネントが下記のような値を取るERRセグメントが返送される。

	COMP #
	コンポーネント名
	値

	1 
	セグメントID 
	QPD 

	2 
	シーケンス 
	1 

	3 
	フィールドの場所 
	4 

	4 
	フィールド繰返し 
	(下記参照) 

	5 
	コンポーネント番号 
	(空白) 

	6 
	サブコンポーネント番号 
	(空白) 


HL7に規定されるように、ERR-2.5-サブコンポーネント番号 およびERR-2.6-サブコンポーネント番号は値を取らない。なぜならば、我々はQPD-4の第四コンポーネント全体を参照しているからである。

ERR-3-HL7エラーコード には、エラー状態コード204 (未知にキーID)が入っている。ERR-2の値と併せて、これは患者ID相互参照マネージャクタが、QPD-4-どんなドメインが返送されたかの生起に対してドメインを認識しなかったことを意味する。そのQPD-4の項の序数はERR-2.4に整数として返送される。

ケース6：患者ID相互参照マネージャクタは、患者ID相互参照利用者がQPD-3で送信した患者識別ドメインおよび患者IDを認識する、そして指定した患者に対してQPD-4で要求した少なくともひとつのドメインで合致するIDが存在する。そして、要求されたドメインの少なくとも1つにおいて、複数のIDが存在する。

AA（アプリケーション受け取る）が、MSA-1で返送される。

OK（データ見つからない、エラーなし）が、QAK-2で返送される。

各IDについてPID-3 患者IDリストの一回の繰返しが入った単一のPIDセグメントが送り返される。 その各IDには、QPD-3で送り返される問い合わせの患者IDは含まれない。もし患者ID相互参照マネージャクタが同じドメインから複数のIDを返送することを選ぶならば、それらIDを、PID-3-患者IDリストのなかで継続する繰返しにグループ化して返送しなければならない。

3.9.4.2.3　想定される動作 
患者ID相互参照利用者は、患者ID相互参照マネージャが提供した患者別名IDリストを使い色々な機能を実行させる。

返送されたIDのリストが単一のドメインに対して複数のIDを含んでいる場合には、患者ID相互参照利用者は、与えられたドメインからの複数のIDを全て使用するか、または与えられたドメインからの複数のIDを全て無視するか、どちらかである。

これが、患者ID相互参照利用者に単一ドメイン内の単一患者に複数IDが存在する場合の扱いを可能にする（すなわち、異なったIDにある情報を正確に集約する等）。
この状況を処理する機能を持たない患者ID相互参照利用者にとっては、異なったIDの全リストを無視することは利用者が不完全なデータを提示することを妨げることとなる。

3.9.5　セキュリティに関する配慮 
3.9.5.1　監査記録に関する配慮
PIX問い合わせトランザクションは、表3.20.6-1に定義されるように、問い合わせ情報イベントである。トランザクションに関与するアクタは、DICOM (Supp 95)“問い合わせ”に適合して、監査データを生成しなければならない（下記の例外はあるが）： 

3.9.5.1.1　患者ID相互参照利用者監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110112、DCM、“問い合わせ”)

	
	EventActionCode 
	M
	“E”(実行)

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-9”、“IHEトランザクション”、“OIX問い合わせ”)

	生成源（患者ID相互参照利用者）(1)

	要求者(0..n)

	宛先（患者ID相互参照マネージャ）(1)

	監査生成源（患者ID相互参照利用者）(1)

	患者(0..n)

	問い合わせパラメータ(1)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	M
	患者ID相互参照利用者アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理 ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant
	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真“

	
	RoleIDCode 
	U
	このトランザクションを許可されているユーザのアクセス管理役割

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者ID相互参照マネージャ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；連結され、文字によって分離されている


	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV（2、 RFC-3881、“患者番号”）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	問い合わせパラメータ

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”(システムオブジェクト)

	
	ParticipantObjectTypeCdeRole 
	M
	“24”(問い合わせ)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“ITI-9”“IHEトランザクション”、“PIX問い合わせ”)

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	M
	問い合わせのQPDセグメント‐符号化base64 

	
	ParticipantObjectDetail 
	M
	タイプ=MSH-10（文字列）、値= MSH-10の値（メッセージコンテンツから、符号化base64）


3.9.5.1.2　患者ID相互参照マネージャ監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110112、DCM、“問い合わせ”)

	
	EventActionCode 
	M
	“E”(実行)

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-9”、“IHEトランザクション”、“PIX問い合わせ”)

	生成源（患者ID相互参照マネージャ）(1)

	宛先（患者ID相互参照利用者）(1)

	監査生成源（患者ID相互参照マネージャ）(1)

	患者(0..n)

	問い合わせパラメータ(1)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	M
	患者ID相互参照利用者アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 


	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者ID相互参照マネージャ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV（2、RFC-3881、“患者番号”）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	問い合わせ

パラメータ

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”(システムオブジェクト)

	
	ParticipantObjectTypeCdeRole 
	M
	“24”(問い合わせ)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21‖”“IHEトランザクション”、“PIX問い合わせ”)

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	M
	問い合わせのQPDセグメント‐符号化base64 

	
	ParticipantObjectDetail 
	M
	タイプ=MSH-10 (文字列)、値= MSH-10の値 (メッセージコンテンツから、符号化base64)


3.10　PIXの更新通知
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-10に対応する。トランザクションITI-10 は、患者ID相互参照利用者および患者ID相互参照マネージャクタによって使用される。

3.10.1　適用範囲
このトランザクションは、患者ID相互参照マネージャクタが、利用者自身がその通知を受信したいと登録した（相互参照管理という役目柄）患者ID相互参照利用者へ患者ID相互参照関係の更新を通知することに関してである。このトランザクションは、HL7の一般的な‘個人情報の更新’メッセージを使用して、患者中心情報を通信する。.
3.10.2　ユースケースの役割 
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アクタ：患者ID相互参照マネージャ
役割：
それは、充分に定義された一組の患者識別ドメイン群にたいしてサービスを提供する。患者ID相互参照マネージャは、関心を持つ患者ID相互参照利用者の構成されたリストに向けて通知することにより、患者ID“別名”リストを提供し、患者識別ドメイン間を横断して患者IDの相互参照をうまくまとめ上げ管理する。
アクタ：患者ID相互参照利用者
役割：患者ID相互参照マネージャから患者ID別名の変更通知を受信する。典型的には、患者ID相互参照利用者アクタは、この情報を異なる患者識別ドメイン間での患者の情報リンクを維持するのに使用する。

3.10.3　参照規格 
HL7バージョン2.5、チャプター2 – 管理、チャプター3 – 患者管理 
HL7バージョン2.5は、次の理由から選定された：

このバージョンが、トランザクションITI-9およびITI-10が求める機能を持っている最も安定したバージョンであると考えられた。
3.10.4　相互作用図
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図3.10-1　個人情報更新 シーケンス
3.10.4.1　個人情報更新 
3.10.4.1.1　トリガーイベント

患者ID相互参照マネージャは、その利用者が関心を持っている患者識別ドメインに属しているいかなる患者IDについても、その患者IDに関して何らかの変化が起こると、患者ID相互参照利用者に通知する。患者相互参照利用者の関心のあるドメイン群の構成は、患者ID相互参照マネージャによってメンテナンスされている。

1つの更新情報を一組の相互参照患者IDに通信するのには、患者ID相互参照利用者の関心のある患者識別ドメインに属する相互参照して得た患者ID群に変更を全て反映させることを求められるので、複数の通知を発信しなければならないかもしれない。

次のHL7トリガーイベントが、患者IDリストを更新するために使用される。
•　A31–個人情報の更新 
3.10.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
PIX更新通知トランザクションは、ADT^A31メッセージによって行われる。患者ID相互参照マネージャは、このトランザクションを、患者のIDリスト情報が更新されるときはいつでも、開始する。
受信する患者のわずかな変化情報に基づいて患者IDのマッチングを行うのは、患者ID相互参照マネージャに全的な責任がある。患者ID相互参照マネージャクタから患者ID相互参照利用者アクタに提供される情報は、患者ID相互参照マネージャクタが関心を持ち相互参照アクタが管理する2つかそれ以上のドメインについて、相互参照IDのリストを含んでいるだけである。多重の通知が送られなければならない。例えば：
利用者CON_Aが、更新通知をドメインDOM_AおよびDOM_ADから受信できるように構成されている。通知は、以下のようになる：

•
PIX A01フィードが、DOM_Aに患者を求めて送信される。更新通知は、患者IDおよびＤOM_Aの割当権限者を含んでいる。

•
PIX_A01フィードが、DOM_ADに対して処理される。患者ID相互参照マネージャが、このDOM_Aの患者を、相互参照する。更新情報は、患者IDおよびDOM_AとDOM_ADの割当権限者を含んでいる。

•
PIX_A08フィードが、DOM_ADに対して処理され患者の住所が変更される。患者ID相互参照マネージャは、この患者はもはやDOM_Aの患者と同一ではないと決定する。2つの更新通知が送信される。1つは、患者IDおよびDOM_Aの割当権限者を含んでいる。他は、患者IDとDOM_ADの割当権限者を含んでいる。

相互参照リストは、一組のポリシーおよび相互参照機能を管理する処理が完了するまでは、利用可能にはならない。協力するドメインの間で採用されるID管理のポリシーは、完全に患者ID相互参照マネージャクタの内部の問題であって、このフレームワークの範囲外である。可能性のあるマッチ（結果）は、保健医療施設のポリシーと患者ID相互参照マネージャクタに体現される処理が肯定するマッチング決定に到達するまでは、通信されるべきでない。
患者ID相互参照マネージャクタの構成情報は、利用者がPIX更新通知トランザクションを受信したいと関心を持つIDを示す構成を持っていると期待されている。この構成情報は、通知を受信したいと関心を持っている利用者システムの特定をするIDおよび、それら利用システムの各々について関心を持つ患者識別ドメインのリストを含まなければならない。患者ID相互参照マネージャクタは、全てのドメインに対して関心を持つ利用者を説明しなければならない。

下記の表のメッセージのセグメントは、必須のものとして求められる。他のセグメントは、オプションである。

表3.10-1　ADT患者管理メッセージ

	ADT
	患者管理メッセージ
	HL7 2.5の

チャプター

	MSH 
	メッセージヘッダー 
	2 

	EVN 
	イベントタイプ 
	3 

	PID 
	患者識別 
	3 

	PV1 
	患者来院 
	3 


各メッセージは、ADTメッセージの受信側がその送信元へ送り返すHL7 ACKメッセージによって、確認されなければならない。ACKメッセージの定義と議論は、ITI TF-2x：C.1.3、“確認応答モード”を参照のこと。 
3.10.4.1.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントは、ITI TF-2x：C.1.2 “メッセージ管理” に定義されているように、組み立てられなければならない。
フィールド MSH-9 メッセージタイプは、少なくとも2つのコンポーネントを持たなければならない。
第一のコンポーネントはADTの値を持ち、第二のコンポーネントは、A31の値を持たなければならない。第三のコンポーネントはオプションである：しかし、もし存在するなら、ADT_05の値を持たなければならない：

3.10.4.1.2.2　EVNセグメント 
EVNセグメントの必須なフィールドおよびオプションのフィールドのリストについては、ITI TF-2x：C.1.4を参照のこと。
3.10.4.1.2.3　PIDセグメント 
患者ID相互参照マネージャクタは、HL7規格：PID-3-患者IDリストおよびPID-5-患者名によって要求されているPIDセグメントの中の属性のみを送り返す。
患者ID相互参照マネージャクタは、指定された患者の患者IDが存在する患者識別ドメインの各々の中で、その唯一の患者を特定する患者IDを持ちまわるために、フィールドPID-3個人IDリストを使用する。PID-3の中に返送される結果のIDは、それぞれ完全に有資格の割当権限者のコンポーネントを持つ。言い換えれば、返送された割当権限者コンポーネントは、サブコンポーネントを全て（名前空間 ID、一般 ID、および一般 ID タイプ）を持つ。

（複数の）患者識別ドメインの間で複数の名前値を発行してしまう事を避けるために、患者ID相互参照マネージャクタは、フィールドPID-5-患者名の中にただ1つのスペースキャラクターを返送する。

通知の中の各IDそれぞれについて、PID-3患者IDリストの一回の繰返しだけしか入っていない単一のPIDセグメントが送られる。患者ID相互参照マネージャクタが、その同じドメインに関して複数のIDを返送することを選択するならば、それらIDをPID-3患者IDリストの中で連続する繰返し毎にグループ化して返送するべきである。

3.10.4.1.2.4　PV1セグメント 
HL7規格、バージョン2.5に規定されるように、PV1セグメントは必須として要求される。要求されるフィールドPV1-2-患者クラスは、患者の来院または遭遇の文脈の外の情報であることを示すために、N (適用できない)を含まなければならない。他のフィールドは、空欄とするべきである。 
表3.10-2　IHEプロファイル－PV1セグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL#
	項目番号
	要素名

	2 
	1 
	IS 
	R 
	0004 
	00132 
	患者クラス 


HL7規格、バージョン2.5から改作された。
3.10.4.1.3　想定される動作
患者ID相互参照利用者は、ADT^A31メッセージを受信すると、患者の相互参照情報の変更を生じさせるID情報の更新であればいつでも、全てのドメインの影響する患者（複数）の内部的なID情報を更新する。

返送されたIDのリストが単一のドメインに対して複数のIDを含んでいる場合には、患者ID相互参照利用者は、与えられたドメインからの複数のIDを全て使用するか、または与えられたドメインからの複数のIDを全て無視するかのどちらかである。

これが、患者ID相互参照利用者に単一ドメイン内の単一患者に複数IDが存在する場合の扱いを可能にする（すなわち、異なったIDにある情報を正確に集約する等）。この状況を処理する機能を持たない患者ID相互参照利用者にとっては、異なったIDの全リストを無視することは利用者が不完全なデータを提示することを妨げることとなる。 

3.10.5　セキュリティに関する配慮 
3.10.5.1　監査記録に関する配慮 
PIX更新トランザクションは、表3.20.6-1に定義されるように、“患者記録”イベントである。トランザクションに関与するアクタは、DICOM（Supp 95）“患者記録”に適合して、監査データを生成しなければならない（下記の例外はあるが）： 

3.10.5.1.1　患者ID相互参照マネージャ監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110110、DCM、“問い合わせ”)

	
	EventActionCode 
	M
	“R”（実行）

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-10”、“IHEトランザクション”、“PIX問い合わせ”)

	生成源（患者ID相互参照マネージャ）(1)

	要求者(0..n)

	宛先（患者ID相互参照利用者）(1)

	監査生成源（患者ID相互参照マネージャ）(1)

	患者ID(1..n) (PID-3のコンポーネントを表す)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	M
	患者ID相互参照マネージャクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DMS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant

	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真“

	
	RoleIDCode 
	U
	このトランザクションを許可されているユーザのアクセス管理役割

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者ID相互参照利用者施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	タイプ=MSH-10（文字列）、値= MSH-10の値（メッセージコンテンツから、符号化base64）


3.10.5.1.2　患者ID相互参照利用者監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110110、DCM、“患者記録”)

	
	EventActionCode 
	M
	“R”（更新）

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-10”、“IHEトランザクション”、“PIX更新通知”)

	生成源（患者ID相互参照マネージャ）(1)

	宛先（患者ID相互参照利用者）(1)

	監査生成源（患者ID相互参照利用者）(1)

	患者(1..n) (PID-3のコンポーネントを表す)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	M
	患者ID相互参照マネージャクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DMS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス

	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者ID相互参照利用者施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；連結され、文字によって分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV（110152、DCM、“宛先”）

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、 RFC-3881、“患者番号”

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	タイプ=MSH-10（文字列）、値= MSH-10の値（メッセージコンテンツから、符号化base64）


3.11　表示のための特定情報検索取得
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-11に対応する。トランザクションITI-11 は、情報源および表示アクタによって使用される。

3.11.1　適用範囲 
このトランザクションは、表示のための情報を問い合わせすることを含む。これは、ユーザが異なったシステム上に保存されているある患者情報を検索しようとする際に起こる。注意すべきことは、検索された情報は、常に充分に特定された患者（患者ID）に関してのことであるが、その内容は、特定のタイプ（検査要約、放射線科要約、アレルギーリスト）の内容についてではあるが、一般的にダイナミックである（すなわち、同じタイプの特定の情報を時間軸上の異なった時点で検索することのように）：例えば、アレルギーリストは2つの要求が出された時間の間に更新されているかもしれない）。

広範囲の表示機能をサポートするために、提供される情報は充分に形作られたXHTMLにフォーマットされている。そのようなフォーマットに形作るのは、XHTML基礎およびW3C HTML互換性ガイドラインを利用して行われる。そのガイドラインは、W3C XHTML 1.0勧告の中の附属書Cに在る。

3.11.2　ユースケースの役割 
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アクタ：表示
役割：表示のための特定情報を要求するシステム、そしてそれを表示する。

アクタ：情報源 
役割：特定情報を、表示アクタからの要求に従って、表示用に準備されたフォーマットで提供するシステム。

3.11.3　参照規格
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Extensible Markup Language (XML) 1.0 (第二版). W3C勧告 2000年10月6日. 
http://www.w3.org/TR/REC-xml. 

Web Services Description Language (WSDL) 1.1. W3C Note 15 2001年3月. 
http://www.w3.org/TR/wsdl. 

XHTML™ 1.0 The Extensible HyperText Markup Language (Second Edition).A Reformulation of HTML 4 in XML 1.0. W3C 勧告 26 January 2000、 revised 1 August 2002. 

http://www.w3.org/TR/xhtml1. 

XHTML™ Basic. W3C 勧告 19 December 2000. http://www.w3.org/TR/xhtm-basic. 
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図3.11-1　特定情報を要求する－要約シーケンス
3.11.3.1　特定情報の要求－要約 
3.11.3.1.1　トリガーイベント
次のイベントが、特定情報の要求をトリガーする。
•
表示アクタのユーザは、患者の臨床歴（即ち、臨床検査データ要約、欧斜線検査報告の要約、等）の一部分である要約情報/報告を、次のような理由から特定の一部項目を選んで除外すると言う意図を持って、レビューする必要がある。その理由とは、表示のための文書検索トランザクションによって行われる後続の検索において、長期保存対象データとして検索（表示）するから。）
3.11.3.1.2　メッセージのセマンティックス 
表示のための特定情報の検索トランザクションは、ウェッブサービスを呼びかけることによって実施される。表示アクタは、ユーザが保存されている情報を情報源アクタ上に患者の臨床歴の一部分としてレビューする必要が起こる時はいつでも、ウェッブサービス要求を発する。

返送されるべき情報のタイプを指定するために、ウェッブサービス要求は、情報のサブセットをフィルター掛けするために次のパラメータ（キー）を含む必要がある。（表3.11.4-1を参照のこと。）全てのパラメータ名と値は(表3.11.4-2を参照のこと)大小文字を識別する。
表3.11.4-1　ウェッブサービス要求キー
	パラメータ名
	REQ
	説明
	注

	requestType 
	R 
	requestType は、どんなタイプの情報が検索されるべきか指定する。このパラメータは常に値を持たなければならない。
	可能性のある値のリストは、表3.11.4-2を参照のこと。

	patientID 
	R 
	この属性は、問い合わされた結果の主体を特定する。その値は、割当権限者のIDも含む。
	患者IDは、HL7 CXデータタイプで （割当権限者も含み）フォーマットされること、患者IDフィードトランザクション様に指定された要求（ITI TF-2a：3.8.4.1.2.3参照）に従って。 

	lowerDateTime 
	O 
	情報の生成の最早日時／時刻を取り決める習わしにより。
	この値は、XMLプリミティブデータ時刻フォーマットで符号化されること。

	upperDateTime 
	O 
	情報の生成の最遅日時／時刻を取り決める習わしにより。
	この値は、XMLプリミティブデータ時刻フォーマットで符号化されること。

	mostRecentResults 
	R 
	応答に含まれるべき最近の結果の番号を示す数値。即ち、1は最近の結果を示す。
	0の値は、得られる全ての値が返送されるべきことを示す。


表 3.11.4-2　ウェッブサービス 要求タイプ
	requestType 値
	説明

	SUMMARY 
	情報源に知られている全ての情報の要約

	SUMMARY-RADIOLOGY 
	放射線科報告書の要約

	SUMMARY-CARDIOLOGY 
	循環器科報告書の要約

	SUMMARY-LABORATORY 
	臨床検査科報告書の要約

	SUMMARY-SURGERY 
	外科報告書の要約

	SUMMARY-EMERGENCY 
	救急部門報告書の要約

	SUMMARY-DISCHARGE 
	退院報告書の要約

	SUMMARY-ICU 
	集中治療部門報告書の要約

	SUMMARY-RX 
	処方報告書の要約


注：
パラメータ値で特定用途に予約済みのキャラクターを含む場合は、%<hex><hex> 表現方式を用いて符号化する必要がある。予約されたキャラクターには、slash (/、%2fのようなエンコード) およびampersand (&、%26のようなエンコード)が含まれる。

WSDLの中でウェッブサービスの正式な定義は、ITI TF-2x：附属書Aにある。

表示アクタおよび情報源アクタの両方に求められる必須の制約条項は、HTTP-GETへの拘束である。この制約により、サンプルメッセージは以下のようにフォーマットされる：

http://<location>/IHERetrieveSummaryInfo?requestType=SUMMARY&patientID=99998410^^^%26www.mlhlife.com%26DNS&lowerDateTome=2003-01-01T00:00&upperDateTime=2003-01-01T23:59:59&mostReentResults=1
URLの<location>部分は、実装に応じて構成可能であり、ホスト名、オプションポートアドレスを含まなければならないが、その後にオプションパスが続いてもよい。
もしあるならば、パスは一個の“？”キャラクターを含まないかもしれない。URLの残りの部分は、IHERetrieveSummaryInfoおよび以下の要求パラメータを含み、WSDLで定義され、変更はされていないと思われる。

より具体的には、RFC 1738の定義を用いて、URLの<Location>部分は下図のような位置の長い複雑な表現にマッチしていなければならない。[image: image43.png]<rim:Description/>
</rim:Externalldentifier>
</rim:ExtrinsicObject>
</rim:RegistryObjectlist>
</AdhocQueryResponse>




下記のlocationの値は、この仕様に応じてルールに合致している。
	<location> 値
	結果のURL

	Myhost 
	http://myhost/IHERetrieveSummaryInfo?… 

	myhost:8080 
	http://myhost:8080/IHERetrieveSummaryInfo?… 

	myhost/MyAspPageThatLooksLikeItCouldBeAFolder.aspx 
	http://myhost/MyAspPageThatLooksLikeItCouldBeAFolder.aspx/IHERetrieveSummaryInfo?… 

	myhost:8080/MyAspPageThatLooksLikeItCouldBeAFolder.aspx 
	http://myhost:8080/MyAspPageThatLooksLikeItCouldBeAFolder.aspx/IHERetrieveSummaryInfo?… 

	myhost/MyJspPage.jsp 
	http://myhost/MyJspPage.jsp/IHERetrieveSummaryInfo?… 

	myhost:8080/MyJspPageThatLooksLikeItCouldBeAFolder.jsp 
	http://myhost/MyJspPage.jsp/ IHERetrieveSummaryInfo?… 


下記のlocationの値は、ルールに従っていない。
	<location> 値
	結果のURL

	My+Computer 
	‗+‘ is not a legal character in a host name. 

	myhost:99999 
	99999 is not a valid port. 

	myhost/myPath.jsp?request= 
	‗?‘ is not valid in a path. 


さらに、表示アクタは、下記のHTTP要求のフィールドをサポートしなければならない。

表3.11.4-3　HTTP要求および応答フィールド
	HTTP 
フィールド
	REQ
	説明
	値

	Accept-Language 
	O 
	このフィールドは、要求への応答として好まれる自然言語の文言を制限している。
	RFC2616に対応する有効な値。


情報源アクタは、下記のHTTP応答のフィールドをサポートしなければならない。

表3.11.4-4　HTTP応答フィールド
	HTTP 
フィールド
	REQ
	説明
	値

	Expires 
	R 
	このフィールドは、その時点以降の応答は期限切れで失効とされる日付/時刻を示す。
	0とすること。現在は、使用が反対されているが、no cacheingを指定する方法として広く使われて来た。

	Cache-Control 
	R 
	このフィールドは、この応答が、キャッシュされてはならないことを示す。
	no-cacheとすること。


もし必要ならば、表示アクタは、HTTPSプロトコルを用いてウェッブサービスへの要求を実行してもよい。

情報源アクタは、要求に応じて、HTTP redirectの応答（301、302、303または307の値を持つ応答) を返すかもしれない。表示アクタは、エラー応答を受信するかもしれない、または、要求されたデータとか、データを求めて他のどこかを探すようにと言う要求を受信するかもしれない。表示アクタは、redirectをフォローしなければならないが、もしループ現象が検出されたら、エラーを報告するだろう。

3.11.3.1.3　想定される動作 
特定情報の要求を受けると、情報源アクタは、要求をパース（文字列の構文解析）して、エラーが無ければ、ITI TF-2a：3.11.4.2に規定したような特定情報およびHTTP response code 200-OKを持つ応答を返送する。

処理されるべき情報のタイプを指定するために、情報源アクタは、情報のサブセットをフィルターするために次のパラメータ(キー)をサポートする。
表3.11.4-5　ウェッブサービス要求キー
	パラメータ名
	REQ
	説明
	注

	requestType 
	R 
	requestTypeは、どんなタイプの情報が検索されるべきか指定する。このパラメータは常に値を持たなければならない。
	取り得る可能性のある値のリストは、表3.11.4-2を参照のこと。

	patientID 
	R 
	この属性は、問い合わされた結果の主体を特定する。その値は、割当権限者のIDも含む。. 
	患者IDは、HL7 CXデータタイプで (割当権限者も含み)フォーマットされること、患者IDフィードトランザクション様に指定された要求（ITI TF-2a：3.8.4.1.2.3参照）に従って。

	lowerDateTime 
	R 
	情報の生成の最早日時／時刻を取り決める習わしにより。 
	この値は、XMLプリミティブデータ時刻フォーマットで符号化されること。

	upperDateTime 
	R 
	情報の生成の最遅日時／時刻を取り決める習わしにより。 
	この値は、XMLプリミティブデータ時刻フォーマットで符号化されること。

	mostRecentResults 
	R 
	応答に含まれるべき最近の結果の番号を示す数値。即ち、1は最近の結果を示す。
	0の値は、得られる全ての値が返送されるべきことを示す。


もし指定されたrequestTypeがサポートされていなければ、情報源アクタは、HTTP応答コード404(not found)を、理由を示唆する表現“requestType not supported”を付けて、返送する。もし情報源アクタが、その文書を、‘Accept’フィールドにリストされたどんなコンテンツタイプでもフォーマット出来ないならば、HTTP response code 406 – Not Acceptable.を返送する。

もし、表示アクタが指定する患者IDが情報源アクタには見つからない場合は、情報源アクタは、HTTP応答コード404(not found)を、理由を示唆する表現“Patient ID not found”を付けて、返送する。もし、表示アクタが、情報源アクタが属しているドメインとは異なるドメインから患者IDを提供し、情報源アクタが患者ID利用アクタと一緒にグループ化されているなら、それは応答する前に提供された患者IDを自分のドメインにマッピングすることを試みてもよい。 
注：
条件がこのプロファイルの範囲外であることを示す他のHTTP応答コードが、情報源アクタから返送されることもあるかもしれない。たとえば、もし情報源アクタがケルベロスサーバアクタと一緒にグループ化されていれば、401－認証失敗が返送されるかもしれない。

注：
情報源アクタには、返送されたエラーコードをエラー条件が人間に理解できるような記述で補うようにすることを勧める。 
もし、エラー条件が自動的には回復できない場合には、最低でもそのエラーは表示アクタによってユーザに表示されなければならない。

もし、lowerDateTimeおよび／または upperDateTimeパラメータが指定されたならば、返送された情報が生成されたに違いない時間レンジを含む高低限を定義するべきである。mostRecentResultsパラメータの値は、その指定された日付け／時刻レンジの中にあると解釈される。

3.11.3.2　特定情報への応答–要約 
3.11.3.2.1　トリガーイベント 
このメッセージは、特定情報を要求するウェッブサービス要求に応じて、情報源アクタによって送信される。

3.11.3.2.2　メッセージのセマンティックス
情報源アクタは、表3.11.4-2に指定されるrequestTypeパラメータの値の少なくとも1つをサポートしなければならない。 
情報源は、no cachingを保障するために、ゼロでの終結を設定するべきである。メッセージは、XHTML基礎およびW3C HTML互換性ガイドラインを用いてフォーマットされる。そのガイドラインは、W3C XHTML 1.0勧告の中の附属書Cに在る。

表示アクタは、情報源アクタに対して、特定の患者に関する各種のタイプの報告書の要約を含めていかなる情報も指定して要求することができる。要約の正確な内容は、情報源アクタによって決定され、施設のポリシーによって規制をうけるかもしれない。たとえば、表示のための文書を要求するトランザクションを用いて検索できるように、長期保存オブジェクト（文書）へのハイパーリンクを含むこともできる。文書の要約を検索する場合は(requestTypeがSUMMARY[-xx])、要約の各項目に対して関連文書へのリンクを含められることを強く推奨する。もしあるならば、そのリンクは、ITI TF-2a：3.12の要請に応じて、ウェッブサービス要求としてフォーマットされなければならない。このセクションに指定されているように、表示のために特定情報を要求するトランザクションの発行を表すハイパーリンクを含められる。

3.11.3.2.3　想定される動作 
表示アクタは、ユーザに応答を受信したことを伝える。文書の内容が、XHTMLタグが決定した範囲以上にまで意味の通じる構文解析をされていると想定してはならない。その範囲とは、提供された情報を正確に表示することである。

要約応答が、文書へのリンクを含むとか他の特定の情報へのリンクを含むならば、情報源アクタには、それらをITI TF-2a：3.11および3.12に述べられている要請に応じてフォーマットされる事を強く勧める。

3.11.3.3　特定情報を要求する－リスト 
3.11.3.3.1　トリガーイベント 
次のイベントが特定情報を要求するトランザクションをトリガーする。 

•
表示アクタのユーザが、情報源システム上に保存されている患者の臨床歴の一部分である特定のサブセット情報を調査する必要がある。（たとえば、臨床検査報告書、放射線検査報告書、投薬、等）

3.11.3.3.2.　メッセージのセマンティックス 
表示のための特定情報を検索するトランザクションは、ウェッブサービスを発行することにより実行される。表示アクタは、ユーザが情報源アクタ上の患者の臨床歴の一部分として保存されている情報を調査する必要がある場合はいつでも、ウェブサービス要求を生成することができる。

返送される情報のタイプを指定するために、ウェブサービス要求は、次のパラメータ(keys)を情報のサブセットをフィルターするために含まなければならない(表3.11.4-7を参照のこと)。全てのパラメータの名前および値は、大小文字を識別する（表3.11.4-7を参照のこと）。
表 3.11.4-6　ウェッブサービス要求キー
	パラメータ名
	REQ
	説明
	注

	requestType 
	R 
	requestTypeは、どんなタイプの情報が検索されるべきか指定する。このパラメータは常に値を持たなければならない。
	可能性のある値のリストは、表3.11.4-7を参照のこと。

	patientID 
	R 
	この属性は、問い合わされた結果の主体を特定する。その値は、割当権限者のIDも含む。
	患者IDは、HL7 CXデータタイプで (割当権限者も含み)フォーマットされること、個人情報管理トランザクションに規定された要求事項( ITI TF-2a：3.8.4.1.2.3参照)に従って。


表3.11.4-7　ウェッブサービス要求タイプ
	requestType 値
	説明

	LIST-ALLERGIES 
	情報源に判明している患者のアレルギーおよび副作用のリスト 

	LIST-MEDS 
	患者が服用しているまたは施設の投薬


WSDLのウェッブサービスの正式な定義は、ITI TF-2x：附属書Aを参照のこと。 
表示アクタおよび情報源アクタの両方に必要な必須の制約条項は、HTTP-GETへの拘束である。この制約により、サンプルメッセージは以下のようにフォーマットされる：

http://<location>/IHERetrieveListInfo?requestType=LIST-
MEDS&patientID=99998410^^^%26www.mlhlife.com%26DNS 
URLの<location>部分は、実装に応じて構成可能であり、ホスト名、オプションのポートアドレスを含まなければならないが、その後オプションのパスが続いてもよい。もしパスが存在するならば、パスは“？”キャラクターを含まないかもしれない。URLの残りの部分は、IHERetrieveSummaryInfoおよび以下の要求パラメータを含み、そのパラメータはWSDLで定義されており、その変更はないと思われる。Locationについての議論は、TF-2a：3.11.4.1.2メッセージのセマンティックスを参照のこと。

さらに、表示アクタは、下記のHTTP 要求のフィールドをサポートしなければならない。
表3.11.4-8　HTTP要求および応答フィールド
	HTTPフィールド
	REQ 
	説明
	値

	Accept-Language 
	O 
	このフィールドは、要求への応答として好まれるような自然言語の文言を制限している。
	RFC2616 に対応する有効な値。 


情報源アクタは、下記のHTTP応答のフィールドをサポートしなければならない。

表3.11.4-9　HTTP要求フィールド
	HTTP
フィールド
	REQ
	説明
	値

	Expires 
	R 
	このフィールドは、その時点以降の応答は期限切れで失効とされる日付／時刻を示す。 
	0とすること。現在は、使用が反対されているが、no cacheing.を指定する方法として広く使われて来た。

	Cache-Control 
	R 
	このフィールドは、この応答は、キャッシュされてはならないことを示す。
	no-cacheとすること。


もし必要ならば、表示アクタは、HTTPSプロトコルを用いてウェッブサービスへの要求を実行してもよい。
情報源アクタは、要求に応じて、HTTP redirectの応答（301、302、303 または307の値を持つ応答）を返すかもしれない。表示アクタは、エラー応答を受信するかもしれない、または、要求されたデータとか、データを求めて他のどこかを探すようにと言う要求を受信するかもしれない。表示アクタは、redirectをフォローしなければならないが、もしループ現象が検出されたら、エラーを報告するだろう。
3.11.3.3.3　想定される動作
特定情報の要求を受けると、情報源アクタは、要求をパース（文字列の構文解析）して、エラーが無ければ、ITI TF-2a：3.11.4.2に規定したような特定情報およびHTTP response code 200-OKを持つ応答を返送する。

もし指定されたrequestTypeがサポートされていなければ、情報源アクタは、HTTP応答コード404(not found)を、理由を示唆する表現“requestType not supported”を付けて、返送する。もし情報源アクタが、その文書を、‘Accept’フィールドにリストされたどんなコンテンツタイプでもフォーマット出来ないならば、HTTP response code 406 – Not Acceptableを返送する。 
もし、表示アクタが指定する患者IDが情報源アクタには見つからない場合は、情報源アクタは、HTTP応答コード404(not found)を、理由を示唆する表現“Patient ID not found”を付けて、返送する。もし、表示アクタが、情報源アクタが属しているドメインとは異なるドメインから患者IDを提供し、情報源アクタが患者ID利用アクタと一緒にグループ化されているなら、それは応答する前に提供された患者IDを自分のドメインにマッピングすることを試みてもよい。 
注：
条件がこのプロファイルの範囲外であることを示す他のHTTP応答コードが、情報源アクタから返送されることもあるかもしれない、たとえば、もし情報源アクタがケルベロスサーバアクタと一緒にグループ化されていれば、401－認証失敗 が返送されるかもしれない。

注：
情報源アクタには、返送されたエラーコードをエラー条件が人間に理解できるような記述で補うようにすることを勧める。

もし、エラー条件が自動的には回復できない場合には、最低でもそのエラーは表示アクタによってユーザに表示されなければならない。

3.11.3.4　特定の情報を応答－リスト
3.11.3.4.1　トリガーイベント 
このメッセージは、特定情報を要求するウェブサービス要求に応じて、情報源アクタによって送信される。
3.11.3.4.2　メッセージのセマンティックス
情報源アクタは、表3.11.4-7に指定されるrequestTypeパラメータの値の少なくとも1つをサポートしなければならない。 
情報源は、no cachingを保障するために、ゼロでの終結を設定するべきである。メッセージは、XHTML基礎およびW3C HTML互換性ガイドラインを用いてフォーマットされる。そのガイドラインは、W3C XHTML 1.0勧告の中の附属書Cにある。

表示アクタは、情報源アクタに対して、情報源が現在記録したばかりの特定の患者に関する情報を指定して要求することができる。要約の正確な内容は、情報源アクタによって決定される。施設のポリシーによって規制を受けるかもしれない。

表示アクタは、lowerDateTime upperDateTimeまたはmostRecentResultsのパラメータを問い合わせの中で使ってはならない。もし使われたら、情報源はそれらを無視する。

3.11.3.4.3　想定される動作
表示アクタは、ユーザに応答を受信したことを伝える。文書の内容が、XHTMLタグが決定した範囲以上にまで意味の通じる構文解析をされていると想定してはならない。その範囲とは、提供された情報を正確に表示することである。

3.12　表示のための文書検索取得
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-12に対応する。トランザクションITI-12は、情報源および表示アクタによって使用される。

3.12.1　適用範囲 
このトランザクションは、表示の目的のために文書（長期保存オブジェクト）を検索することに関してである。唯1つ特定できる長期保存物とは、同一の文書インスタンスを異なった時点で検索しても、その表示された内容と同一のセマンティックスを提示すると言うことである。文書の情報内容は、たとえ異なったフォーマットやスタイルシート等を用いて表示されても、不変である。

3.12.2　ユースケースの役割 
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アクタ：表示 
役割：表示のための文書／オブジェクトを要求しそれを表示するシステム。
アクタ：情報源
役割：表示アクタから要求を受けて特定の情報をプレゼンテーション用に準備されたフォーマットで提供するシステム。
3.12.3　参照規格 
IETF RFC2616 HyperText Transfer Protocol HTTP/1.1 

Extensible Markup Language (XML) 1.0 (Second Edition). W3C勧告 2000年10月6日. http://www.w3.org/TR/REC-xml. 

Web Services Description Language (WSDL) 1.1. W3C Note 2001年3月15日.

http://www.w3.org/TR/wsdl. 

3.12.4　相互作用図
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図3.12-1　長期保存文書の要求シーケンス

3.12.4.1　長期保存文書の要求
3.12.4.1.1　トリガーイベント 
文書の要求は、表示アクタのユーザが、情報源アアクが保存している特別の情報を調査する必要に迫られたときに、トリガーされる。
3.12.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
表示のための文書検索取得トランザクションは、ウェッブサービスを呼びかけることによって実施される。表示アクタは、ユーザが情報源アクタ上に患者の臨床歴の一部分として保存されている文書をレビューする必要とする時はいつでも、ウェッブサービス要求を発する。

ウェッブサービス要求は、返送されるべき文書とそのフォーマットを特定するために、次のパラメータ（keys）を含む必要がある（表3.11.4-1を参照のこと）。全てのパラメータ名と値は、大小文字を識別する。

表3.12.4-1　問い合わせキー
	パラメータ名
	REQ
	説明
	値

	requestType 
	R 
	このパラメータは値 DOCUMENTを持つこと。. 
	DOCUMENT 

	documentUID 
	R 
	文書のUIDが両方のアクタに既知とする。
	この値は、ITI TF-2a附属書Bに従う適切に定義されたオブジェクトID(OID)である。

	preferredContentType 
	R 
	このパラメータは、文書が提供されるフォーマット( MIME コンテンツタイプの様に)を指定する。. 
	表示は次のフォーマットのいずれかを指定する：

image/jpeg application/x-hl7-cda-level-one+xml （注を参照）

application/pdf（注を参照）


注：
hl7-cda-level-oneおよびPD の対応バージョンの詳細については、IANA登録簿を参照のこと。受信側は、このバージョンおよび以前のバージョンで符号化文書をサポートすること。 
注：
アプリケーション/x-hl7-cda-level-one+xml.の詳細については、HL7 CDAフレームワークリリース1.0 を参照のこと。
WSDLの中でのウェッブサービスの正式な定義は、ITI TF-2x：附属書Aにある。

表示アクタおよび情報源アクタの両方に必要な必須の制約条項は、HTTP-GETへの拘束である。この制約により、サンプルメッセージは以下のようにフォーマットされる：

http://<location>/IHERetrieveDocument?requestType=DOCUMENT&documentUID=1.2.3&preferredContentType=application%2fpdf 
URLの<location>部分は、実装に応じて構成可能であり、ホスト名、オプションのポートアドレスを含まなければならないが、その後にオプションのパスが続いてもよい。もしあるならば、パスは“？”キャラクターを含んではならない。URLの残りの部分は、IHERetrieveDocumentおよび以下の要求パラメータを含み、WSDLで定義され、変更はされていないと思われる。

さらに、表示アクタは、下記のHTTP要求のフィールドをサポートしなければならない。 
表3.12.4-3　HTTP要求および応答フィールド
	HTTPフィールド
	REQ
	説明
	値

	Accept 
	O 
	このフィールドは、応答を受信できるメディアのタイプを指定するのに使用可能である。
	少なくとも次のどれか1つの値： image/jpeg application/x-hl7-cda-level-one+xml application/pdf */* 
他の値を含んでもよい。

	Accept-Language 
	O 
	このフィールドはAcceptと同様であるが、このフィールドは、要求への応答として好まれるような自然言語の文言を制限している。
	RFC2616 に対応する有効な値。

	Expires 
	R 
	このフィールドは、その時点以降の応答は期限切れで失効とされる日付／時刻を示す。
	RFC2616に対応する有効な値、または0




情報源アクタは、下記のHTTP応答のフィールドをサポートしなければならない。 
表3.12.4-4　HTTP応答フィールド
	HTTP 
フィールド
	REQ
	説明
	値

	Expires 
	R 
	このフィールドは、その時点以降の応答は期限切れで失効とされる日付／時刻を示す。
	RFC2616 に対応する有効な値、または0




表示アクタは、HTTP Accept フィールドでサポートするコンテンツタイプのリストを提供する。もし、Acceptフィールドが欠けているなら、表示アクタはどんなコンテンツタイプでも受け入れられることを示す。

preferredContentTypeパラメータは、表示アクアの望むコンテンツタイプ を指定する。要求の中の preferredContentTypeパラメータの値は、表3.12.4-1の中のどれかでなければならない、そして、HTTP Acceptフィールドで指定される値と矛盾してはならない。

情報源は、もし可能ならば、preferredContentTypeに情報を提供しなけばならない、さもなければ、返送する情報が与えられて、Acceptフィールドに指定されるtyppeのみを使用することとなる。 
もし必要ならば、表示アクタは、HTTPSプロトコルを用いてウェッブサービスへの要求を実行してもよい。

情報源アクタは、要求に応じて、HTTP redirectの応答（301、302、303または307の値を持つ応答）を返すかもしれない。表示アクタは、エラー応答を受信するかもしれない、または要求されるデータや、データを求めて他のどこかを探すようにと言う要求を受信するかもしれない。表示アクタは、redirectをフォローしなければならないが、もしループ現象が検出されたら、エラーを報告するだろう。 

3.12.4.1.3　想定される動作
特定情報の要求を受けると、情報源アクタは、要求をパース（文字列の構文解析）して、エラーが無ければ、ITI TF-2a：3.11.4.2に規定したような特定情報およびHTTP response code 200-OKを持つ応答を返送する。

もし、指定されたrequestTypeがこのプロファイルによる合法的な値でないならば、情報源アクタは、HTTP応答コード403 (forbidden)を、理由を示唆する表現“requestType not supported”を付けて、返送する。

もし、情報源アクタが、その文書を、‘Accept’フィールドにリストされたどんなコンテンツタイプでもフォーマット出来ないならば、HTTP response code 406 – Not Acceptable.を返送する。

もし、指定された文書UIDが情報源アクタには見つからない場合は、情報源アクタは、HTTP応答コード404(not found)を、理由を示唆する表現“Document UID not found”を返送する。

もし、documentUID、preferredContentTypeまたはrequestTypeパラメータが抜けているなら、情報源アクタは、HTTP応答コード400-Bad requestを返送する。

もし、指定されたpreferredContentTypeがHTTP Accept フィールドの設定と一貫性がなければ、情報源アクタは、HTTP応答コード400-Bad requestを返送する。 
注：
条件がこのプロファイルの範囲外であることを示す他のHTTP応答コードが情報源アクタから返送されることもあるかもしれない、たとえば、もし情報源アクタがケルベロスサーバアクタと一緒にグループ化されていれば、401－認証失敗が返送されるかもしれない。

注：
情報源アクタには、返送されたエラーコードをエラー条件が人間に理解できるような記述で補うようにすることを勧める。

もし、エラー条件が自動的には回復できない場合には、最低でもそのエラーは表示アクタによってユーザに表示されなければならない。

3.12.4.2　長期保存文書の配達 
3.12.4.2.1　トリガーイベント 
長期保存文書の配達は、指定されたフォーマットの要求された文書が情報源アクタから表示アクタへ伝送されることである。この伝送は、要求の中の文書 UIDパラメータで指定されたそのような文書の位置を情報源アクタが見つけるのに成功した場合に発生する。

3.12.4.2.2　メッセージのセマンティックス 
表示アクタからの要求に応じて、情報源アクタは、文書を指定されたpreferredContentTypeに従ってフォーマットして、HTTP応答を返送する。preferredContentTypeに関してのルールの議論は、ITI TF-2a：3.12.4.1.2を参照のこと。

情報源アクタは、オブジェクトIDのグローバルな唯一性を維持している。

情報源アクタは、長期保存文書のインスタンスの起こりうる削除に関してのポリシーに相応した満期日付を設定する（一週間以内）。

3.12.4.2.3　想定される動作
表示アクタは、ユーザに受信した文書を描出し与える。

3.13　文脈のフォロー
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-13に対応する。トランザクションITI-12は、患者状況参加、利用者状況の共有および文脈管理アクタによって使用される。

3.13.1　適用範囲
このトランザクションは、文脈管理アクタが、他の状況参加アクタに対して新しい文脈値に基づいて同期するように強制することを、許している。

このトランザクションは、HL7 文脈管理 “CCOW” 規格で定義されているように複数の方法から成り立っている。それは、参加者を調査すること、その参加者に文脈が変更したかどうかの最終決定を指示すること、および状況参加による新しい文脈値を検索すること、から成る複数フェーズを持っている。

状況参加アクタのそれぞれは、1つの特定のサブジェクトをフォローする。患者状況参加アクタは、患者サブジェクトをフォローしユーザサブジェクトが文脈に設定されるのを好まない。利用者状況の共有アクタは、ユーザサブジェクトをフォローする。 
用いられる方法のセマンティックスは、文書HL7 文脈管理 “CCOW” 規格：サブジェクトデータ定義 文書と併せて、文書HL7文脈管理 “CCOW” 規格：コンポーネント技術マッピング：アクティブXまたはHL7文脈管理 “CCOW” 規格：コンポーネント技術マッピング：ウェッブに定義されている。状況参加アクタは、どちらの技術を実装してもよい。文脈管理アクタは、それぞれ選んだ技術を実装して参加する参加者と協調して働くために、両方の技術をサポートする必要がある。 

3.13.2　ユースケースの役割 
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アクタ：患者状況参加 
役割：文脈調査に応答する。表示を、フォローする患者サブジェクトの文脈の新しい値に、同期させる。 
アクタ：利用者状況の共有 
役割：文脈調査に応答する。表示を、フォローする患者サブジェクトの文脈の新しい値に、同期させる。 
アクタ：文脈管理者 
役割：文脈調査を行う。状況参加者に、変更の受け入れか取消しかを通知し、文脈値を提供する。
3.13.3　参照規格 
HL7 文脈管理 “CCOW”規格、バージョン1.4 
テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 
コンポーネント技術マッピング：アクティブX 
コンポーネント技術マッピング：ウェッブ 
サブジェクトデータ定義 

3.13.4　相互作用図
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図3.13-1　文脈のフォロー－ContextChangesPending方法シーケンス
3.13.4.1　文脈のフォロー– ContextChangesPending方法 
ContextChangesPending方法は、患者状況参加アクタまたはクライアント認証エージェントアクタが提案する変更を受け入れるかどうかについて状況参加アクタに調査をするために、文脈管理によって発動される。

3.13.4.1.1　トリガーイベント 
ContextChangesPending方法は、文脈管理がEndContextChanges方法の発動を受信すると、トリガーをかける。

3.13.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
ContextChangesPendingは、ContextParticipantインターフェース上の一方法として定義されていて、文脈管理が状況参加者に文脈の変更をフォローする準備が出来ているかどうかを調査することを許可する。

この方法を実施すると、文脈管理は、ペンディング文脈のクーポンを発行する。

この方法に関するパラメータの記述については、文書HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ、セクション17.3.7.2を参照のこと。

3.13.4.1.3　想定される動作
ContextChangesPending方法を実行すると、患者状況参加アクタまたは利用者状況の共有アクタは、文脈の変更を受け入れるかどうか決定をする（たとえば、現在進行中のオペレーションによって）。この決定をするために、提案された新しい値を文脈の中に入れて調べてみることを、GetItemValues 方法を発行するかもしれない。

応答の1つとして、ある状況参加アクタは、提案された変更を受け取りか条件付きで受け取りかを示す応答をするかもしれない。応答の作り方についての規定は、文書HL7文脈管理“CCOW”規格: テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ、セクション17.3.7.2を参照のこと。

3.13.4.2　文脈をフォローする－ContextChangesAccepted方法 
ContextChangesAccepted方法は、変更の発案者は提案された変更を受け入れた事を状況参加アクタに確認するために、文脈管理アクタによって発動される。

3.13.4.2.1　トリガーイベント 
ContextChangesAccepted方法は、変更受け入れを示すPublishChangesDecision方法の発動を受信すると、文脈管理によってトリガーされる。

3.13.4.2.2　メッセージのセマンティックス
ContextChangesAcceptedは、ContextParticipantインターフェース上の一方法として定義されていて、文脈管理が状況参加者に文脈値（複数）の変更が行われたことを通知することを許可する。

この方法を実施すると、文脈管理は、新しいクーポンを発行する。
この方法に関するパラメータの記述については、文書HL7 文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ、セクション 17.3.7.3を参照のこと。

3.13.4.2.3　想定される動作
ContextChangesAccepted方法を実行すると、患者状況参加アクタまたは利用者状況の共有アクタは、新しい文脈受け入れ、続いてGetItemValues方法を用いて新しい値を検索することができる。

それは、成功の確認で応答する（または例外の確認で応答する）。応答の作り方についての規定は、文書HL7 文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ、セクション17.3.7.3を参照のこと。

3.13.4.3　文脈をフォローする－ContextChangesCancelled方法 

ContextChangesCancelled方法は、変更の発案者は提案された変更をキャンセルした事を状況参加アクタに通知するために、文脈管理アクタによって発動される。

3.13.4.3.1　トリガーイベント
ContextChangesCancelled方法は、変更取消しを示すPublishChangesDecision方法の発動を受信すると、文脈管理によってトリガーされる。

3.13.4.3.2　メッセージのセマンティックス 
ContextChangesCancelledは、ContextParticipantインターフェース上の一方法として定義されていて、文脈管理が状況参加者にペンディングであった文脈値の変更は取り消されたと通知することを許可する。

この方法を実施すると、文脈管理は、ペンディング 文脈のクーポンを発行する。

この方法に関するパラメータの記述については、文書HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 、セクション17.3.7.4を参照のこと。

3.13.4.3.3　想定される動作 
ContextChangesCancelled方法を実行すると、患者状況参加アクタまたは利用者状況の共有アクタは、現在の文脈を保ち、取り消されたペンディング文脈変更に関する情報を消去する。

それは、成功の確認で応答する（または例外の確認で応答する）。応答の作り方についての規定は、文書HL7 文脈管理“CCOW”規格:：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ、セクション17.3.7.4を参照のこと。

3.13.4.4　文脈をフォローする－GetItemValues方法 
GetItemValues 方法は、フォローする文脈から値（複数）を検索するために、状況参加アクタによって発動される。
3.13.4.4.1　トリガーイベント 
GetItemValues方法は、文脈 クーポンをContextChangesPending、ContextChangesAcceptedまたはGetContextCoupon方法の結果として文脈クーポンを受け取ると、状況参加者アクタによってトリガーされる。

3.13.4.4.2　メッセージのセマンティックス 
GetItemValuesは、ContextDataまたはSecureContextDataインターフェースの一方法として定義されている。もし、参加アクタが文脈に参加した時、文脈がセキュリティ確保されていなければ（すなわち、患者文脈だけをフォローする患者状況参加アクタ）、そのときはこの方法は、ContextDataインターフェース上に発動されるべきである。さもなければ、この方法は、SecureContextDataインターフェース上で発動されるべきである。

この方法を項目名のリストの仕様無しに実施すると、状況参加アクタは、現在文脈に設定されている全項目の値を検索する。それは又最初にGetItemNames方法を同じインターフェース上で（CCOW規格に規定された）項目リストを利用してGetItemValues方法で検索することもできる。患者状況参加アクタは、認識されている患者ドメインが見つかるまで、結果として得られるlist of Patient.Id.IdList.<n> valuesの中を探さなければならない。結果として得られるIdListの中に既知の患者ドメインが見つからないケースを取り扱えるように、患者状況参加は、PIX患者ID相互参照利用者と一緒にグループ化されることを選ぶかもしれない。

この方法に関してのパラメータの記述は、文書HL7文脈管理“CCOW”規格：テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ 文書の、患者状況参加者アクタについてはセクション17.3.13.5を、利用者状況の共有者アクタについてはセクション17.3.13.2を参照すること。

3.13.4.4.3　想定される動作 
文脈管理は、要求された項目の値または例外を返送する。文脈管理アクタの出す応答の詳細記述は、文書HL7文脈管理“CCOW”規格: テクノロジーおよびサブジェクト自立アーキテクチャ文書の中で、患者状況参加者アクタについてはセクション17.3.4.5、利用者状況の共有者アクタについては、セクション17.3.13.2を参照すること。

3.14　文書セットの登録
注：XDS.aプロファイルは、2009年以来陳旧化廃止となっている。しかしながら、XDS.aへの言及を削除する編集上の変更やそれに関連したトランザクションの変更は、ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワーク、改正7.0が2010年に刊行されるまでには完了しない。 
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャテクニカルフレームワークのトランザクションITI-14に対応する。トランザクションITI-14は、一組の文書を文書登録簿に登録する文書登録簿アクタによって使用される。
注：
このトランザクションは、XDS.a統合プロファイルによって使われる。XDS.aおよびXDS.b統合プロファイルの議論は、IHE ITI TF-1：10およびIHE XDS.b補遺(www.IHE.net/Technical_Frameworks)を参照のこと。

3.14.1　適用範囲 
文書セットの登録トランザクションは、文書の保存庫アクタから文書登録簿アクタへの提出要求をパス（承認）する。

文書セットの登録トランザクションは、以下の文書を持ち歩く：

ゼロまたはそれ以上の数の文書を記述するメタデータ

新しい文書へのリンケージおよび現存する文書への参照を伴ったXDS提出セットの定義

新しいまたは現存の文書へのリンケージを伴ったXDSフォルダ定義

3.14.2　ユースケースの役割 
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アクタ：文書保存庫または統合文書生成源／保存庫 
役割：文書メタデータを文書登録簿へ提出する文書保存システム 
アクタ：文書登録簿
役割：文書メタデータを受信し保存する索引付き文書システム 
注：このトランザクションの内部では、文書保存庫アクタおよび統合文書生成源／保存庫アクタは互換的に使用される。
3.14.3　参照規格 
ebRIM OASIS/ebXML 登録簿情報モデル バージョン2.1 
ebRS OASIS/ebXML 登録簿サービス仕様 バージョン2.1 
HTTP HyperText Transfer Protocol HTTP/1.1 (IETF RFC2616) 
CDA HL7臨床文書アーキテクチャ (ANSI/HL7 CDA R1-2000) 
HL7V2
HL7 バージョン 2.5 
3.14.4　相互作用図
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3.14.4.1　文書メタデータの登録 
文書保存庫は、文書セットのメタデータを文書登録簿へ送信する。
3.14.4.1.1　トリガーイベント
文書メタデータの登録セッセージは、以下の時にトリガーされる：

1. 文書保存庫が、保持している文書セットのメタデータを登録することを望んだとき。
2. 文書保存庫が、文書セットを提出し登録するトランザクション[ITI-15]を受信したとき。

3.14.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
ITI TF-3：4.1の中のいくつかのセクションが、XDS概念をebRSやebRIMのセマンティックスおよびメタデータへマッピングすることを詳しく規定している。

登録簿アクタは、問い合わせ応答の中に返送されるメタデータの中に、XDSDocumentEntry.URI属性をいったん保存し後に全体の一部として包含する。その際、文書セットの登録[ITI-14]トランザクションで受信する他のメタデータ属性も併せて保存、包含する。登録簿アクタは、問い合わせ応答の中に返送されるメタデータの中に、XDSDocumentEntry.repositoryUniqueId 属性を、もしそれが文書セットの登録[ITI-14]トランザクションの中に存在するなら、いったん保存し、後に全体の一部として包含する。
3.14.4.1.2.1　プロトコル要求 
文書保存庫アクタおよび文書登録簿アクタが別々に実装されたときには、附属書付きのSOAPがそれら2つのアクタ（文書保存庫および文書登録簿）の間のプロトコルとして使用されるべきである。そのプロトコルは、ITI TF-2a：3.15.4.1.2.3.1 (オンラインプロトコル結合)に規定されている。
3.14.4.1.2.2　シーケンス要求 
保存庫アクタは：
1.
登録簿アクタに関する文書メタデータ登録トランザクションを開始させる前に、文書検索のトランザクションによる新しい文書の検索を可能にする。

これが必要な理由は：
2.
文書登録簿アクタは、文書メタデータの登録を確認する前に、メタデータに含まれるURIsの有効性を確認することを選ぶかもしれないからである。

3.
文書利用者アクタは、保存庫アクタが文書メタデータ登録の確認を受信する前に、文書の検索をするかもしれないからである。
3.14.4.1.2.3　故意に空白にしてある。
3.14.4.1.3　想定される動作 
文書メタデータの登録をするメッセージを受信すると、文書登録簿は登録簿アダプターの助けを借りて以下を実行する： 
全ての有効なSubmitObjectsRequestsを受け入れる。 
有効性検証をする。

含まれるメタデータで登録簿を更新する。

操作の状態が与えられるとRegistryResponseメッセージを返送する。

もし登録簿がメタデータを拒否すると、その時は下記が発生する：

エラーが返送される。

エラーステータスにはエラーメッセージが含まれる。

要求が送り返される。
3.14.4.1.3.1　基本的な患者プライバシー強化オプション 
もし、基本的な患者プライバシー強化オプションが実装されているなら：
1.
統合文書生成源/保存庫アクタは、関連する文書に適用される患者プライバシー同意ポリシーを特定するOID値のリストを伴って、文書メタデータの中のconfidentialityCodeの項に値を入れなければならない。同一提出分の中の異なる文書で用いられる秘匿性を示すコードは、異なっているかもしれない。
2.
統合文書生成源／保存庫アクタは、患者プライバシー同意ポリシー、患者プライバシー同意ポリシーID(OID)、およびXDSアンフィニティドメインポリシーを理解して強化するのに必要な情報等とうまく適合してゆけるように構成されていなければならない。この点の詳細は、製品固有の事項であり、IHEによって規定されるものではない。
3.
統合文書生成源/保存庫アクタは、各文書に対して適当な秘匿性コードを決定できるようなユーザインターフェースまたはビジネス規則設定能力を持つことができるかもしれない。この点の詳細は製品固有のものであり、IHEによって規定されるものではない。しかし、秘匿性コードをどのように割り当ててゆくかの情報は、XDSアンフィニティドメインについての公刊されるポリシーの一部分でなければならない。たとえば、文書を公刊する際に、統合文書生成源／保存庫は、ユーザが選択して利用可能な文書刊行の同意方法のチェックボックスのリストを示すべきである。

3.14.4.2　文書メタデータ登録の確認応答
3.14.4.2.1　トリガーイベント 
文書登録簿は、文書メタデータを登録する要求の処理を終了し、以下を応答する： 
文書メタデータ登録の確認応答

このメッセージは、ebXML RequestResponseメッセージに対応する。
3.14.4.2.2　メッセージのセマンティックス 
ebXML RequestResponseメッセージは、要求された操作のステータスを持っている、そしてもし操作が失敗した場合には、エラーメッセージを持っている。失敗の条件と起こりうるエラーメッセージ類は、ebRS規格に決められている。

3.14.4.2.3　想定される動作 
文書保存庫は、今やトランザクションが成功したか/失敗したかを知っているので、さらに仕事を継続できる。このトランザクションの結果として登録簿に加えられたメタデータは、今や問い合わせトランザクションによって発見閲覧されるべく利用可能となっている。
3.14.5　セキュリティに関する配慮 
3.14.5.1　XDSアンフィニティドメインのセキュリティに関する配慮 
IHE監査証跡と機器認証統合プロファイルに定義されているように、XDSプロファイルは、安全ノードアクタに関してグループ化されていなければならない。XDSアンフィニティドメイン内でのATNAプロファイルの使用は、中央集中化されたXDSアンフィニティドメイン監査記録庫アクタを必要としていない。

XDSを伴ったATNAの利用は、XDSアンフィニティドメインの各メンバーが、監査とセキュリティメカニズムを正しく持っていることを要請している。ITI TF-2x：附属書 K を参照のこと。 
図3.14.5.1-2に示すように、個々のアクタは、しばしば異なった安全なドメインのメンバーである。異なった安全ドメインの間でのデータ転送は、同一の安全なドメイン内での転送とは異なった保護が必要になる。
異なった安全ドメイン間でのトランザクションは、ATNA暗号化オプションを使用する。

単一の安全ドメイン内での転送ならば、もし必要なければ、暗号化を省略することを選んでもよい。したがって、オンライン転送のセキュリティメカニズムは、構成可能とすることを推薦する。証明書管理および交換は、XDSアンフィニティドメインのビジネス関係として定義され、現時点では、IHE統合プロファイルは何も指定していない、ITI TF-1：附属書Lを参照のこと。

各トランザクションは、そのトランザクションを記述する監査記録の生成と言う結果になって終了する。各安全ドメインは、ドメイン内のアクタの記録を捕獲するために、そのドメイン自身のの監査サーバを持っている。XDSアンフィニティドメイン内の他の施設が監査記録にアクセスしようとすると、XDSアンフィニティドメインのビジネス関係条項により管理コントロールされる。そのようなアクセスに対する自動的IHEトランザクションは、存在しない。

正常なXDS活動により発生する（IHE ATNA統合プロファイル参照）監査記録は、各トランザクションの適当なセキュリティに関する配慮セクションを参照すること。

図3.14.5-2－安全ドメインの関係の例
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3.14.5.2　監査記録に関する配慮 

文書セットを登録するトランザクションは、表3.20.6-1に定義されているように、PHI-書き出しイベントである。このトランザクションに関与するアクタは、DICOM (Supp 95)“データ書き出し”に適合して監査データを生成しなければならない（下記の例外はあるが）： 

3.14.5.2.1　文書保存庫または統合文書生成源／保存庫監査メッセージ: 
	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110112、 DCM “書き出し”)

	
	EventActionCode 
	M
	“E”(閲覧)

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21”、“IHEトランザクション”、“文書セットの登録”)

	生成源（文書の保存庫または統合文書生成源／保存庫）(1)

	要求者(0..n)

	宛先（文書の登録）(1)

	監査生成源（文書の保存庫または統合文書生成源／保存庫）(1)

	患者(0..n)

	提出セット(1)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	U
	規定されていない

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理 ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153 DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant

	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真“

	
	RoleIDCode 
	U
	このトランザクションを許可されているユーザのアクセス管理役割

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID
	M
	SOAPエンドポイントURI

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、 DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	提出セット

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”(システム)

	
	ParticipantObjectTypeCdeRole 
	M
	“20”(ジョブ)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“nm:a54d6aa5-d50d-43f9-88c5-b4633d873bdd”、“IHE XDSメタデータ”、“提出セットClassificationNode”)

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	submissionSet unique ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectquery
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectDetail
	U
	規定されていない


3.14.5.2.2　文書の登録簿監査メッセージ: 
	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110112、DCM、“読み込み”)

	
	EventActionCode 
	M
	“E”(生成)

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21”、“IHEトランザクション”、“文書セットの登録”)

	生成源（文書の保存庫または統合文書生成源／保存庫）(1)

	宛先（文書の登録簿）(1)

	監査生成源（文書の登録簿）(1)

	患者(1)

	提出セット(1)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	U
	規定されていない

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID
	M
	SOAPエンドポイントURI

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、 DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、 RFC-3881、“患者番号”

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	提出セット

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”(システム)

	
	ParticipantObjectTypeCdeRole 
	M
	“20”(ジョブ)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“urn:unid:a54d6aa5-d40d-43f9-88c5-b4633d873bdd”、“IHE XDSメタデータ”、“提出セットclassificationNode”)

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	submissionSet unique ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectquery
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectdetail
	U
	規定されていない


3.15　文書セットの提出登録 
注：XDS.a プロファイルは、2009年以来陳旧化廃止となっている。しかしながら、XDS.aへの言及を削除する編集上の変更やそれに関連したトランザクションの変更は、ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワーク、改正7.0が2010年に刊行されるまでには完了しない。 
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-15に対応する。文書セットの提出登録は、文書生成源アクタが、一組の文書を文書保存庫に提出し、保存庫がそれら文書を保存し、ついで文書登録簿に登録することを要求するために使用される。

注：
このトランザクションは、XDS.a 統合プロファイルによって使われる。XDS.aおよびXDS.b統合プロファイルの議論は、IHE 2285 TF-1: 10 および IHE XDS.b 補遺(www.IHE.net/Technical_Frameworks)を参照のこと。

文書セットの提出登録トランザクションは、文書生成源アクタと文書保存庫アクタの間の相互作用についてのみ記述している。文書保存庫アクタと文書登録簿の間の相互作用にいついては、別に文書セットの登録トランザクション(ITI-14)に記述されている。 
このトランザクションは、登録簿サービス規格(ebRS)に正確に則っている。ebRS規格は、統合保存庫と登録簿を含むササービスに関する相互作用をカバーしている。文書生成源の観点から見れば、XDS文書登録簿アクタと保存庫アクタのそれぞれ別個の性質は隠されている。このトランザクションは、 ebRS に見られる登録簿／保存庫コンテンツを提出する登録簿サービスにぴったりと合致する。

登録簿アクタと保存庫アクタを別々に規定することによって、XDSは複数保存庫に対して単一の登録インデックスコンテンツを持つことができるというフレキシビリティも追加される。登録簿規格のebRIM部分が、ExternalLinkオブジェクトタイプを通じてこの可能性をサポートしている。

文書とメタデータは、一緒に保存庫アクタへ行き、それからメタデータはさらに登録簿へと転送される。下記のいくつかの理由から、それらはこの方向の進み方をする： 

•　ebXML登録簿の指定するプロトコルを最も有効に再利用させる
•
文書生成源は、文書保存庫のIDだけを知っていればよい。保存庫は、登録簿のIDを知っている。もし、文書セットの提出登録トランザクションが仮に登録簿へ送られたとするならば、文書のルーティング決定はさらに複雑になってしまうだろう。 
•　その結果として使用するプロトコルは、より単純になる。
•　文書生成源と文書保存庫がグループ化されている最も多いケースの取り扱いをより単純化する。

3.15.1　適用範囲 
文書セットの提出登録トランザクションは、保存庫への提出要求（ITI TF-3：4.1.3.2を参照）をパス（承認）する。

文書セットの提出登録トランザクションは、以下の文書を持ち歩く：

ゼロまたはそれ以上の新しい文書を記述するメタデータ

新しい文書へのリンケージおよび現存する文書への参照を伴った提出セットの定義

新しいまたは現存の文書へのリンケージを伴ったXDSフォルダ定義
ゼロまたはそれ以上の数の文書

3.15.2　ユースケースの役割 
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アクタ：文書生成源
役割：文書とその関連するメタデータを文書保存庫へ提出するシステム。このアクタへの詳細な要求事項は、ITI-TF-2a:3.15.5.1で議論されている。
アクタ：文書保存庫 
役割：文書とその関連するメタデータを受信する文書保存システム、そして：

文書を保存する。 
保存庫情報に関する提出されたメタデータを強化して、以降の文書検索を可能にする。

強化されたメタデータを、文書登録簿へ転送する。

3.15.3　参照規格 
ebMS OASIS/ebXMLメッセージサービス仕様 v2.1 
ebRIM OASIS/ebXML 登録簿情報モデル v2.1 
ebRS OASIS/ebXML 登録簿サービス仕様 v2.1 
HTTP HyperText Transfer Protocol HTTP/1.1 (IETF RFC2616) 
MIME Multipurpose Internet message Extensions (RFC 2045 to RFC 2049) 
SMTP Simple Mail Transfer Protocol (RFC2821) 
multipart/related The MIME Multipart/Related content-type (RFC2387) 

3.15.4　相互作用図
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3.15.4.1　文書セットの提出登録メッセージ 
文書生成源は、文書および関連するメタデータを関連する文書登録簿を持つ文書保存庫へ送信する。このメッセージは、関連する文書を持つebRS SubmitObjectsRequestに対応する。

文書保存庫は、文書セットの提出登録メッセージ(ITI-15)を受け取ると、対応する文書セットの登録[ITI-14]トランザクションを文書登録簿アクタへ送信する。 

•
文書保存庫アクタは、文書セットの提出登録[ITI-15]トランザクションから受け取る各文書に対してXDSDocumentEntry.URI、XDSDocumentEntry.size、およびXDSDocumentEntry.hash 属性を生成し、文書セットの登録[ITI-14]トランザクションメタデータに挿入する。もし、それらの属性のどれかが文書セットの提出登録[ITI-15]トランザクションの中に存在していれば、それらは置き換えられる｡XDSDocumentEntry.URI属性の値は、後にその文書に対する文書検索取得トランザクション[ITI-17]の中に受け入れられ、その文書は返送される。

•
文書保存庫アクタは、もしそれが文書セット検索取得トランザクション[ITI-43]経由でその文書を検索することをサポートするならば、XDSDocumentEntry.repositoryUniqueId属性を生成し挿入するだろう。もし、[ITI-43]がサポートされなければ、そのときはこの属性はITI-14メタデータの中には存在しない。（もし必要ならば文書保存庫アクタによって除去される）

3.15.4.1.1トリガーイベント 
人間の決定または自動操作のあるルールの適用に基づいて、文書生成源は以下を提出しようとする。

•　一組またはそれ以上の文書を文書保存庫に、そして
•　関連するメタデータを文書登録簿に
3.15.4.1.2　メッセージのセマンティックス
メッセーッジのセマンティックスは、以下のように議論される：

1. メタデータ 

2. セキュリティ上の要求事項 

3.
プロトコル選択 (オンラインプロトコル結合およびオフラインプロトコル結合)

3.15.4.1.2.1　メタデータ
文書セットの登録メッセージは、メタデータ属性を含まなければならない(ITI-TF3:3.1.7 2365から4.1.9までに定義されているように)。そのメタデータ属性は、文書保存庫により文書セットの登録トランザクション[ITI-14]を用いて、転送される。

文書生成源は、文書保存庫によって指定されなければならないXDSDocumentEntryなるURI属性を除いてそれ以外の全ての登録庫オブジェクト属性を与える。したがって、文書保存庫はこの属性を、文書セットの登録トランザクションを登録庫に向かって発する前に、メタデータに追加しなければならない。

3.15.4.1.2.2　意図的に空白にしてある 
3.15.4.1.2.3　プロトコルの選択 
文書生成源と文書保存庫の間のネットワーク関係には、2つのタイプがある：

オンライン–文書生成源は文書保存庫と直接的な接続（すなわち、ソケット）を築く。

オフライン–文書生成源は文書保存庫とSMTP経由で接続する。

3.15.4.1.2.3.1　オンラインプロトコル結合 
3.15.4.1.2.3.1.1　全体構成およびヘッダ 
これはMIME multipart/relatedメッセージである。SOAP要求のペイロード内の最初のアタッチメント（添付ファイル）は、XMLファイル形式の登録簿メタデータであり、その中にSubmitObjectsRequestが含まれている。 
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図3.15.4.1-1　オンライン文書セット提出登録トランザクションを構成する主要メッセージの統合図
3.15.4.1.2.3.1.2　関連する文書 
次のアタッチメントは、MIMEパーツとして、提出し登録される文書（複数）である。文書1を表すバイトストリームを収めたパートが、1つ以上から成っている。

マルチパートパッケジングが、MIME-タイプである各パートを伝達してゆく。メタデータパートは、タイプ text/xml.である｡文書保存庫行きの文書を収めているパーツは、MIMEタイプのシングルパートでもマルチパートでもどちらでも取りうる。文書を収めている各パートは、この文書に対して、このメッセージの適用範囲の中で特定唯一の文書IDを関連付けている。このメッセージの1つのパートの中の登録簿メタデータは、これら文書IDを用いてメタデータの断片群を文書へ結合する。

登録簿メタデータは、ebRIMによって有効であり、1つ以上のebXML ExtrinsicObjects の定義を収めている。ExtrinsicObjectとは、保存庫内の保存庫文書を表す保存庫オブジェクトである。各々のExtrinsicObjectは、それぞれ一個のid属性を持つ。このidのフォーマットは、ebXML登録簿定義に従っている。それは、有効なUUIDか、またはシンボル名か、のどちらかである。このid属性の値は、ExtrinsicObject (XDSDocumentEntry)を、メッセージのアタッチメントを含むマルチパートの中のシングルパートに、リンクさせるのに用いられる｡このマルチパートの中の関係するパートのヘッダは、Content-Idヘッダを持っており、その値は下記の例に示すように角括弧で囲まれたこのid属性である。メタデータは、下記のようになる：
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3.15.4.1.2.3.2　オフラインプロトコル結合 
3.15.4.1.2.3.2.1　全体構成およびヘッダ 
図3.15.4.1-2に示すように、オフライントランザクションは、ebXML登録簿サービス(ebRS)に定義されているように、ebXMLメッセージサービス結合に準拠している。それは、ebXMLメッセージサービス (ebMS)に定義されているように、非同期メッセージと応答を用いている。ebXMLの再利用は、実装者に文書セットの提出登録トランザクションをより広範なサービスをサポートするサーバへの組み込み統合を可能にしている。その広範なサービスには、ebXMLでサポートされているCollaboration-Protocol Profiles (CPP)およびCollaboration-Protocol Agreement (CPA)等も含まれる。IHEは、plug-and-play機能を実現することも指向しているので、オフラインプロトコル結合は現行版の文書に完全に定義されている。この仕様は、“ebRS登録簿”として作動する文書保存庫と“ebRS 登録簿 Client”として作動する文書生成源の間でCPAを使用することを指示するものではない。そのようなプロトコル協定についての視点は、XDSプロファイルの適用範囲外である。文書生成源は、文書セットを提出し登録できるように、文書保存庫のe-mailアドレスを知ってさえいればよい。
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1 このセクションは、このマルチパートメッセージをパッケージするのにどのプロトコル結合を使用するべきかと言う議論とは無関係に、書かれている。プロトコルの選択は、このプロファイルの中の他の場所で述べられている。
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図3.15.4.1-2　オフライン文書セットの提出登録トランザクションを構成する主要メッセージの統合図
メッセージは、以下のフィールドを含むe-mailメッセージ（もし1メッセージが長すぎれば、ebXML メッセージサービスでは複数のメッセージに分割可能）である：

•　From：送信側（文書生成源）のe-mailアドレス
•
オプションとして、Reply-to：もし文書生成源が応答メッセージを他のe-mailアドレスに送付して欲しければ、そのアドレスを。

•
To：受信側（文書保存庫）のe-mailアドレス。文書保存庫が文書セトを複数個の文書登録簿へ登録することが可能ならば、その同僚の保存庫－登録簿の各々に対して異なったe-mailアドレスを記入する。 

•
Date：文書セットの提出登録トランザクションの発信の日付と時刻
•
Subject：XDS/1.0/PnR/（オプションとしてXDS“subprofile”名を伴うことあり。その場合でも、患者関連情報は決して含んではならない。.）

•　MIME-バージョン：1.0. 

•SOAPAction：“ebXML”
これはMIME multipart/relatedメッセージである。最初のアタッチメントは、ebMSヘッダを持つtext/xml SOAP:エンベロープパートである。ebMS ヘッダのキャラクターセットは、UTF-8である.

ヘッダについては、ebMS規格に説明がある。以下のebRSタグの値を持つ：

•
/SOAP：Envelope/SOAP：Header/eb:MessageHeader/に示すメッセージのヘッダは、下表のごとくである。

表3.15.4.1-1　ebXMLメッセージヘッダ
	位置（属性のための“@”）
	説明

	eb:From/eb：PartyId 
	メッセージ送信側のID（mailto：に続きそのe-mailアドレス）

	eb:From/eb：Role 
	送信側の職制上の役割を示すストリング、ebXMLメッセージ仕様：http://www.ihe.net/roles/iti/xds/DocumentSourceによりURIとしてフォーマットされた。

	eb：To/eb：PartyId 
	メッセージの予定された受信側のID（mailto：に続きそのe-mailアドレス）

	eb：To/eb：Role 
	送信側の職制上の役割を示すストリング、ebXMLメッセージ仕様：http：//www.ihe.net/roles/iti/xds/DocumentRepositoryによりURIとしてフォーマットされた。

	eb：CPAId 
	送信側と受信側との間のCollaboration Protocol AgreementのID.

もしあるならば、その商業パートナーが同意したCPA text referenceを含むべきである。たとえば、パートナー協定を示すXMLファイルのURI）。CPAがなければ、この要素は、ハイフンキャラクター(-)で連結されたeb:From/eb:PartyIdおよびeb：To/eb:PartyId、の結合を。

	eb：ConversationId 
	ローカルな商業パートナー協定が無ければ、送信ebXMLメッセージ生成の基づき、CCYYMMDD-HHMMSS-mmmmmとなる。応答を生成するさいは、オリジナルメッセージからeb：ConversationID が取られる。

	eb：Service 
	LifeCycleManagerとなる。

	eb：Action 
	submitObjectsとなる。

	eb：MessageData/eb：MessageId 
	送信側によって生成された特定唯一のメッセージ：グローバルにユニークなIDを創るためにメッセージ要素の連結したもの、またはその要素がグローバルにユニークであるならその単一のメッセージ要素。

	eb：MessageData/eb：Timestamp 
	XMLSchema dateTimeフォーマットによるメッセージヘッダ生成のUTC時間：2004-12-25T23:50：50 

	eb：DuplicateElimination 
	もしあるならば、重複メッセージは除去するべきである。

	eb：Description 
	提出セットの説明(XDSSubmissionSet.comments属性と同値) 

	eb：AckRequested 
	ebMSではオプション、保存庫がメッセージを確認したいことを示すならここに要求する。この要素は、次の属性を持つ：

SOAP：mustUnderstand=“1”

eb：バージョン=“2.1”

eb：signed=“false”



/SOAP：Envelope/ SOAP:Body/eb：Manifest/eb:Referenceに示す文書の参照のリストは、下表のごとくである。

表3.15.4.1-2　ebXMLメッセージの参照
	位置（属性のための“@”）
	説明

	@eb：id 
	XDSDocumentのOIDであるところの文書ID。しかし、最初のレファレンスは、idをSubmitObjectsRequest.に設定してSubmitObjectsRequest XMLファイルへされなければならない。

	@xlink：href 
	ebMSメッセージのペイロードの中の文書の相対的URI、cid:OIDが後続する。新しく提出されるXDSのみ使用される。

	@xlink：role 
	最初のレファレンスにおいてのみの現れ、以下に設定されなければならない： http://www.ihe.net/roles/iti/xds/SubmitObjectsRequest 


	eb：Schema 
	最初のレファレンスにおいてのみ現れ、以下に設定されなければならない：
eb：location=http：//www.ihe.net/schemas/iti/xds/SubmitObjectsRequest eb：version=1.0 

	eb：Description 
	XDSDocumentEntry.titleに設定される。しかし、最初のレファレンスにおいては、ローカル言語で（i.e. lang=“en-US”、“文書セット提供および登録メタデータ”） SubmitObjectsRequestの意味に設定されなければならない。


SOAP要求のペイロードの中の後続のアタッチメントは、XMLファイル形式で登録簿メタデータを持っており、それはSubmitObjectsRequestを含んでいる。

3.15.4.1.2.3.2.2　関連する文書

オンライン結合セクション（ITI TF-2a：3.15.4.1.2.3.1.1）の中のサブセクション “関連する文書”の項を参照すること。レファレンスxlink:hrefを持ち、コンテンツ id（URIスキーム“cid”）であるURIを持っている文書は何でも、ペイロードの中に入れるべきである。

3.15.4.1.3　想定される動作 
文書保存庫は、このメッセージを受ける。メッセージの中の各々の文書は、関連するMIME タイプを持つ8個一組のストリームとして保存庫の中に保存される。失敗が検出されると、結果失敗のメッセージが、文書生成源へ返送され、かくしてこのトランザクションは終結する。文書保存庫は、受信した登録簿メタデータに下記を加える修正を行なう： 

•
文書を参照する文書利用者が利用できるように、URI ID（xdsDocumentEntry.URI）が生成されなければならない。
•　A hash 値(xdsDocumentEntry.hash)

•　A size (xdsDocumentEntry.size). 
もし、hashおよび／またはsize slotsが、提出の中に存在するなら、保存庫はその値を提出された文書の実際の値と検証して、ミスマッチの場合はエラーを返送する。 
この修正されたメタデータを持った文書セットの登録トランザクションが、XDS文書登録簿へ発行されるだろう。

保存庫は、XDS文書を指定するURIも含めていかなる文書検索トランザクションでも、提出された8個一組のストリームから変更なしに文書利用者へ提供されることを保障する（完全忠実保存庫）。

3.15.4.1.3.1　基本患者プライバシー強化オプション
もし、基本患者プライバシー強化オプションが実装されると：
1.
文書生成源アクタは、関連文書に適用される患者プライバシー同意ポリシーを指定するODI値のリストを文書メタデータの中の秘匿コードとして埋め込む。同一提出でも文書が異なると秘匿コードは異なるかもしれない。 

2.
文書生成源アクタは、患者プライバシー同意ポリシー、患者プライバシー同意ポリシーID（OIDs）、XDアンフィニティドメインポリシーを理解し施行するのに必要な関連情報に関して、それらに沿って構成されなければならない。この詳細は製品に固有のものであり、IHEの指定するところではない。

3.
文書生成源アクタは、各文書に対して適当な秘匿コードを決めるユーザインターフェースまたはビジネスルール機能を持つことができるかもしれない。この詳細は、製品固有のものであり、IHEの指定するところではない。しかし、秘匿コードがどのように指定されているかの情報は、XDSアンフィニティドメインの公刊されたポリシーの一部分でなければならない。たとえば、文書を公にするとき、文書生成源は、ユーザがそこから選択し利用できる同意の種類のチェックボックスのリストを示せる。 

4.
文書受信アクタは、患者プライバシー同意ポリシー、患者プライバシー同意ポリシーID（OIDs）、ポリシーを理解し施行するのに必要な関連情報に関して、それらに沿って構成されなければならない。媒体上でのコードの意味は、バンドから、たとえば電話、ファックス、e-mailで、説明されていなければならない。この仕組みがどの様に作られているかの詳細は、製品に固有のものであり、IHEの指定するところではない。もし、文書が組織内で内部的に転送されたり、または受信側のアンフィニティドメイン内の他のメンバーに転送される場合には、適当な内部用の秘匿コードを適用しなければならない。 

5.
文書受信アクタは、文書生成源の用いるコードから文書受信側のコードまでその文書の関連のメタデータの秘匿コードを巧みに支配し運用させる能力を持たなければならない。

6.
文書受信アクタは、その文書の関連のメタデータの秘匿コードに代表されるXDSアンフィニティドメインポリシーを甘受しそれに従わなければならない。文書受信アクタは、秘匿コードが問い合わせ結果にどのように適用されるかの詳細を決定するユーザアクセスコントロールまたはビジネスルール機能を持ちやすい。この詳細は、製品に固有のものであり、IHEの指定するところではない。それらのルールが、問い合わせ結果を絞りそのアクタとユーザの現在おかれている状況に適切な問い合わせ結果だけにする。

3.15.4.2　文書セットの提出登録の確認応答 
文書保存庫は、文書セットの提出登録の処理が完了すると、文書セットの提出登録の登録を送信する。このメッセージは、ebRSに規定されるRegistryResponseメッセージと同一である。それは、要求と同じプロトコルで伝えられる。

3.15.4.2.1　トリガーイベント 
以下のイベントが、このメッセージをトリガーする。

文書がうまく保存庫へ保存された、そしてメタデータがうまく登録簿に保存された。（登録簿の部分は文書セットの登録トランザクションの部分として実行される）

文書がうまく保存庫へ保存された、しかしメタデータを登録簿へ保存する際にエラーが起こった。文書はうまく保存庫へ保存されなかった。
3.15.4.2.2　メッセージのセマンティックス
もし必要ならば、状態とエラーのメッセージを含むebRS RegistryResponseメッセージが返される。保存庫と登録簿の両方の関連するさらに詳しいセマンティックスについては、文書セットの登録トランザクションに述べられている。

3.15.4.2.3　想定される動作 
文書生成源は、今やトランザクションが成功／失敗した事を知り、継続する。このトランザクションの結果としてメタデータが登録簿に加えられ、今や問い合わせトランザクションにより発見されるべく利用可能となっている。保存庫に加えられた文書は、今や検索のために利用可能である。 
3.15.5　アクタの要求事項 
このセクションは、このトランザクションに関連した1つ以上のアクタの能力に付いて要約する。それらの操作をどのように実行するかの詳細は、このトランザクションかまたはおそらく他のトランザクションのどこかで述べられている。
3.15.5.1　文書生成源 
文書生成源アクタの実装は、以下の操作が可能でなければならない：
1.
1つ以上の文書を提出する。提出が単一の文書か複数の文書かは、ワークフロー、ポリシー、および他の外的な因子によるので、このプロファイルの適用範囲外である。

文書生成源アクタの実装は、以下のXDオプションの1つ以上をサポートすること。
1.
文書置換オプション：このオプションでは、文書生成源が、既に登録簿／保存庫に保存されている文書に対する置き換えの文書を提出する。

2.
文書追加オプション：このオプションでは、文書生成源が、既に登録簿／保存庫に保存されている文書に対する追加の文書を提出する。 
3.
文書変換オプション：このオプションでは、文書生成源が、既に登録簿／保存庫に保存されている文書を変換する文書を提出する。 
注:
文書の置換／追加／変換の際の文書のグループ化をサポートするためには、文書利用者は登録簿に問い合わせる必要があるであろう。（たとえば、現存する文書エントリーのUUIDをどのように求めるのか）

4.
フォルダ管理オプション：このオプションでは、文書生成源は以下の操作を実行する能力を提供する：
•　フォルダを生成する 
•　1つ以上の文書をフォルダに加える
注：
現存するフォルダへの文書の追加をサポートするには、登録簿へ問い合わせるために文書利用者とのグループ化が必要になる（たとえば、現存するフォルダのUUIDsを求めて）。

それらの操作は、ITI TF-3：4.1.3.4提出要求の他の特性で議論されている。
3.15.5.2　文書保存庫 
文書保存庫は、複数の文書を含む提出を受け付けることができること。 
注：文書生成源は、必要に応じて単一の文書でも複数の文書でも提出できる。 
文書保存庫は、提出登録トランザクションの一部として以下の受信したメタデータの有効性を検証する：

XDSDocumentEntry.uniqueId－提出したものが保存庫の中でユニークでない場合には、拒否され事がある。

XDSSubmissionSet.sourceId－保存庫はある文書生成源からのみ提出を受け付け、このフィールドをフィルターリングの実施に使用する。 
3.15.6　セキュリティに関する配慮
関連するXDSアンフィニティドメインセキュリティ背景については、文書登録簿トランザクションで議論している（ITI TF-2a：3.14.5.1を参照のこと）。
3.15.6.1　監査記録に関する配慮
文書セットの提出登録トランザクションは、表3.20.6-1に定義されているように、PHI-書き出しイベントである。トランザクションに関連するアクタは、DICOM（Supp 95）“データ書き出し”／“データ読み込み”に適合して監査記録を生成しなければならない（下記の例外はあるが）：
3.15.6.1.1　文書生成源監査メッセージ：
	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110106、DCM、“書き出し”)

	
	EventActionCode 
	M
	“E”(閲覧)

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-15”、“IHEトランザクション”、“文書セットの提出および登録”)

	生成源（文書生成源）(1)

	要求者(0..n)

	宛先（文書の保存庫）(1)

	監査生成源（文書生成源）(1)

	患者(0..n)

	提出セット(1)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	U
	規定されていない

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant

	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真“

	
	RoleIDCode 
	U
	このトランザクションを許可されているユーザのアクセス管理役割

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID
	M
	SOAPエンドポイントURI

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV（110152、DCM、“宛先”） 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV（2、RFC-3881、“患者番号”）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	問い合わせパラメータ

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”（システム）

	
	ParticipantObjectTypeCdeRole 
	M
	“20”（ジョブ）

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV（“urn:unid:a54d6aa5-d40d-43f9-88c5-b4633d873bdd”、“IHE XDSメタデータ”、“提出セット classificationNode”）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	submissionSet unique ID


	
	ParticipantObjectName
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectDetail
	U
	規定されていない


3.15.6.1.2　文書保存庫監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV（110107、DCM、“読み込み”）

	
	EventActionCode 
	M
	“E”（生成）

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV（“ITI-15”、“IHEトランザクション”、“文書セットの提供および登録”）

	生成源（文書生成源）(1)

	宛先（文書保存庫）(1)

	監査生成源（文書保存庫）(1)

	患者(1)

	提出セット(1)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	U
	規定されていない

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV（110153、DCM、“生成源”）

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID
	M
	SOAPエンドポイントURI

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理 ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV（10152、DCM、“宛先”） 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV（2、RFC-3881、“患者番号”）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 


	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	提出セット

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”（システム）

	
	ParticipantObjectTypeCdeRole 
	M
	“20”（ジョブ）

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“urn:unid:a54d6aa5-d40d-43f9-88c5-b4633d873bdd”、“IHE XDSメタデータ”、“提出セットclassificationNode”）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない


3.16　登録簿への問い合わせ
注：XDS.a プロファイルは、2009年以来陳旧化廃止となっている。しかしながら、XDS.aへの言及を削除する編集上の変更やそれに関連したトランザクションの変更は、ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワーク、改正7.0が2010年に刊行されるまでには完了しない。 
このセクションは、IHE ITインフラストラクチャーテクニカルフレームワークのトランザクションITI-16に対応する。トランザクションITI-16 は、文書利用者が、登録簿の中に索引付きで登録されている文書情報を求めて、文書登録簿へ問い合わせをかけるために使われる。

注：
このトランザクションは、非常に統合的な問い合わせメカニズムであり、非常に広範な使い方ができる。XDSについての将来の拡張は、制限を設けたり予め用意された定番的使い方を指定したりするかもしれない。サーチメカニズムの限定化の提案を求めている。

3.16.1　適用範囲 
登録簿への問い合わせトランザクションは、各種のタイプの問い合わせをサポートしている：例の一部を示すと下記のごとく：

ある期間中の患者（Id）の問い合わせ、文書タイプの患者、訓練設定の患者、書き手による患者 
文書生成源による問い合わせ 
ある期間中に更新されたXDS文書フォルダによる患者

あるフォルダの中の全文書、または提出セットの中の全文書

提出時点による問い合わせ

問い合わせの標的になりそうなXDS登録簿エントリー属性のリストは、ITI TF-3：4.1.7から 4.1.9.までに定義されている。このトランザクションは、XDS 文書登録簿問い合わせのシンタックス（問い合わせ文の組み立て方ルール）とセマンティックス（意味するところ）の基礎を記述する。

全ての問い合わせは、以下を返送してくる：
•　1つ以上の登録簿オブジェクトのメタデータ、または
•
1つ以上の登録簿オブジェクト(登録簿UUIDs)のオブジェクト参照(オブジェクト参照)
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3.16.2　ユースケースの役割 
アクタ：文書利用者 
役割：登録簿への問い合わせメッセージを生成し、文書登録簿へ送信する。

アクタ：文書登録簿 
役割：登録簿への問い合わせメッセージを受信し、登録簿メタデータに対して問い合わせを実行し、マッチするデータを選び出し文書利用者へ返送する。

3.16.3　参照規格 
ebRS
OASIS/ebXML登録簿サービス仕様 v2.1 
SQL
ISO/IEC 9075データベース言語 SQL 
3.16.4　相互作用図
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3.16.4.1　登録簿への問い合わせ
これは、文書利用者からの登録簿への問い合わせ要求である。
3.16.4.1.1　トリガーイベント 
このメッセージは、文書利用者が文書メタデータを検索しようとするときに、開始される。
3.16.4.1.2　メッセージのセマンティックス
XDSは、登録簿への問い合わせ言語としてSQLの使用を指定している。AdHocQueryRequest （HTTP-SOAP）に対して、2つの重要なパラメータが存在している： 

•　returnType 

•　SQL 問い合わせテキスト

3.16.4.1.2.1　パラメータreturnType 
XDSは、パラメータreturnTypeに対して、次の値をサポートする：

•　ObjectRef–オブジェクトUUIDs（参照）のリスト
•　LeafClass–返送されたオブジェクトのリーフクラスを示すXML要素のリスト

‘LeafClass’のreturnTypeは、完全に規定されたebXMLオブジェクト（フルコンテンツを伴った ExtrinsicObject（XDSDocumentEntry）要素のリスト：slots、external IDs、claasificationsなど）
をわずかばかり返送してくることを意味する。問い合わせ resultと言うこのタイプの問い合わせは、必要なものが全て揃っており、オブジェクトについて判っていることは全て返送されてくる。このセクションで書かれている特定の問い合わせは、どのオブジェクトタイプが含まれるかについて述べている。ObjedtRef要素はまた返送される。それらは、返送されたオブジェクトリストには含まれていないオブジェクトを表している。それらのObjectRefsは登録簿規格によって、要求されている。

‘ObjectRef’returnTypeは、問い合わせにマッチする登録簿オブジェクトへの参照を返送する。このタイプの問い合わせは返送されるオブジェクトリストが長大になる推奨される。初期の問い合わせが、全ての関心あるオブジェクトに対してObjectRefsを返送し、引き続くセコンダリーの問い合わせが、全メタデータ（問い合わせタイプ LeafClass）を要求するのは、大きなメタデータの集まりを問い合わせる際の能率のよい方法である。この戦術は、単一のオブジェクトタイプ（XDSDocumentEntryまたはXDSSubmissionSetがその例である）を問い合わせる時に特に使いやすい、なぜならば単一のオブジェクトタイプが関与しているだけであるから。

ObjectRe の一例を示す：

<ObjectRef id=”urn:uuid:58a6f841-87b3-4a3e-92fd-a8ffeff98427”/> 
3.16.4.1.2.2 SQL　テキストの問い合わせ 
XDS文書登録簿に提出されたSQL問い合わせは、ebRS登録簿サービス仕様に適合していなければならない。その仕様は、情報モデル(ebRIM)の要素を、SQL viewsの一群へ写像してくれる。

次のセクションは、いくつかの有用な問い合わせの詳細を示す。これは網羅的なリストではない。登録簿情報モデル（ebRIM+XDS specialization）に対して書かれた有効なSQL問い合わせであれば、用いられる。

登録簿に用いられている特定のSQLサブセットは、ebRSの附属書Dに規定してある。

3.16.4.1.2.2.1　SQL選択ステートメント 
全てのSELECTステートメントは、明示的にSELECT変数をコードしなければならない。したがって、

SELECT eo.id FROM ExtrinsicObject eo … 
は、有効であり、そして

SELECT * FROM ExtrinsicObject eo … 
は、有効でない。

注：この要請は、ebRS verson 2.1のセクション8.3.2問い合わせシンタックスに関するセマンティックス制限に述べられている。
3.16.4.1.2.3　セキュリティに関する配慮
関連する適切なセキュリティ要求事項が、文書登録簿トランザクション（ITI TF-2a：3.14.4.1.2.3参照）およびセキュリティに関する配慮セクション（ITI TF-2a：3.16.4.1.5および3.16.4.2.4）で議論されている。

3.16.4.1.3　想定される動作
登録簿は、登録簿への問い合わせ確認メッセージを返送する。
3.16.4.1.4　最小問い合わせカタログ 
このセクションに記される問い合わせに関する諸説明は、文書利用者がXDSの中の文書を見つけ出すのに必要とされる問い合わせの最小限のセットを形作っている。

下記の最小限の問い合わせのリストから取り出して組合せてSQLをパッケージ化し、問い合わせトランザクションに纏め上げるのは、文書利用者の責任である。

登録簿アクタの全ての実装は、このセクションに記されている問い合わせは全て、オプションとラベルされているパーツも含んで、サポートしなければならない。文書利用者は、XDS登録簿アクタによってサポートされているそれら問い合わせに依存することができる。XDS登録簿は、この問い合わせカタログに載っていない問い合わせは何でも拒否できる。

たとえば、XDS登録簿アックタは、SQLキーワード‗LIKE‘を用いた問い合わせを拒否できる。ただし、後続の問い合わせの中で何か注記されている場合は除く。

その名前が‗Find‘で始まる問い合わせは、一人の患者IDに絞った広範なキーワードベースの捜索である。

その名前が‗Get‘で始まる問い合わせは、より単純なretrieval-styleの捜索である。

問い合わせパラメータ

各問い合わせは、パラメータの函数として表現されている。パラメータは、番号が打たれ、各問い合わせ定義表のParm コラムは、どのパラメータが表の特定の行をサポートするのかを示す。さらに、各問い合わせは1つ以上の詳細なパラメータによってサポートされる。たとえば、問い合わせパラメータfromDateTime は、詳細なパラメータ$timeSlot、$lowerTime、および$uppertimeによってサポートされ、ここで $timeSlotはテスト中のスロット名（3である）を、そして$lowerTimeと$upperTimeは関心のある時間帯を示す。もしfromDateTime iのような問い合わせパラメータが使用されるなら、その詳細パラメータは全て書き込まれなければならない。もしこの問い合わせパラメータが使われなければ、その問い合わせの番号を示すParm sを持った全ての行は、問い合わせから取り除かれなければならない。

全てのDateTime値は、YYYYMMDDHHMMSS（それぞれの精度の程度はオプションで、DTM XDS Data タイプの定義は、表3.14.2.1-3を参）の様にフォーマットされている。全ての時間比較は：

LowerDateTime <= DateTime < UpperDateTime 
あるパラメータは、‘alue list’フォーマットであるとラベル付けられている。値 listとは、フォーマット：（‘値1’、‘値2’）のごとくである。 
リスト項目には、取り囲むシングルクオーテーションマークが求められる。リストのフォーマットは、括弧およびコンマによる分離が求められる。 
全ての値（定数）は、シングルクオーテーションの中に設定される、たとえばdateTime値は ‘200412252359’となる。

LIKE節を用いる場合は、ワイルドカードキャラクターは‗%‘である。

単一の値を符号化するに際しては：

123–数字に対してはクオーテーションなしに 
‘Approved’–ストリング（記号列）に対してはシングルクオーテーションに中に収めて 
‘Children’‘s Hospital‘–シングルクオーテーションがストリングの中に挿入され、

LIKE述部の中に2つのシングルクオーテーションが指定する。

アンダーラインを引く（‘‗’）は、任意のキャラクターに適用できる。
パーセント（‘%’）は、任意のストリング（記号列）に適用できる。

多重値に対するフォーマットは 
（value、value、value、…）または 
（value）もしただ一個の値のみが指定されるべき場合は。

ここで、上記の値は各値は単一の値として符号化されている。多重値を受けるとラベルされたパラメータは、このフォーマットを用いて符号化されるべきである。

下記の問い合わせパラメータ表において、各行はひとつの問い合わせパラメータを表す。発動する問い合わせには含まれていないオプションのパラメータは、問い合わせには何の影響もない。問い合わせは、与えられたパラメータの全てにマッチする登録オブジェクトが返送される。あるパラメータに多重の値が含まれているなら、含まれた値にマッチする（より大きな問い合わせの文脈の中ではあるが）オブジェクトが返送される。

以下の表において、コーディング体系（coding scheme）は一組のパラメータで表される、1つ（のパラメータ）はcode 値を表し、二番目はコーディング体系名を表す。その体系名からcode 値が取られるのであるが。 
例えば、FindDocuments 問い合わせの中で、 次のパラメータを見つかる

$XDSDocumentEntryClassCode – 当該のclassCode値

$XDSDocumentEntryClassCodeScheme – 各クラスのcodevalueのためのコーディング体系
‘codes’は‘code scheme’なしに指定可能であるが、もし何らかのコード体系が指定されていれば（もし何らかのコード体系パラメータが指定されていれば）、その時はリストアップされたコード全てに対してコード体系が示され、その順番はコードと同じでなければならない。

以下の問い合わせパラメータ表の‘Opt’カラムは、パラメータが要求されたものか（‘R’）またはオプションのものか（‘O’）を指定する。文書登録簿アクタに実装は、要求されたパラメータが欠けている問い合わせを拒否するべきで、全てのオプションのパラメータについては、あれば受け入れて無くても要求しないこととする。‘Mult’カラムは、各問い合わせパラメータを、複数の値受け入れならば（‘M’）、受け入れなければ（‘—’）で示す。

‘ステータス‘ 属性（XDSDocumentEntryStatus、XDSSubmissionSetStatus、XDSFolderStatus）は、 （‘Approved’、‘Deprecated’）のセットの中の値を取るだろう。患者IDフィールドのフォーマッティングについては特別の注意が必要である。文書登録簿アクタは、患者IDフィールドをSQL仕様に基づいてストリングのマッチングを行い、患者ID値については何も前処理を行わない。すなわち、文書登録簿アクタは、患者IDを処理を行わず、欲していないコンポーネントを除去する操作もせず、それから問い合わせを処理するのである。文書利用者アクタは、患者ID値の適切なフォーマットを指定し（IDNumber^^^&OIDofAA&ISO）、それ以上位の値を患者IDに含めるべきでない。もし文書利用者が余計な値を加えるならば（たとえば、HL7 view of the dataのコンポーネント5の中の値）、登録簿アクタの応答は定義されていない。

3.16.4.1.4.1　FindDocuments 
与えられた患者IDについて、‘ステータス’属性にマッチする文書（XDSDocumentEntryオブジェクト）を登録簿から発見する。他のパラメータは返送されるXDSDocumentEntryオブジェクトのセットを限定するために用いられる。

返送する：問い合わせパラメータにマッチするXDSDocumentEntryオブジェクト 
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryPatientId 
	XDSDocumentEntry. patientId 
	R 
	-- 


	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryClassCode 
	XDSDocumentEntry. classCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryClassCodeScheme 
	XDSDocumentEntry. classCode1 
	O2 
	M2 

	$XDSDocumentEntryPracticeSettingCode 
	XDSDocumentEntry. practiceSettingCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryPracticeSettingCodeScheme 
	XDSDocumentEntry. practiceSettingCode1 
	O2 
	M2 

	$XDSDocumentEntryCreationTimeFrom 
	XDSDocumentEntry. creationTimeの低い値
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryCreationTimeTo 
	XDSDocumentEntry. creationTimeの高い値 
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryServiceStartTimeFrom 
	XDSDocumentEntry. serviceStartTimeの低い値
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryServiceStartTimeTo 
	XDSDocumentEntry. serviceStartTimeの高い値  
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryServiceStopTimeFrom 
	XDSDocumentEntry. serviceStopTimeの低い値
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryServiceStopTimeTo 
	XDSDocumentEntry. serviceStopTimeの高い値
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryHealthcareFacilityTypeCode 
	XDSDocumentEntry. healthcareFacilityTypeCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryHealthcareFacilityTypeCodeScheme 
	XDSDocumentEntry. healthcareFacilityTypeCode1 
	O2 
	M2 

	$XDSDocumentEntryEventCodeList 
	XDSDocumentEntry. eventCodeList 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryEventCodeListScheme 
	XDSDocumentEntry. eventCodeList1 
	O2 
	M2 

	$XDSDocumentEntryConfidentialityCode 
	XDSDocumentEntry. confidentialityCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryFormatCode 
	XDSDocumentEntry. formatCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryStatus 
	XDSDocumentEntry.ステータス 
	R 
	M 


1
この属性は、ITI TF-3：表 4.1-5 文書メタデータ属性定義の中には、名前でリストアップはされていない。そらは、‘体系’サフィックスなしで同じ名前をもつ属性の文書化に含まれている。例として、XDSDocumentEntry.ClassCodeSchemeは、XDSDocumenEntry.に対しての属性表には、リストアップはされていない。XDSDocumentEntry.classCodeの説明文チャプターの中に、テクに‘codingScheme’Slot.として述べられている。

2
このパラメータは、オプションのであるが、もし含まれたら以下のようにするべきである：1) 相当する‘code’属性と同じ番号の値をとる、2)‘code’属性のi番目の値（e.g.XDSDocumentEntryClassCode）は、‘codeScheme’属性のi番目の値（e.g.XDSDocumentEntryClassCodeScheme）に相当していなければならない。
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例SQL
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3.16.4.1.4.2　FindSubmissionSets 
与えられた患者IDについて、‘ステータス’属性にマッチする提出セット（XDSSubmissionSetオブジェクト）を登録簿から発見する。他のパラメータは返送されるXDSDocumentEntryオブジェクトの集まりを限定するために用いられる。

返送する：問い合わせパラメータにマッチングするXDSSubmissionSetオブジェクト

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSSubmissionSetPatientId 
	XDSSubmissionSet. patientId 
	R 
	-- 

	$XDSSubmissionSetSourceId 
	XDSSubmissionSet. sourceId 
	O 
	M 

	$XDSSubmissionSetSubmissionTimeFrom 
	XDSSubmissionSet. submissionTime Lower値 
	O 
	-- 

	$XDSSubmissionSetSubmissionTimeTo 
	XDSSubmissionSet. submissionTime Upper値 
	O 
	-- 

	$XDSSubmissionSetAuthorPerson1 
	XDSSubmissionSet. authorPerson 
	O 
	-- 

	$XDSSubmissionSetContentType 
	XDSSubmissionSet. contentTypeCode 
	O 
	M 

	$XDSSubmissionSetStatus 
	XDSSubmissionSet.ステータス 
	R 
	M 


1このパラメータの値は、SQL keyword LIKE にパターンが対応している。

例SQL 
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3.16.4.1.4.3　FindFolders 
与えられた患者IDについて、‘ステータス’属性にマッチするフォルダ（XDSFolderオブジェクト）を登録簿から発見する。他のパラメータは返送されるXDSFolderオブジェクトの集まりを限定するために用いられる。

返送する：問い合わせパラメータにマッチングするXDSFolderオブジェクト

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult


	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSFolderPatientId 
	XDSFolder.patientId 
	R 
	-- 

	$XDSFolderLastUpdateTimeFrom 
	XDSFolder. lastUpdateTime下位の値 
	O 
	-- 

	$XDSFolderLastUpdateTimeTo 
	XDSFolder. lastUpdateTime上位の結合 
	O 
	-- 

	$XDSFolderCodeList 
	XDSFolder. codeList 
	O 
	M 

	$XDSFolderCodeListScheme 
	XDSFolder. codeList1 
	O2 
	M2 

	$XDSFolderStatus 
	XDSFolder.ステータス 
	R 
	M 


1　この属性は、ITI TF-3：表 4.1-5 文書メタデータ属性定義の中には、名前でリストアップはされていない。そらは、‘体系’サフィックスなしで同じ名前をもつ属性の文書化に含まれている。例として、XDSDocumentEntry.ClassCodeSchemeは、XDSDocumenEntry.に対しての属性表には、リストアップはされていない。XDSDocumentEntry.classCode、の説明文チャプターの中に、特に‘codingScheme’Slot.として述べられている。

2このパラメータは、オプションであるが、もし含まれたら以下のようにしなければならない：1)相当する‘code’属性と同じ番号の値をとる、2)‘code’属性のi番目の値（e.g.XDSDocumentEntryClassCode）は、‘codeScheme’属性のi番目の値（e.g.XDSDocumentEntryClassCodeScheme）に相当していなければならない。

例SQL 
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3.16.4.1.4.4　GetAll 
患者について、‘ステータス’属性、フォーマットコード、秘匿コードが与えられ、登録簿の内容全てを取得する。

返送する：
•
$patientIdパラメータにマッチするpatientId属性付きの、XDSSubmissionSet、XDSDocumentEntry、およびXDSFolderオブジェクト  

•
上記のオブジェクトの一つにマッチするsourceObjectまたはtargetObject属性付きのアソシエーションオブジェクト 

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult


	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$patientId 
	XDSFolder. patientId、 XDSSubmissionSet. patientId、 XDSDocumentEntry. patientId 
	R 
	-- 

	$XDSDocumentEntryStatus 
	XDSDocumentEntry.ステータス 
	R 
	M 

	$XDSSubmissionSetStatus 
	XDSSubmissionSet.ステータス 
	R 
	M 

	$XDSFolderStatus 
	XDSFolder.ステータス 
	R 
	M 

	$XDSDocumentEntryFormatCode 
	XDSDocumentEntry. formatCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryConfidentialityCode 
	XDSDocumentEntry. confidentialityCode 
	O 
	M 


ebXML登録簿バージョン2.1によるSQL問い合わせ言語の使用上の制限から、この問い合わせは単一の問い合わせとしてはうまく実現するのが難しい。以下のような部分的な問い合わせ返答の集まりとなる：

XDSDocumentEntryオブジェクト 
XDSSubmissionSetおよびXDSFolderオブジェクト 
アソシエーションオブジェクト 
例SQL Part 1 
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例 SQL Part 2 
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例SQL Part 3 
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3.16.4.1.4.5　GetDocument 
XDSDocumentEntryオブジェクトの集合を検索する。XDSDocumentEntryオブジェクトは、そのentryUUID、またはuniqueId属性のどちらかによって選択される。

返送する：要求されたXDSDocumentEntryオブジェクト
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryEntryUUID 
	XDSDocumentEntry. entryUUID 
	O1 
	M 

	$XDSDocumentEntryUniqueId 
	XDSDocumentEntry. uniqueId 
	O1 
	M 


1 - $XDSDocumentEntryEntryUUIDか、または$XDSDocumentEntryUniqueIdのどちらかが指定される必要がある。もし両方のパラメータが指定されると、このトランザクションは、エラーを送り返してくる。

例SQL 
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3.16.4.1.4.6 GetSubmissionSetContentsAndContents 
XDSSubmissionSetオブジェクトと併せてそのコンテンツも検索する。XDSSubmissionSetオブジェクトは、そのentryUUIDまたはuniqueId属性のどちらかによって選択される。もし秘匿コードあれば、返送されたXDSDocumentEntryオブジェクトは、秘匿コードのリストの1つにマッチしていなければならない。

返送する：
•　問い合わせで規定されたXDSSubmissionSetオブジェクト 

•　アソシエーションオブジェクト、そのsourceObject属性が上記のXDSSubmissionSetオブジェクトを参照するタイプHasMember付き 

•
上記アソシエーションの一つのtargetObject属性によって参照されたXDSDocumentEntryおよびXDSFolderオブジェクト
	パラメータ名
	属性
	Opt
	
	Mult

	$XDSSubmissionSetEntryUUID 
	XDSSubmissionSet. entryUUID 
	O1 
	
	-- 

	$XDSSubmissionSetUniqueId 
	XDSSubmissionSet. uniqueId 
	O1 
	
	-- 

	$XDSDocumentEntryFormatCode 
	XDSDocumentEntry. formatCode 
	O 
	
	M 

	$XDSDocumentEntryConfidentialityCode 
	XDSDocumentEntry. confidentialityCode 
	O 
	
	M 


1 - $XDSSubmissionSetEntryUUID、または$XDSSubmissionSetUniqueIdのどちらかが指定されること。もし両パラメータが指定されると、このトランザクションは、エラーを返送する。

この問い合わせは、4コンポーネント：提出セット、提出セットの文書、フォルダ、およびアソシエーションの問い合わせとして規定されている。以下の特別指示が適用される：
•
part 2、part3およびpart 4の変数$ssuuidは、parts 1で返送される登録簿パッケージの UUID で置き換えられなければならない。
•
part 4の変数 $docuuidsは、UUIDs、リストフォーマットの、 of the 文書s returned in part 2で置き換えられなければならない。
•
part 4の変数 $foluuids は、list formatの中の、part 3で戻されたフォルダの、UUIDsで置き換えられなければならない。
例SQL Part 1
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例SQL Part 2 
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例 SQL Part 3 
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例 SQL Part 4
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3.16.4.1.4.7　GetFolderAndContents 
XDSFolder オブジェクトおよびそのコンテンツを検索する。XDSFolderオブジェクトは、それらのentryUUIDかまたはuniqueId属性のどちらかによって選択される。もし秘匿コードがあれば、返送されたXDSDocumentEntryオブジェクトは、秘匿コードのリストの1つにマッチしていなければならない。

返送する：
•　問い合わせの中で指定されたXDSFolderオブジェクト 

•　問い合わせで規定されたXDSFolderオブジェクトを参照するsourceObject属性をもつ タイプHasMemberのアソシエーションオブジェクト
上記に規定されるアソシエーションオブジェクトの1つのオブジェクトのtargetObject属性が参照するXDSDocumentEntryオブジェクト 

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSFolderEntryUUID 
	XDSFolder. entryUUID 
	O1 
	-- 

	$XDSFolderUniqueId 
	XDSFolder. uniqueId 
	O1 
	-- 

	$XDSDocumentEntryFormatCode 
	XDSDocumentEntry. formatCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryConfidentialityCode 
	XDSDocumentEntry. confidentialityCode 
	O 
	M 


1 - $XDSFolderEntryUUIDまたは$XDSFolderUniqueIdのどちらかが指定されること。もし両パラメータが指定されると、このトランザクションは、エラーを返送する。

この問い合わせは、3つのコンポーネント：フォルダ、フォルダ内の文書およびフォルダと文書のリンクするアソシエーション、の問い合わせとして規定されている。以下の特別指示が適用される：
•
part2およびpart 3の変数$foluuidは、parts 1で返送される登録簿パッケージのUUIDで置き換えられなければならない。
•
part 3の変数$docuuidsは、リストフォーマット内の、part2で戻された文書の、UUIDsで置き換えられなければならない。
例SQL Part 1 
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例SQL Part 2 
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例SQL Part 3 
[image: image77.png]SELECT eo.id
FROM ExcrinsicObject es, Externalldentifier patld

, Classification cCode 4 sXDSDocumencEntryConfidentialityCode
| Classification fmsCode 4 sXDSDocumentEntzyFormatCode
WEERE

=o.status IN s¥DSDocumentEncryStatus AND
=o.cbjsctType = 'urniuuid:Tedcas2f-0S4d-47f2-a032-$h2ashsliecl’ AND
patld.registryObject = co.id AND
patld.identificationScheme = 'urn:uui
patld.valus = cpatientia
AND ( cCode.classifiedObject = eo.id AND
$¥DSDocumentEncryContidentialityCode
cCode.classificationScheme = 'urniuul
$¥DSDocumentEncryContidentialityCode
cCode.nodeRepresentation IN sXDSDocumentEntryConfidentialityCode )
s¥DSDocumentEncryConfidentialityCode
# formac code
AND (fmtCode.classifiedObject = doc.id AND
$¥DSDocumentEntryFornatCode
mcCode.classificationScheme = 'urn:uuid:a0SdS840-386c-46£2-bSad-903695a4305d" AND
$¥DSDocumentEnTryFormatCode
£mcCode.nodeRepresentation IN $XDSDocumentEntryFormacCode)
$XDSDocumentEntryFornatCode

5a6£841-87b3-4a3e-925d-a3 FEeE£96427" AND

4£352ac-2600-4353-D524-£270539484057 AND





3.16.4.1.4.8　GetFoldersForDocument 
問い合わせによって与えられるXDSDocumentEntryオブジェクトを含むXDSFolderオブジェクトを検索する。XDSDocumentEntryオブジェクトは、それらのentryUUIDかまたはuniqueId属性のどちらかによって選択される。

返送する：指定されたXDSDocumentEntry objecを含むXDSFolderオブジェクト。より具体的にいえば、目標 XDSDocumentEntryオブジェクトを参照するtargetObject属性をもつタイプHasMemberの各々のアソシエーションオブジェクトに対して、もしそれがタイプXDSFolderであるなら、s ourceObjectの参照するオブジェクトを返送する。

	パラメータ名
	属性
	
	Opt
	
	Mult

	$XDSDocumentEntryEntryUUID 
	XDSDocumentEntry. entryUUID 
	
	O1 
	
	-- 


	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryUniqueId 
	XDSDocumentEntry. uniqueId 
	O1 
	-- 


1 - $XDSDocumentEntryEntryUUIDかまたは$XDSDocumentEntryUniqueIdのどちらかが指定されること。もし両パラメータが指定されると、このトランザクションは、エラーを返送する。

例SQL 
[image: image78.png]SELECT rp.id FROM RegistryPackage rp, Classification cl, Externalldentifier patld
EERE
(
rp.status IN SXDSSubmissionsetStatus AND
cl.classificdObject = rp.id AND
cl.classificavionNode = 'urniuui
patld.registryObject = rp.id AND
patld.identificationscheme = 'urs
patld.valus = cpatientia

S4d6aa5-d40d-4379-3205-54633d2735dd" AND

uid:EbSacala-374d-4603-adbc-96a0aTb3E446" AND

3

rp.status IN SXDSFolderstatus AND
cl.classificdObject = rp.id AND

cl.classificavionNode = 'urniuui
patld.registryObject = rp.id AND

54542 3-6cc4-48b6-8870-2a2355bc94c2" AND





3.16.4.1.4.9　GetRelatedDocuments 
アソシエーション オブジェクト経由で指定文書に関連するXDSDocumentEntryオブジェクトを検索する。指定された文書は、UUIDまたはuniqueIdによって示される。問い合わせは、下記を返送する：

・
アソシエーションオブジェクト：そのアソシエーションオブジェクトの中で、sourceObject属性 か targetObject属性が指定文書を参照し、そしてassociationType属性が$AssociationTypes pパラメータに含まれている値にマッチする。
・
XDSDocumentEntryオブジェクト：上記のマッチしたアソシエーションオブジェクトのtargetObject属性 か sourceObject属性によって参照されるXDSDocumentEntryオブジェクト。

注：問い合わせの副作用は、結果の中に指定文書も返送されることである。

ITI TF-2a：3.14.4.1.2.6文書関連および背景のためのアソシエーションを参照のこと。

返送される事項：XDSDocumentEntryオブジェクトおよび関連アソシエーションオブジェクト 
既知事項：XDSDocumentEntryオブジェクトおよびアソシエーションタイプの収集. 
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryEntryUUID 
	XDSDocumentEntry. entryUUID 
	O1 
	-- 

	$XDSDocumentEntryUniqueId 
	XDSDocumentEntry. uniqueId 
	O1 
	-- 

	$AssociationTypes 
	名前付き属性はない 
	R 
	M 


1 - $XDSDocumentEntryEntryUUIDかまたは$XDSDocumentEntryUniqueIdのどちらかが指定されること。もし両パラメータが指定されると、このトランザクションは、エラーを返送する。

この問い合わせは、2コンポーネント：アソシエーションおよびアソシエーションによってリンクする文書、の問い合わせとして規定されている。以下の特別指示が適用される：
•
part2の変数$assuuidsは、parts 1で返送される、リストフォーマット内の、アソシエーションオブジェクトのUUIDsで置き換えられなければならない。
例SQL Part 1 
[image: image79.png])

patld.identificationScheme =
patld.valus = spacientla

"urniuuid:£€4£EdE0-4p97-4206-b795-a52b38ec2tEa"

an





例SQL Part 2 
[image: image80.png]SELECT DISTINCT ass.id FROM Associacion ass, ExtrinsicObject eo, RegistryPackage ss, RegistryPackage fol
EERE
(
(ass.sourceObject = ss.1d AND ass.targesObject = fol.id) OR
(2s5.sourceObiect = ss.1d AND ass.targesObject or
(2s5.sourcecbiect = fol.id AND ass.targesObject

) ap
c0.1d IN
(SELECT ec.id FROM ExtrinsicObject eo, Externalldentifier patld
WHERE
5.status IN sKDSDocumentEntryStatus AND
patld.registryObject = eo.id AND
patld.idencificationScheme = 'urniuuid:S2asfe4l-S7b3-fade-S2fd-aSffeffsssar’ AND
patld.value = Spatientid) AND

s5.1d I
(SELECT ss.1d FROM RegistryPackage ss, Externalldentifier pacld
wEERE
ss.status IN s¥DSSubmissionSetStatus AND
patld.registryObject = s3.id AND
patld.identificationScheme = 'urn:uuis
patld.value = spatiencid
) AND
fol.id IN
(SELECT fol.id FROM RegistryPackage fol, Externalldentifier pacld
HERE
£ol.status IN $NDSFolderstacus AND
patld.registryObject = fol.id AND
patld.identificationScheme = 'urniuuid:fe4ffGf0-4587-4206-b795-a52b38ec2f3a’ AND
patld.value = spatiencid

bSacala-t74d-4603-adbc-96a0aTb32446" AND





3.16.4.1.4.10　GetFolders 
XDSFolderオブジェクトを収集したものを、検索取得する。XDSFolderオブジェクトは、その entryUUIDかまたはuniqueId属性で、選択される。

返送する：要求されたXDSFolderオブジェクト
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSFolderEntryUUID 
	XDSFolder. entryUUID 
	O1 
	M 

	$XDSFolderUniqueId 
	XDSFolder. uniqueId 
	O1 
	M 


1 - $XDSDocumentEntryEntryUUIDまたは$XDSDocumentEntryUniqueIdのどちらかが指定されること。もし両パラメータが指定されると、このトランザクションは、エラーを返送する。

例SQL 
[image: image81.png]SELECT doc.id
$XDSDocumentEnTryEnTrylUID
FROM ExcrinsicObject doc
$XDSDocumentEnTryEnTrylUID
WHERE doc.id IN sXDSDocumentEntryEncryUUID
$¥DSDocumentEnTryEnTryUUID
# uniquid param
SELECT doc.id FROM ExtrinsicObject doc, Externalldencifier unigld
$¥DSDocumentEnTryUniqueld
WHERE
$¥DSDocumentEnTryUniqueld
uniqld. registryobject = doc.id AND
$¥DSDocumentEnTryUniqueld
unigld.idencificationScheme = 'urniuuid:2e32clfe-a085-4c72-8da3-3640a32242ab" AND
$¥DSDocumentEnTryUniqueld
uniqld.value IN $XDSDocumencEntryUniqueld
$¥DSDocumentEnTryUniqueld





3.16.4.1.4.11　GetAssociations 
そのオブジェクトのsourceObjectまたは targetObject属性が、$uuidにマッチするアソシエーション オブジェクトを、検索取得する。 
返送する：アソシエーションオブジェクト 

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$uuid 
	なし
	O 
	M 


例SQL 
[image: image82.png]+ get submission set by uuid
SELECT ss.id FROM RegistryPackage ss
$¥DSSubmiss1onSeTERTIYUUID
EERE
$¥DSSubmiss1onSeTERTryUUID
55.1d = $XDSSubmissionSetEncryUUID
$¥DSSubmiss1onSeTERTIYUUID
# get submission set by uniqueld
SELECT ss.id FROM RegistryPackage ss, Externalldentifier unig
$¥DSSubmissionSecUniqueld
EERE
$¥DSSubnissionSecUniqueld
unig.registryObject = ss.id AND
$¥DSSubmissionSeciniqueld
uniq.identificationScheme = 'urn:uui
$¥DSSubnissionSecUniqueld
unig.value = sXDSSubmissionSecUnigueld
$%DSSubmissionSecUniqueld

62ddaTc-d067-4133-9122-bE5eT4995a8" AND






3.16.4.1.4.12　GetDocumentsAndAssociations 
XDSDocumentEntryの収集したものおよびそれらを取り巻くアソシエーションオブジェクトを、検索取得する。XDSDocumentEntryオブジェクトは、そのentryUUIDかまたはuniqueId属性で、選択される。これは、GetDocuments問い合わせおよびGetアソシエーション問い合わせが、結合して一つの問い合わせとなったものである。

返送する：
•　XDSDocumentEntryオブジェクト 

•
アソシエーションオブジェクト：そのオブジェクトのsourceObjectまたは targetObject属性が、上記のオブジェクトのどれかにマッチするアソシエーションオブジェクト。

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryEntryUUID 
	XDSDocumentEntry. entryUUID 
	O1 
	M 

	$XDSDocumentEntryUniqueId 
	XDSDocumentEntry. uniqueId 
	O1 
	M 


1 - $XDSDocumentEntryEntryUUIDまたは$XDSDocumentEntryUniqueIdのどちらかが指定されること。

もし両パラメータが指定されると、このトランザクションは、エラーを返送する。この問い合わせは、2つのパーツ：XDSDocumentEntryオブジェクトの問い合わせおよび別のアソシエーションオブジェクトの問い合わせ、の問い合わせとして規定されている。 
例SQL Part 1 
[image: image83.png]+ get docs bas=d on submission set wuid
SELECT doc.id FROM ExcrinsicObject doc, Association a

| Classification cont 4 GXDSDocumencEntryConfidentialityCode
, Classfication fmiCode 4 $XDSDocumentEntryFormatCode
EERE

a.sourceobject = $ssuuid AND
2.associationype = 'HasMember' AND
2 targesobiect = doc.id

A (

conf.classificationScheme = 'urn:iuuid:f4f8Seac-s6ch-4883-b524-27053943408" AND +
$¥DSDocumentEncryContidentialityCode

conf.classifiedObject = doc.id AND +
$¥DSDocumentEncryContidentialityCode

conf.nodeRepresentation IN s¥DSDocumentEnctryConfidentialityCode) €

$¥DSDocumentEntryContidentialityCode
AND (fmcCode.classifiedObject = doc.id AND +
$¥DSDocumentEntryFormatCode
fncCode.classificationSchems = 'urniuuid:a0SdS340-386c-46£2-bSad-50368824308d" AND £
$¥DSDocumentEnTryFormatCode
fmcCode.nodeRepresentation IN sXDSDocumentEntryFormacCode) €
$¥DSDocumentEncryFormatCode





例SQL Part 2
[image: image84.png]SELECT fol.id FROM RegistryPackage £ol,

EERE
a.associationType
a.sourceobiect,
2.zargesopiect

"HasMenber' AND
sssuuid AND
fol.id

Zssociasion &





[image: image85.png]SELECT ass.id FROM Association ass
WHERE





3.16.4.1.4.13　GetSubmissionSets 
XDSDocumentEntryおよびXDSFolderオブジェクトを収集したものを提出するために用いられたXDSSubmissionSetオブジェクトを、検索取得する。関係するXDSDocumentEntryおよびXDSFolder オブジェクトは、$uuidパラメータの中のUUIDで識別される。

選択：以下のものを持つアソシエーションオブジェクトが存在するので、XDSSubmissionSetオブジェクトが選択される：
•　タイプHasMember 

•
以下のものを含むtargetObject属性：参照オブジェクトはXDSSubmissionSetオブジェクト、sourceObject属性、$uuidパラメータ、の中に在るUUIDsのどれか1つ。 
返送する：
•　上記のXDSSubmissionSetオブジェクト
上記の選択セクションで述べられたアソシエーションオブジェクト
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$uuid 
	XDSDocumentEntry. entryUUIDおよびXDSFolder. entryUUID 
	R 
	M 


例SQL 
[image: image86.png]ass.associationType = 'HasMember' AND
2ss.sourceObiect = Sssuuid AND
(
2ss.targetObject IN sdscuuids OR
2ss.targetObiect IN $folusids

)





3.16.4.1.5　セキュリティに関する配慮 
トランザクションは、以下のように文書利用者によって監査されなければならない。
	
	フィールド名
	Opt.
	値の制約

	イベント
	EventID 
	M
	EV（110112、DCM、“問い合わせ”）


	
	EventActionCode 
	M
	“E”（実行）

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV（“ITI-16”、“IHEトランザクション”、“SQL登録簿問い合わせ”）

EV（“ITI-18”、“IHEトランザクション”、“SQL登録簿問い合わせ”）

	監査生成源（文書利用者）(1)

	生成源（文書利用者）(1)

	宛先（文書登録簿）(1)

	要求者（0..n)

	患者(1）

	問い合わせ(1)

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode
	M
	“2”(システムオブジェクト)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“24”(問い合わせ)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	NA


	

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“ITI-16”“IHEトランザクション”、“SQL登録簿問い合わせ”)

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	U
	（空白）

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	M
	問い合わせのAdhocQueryRequest、符号化base64を保持していなければならない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	NA
	

	
	ParticipantObjecdescriptiont
	U
	まだ規定されていない


注：
監査記録の一般的な処理を単純化するために、ParticipantObjectQueryはbase64で符号化されている。他の問い合わせ生成源のいくつかは、バナリー形式で問い合わせを生成する。問い合わせ生成源に欠陥があれば、問い合わせには不適当なXMLが含まれ、この監査メッセージの処理に問題を起こすことがある。内容を符号化すると、一般的な監査ライブラリーは問い合わせ要求の正確さとかフォーマットなどを気にする必要がなくなる。いかなる要求も、監査保存ライブラリーの問題を起こすことなく、base64で符号化できる。

さらに、監査記録を解析的に分析する際に、ParticipantObjectIDTypeCodeを使用すると、符号化問い合わせの分析の仕方を示してくれる。

下記の共通のブロックを使用して：
	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	M
	監査メッセージを発行する処理のID

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	M
	生成源のID。生成源がログするなら、フォーマット<処理 id>@< machine namw>を提案。宛先がログするなら、空白を退出。

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	EV 真

	
	RoleIDCode 
	M
	EV（110153、DCM、“生成源”）

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	MC
	このフィールドには、適用できる場合RFC 3881で規定されているものから選択した値が存在する。

	
	NetworkAccessPointID 
	MC
	ネットアクセスポイントコードがあれば存在しなければならない。RFC 3881に規定したフィールドを使用しなけらばならない。


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	宛先処理のID。SOAPベースのサービスには、これはSOAPエンドポイントURIである。

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	EV 偽

	
	RoleIDCode 
	M
	EV（110152、DCM、“宛先”） 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	MC
	このフィールドには、適用できる場合RFC 3881で規定されているものから選択した値が存在する。

	
	NetworkAccessPointID 
	MC
	ネットアクセスポイントコードがあれば存在しなければならない。RFC 3881に規定したフィールドを使用しなけらばならない。


	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant

	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	EV 真

	
	RoleIDCode 
	U
	規定されていない

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


生成源および宛先は、常に特定され、トランザクションを実行するシステムについても言及されるべきである。もし判っていれば、人間の要求者も明確にし、さらにこのトランザクションを始動した人のIDを把握するべきである。 

	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	EV 1(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	EV 1(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	NA
	

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV 2（患者番号）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	XDSで制限されているCXフォーマットのXDS patientId患者ID

	
	ParticipantObjectName
	U
	患者名。プライバシーの理由から阻止されている

	
	ParticipantObjectQuery 
	NA
	

	
	ParticipantObjectDetail 
	NA
	

	
	ParticipantObjectDescription
	U
	まだ規定されていない


3.16.4.2　登録簿への問い合わせ確認
これが、登録簿への確認に対する応答である。
3.16.4.2.1　トリガーイベント
登録簿への問い合わせメッセージによって開始された問い合わせの完了。

3.16.4.2.2　メッセージのセマンティックス 
登録簿への問い合わせ確認が、次の3形式の内のどれかで返送される：
1.　ObjectRefsのリスト
2.　問い合わせによって発見されたオブジェクトを記述する登録簿メタデータ
3.　エラーメッセージ 
3.16.4.2.3　想定される動作 
文書利用者は、もし必要なメタデータが返送されたなら、返送されたメタデータを処理し、メタデータに基づいて文書を検索取得する、または返送されたエラーを取り扱う。

3.16.4.2.4　セキュリティに関する配慮 
トランザクションは、以下のように、文書登録簿によって監査されなければならない。

	
	フィールド名
	Opt.
	値の制約

	イベント

AuditMessage/

EventIdentification
	EventID 
	M
	EV（110112、DCM、“問い合わせ”）

	
	EventActionCode 
	M
	EV“E”（実行）

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV（“ITI-16”、“IHEトランザクション”、“SQL登録簿問い合わせ”）

EV（“ITI-18”、“IHEトランザクション”、“SQL登録簿問い合わせ”）

	監査生成源（文書登録簿）(1)

	生成源（文書生成源）(1)

	宛先（文書登録簿）(1)

	要求者(0..1)

	患者(1)

	問い合わせ(1)

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode
	M
	EV 2(システムオブジェクト)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	EV 24(問い合わせ)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	NA
	

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“ITI-16”“IHEトランザクション”、“SQL登録簿問い合わせ”)

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	(空白）

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	M
	問い合わせのAdhocQueryRequest、符号化base64を保持しなければならない。

	
	ParticipantObjectDetail 
	NA
	

	
	ParticipantObjectDescription
	U
	まだ規定されていない


問い合わせ要求の中で患者IDを明記しない問い合わせに対しては、このIDは問い合わせ応答から記入すること。

以下の共通ブロックを用いて：
	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	M
	監査メッセージを発行する処理のID

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	M
	生成源のID。生成源がログするなら、フォーマット<処理 id>@< machine namw>を提案。宛先がログするなら、空白を退出。

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	EV 真

	
	RoleIDCode 
	M
	EV（110153、DCM、“生成源”）

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	MC
	このフィールドには、適用できる場合RFC 3881で規定されているものから選択した値が存在する。

	
	NetworkAccessPointID 
	MC
	ネットアクセスポイントコードがあれば存在しなければならない。RFC 3881に規定したフィールドを使用しなけらばならない。


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	宛先処理のID。SOAPベースのサービスには、これはSOAPエンドポイントURIである。

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	EV 偽

	
	RoleIDCode 
	M
	EV（110152、DCM、“宛先”） 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	MC
	このフィールドには、適用できる場合RFC 3881で規定されているものから選択した値が存在する。

	
	NetworkAccessPointID 
	MC
	ネットアクセスポイントコードがあれば存在しなければならない。RFC 3881に規定したフィールドを使用しなけらばならない。


	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant

	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	EV 真

	
	RoleIDCode 
	U
	規定されていない

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


生成源および宛先は、常に特定され、トランザクションを実行するシステムについても言及されるべきである。もし判っていれば、人間の要求者も明確にし、さらにこのトランザクションを始動した人のIDを把握するべきである。 

	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	EV 1(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	EV 1(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	NA
	

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV 2（患者番号）

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	XDSで制限されているCXフォーマットのXDS patientId患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	患者名。プライバシーの理由から阻止されている

	
	ParticipantObjectQuery 
	NA
	

	
	ParticipantObjectDetail 
	NA
	

	
	
	U
	規定されていない


3.17　文書検索取得 
注：XDS.aプロファイルは2009年に始まり廃止予定になっている。しかし、参照資料のXDS.aへの移転や関連するトランザクションへの移行という編集上の変更は、ITインフラストラクチャテクニカルフレームワークボリューム2、改正7.0が発行される2010年までは完了しない。
このセクションはIHEテクニカルフレームワークのトランザクションITI-17に対応している。文書の利用者および文書の保存庫アクタはトランザクションITI-17を利用する。

注：このトランザクションはXDS.a統合プロファイルによって利用される。XDS.aおよびXDS.b統合プロファイルに関する検討についてはIHE ITI TF-1: 10を参照（www.IHE.net/Technical _Frameworks）。

3.17.1　適用範囲
このトランザクションは文書の利用者によって文書の保存庫から文書を検索取得するために利用される。文書の利用者は登録問い合わせトランザクションによって文書の登録簿からURI情報を既に取得している。

3.17.2　ユースケースの役割
[image: image87.emf]
アクタ：文書の利用者
役割：文書の取得
アクタ：文書の保存庫または統合文書生成源／保存庫
役割：文書の提供
注：このトランザクション内では、文書の保存庫および統合文書生成源／保存庫アクタは取り替えて同じように用いることができる。

3.17.3　参照規格 
	HTTP 
	Hyper Text Transfer Protocol HTTP 1.1 (RFC 2616) 

	MIME 
	Multipurpose Internet massage Extensions (RFC 2045 to RFC 2049) 

	SMTP 
	Simple Mail Transfer Protocol (RFC 2821) 

	Multipart/Related 
	The MIME Multipart/Related content-type (RFC 2387) 


3.17.4　相互作用図
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3.17.4.1　文書取得検索要求 
3.17.4.1.1　トリガーイベント
文書の利用者は登録簿問い合わせトランザクションを経由してURI文書を取得する。 
3.17.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
URIは文書を検索取得するために利用するためのプロトコルおよびプロトコルパラメータを指定する。文書の保存庫はURIにおけるプロトコルのための以下のパラメータをサポートする：URI取扱いの詳細についてはHTTP規格(RFC 2616)で指定してある。文書の保存庫はHTTP規格が要求する何れのプロトコルパラメータをも完全にサポートする。

3.17.4.1.2.1　ヘッダ要求 
HTTPプロトコルはサーバによって返送された結果に影響を与える種々のヘッダ要求を指定する。文書の利用者はHTTPプロトコル2によって許可された何れの要求ヘッダを用いてもよい。しかし、XDS保存庫はプロトコルによって要求されていないこれらのヘッダの確認やサポートをする必要はないし、場合によってはある種のヘッダを無視することが要求される。詳細については下の表を参照。
	ヘッダ要求
	保存庫

サポート
	コメント

	Accept

Accept-Charset

Accept-Language
	常に無視される
	もし保存庫によって利用されると、これらのヘッダは保存庫から返送された内容を変更することが可能となるので、保存庫によって無視されなければならない。[RIDと不一致]


[image: image93.png]SELECT doc.1d FROM ExcrinsicObject doc, Association a
EERE

2.1 TN sassuuids AND

(

doc.id = a.sourceObject OR

doc.id = aitargesOniect

)





2　　　編集注：一般的なweb browserが制限なく使えるようにすること
	Accept-Encoding
	O 
	このヘッダはエンコードした形のデータが返送されることを要求する[例えば、gzipまたはcompress]。保存庫はこのヘッダをサポートするかもしれないが、サポートを要求されていない。文書の利用者はこの内容ヘッダを無視するという応答をサポートしなければならない。

	Authorization
	O 
	このヘッダはXDSとともにEUAが利用されている環境に送られることがある。詳細についてはEUAプロファイルを参照

	If-Modified-Since
	O 
	保存庫は文書が一度保存されると変更されることはないので、このヘッダを無視するかまたは適正に応答するかは自由である。


3.17.4.1.3　想定される動作
文書の検索取得応答はその代わりに生成される。詳細についてはHTTP規格に指示している。

3.17.4.1.3.1　基本的患者プライバシー実行オプション

基本的患者プライバシー実行オプションが実施された場合には：
1.
文書の利用者アクタは、文書に関連するメタデータにおいて守秘コードconfidentialityCodeによって表されたXDSアフィニティドメインポリシーに従う。文書利用者アクタは、同様に、問い合わせ結果に守秘コードconfidentialityCodeをいかに応用するかの詳細を決定するためのユーザアクセス制御またはビジネス規則能力を有している。この詳細は製品に固有のものでありIHEでは指定しない。これらの規則は、アクタおよび使用者の現状に適した結果にのみ問い合わせ結果を低減することになる。
2.
文書の利用者アクタは、患者プライバシー同意ポリシー、患者プライバシー同意ポリシーID（OIDs)およびXDSアフィニティドメインポリシーを理解し実行するために必要となる関連する情報によって設定する。この詳細は製品に固有のものでありIHEでは指定しない。

3.17.4.2　文書検索取得応答
3.17.4.2.1　トリガーイベント
このメッセージは文書検索取得要求よってトリガーされる。

3.17.4.2.2　メッセージのセマンティックス
XDS保存庫は以下の値を返すことを要求される： 

	応答コード
	返答時期
	サポート

	200－OK 
	もし要求が正当で、データが入手できれば。
	R 

	304－修正なし
	もし要求が正当で条件付きGET[HTTP仕様を参照]で、要求された修正日以降文書が修正されていない場合
	O 

	400－間違った要求 
	もし要求が正当でない場合
	R 

	401－必要な公認
	もし要求が公認を求め、公認ヘッダがないかまたは正当でない場合。EUAと一緒に用いられる。
	O 

	403－禁止
	もしアクセスが確認失敗以外の理由で拒否する必要がある場合[例えば、文書にアクセスすることが許されないノードから要求が来たため]
	R 

	404－見当たらない場合 
	要求が構文的に正当であるが、文書が見つからないか、存在しない場合[RIDを参照]
	R 

	410－消え去った場合
	要求が構文的に正当であり、文書が以前には存在したが、今は無くなっている場合[例えば、文書が患者の要求によって削除された場合]
	O 

	5XX－サーバエラー 
	サーバがサーバエラーを示す数字の５で始まる エラーコードを返してくる場合
	O 


3.17.4.2.2.1　ヘッダ応答
HTTPプロトコルは応答についてより多くの情報を提供する様々なヘッダ応答を指定する。これらのヘッダの利用については下の表に記載している：
	ヘッダ応答
	文書保存庫

サポート
	コメント

	Expires
	R 
	RFC2616に従った正当な値または零[参照RID体積]

	Content-Encoding
	O 
	文書の利用者が応答のエンコーディングを要求し、保存庫がその要求を遂行できる時にはこのヘッダの適正な値を返送しなければならない。

	Content-Type
	R 
	これらのヘッダはmimeタイプ、languageCode、およびXDSDocumentEntryのサイズアトリビュートに対応している。コンテンツタイプが応答３で要求される。その他の2つはオプションであるが、もし存在する場合には、登録簿に供給した値と同じ値でなければならない。

	Content-Language

Content-Length
	O 
	

	Last-Modified
	R 
	このヘッダは文書が最初の保存庫に[もし判明していれば]保存した日付または文書を作成した日付[XDSDocumentEntry.creationTime]と対応しなければならない。

	WWW－Authenticate
	O 
	もしXDS保存庫に認証が必要となり、この要求が正当な証明書を含んでいないときは、このヘッダは401応答に戻さなければならない。


3.17.4.2.3　想定される動作
文書利用者は処理すべき文書のコンテンツを有している。

3.17.5　セキュリティに関する配慮 
関連するXDSアフィニティドメインセキュリティの背景は画像登録トランザクションで検討している(ITI TF-2a：3.14.5.1を参照)。

3.17.5.1　監査記録庫に関する配慮
文書検索取得トランザクションは表3.20.6-1に定義されているようにPHI-書き出しイベントである。トランザクションに含まれるアクタは、以下の例外を除き、DICOM(Supp 95) ―“データ書き出し”／“データ読み込み”と一致した監査データを生成する。 

保存庫アクタは“書き出し”イベントを発生する。これは各文書検索取得トランザクションに対するイベントであるか、または同じ患者に対する複数トランザクションが試行錯誤的に組み合わされている。この組み合わせに対する経験則はIHEによっては規定していない。監査記録の量を減少することを意図している。アクティブな参加者と患者が同じであり時間差が重要ではないと考えられているときは組み合わせが許可される。
文書検索取得アクタは“読み込み”イベントを発生する。これはトランザクション当たりの１イベントであるとするか、または、トランザクションを組み合わせるための経験則を用いて複数トランザクションを単一イベントとして報告する。
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3　　これはブラウザベースの文書利用者が、データのタイプに基づいて、要求が出される前に情報を知らなくても適正なビューアを起動できるようにする。

アクティブな参加者と患者が同じであり時間差が重要ではないと考えられているときは組み合わせが許可される。

3.17.5.1.1　文書利用者監査メッセージ： 
	
	フィールド名 
	選択
	値制約

	イベント
AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110107、DCM、“読み込み”) 

	
	EventActionCode
	M
	“C‖“(生成) 

	
	EventDateTime
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode
	M
	EV(“ITI-17”、“IHEトランザクション”、“文書の検索取得”) 

	生成源（文書の保存庫）(1)

	宛先（文書の利用者）(1)

	要求者(0..n)

	監査生成源（文書の利用者）(1)

	患者(0..1)

	文書URI(1)


ここで： 

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	U
	規定されていない

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽” 

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	“1”マシーン(DNS)名に対して、“2”IPアドレスに対して

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC3881で指定したようなマシーン名またはIPアドレス


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	U
	規定されていない

	
	AlternativeUserID 
	M
	局部システムログにおける局部OS内で使用されているような処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真” 

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	“1”マシーン(DNS)名に対して、“2”IPアドレスに対して 

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC3881で指定したようなマシーン名またはIPアドレス 

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant
	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人を同定する

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	U
	利用者がこのトランザクションを可能にするアクセス制御の役割

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID 
	U
	規定されていない 

	
	AuditEnterpriseSiteID 
	U
	規定されていない 

	
	AuditSourceTypeCode 
	U
	規定されていない


	患者（既知の場合）
(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1” (人) 

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(患者) 

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”) 

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットにおける患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	文書URI
(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”(システム) 

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“3”(報告書) 

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(12、RFC-3881、“URI”) 

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	文書URI

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectDetail 
	MC
	タイプ=XDSDocumentEntry.uniqueId (リテラルストリング)、値=文書のユニークIDの値（XDSメタデータから）


3.17.5.1.2　文書の保存庫監査メッセージ：
	
	フィールド名 
	選択
	値制約

	イベント
AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110106、DCM、“書き出し”) 

	
	EventActionCode 
	M
	“R”(閲覧) 

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-17‖”、“IHEトランザクション”“文書の検索取得”) 

	生成源（文書の保存庫）(1)

	送り先（文書の利用者）(1)

	監査生成源（文書の利用者）(1)

	文書URI(1)


ここで： 

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	U
	規定されていない

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログにおけるローカルOS内で使用されているような処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	“1”マシーン(DNS)名に対して、“2”IPアドレスに対して

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC3881で指定したようなマシーン名またはIPアドレス


	送り先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	U
	規定されていない

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない 

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	“1”マシーン(DNS)名に対して、“2”IPアドレスに対して

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC3881で指定したようなマシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID 
	U 
	規定されていない  

	
	AuditEnterpriseSiteID 
	U 
	規定されていない 

	
	AuditSourceTypeCode 
	U 
	規定されていない  


	文書URI

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”(システム) 

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“3”(報告書) 

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(12、RFC-3881、“URI”) 

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	文書URI

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectDetail 
	MC
	タイプ=XDSDocumentEntry.uniqueId (リテラルストリング)、値=文書のユニークIDの値（XDSメタデータから）


3.18　登録簿保存問い合わせ
注：XDS.aプロファイルは2009年に以降には徐々に廃止することになっている。しかし、参照資料のXDS.aへの移転や関連するトランザクションへの移行という編集上の変更はITインフラストラクチャーテクニカルフレームワーク、ボリューム2、改正7.0が発行される2010年までは完了しない。

このセクションはIHE テクニカルフレームワークのトランザクション18に対応している。文書の登録および文書の利用者アクタはトランザクション18を利用する。
注：このトランザクションはXDS.aおよびXDS.b統合プロファイルによって利用される。XDS.aおよびXDS.b統合プロファイルに関する検討についてはIHE ITI TF-1：10およびIHE XDS.b 補遺を参照（www.IHE.net/Technical _Frameworks）。
3.18.1　適用範囲 
登録簿保存問い合わせトランザクションは種々の形の問い合わせをサポートする。例として以下のようなものが含まれる：

患者による時間間隔、文書タイプ、診療所の環境、執筆者につぃての問い合わせ 

文書生成源による問い合わせ
時間間隔に更新されたXDSフォルダについての問い合わせ
フォルダまたは提出文書一式における全ての文書についての問い合わせ
提出時刻による問い合わせ

問い合わせの目的であるXDS記入項目属性のリストはITI TF-3：4.1.7から4.1.9に定義されている。このトランザクションはXDS文書登録簿問い合わせの基本的な構文論やセマンティックスを文書化する。

全ての問い合わせは以下を返送する：
•
1つ以上の登録オブジェクトに対するメタデータ、または
•
1つ以上の登録オブジェクト（登録UUID）に対するオブジェクト参照資料 
3.18.2　ユースケースの役割

[image: image95.png]SELECT DISTINCT ass.id FROM Association ass
EERE
2ss.sourceObject IN suuid OR
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アクタ：文書の利用者
役割：ID(UUID)によって問い合わせを要求し、問い合わせへパラメータを送る。戻ってくるデータのフォーマットを制御しているパラメータを渡し、オブジェクト参照資料または完全なオブジェクトを選択する。
アクタ：文書登録簿
役割：XDSに対して定義した問い合わせの保存定義を用いて問い合わせのサービスを行う。
3.18.3　参照規格 
このトランザクションの実装者は、サポートされているSOAPレベルを除き、IHEトランザクションのためのITI TF-2x：附属書 V：ウェッブサービスに述べている全ての要求事項と適合すること

SOAPレベルサポートは実行するアクタのプロファイル適合性に依存している。以下の表はSOAPに対する適合性のレベルを示している：
	アクタによって実行されたプロファイル
	アクタの要求されるSOAPレベル

	XDS.a 
	SOAP1.1 

	XDS.b 
	SOAP1.2 

	XDS.a & XDS.b 
	再構成や再スタートなしの全ての登録簿保存問い合わせ要求に対するSOAP1.1およびSOAP1.2 


ebRIM 
OASIS/ebXML 登録情報モデルv3.0

ebRS 
OASIS/ebXML 登録サービス仕様v3.0

注：ここで参照したebRIM規格およびebRS規格はバージョン 3.0である。XDS.aのその他のトランザクションはバージョン 2.1を参照している。
3.18.4　相互作用図
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3.18.4.1　登録簿保存問い合わせ 
これは文書利用者からの文書登録簿への問い合わせ要求である。問い合わせ要求に含まれるものは：
•
文書登録簿アクタに保存された事前に定義した問い合わせへの参照 

•
問い合わせへのパラメータ。問い合わせパラメータは文書登録簿アクタ上の問い合わせ定義にあるい合わせ変数とマッチしている。

3.18.4.1.1　トリガーイベント
このメッセージは、文書利用者が文書のメタデータ問い合わせ/検索取得をしたいときに起動する。
3.18.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
保存問い合わせのセマンティックスはebRSバージョン3.0のセクション6.3.保存問い合わせサポートで定義されている。このトランザクションはセクション 6.3.2 保存問い合わせ呼び出し および セクション6.3.3 保存問い合わせ呼び出しへの応答 と対応している。このプロファイルはいかに問い合わせが登録アクタに保存されるようになったか、または、他のデータベースアーキテクチャのためにいかに変換されるべきかについては指定しない。

3.18.4.1.2.1　バージョン 3.0 ebXML登録簿規格
このトランザクションはebXML登録バージョン3.0を利用している。保存問い合わせ起動メッセージおよび保存問い合わせ起動確認メッセージはバージョン3.0フォーマットで、かつ、バージョン3.0 ebRIMおよびebRS規格と一致していることが必要である。
このトランザクションのメッセージを認証するためにはバージョン3.0 ebXML登録XML 概要を用いなければならない。概要のバージョン 2.1および3.0間の主要な差異は：
•
異なったXML名前空間 

•
LeafRegistryObjectList要素がRegistryObjectListとなる。 

•
ObjectType属性がフォーマットを変更しテキスト名からUUIDへと変更する。例えば、RegistryPackageはurn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:ObjectType:RegistryObject:RegistryPackage

•
ステータス属性値フォーマットは、認可からurn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:StatusType:Approved へと変更する。
•
要素順位変更ー名前、記述、スロット、分類、ExternalIdentifier順位はスロット、名前、記述、分類、ExternalIdentifierとなる。 
•
Id属性は分類、ExternalIdentifierおよびその関連事項のために必要となる。

•
registryObject属性はExternalIdentifier要素に必要となる。 

•
アソシエーションタイプは、名前空間に適格でなければならない。詳細についてはITI TF-3：4.1.6.3 アソシエーションタイプフォーマッティングを参照。
v3.0問い合わせ応答にv2.1オブジェクトが返ってきたときはバージョン 2.1とバージョン 3.0フォーマット間の変換をするのは文書登録簿アクタの責任である。

3.18.4.1.2.2　問い合わせ要求のサンプル 
問い合わせのサンプルはITI TF-2a：3.18.4.1.3想定される動作に含まれている。

3.18.4.1.2.3　問い合わせ要求パラメータ－符号化スタイル
ebXML登録簿保存問い合わせ設備（起動保存問い合わせトランザクション）は以下のパラメータを受け入れる：
•
returnType－‘LeafClass’または‘ObjectRef’
•
問い合わせID－下の保存問い合わせIDセクション(ITI TF-2a: 3.18.4.1.2.4)からのUUID 

•
問い合わせパラメータ－下の問い合わせパラメータセクション(ITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.7)で定義した通り。
3.18.4.1.2.3.1　パラメータreturnType 

登録簿保存問い合わせはパラメータreturnTypeに対する以下の値をサポートする：
•
ObjectRef–オブジェクトUUIDのリスト（参照資料）
•
LeafClass–戻ってきたオブジェクトのリーフクラスを表すXML要素のリスト 
‘LeafClass’returnTypeは、完全に特定したebXMLオブジェクト（例えば、全てのコンテンツ：スロット、外部ID、分類等々を持ったExtrinsicObject(XDSDocumentEntry)要素のリスト）の少量を戻すことを意味している。このタイプの問い合わせ結果は自己完結したもので、オブジェクトについて分かっている全てを返送する。このセクションで文書化する特定の問い合わせはどのオブジェクトタイプが含まれるかについて述べている。ObjectRef要素も返送される。これらは、戻されたオブジェクトリスト内のオブジェクトによって参照されている戻されたオブジェクトリストに含まれていないオブジェトを表している。これらのObjectRefsは、登録簿規格バージョン3.0によって選択が自由である。

‘ObjectRef’returnTypeは参照資料を問い合わせに合致する登録オブジェクトへ返送する。返送オブジェクトリストが大きい場合には、このタイプの問い合わせが推奨される。全ての興味あるオブジェクト対してObjectRefsを返送する最初の問い合わせ、次いで完全なメタデータ（問い合わせタイプLeafClass）を要求する二番目の問い合わせをするのが、大きなメタデータを問い合わせる場合の効率的な方法である。この方法は単一オブジェクトタイプ(XDSDocumentEntryまたはXDSSubmissionSetがその例である)を問い合わせる場合に、単一オブジェクトタイプのみが関係するので、特に利用し易い。

ObjectRefは以下のような形である：
<ObjectRef id=”urn:uuid:58a6f841-87b3-4a3e-92fd-a8ffeff98427”/> 
3.18.4.1.2.3.2　パラメータ問い合わせ 

このパラメータは起動すべき問い合わせに割り当てられたUUIDを有している。UUIDはITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.7.において定義された各問い合わせに対してこのプロファイル(ITI TF-2a：3.18.4.1.2.4を参照)によって割り当てられている。
3.18.4.1.2.3.3　日付／時刻コーディング 
全ての日付/時刻の値は以下の解釈で全て含まれていなければならない：
$XDSDocumentEntryCreationTimeFrom <= XDSDocumentEntry.creationTime < $XDSDocumentEntryCreationTimeTo 
例えば、時刻‘から’や時刻‘まで’は省略してもよい。
3.18.4.1.2.3.4　コード／コードスキームのコーディング

符号化した値パラメータを特定するときにはHL7 V2.5 CEフォーマットの短縮形を用いなければならない。第一（ID）と第三（符号化スキーム）要素のみを特定する。この両方が要求される。第二要素は空でなければならない。HL7 V2.5の長さ制限は適用しない。スロット値サイズに対するebRIM制限は適用する。

このフォーマットの例としては：
code^^coding-scheme

このスタイルのパラメータは常に複数の値を受け取るので文脈における符号化の例は以下のようになる：
<Value>('code1^^coding-scheme1')</Value>

または、パラメータスロット内において 

<Value>('code1^^coding-scheme1'、'code2^^coding-scheme2')</Value> 
3.18.4.1.2.3.5　単一／複数の値の符号化 
単一の値は以下のように符号化する
•
123－数値に対する引用なしに
•
‘urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:StatusType:Approved’－文字列に対して単一の引用 

•
‘Children‘s Hospital‘ – 2つの単一引用を指定することによって文字列に単一引用を挿入する。 

LIKE述語内で 

•
アンダーライン(‘_’)は任意の文字に適合する
•
パーセント(‘%’) は任意の文字列に適合する
複数数値のためのフォーマットは： 

•
(値、 値、 値、 …)または 

•
(値)もし一個のみの値を指定するとき
ここで、上記したように各値は単一値に対して符号化されている。 

複数の数値を符号化するときは、数値の長いリストと<Value/>要素値のサイズに対してスキームによって与えられた長さ制限との間で対立が生じる可能性がある。スロット値はスキームによる制限を決して越えてはならない。したがって、スロット内で複数値要素を用いることは許可する。各数値要素が括弧で囲まれているような場合には、スプリットは数値間でのみ発生する。以下の例は複数数値、複数数値要素でのスプリットを示している：
<Slot name="$uuid"> 

<ValueList> 

<Value>('urn:uuid:a96d7361-6617-488a-891c-ee3f37d1f218'、'urn:uuid: 5655a680-1b6a-11dd-bd0b-0800200c9a66')</Value> <Value>('urn:uuid:ae315e81-2056-4829-a5b4-cf9531941f96')</Value> 

</ValueList> 

</Slot>  

この例は以下と同等として取り扱う必要がある：

 <Slot name="$uuid"> 

<ValueList> 

<Value>('urn:uuid:a96d7361-6617-488a-891c-ee3f37d1f218'、'urn:uuid: 5655a680-1b6a-11dd-bd0b-0800200c9a66'、'urn:uuid:ae315e81-2056-4829-a5b4-cf9531941f96')</Value> 

I</ValueList>
</Slot> 

文字圧縮は4.2.にある規則に従って実行する必要がある。

かつ／またはパラメータ符号化のためのセマンティックスは複数値メタデータ要素 (例えば、$XDSDocumentEntryEventCodeList) のためのパラメータについてのみ得られる。複数値パラメータは異なった解釈をもつ2つの方法で符号化される。複数数値をもつスロットとして指定されるパラメータは分離（ORセマンティックス）と解釈する。
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例えば：

これはXDSDocumentEntryオブジェクトと‘a’または‘b’を含んでいるeventCodeList属性をマッチさせる。
以下のパラメータの符号化は同じ結果を生み出すこと。

[image: image98.png]SELECT ss.1d FROM RegistryPackage ss, Classification ¢, Association a
EERE

.classifiedObject = ss.id AND

LclassificationNode = 'urn:uuid:aSddfaas-dd0d-43£8-38C5-D633AETIDAA"
“sourceObject = ss.id AND

‘asscciationlype = 'Hasvember! AND

.targetObject IN suuid

o





[image: image99.png]SELECT DISTINCT ass.id FROM Association ass
$ADSDocumentEnTryEnTrylUID
EERE
$¥DSDocumentEnTryEnTrylUID

ass.sourceObject IN sXDSDocumentEntryEncryUUID OR
$XDSDocumentEnTryEnTrylUID

ass.ctargetObject IN $XDSDocumenctEncryEncrylUID
$¥DSDocumentEnTryEnTrylUID

SELECT DISTINCT ass.id FROM Asscciation ass, ExtrinsicObject doc, Externalldentifier unigld
$¥DSDocumentEnTryUniqueld

EERE

$¥DSDocumentEntryUniqueld




複数スロットとして指定されているパラメータは結合（ANDセマンティックス）と解釈する。例えば：
これはXDSDocumentEntryオブジェクトと‘a’および‘b’の両者を含んでいるeventCodeList属性をマッチさせる。
さらに、以下は$XDSDocumentEntryEventCodeListの仕様は：
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eventCode (a OR b) AND cを有する文書をマッチングさせると解釈する。

3.18.4.1.2.3.6　文書ステータス値の妥当性確認 

XDSによって用いられているebRIM v 3.0フォーマットにおける登録オブジェクトステータス値は：
urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:StatusType:Submitted urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:StatusType:Approved

urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:StatusType:Deprecated 
3.18.4.1.2.3.6.1　AdhocQueryResponseステータス値の妥当性確認

[image: image101.wmf]AdhocQueryResponseのステータス属性は次の値の1つを含んでいる：
これらの値の解釈についてはITI TF-3：4.1.13エラー報告を参照。

3.18.4.1.2.3.7　要求問い合わせのためのパラメータ 

以下のセクションは問い合わせ登録トランザクション[ITI-16]で定義した問い合わせを文書化している。これらのセクションは保存した問い合わせの集合を文書化している。このトランザクションを実行している文書登録簿アクタは、この集合における全ての問い合わせおよび各問い合わせに対して定義した全てのパラメータをサポートする。このトランザクションを実行する文書利用者アクタは、実行する使用ケースをサポートするために必要なこれらの1つ以上の問い合わせを実行する。

注：問い合わせパラメータの接頭にあるドル記号（＄）は、ebRS 3.0.によって要求されている。

下の問い合わせパラメータ表において各列は問い合わせパラメータを表している。問い合わせ起動に含まれていないオプションのパラメータは問い合わせに影響を与えることはない。問い合わせは、全ての供給パラメータとマッチする登録オブジェクトを返送する。パラメータに対して複数の数値を含んでいるときは、（より大きな問い合わせの文脈内での）含まれている何れの値ともマッチしたオブジェクトを返送する。

3.18.4.1.2.3.7.1 FindDocuments 

合致した‘ステータス’属性を有する与えられた患者IDのための登録簿の中で文書（XDSDocumentEntryオブジェクト）を見つける。その他のパラメータはXDSDocumentEntryオブジェクトのセットが返送されるのを制限するために利用することができる。
リターンズ：問い合わせパラメータとマッチするXDSDocumentEntryオブジェクト

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryPatientId 
	XDSDocumentEntry. patientId 
	R 
	-- 

	$XDSDocumentEntryClassCode1 
	XDSDocumentEntry. classCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryTypeCode1 
	XDSDocumentEntry.typeCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryPracticeSettingCode1 
	XDSDocumentEntry. 

practiceSettingCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryCreationTimeFrom 
	下位値

XDSDocumentEntry. creationTime 
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryCreationTimeTo 
	上位値

XDSDocumentEntry. creationTime 
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryServiceStartTimeFrom 
	下位値XDSDocumentEntry. 
	O 
	-- 


	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	
	serviceStartTime 
	
	

	$XDSDocumentEntryServiceStartTimeTo 
	XDSDocumentEntry.の上位値
serviceStartTime 
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryServiceStopTimeFrom 
	XDSDocumentEntry.の下位値
serviceStopTime 
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryServiceStopTimeTo 
	XDSDocumentEntry.の上位値
serviceStopTime 
	O 
	-- 

	$XDSDocumentEntryHealthcareFacilityTypeCode1 
	XDSDocumentEntry. 

healthcareFacilityTypeCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryEventCodeList1 
	XDSDocumentEntry. 

eventCodeList3 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryConfidentialityCode1 
	XDSDocumentEntry. 

confidentialityCode3 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryAuthorPerson4 
	XDSDocumentEntry.作成者 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryFormatCode1 
	XDSDocumentEntry. formatCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryStatus 
	XDSDocumentEntry.ステータス 
	R 
	M 


1ITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.4　Code/Code-Schemeの符号化における仕様に従って符号化する。
3ITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.5.で指定されているようにAND／ORセマンティックスをサポートする。
4このパラメータに対する値は、次のワイルドカード文字：何れの（または何れでもない）文字とマッチさせるための％、および単一文字とマッチさせるための＿を用いることを可能にするSQLキーワードLIKEとパターン互換性がある。著者分類（authorPersonサブ属性の数値列）に関するauthorPersonスロットの値要素に含まれているテキストにこのマッチを適用することが必要である。

3.18.4.1.2.3.7.2　FindSubmissionSets 

合致したステータス属性を有する与えられた患者IDのための登録簿の中でサブミッションセット（XDSSubmissionSetオブジェクト）を見つける。その他のパラメータはXDSSubmissionSetオブジェクトの集合が返送されるのを制限するために利用することができる。

リターンズ：問い合わせパラメータとマッチするXDSSubmissionSetオブジェクト
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSSubmissionSetPatientId 
	XDSSubmissionSet. patientId 
	R 
	-- 

	$XDSSubmissionSetSourceId 
	XDSSubmissionSet. sourceId 
	O 
	M 

	$XDSSubmissionSetSubmissionTimeFrom 
	XDSSubmissionSet. 

submissionTime下位値 
	O 
	-- 

	$XDSSubmissionSetSubmissionTimeTo 
	XDSSubmissionSet. 

submissionTime上位値 
	O 
	-- 

	$XDSSubmissionSetAuthorPerson1 
	XDSSubmissionSet. authorPerson 
	O 
	-- 

	$XDSSubmissionSetContentType2 
	XDSSubmissionSet. contentTypeCode 
	O 
	M 

	$XDSSubmissionSetStatus 
	XDSSubmissionSet.ステータス 
	R 
	M 


1このパラメータに対する値は、次のワイルドカード文字：何れの（または何れでもない）文字とマッチさせるための％、および単一文字とマッチさせるための＿を用いることを可能にするSQLキーワードLIKEとパターン互換性がある。著者分類（authorPersonサブ属性の数値列）に関するauthorPersonスロットの値要素に含まれているテキストにこのマッチを適用することが必要である。
2ITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.4 Code/Code-Schemeの符号化における仕様に従って符号化する。

3.18.4.1.2.3.7.3　FindFolders

合致したステータス属性を有する与えられた患者IDのための登録簿の中でフォルダ（XDSFolderオブジェクト）を見つける。その他のパラメータはXDSFolderオブジェクトの集合が返送されるのを制限するために利用することができる。
リターンズ：問い合わせパラメータとマッチするXDSFolderオブジェクト 

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSFolderPatientId 
	XDSFolder.patientId 
	R 
	-- 

	$XDSFolderLastUpdateTimeFrom 
	XDSFolder. lastUpdateTime下位値
	O 
	-- 

	$XDSFolderLastUpdateTimeTo 
	XDSFolder. lastUpdateTime上限結合 
	O 
	-- 

	$XDSFolderCodeList1、3 
	XDSFolder. codeList 
	O 
	M 

	$XDSFolderStatus 
	XDSFolder.ステータス 
	R 
	M 


1ITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.4 Code/Code-Schemeの符号化における仕様に従って符号化される。
3ITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.5.で指定されているようにAND/ORセマンティックスをサポートする。

3.18.4.1.2.3.7.4　GetAll

指示されたステータス、フォーマットコードおよび守秘コードが与えられている患者についての全ての登録コンテンツを取得する。 

リターンズ：
•
$patientIdパラメータが合致したpatientId属性をもつXDSSubmissionSet、XDSDocumentEntry、およびXDSFolderオブジェクト
•
上記オブジェクトの1つと合致するsourceObjectまたはtargetObjectのアソシエーションオブジェクト 
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$patientId 
	XDSFolder. patientId、 

XDSSubmissionSet. patientId、 

XDSDocumentEntry. patientId 
	R 
	-- 

	$XDSDocumentEntryStatus 
	XDSDocumentEntry.ステータス 
	R 
	M 

	$XDSSubmissionSetStatus 
	XDSSubmissionSet.ステータス 
	R 
	M 

	$XDSFolderStatus 
	XDSFolder.ステータス 
	R 
	M 

	$XDSDocumentEntryFormatCode2 
	XDSDocumentEntry. formatCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryConfidentialityCode1、2 
	XDSDocumentEntry. 

confidentialityCode1 
	O 
	M 


1ITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.5で指定されているようにAND/ORセマンティックスをサポートする。
2ITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.4 Code/Code-Schemeの符号化における仕様に従って符号化する。
3.18.4.1.2.3.7.5　GetDocuments

XDSDocumentEntryオブジェクトの集合を検索取得する。XDSDocumentEntryオブジェクトはentryUUIDまたはuniqueId属性によって選択される。

リターンズ：要求されたXDSDocumentEntryオブジェクト

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryEntryUUID 
	XDSDocumentEntry. entryUUID 
	O1 
	M 

	$XDSDocumentEntryUniqueId 
	XDSDocumentEntry. uniqueId 
	O1 
	M 

	$homeCommunityId 
	なし
	O2 
	-- 


1$XDSDocumentEntryEntryUUIDまたは$XDSDocumentEntryUniqueIdが指定されること。このトランザクションは、もし両パラメータが指定されるとエラーを返送する。
2homeCommunityId値が、<AdhocQuery id=“…”home=“urn:oid:1.2.3”… >におけるような、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のホーム属性として指定される。文書利用者アクタは、もし特定のEntryUUIDまたはUniqueIDを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答入力の一部としてこの属性に対する値を受け取ると、homeCommunityId値を指定する。より詳細についてはITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.8を参照。
注：単一XDSDocumentEntry.uniqueIdに対する問い合わせは複数の結果を返送することができる。説明に関しては文書メタデータ複製についてのITI TF-3：4.1.4を参照。

3.18.4.1.2.3.7.6　GetFolders

XDSFolderオブジェクトの集合を検索取得する。XDSFolderオブジェクトは、entryUUIDまたはuniqueId属性によって選択される。
リターンズ：要求されたXDSFolderオブジェクト
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSFolderEntryUUID 
	XDSFolder. entryUUID 
	O1 
	M 

	$XDSFolderUniqueId 
	XDSFolder. uniqueId 
	O1 
	M 

	$homeCommunityId 
	なし
	O2 
	-- 


1$XDSFolderEntryUUIDまたは$XDSFolderUniqueIdが指定されなければならない。このトランザクションは、もし両パラメータが指定されるとエラーを返送する。
2homeCommunityId値が、<AdhocQuery id=“…”home=“urn:oid:1.2.3” … >におけるような、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のホーム属性として指定される。文書利用者アクタは、もし特定のEntryUUIDまたはUniqueIDを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答入力の一部としてこの属性に対する値を受け取ると、homeCommunityId値を指定する。
より詳細についてはITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.8を参照。

3.18.4.1.2.3.7.7　GetAssociations

sourceObjectまたはtargetObject属性は、$uuidと合致しているアソシエーションオブジェクトを検索取得する。
リターンズ：アソシエーションオブジェクト

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$uuid 
	なし
	R 
	M 


	パラメータ名
	
	属性
	Opt
	Mult

	$homeCommunityId 
	なし
	O1 
	- 


1homeCommunityId値が、<AdhocQuery id=“…”home=“urn:oid:1.2.3”… >におけるような、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のホーム属性として指定される。文書利用者アクタは、もし特定のEntryUUIDまたはUniqueIDを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答入力の一部としてこの属性に対する値を受け取ると、homeCommunityId値を指定する。より詳細についてはITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.8を参照。

3.18.4.1.2.3.7.8　GetDocumentsAndAssociations 

XDSDocumentEntryオブジェクトおよび周囲のアソシエーションオブジェクトの集合を検索取得する。XDSDocumentEntryオブジェクトはentryUUIDまたはuniqueId属性によって選択される。これはGetDocuments問い合わせおよびGetAssociations問い合わせを単一問い合わせに一体化したものである。 

リターンズ：
•
XDSDocumentEntryオブジェクト 

•
sourceObjectまたはtargetObject属性が上記オブジェクトと合致するアソシエーションオブジェクト 
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryEntryUUID 
	XDSDocumentEntry. entryUUID 
	O1 
	M 

	$XDSDocumentEntryUniqueId 
	XDSDocumentEntry. uniqueId 
	O1 
	M 

	$homeCommunityId 
	なし
	O2 
	-- 


1 $XDSFolderEntryUUIDまたは$XDSFolderUniqueIdが指定されること。このトランザクションは、もし両パラメータが指定されるとエラーを返送する。
2 homeCommunityId値が、<AdhocQuery id=“…”home=“urn:oid:1.2.3” … >におけるような、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のホーム属性として指定される。文書利用者アクタは、もし特定のEntryUUIDまたはUniqueIDを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答入力の一部としてこの属性に対する値を受け取ると、homeCommunityId値を指定する。より詳細についてはITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.8を参照。

3.18.4.1.2.3.7.9　GetSubmissionSets
XDSDocumentEntryおよびXDSFolderオブジェクトの集合を提出するために用いるXDSSubmissionSetオブジェクトを検索取得する。興味のあるXDSDocumentEntryおよびXDSFolderオブジェクトは$uuidパラメータにおけるUUIDsによって識別される。
選択：XDSSubmissionSetオブジェクトが選択される、というのは以下を含むアソシエーションオブジェクトが存在するためである：
•
HasMemberタイプ 

•
$uuidパラメータに供給されたUUIDsの1つを含んでいるtargetObject属性　
•
XDSSubmissionSetオブジェクトを参照するsourceObject属性　
リターンズ：
•
上で述べているXDSSubmissionSetオブジェクト
•
上記セレクションセクションで述べているアソシエーションオブジェクト 
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$uuid 
	XDSDocumentEntry. entryUUID 

および
XDSFolder. entryUUID 
	R 
	M 

	$homeCommunityId 
	なし
	O1 
	-- 


1homeCommunityId値が、<AdhocQuery id=“…”home=“urn:oid:1.2.3”… >におけるような、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のホーム属性として指定される。文書利用者アクタは、もし特定のEntryUUIDまたはUniqueIDを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答入力の一部としてこの属性に対する値を受け取ると、homeCommunityId値を指定する。より詳細についてはITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.8を参照。

3.18.4.1.2.3.7.10　GetSubmissionSetAndContents 
XDSSubmissionSetオブジェクトをそのコンテンツと一緒に検索取得する。XDSSubmissionSetオブジェクトはentryUUIDまたはuniqueId属性によって選択される。返送されたXDSDocumentEntryオブジェクトは以下と合致すること：
•
パラメータが含まれている場合にはリストアップされた守秘コードの1つ

•
パラメータが含まれている場合にはリストアップされたフォーマットコード

リターンズ：
•
問い合わせで指定されたXDSSubmissionSetオブジェクト
•
sourceObject属性が上記XDSSubmissionSetオブジェクトを参照するようなHasMemberタイプを有するアソシエーションオブジェクト
•
上記アソシエーションの1つであるtargetObject属性によって参照されるXDSDocumentEntryおよびXDSFolderオブジェクト
•
HasMemberタイプを有するアソシエーションオブジェクト。このsourceObject属性は、先行する規則によって対象とされるXDSFolderオブジェクトを参照し、さらに、targetObject属性は、先行する規則によって対象とされるXDSDocumentEntryオブジェクトを参照する。

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSSubmissionSetEntryUUID 
	XDSSubmissionSet. entryUUID 
	O1 
	-- 

	$XDSSubmissionSetUniqueId 
	XDSSubmissionSet. uniqueId 
	O1 
	-- 

	$XDSDocumentEntryFormatCode4 
	XDSDocumentEntry. formatCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryConfidentialityCode4 
	XDSDocumentEntry. 

confidentialityCode2 
	O 
	M 

	$homeCommunityId 
	なし
	O3 
	-- 


1$XDSSubmissionSetEntryUUIDまたは$XDSSubmissionSetUniqueIdが指定されること。このトランザクションは、もし両パラメータが指定されるとエラーを返送する。
2ITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.5.で指定されているようにAND/ORセマンティックスをサポートする。

3homeCommunityId値が、<AdhocQuery id=“…”home=“urn:oid:1.2.3”… >におけるような、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のホーム属性として指定される。文書利用者アクタは、もし特定のEntryUUIDまたはUniqueIDを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答入力の一部
としてこの属性に対する値を受け取ると、homeCommunityId値を指定する。より詳細についてはITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.8を参照。
4ITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.4 Code/Code-Schemeの符号化における仕様に従って符号化される。

3.18.4.1.2.3.7.11　GetFolderAndContents 
XDSFolderオブジェクトおよびそのコンテンツを検索取得する。XDSFolderオブジェクトはentryUUIDまたはuniqueId属性によって選択される。返送されたXDSDocumentEntryオブジェクトは、もしそのパラメータが含まれている場合にはリストアップされた守秘コードの1つと合致しなければならない。
リターンズ：
•
問い合わせで指定されたXDSFolderオブジェクト
•
問い合わせで指定されたXDSFolderオブジェクトを参照しているsourceObject属性をもつHasMemberタイプのアソシエーションオブジェクト
•
上記したアソシエーションオブジェクトの1つのtargetObject属性によって参照されているXDSDocumentEntryオブジェクト

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSFolderEntryUUID 
	XDSFolder. entryUUID 
	O1 
	-- 

	$XDSFolderUniqueId 
	XDSFolder. uniqueId 
	O1 
	-- 

	$XDSDocumentEntryFormatCode4 
	XDSDocumentEntry. formatCode 
	O 
	M 

	$XDSDocumentEntryConfidentialityCode4 
	XDSDocumentEntry. 

confidentialityCode2 
	O 
	M 

	$homeCommunityId 
	なし
	O3 
	-- 


1 $XDSFolderEntryUUIDまたは$XDSFolderUniqueIdが指定されること。このトランザクションは、もし両方のパラメータが指定されるとエラーを返送する。

2 ITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.5.で指定されているようにAND/ORセマンティックスをサポートする。

3 homeCommunityId値が、<AdhocQuery id=“…”home=“urn:oid:1.2.3”… >におけるように、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のホーム属性として指定される。文書利用者アクタは、もし特定のEntryUUIDまたはUniqueIDを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答入力の一部としてこの属性に対する値を受け取ると、homeCommunityId値を指定する。より詳細についてはITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.8を参照。

4 ITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.4 Code/Code-Schemeの符号化における仕様に従って符号化される。

3.18.4.1.2.3.7.12　GetFoldersForDocument
問い合わせによって与えられたXDSDocumentEntryオブジェクトを含んでいるXDSFolderオブジェクトを検索取得する。XDSDocumentEntryオブジェクトはentryUUIDまたはuniqueId属性によって選択される。
リターンズ：指定したXDSDocumentEntryオブジェクトを含んだXDSFolderオブジェクト。より具体的には、目標のXDSDocumentEntryオブジェクトを参照するtargetObject属性を有しているHasMemberタイプの各アソシエーションオブジェクトに対して、もしXDSFolderタイプの場合にはsourceObjectによって参照されているオブジェクトを返送する。
	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryEntryUUID 
	XDSDocumentEntry. entryUUID 
	O1 
	-- 

	$XDSDocumentEntryUniqueId 
	XDSDocumentEntry. uniqueId 
	O1 
	-- 

	$homeCommunityId 
	なし
	O2 
	-- 


１ $XDSFolderEntryUUIDまたは$XDSFolderUniqueIdが指定されること。このトランザクションは、もし両方のパラメータが指定されるとエラーを返送する。
2  homeCommunityId値が、<AdhocQuery id=“…”home=“urn:oid:1.2.3”…>におけるように、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のホーム属性として指定される。文書利用者アクタは、もし特定のEntryUUIDまたはUniqueIDを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答入力の一部としてこの属性に対する値を受け取ると、homeCommunityId値を指定する。より詳細についてはITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.8を参照。
注：単一XDSDocumentEntry.uniqueIdに対する問い合わせは複数の結果を返送することができる。説明に関しては文書メタデータ複製についてのITI TF-3: 4.1.4を参照。
3.18.4.1.2.3.7.13　GetRelatedDocuments

アソシエーションオブジェクト経由で指定されている文書と関連するXDSDocumentEntryオブジェクトを検索取得する。さらに、アソシエーションオブジェクトを返送する。指定された文書はUUIDまたはuniqueIdによって指名される。問い合わせは以下を返送する。

•
アソシエーションオブジェクト、ここで、 

•
sourceObjectオブジェクト属性またはtargetObject属性は、指定した文書を参照する。
•
sourceObject属性およびtargetObject属性の両方が文書を参照する。

•
associationType属性は、$AssociationTypesパラメータに含まれている値と一致する。
•
アソシエーションオブジェクトのtargetObject属性またはsourceObject属性によって参照されるXDSDocumentEntryオブジェクトは、上記と合致する。
注：
問い合わせの副作用は、少なくとも1つのアソシエーションが返送されたとき、結果として指定した文書が返送されるということである。
注：
この問い合わせの副作用は、$XDSDocumentEntryUUID又$XDSDocumentEntryUniqueIdパラメータによって指定された文書がその他の文書とリンクするアソシエーションがない時は、文書およびアソシエーションが全く返送されないということである。
背景についてはITI TF-3：4.1.6文書関係およびアソシエーションを参照。

リターンズ：アソシエーションオブジェクトおよび関連するXDSDocumentEntryオブジェクト
前提：XDSDocumentEntryオブジェクトおよびアソシエーションタイプの集合

	パラメータ名
	属性
	Opt
	Mult

	$XDSDocumentEntryEntryUUID 
	XDSDocumentEntry. entryUUID 
	O1 
	-- 

	$XDSDocumentEntryUniqueId 
	XDSDocumentEntry. uniqueId 
	O1 
	-- 

	$AssociationTypes 
	名前付きの属性はない
	R 
	M 

	$homeCommunityId 
	なし
	O2 
	-- 


1$XDSDocumentEntryEntryUUIDまたは$XDSDocumentEntryUniqueIdが指定される。このトランザクションは、もし両方のパラメータが指定されるとエラーを返送する。
2homeCommunityId値が、<AdhocQuery id=“…”home=“urn:oid:1.2.3”… >におけるような、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のホーム属性として指定される。文書利用者アクタは、もし特定のEntryUUIDまたはUniqueIDを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答入力の一部としてこの属性に対する値を受け取ると、homeCommunityId値を指定する。
より詳細についてはITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.8を参照。
注：単一XDSDocumentEntry.uniqueIdに対する問い合わせは複数の結果を返送することができる。説明に関しては文書メタデータ複製についてのITI TF-3：4.1.4を参照。
3.18.4.1.2.3.8　homeCommunityIdの利用 
登録簿保存問い合わせはhomeCommunityIdを利用する。これはコミュニティのためのグローバルにユニークなIDで、コミュニティにおけるデータへのアクセスを可能にするサービスのWebサービスエンドポイントを入手するために用いられる。homeCommunityIdは64文字に制限され、URIシンタックスに指定されているOIDとして構造化されている、例えば、homeCommunityIdの1.2.3urn:oid：1.2.3のようにフォーマットされる。

この利用方法は以下のとおりである：
•
コミュニティとの応答要素のアソシエーションを示すために、登録簿保存問い合わせトランザクションへの応答内へこれは返送される。ExtrinsicObject、RegistryPackageおよびObjectRef 要素内のebRIM‘home’属性として指定される。文書の利用者は値をあいまいなユニークなIDとして処理する。
•
これは登録簿保存問い合わせ要求へのオプションのパラメータで、患者idパラメータを要求しない。文書検索取得セットはどのコミュニティへ要求を出すかを示すように要求する。
患者idをパラメータとして要求しない、EntryUUIDまたはUniqueIDによる問い合わせを意味する保存問い合わせに対して： 

•
もし文書利用者がhomeCommunityIdを含んでいる以前の登録簿保存問い合わせ応答におけるEntryUUIDまたはuniqueIDを受け取ったときは、文書利用者はhomeCommunityIdパラメータを指定すること。 

•
homeCommunityId値は、問い合わせ要求のAdhocQuery要素上のhome属性として以下のように指定される。
<AdhocQuery id=”…” home=”urn:oid:1.2.3” … >

•
各問い合わせ要求は多くても1つのhomeCommunityId値を持つことができる。もし文書利用連していなければならない。複数の個々の問い合わせ要求は、異なったhomeCommunityIdと関連しているデータを検索取得するために利用することができる。 
3.18.4.1.2.4 保存問い合わせID 
規格XDS問い合わせは以下の問い合わせIDを割り当てられている。これらのIDは文書登録簿アクタ上に保存されている問い合わせを参照するためにAdhocQueryRequestで利用される。問い合わせ IDsはUUIDフォーマット(RFC4122)である。サポートしていない保存問い合わせIDを受け取るとエラーを返送すること。
注：問い合わせ IDの割り当て、問い合わせパラメータの定義化、および文書登録簿における問い合わせを実施することによって問い合わせを追加し、この問い合わせメカニズムを拡張することができる。

	問い合わせ名
	問い合わせ ID

	FindDocuments 
	urn:uuid:14d4debf-8f97-4251-9a74-a90016b0af0d 

	FindSubmissionSets 
	urn:uuid:f26abbcb-ac74-4422-8a30-edb644bbc1a9 

	FindFolders 
	urn:uuid:958f3006-baad-4929-a4de-ff1114824431 

	GetAll 
	urn:uuid:10b545ea-725c-446d-9b95-8aeb444eddf3 

	GetDocuments 
	urn:uuid:5c4f972b-d56b-40ac-a5fc-c8ca9b40b9d4 

	GetFolders 
	urn:uuid:5737b14c-8a1a-4539-b659-e03a34a5e1e4 

	GetAssociations 
	urn:uuid:a7ae438b-4bc2-4642-93e9-be891f7bb155 

	GetDocumentsAndAssociations 
	urn:uuid:bab9529a-4a10-40b3-a01f-f68a615d247a 

	GetSubmissionSets 
	urn:uuid:51224314-5390-4169-9b91-b1980040715a 

	GetSubmissionSetAndContents 
	urn:uuid:e8e3cb2c-e39c-46b9-99e4-c12f57260b83 

	GetFolderAndContents 
	urn:uuid:b909a503-523d-4517-8acf-8e5834dfc4c7 

	GetFoldersForDocument 
	urn:uuid:10cae35a-c7f9-4cf5-b61e-fc3278ffb578 

	GetRelatedDocuments 
	urn:uuid:d90e5407-b356-4d91-a89f-873917b4b0e6 


3.18.4.1.2.5　ここは意図的に空白にしている
3.18.4.1.2.6　大きな問い合わせ応答の管理 
EbXMLバージョン3.0は問い合わせ結果のページネイションをサポートする(ebRSバージョン3.0 チャプター6.2)。規格内での保存問い合わせ性能と問い合わせ結果のページネイション性能間の相互作用は調整されていないので一緒に使うことは推奨していない。その代わりに問い合わせページネイションが文書の利用者アクタ内で実行されることを推奨する。
全ての大きな問い合わせについてreturnType=“ObjectRef”を指定することによってこれを達成することが可能である。これは完全なオブジェクト(large XML structures)の代わりに参照資料リスト(UUIDs)を返送する。これは何千ものオブジェクトを返送する問い合わせに対しては実用的である。
表示するページを作成するために、少数のオブジェクトを二番目の問い合わせによって検索取得することができる。これは各ページで繰り返される。例として、多数の文書をリストアップするために以下の問い合わせシーケンスを利用することが可能である：
•
ObjectRefs (UUIDs)の大きな集合を返送するreturnType=“ObjectRef”を有するFindDocuments問い合わせ
•
リストの一頁を作成するための詳細を返送する上記したUUIDsのサブセットとともに発行されたreturnType=“LeafClass”を有するGetDocuments問い合わせ。
OR

リストの一頁を作成するための詳細を返送する上記したUUIDsのサブセットとともに発行されたreturnType=“LeafClass”を有するGetDocumentsAndAssocations問い合わせ。アソシエーションオブジェクトを検索取得することによって、文書交換、変換、および修正の存在をディスプレイに含めることができる。
3.18.4.1.2.7　Webサービス搬送 
問い合わせ要求および応答は、ITI TF-2x：附属書Vに指定されている要求事項に従って、Webサービスを用いて送信される。
保存問い合わせサービスについて述べているWSDLに対する特定の値がこのセクションに記載されている。文書登録簿アクタは、SIMPLE SOAPメッセージとしてフォーマットされた登録簿保存問い合わせ要求を受け入れ、さらに、SIMPLE SOAPメッセージとしてフォーマットされた登録簿保存問い合わせ応答に対して応答する。
文書利用者アクタは、SIMPLE SOAPメッセージとしてフォーマットされた登録簿保存問い合わせ要求を生成し、さらに、SIMPLE SOAPメッセージとしてフォーマットされた登録簿保存問い合わせ応答を受け入れる。
IHE-WSP201)　属性/wsdl:definitions/@nameが“文書登録簿”でなければならない。
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以下のWSDL命名方法を適用する：

IHE-WSP202)WSDLのtargetNamespaceは“urn:ihe:iti:xds-b:2007”でなければならない。
これらはWSDL定義に現れる順番で提示された登録保存簿問い合わせトランザクションに対する要求事項である。 

•
以下のタイプは／定義／タイプセクションに読み込み(xsd:読み込み)すること。
•
namespace=" urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:xsd:query:3.0"、schemaLocation="query.xsd" 

•
登録保存簿問い合わせ要求メッセージの/definitions/message/part/@element 属性 は“query:AdhocQueryRequest”として定義すること。
•
登録保存簿問い合わせ応答メッセージの/definitions/message/part/@element 属性 は“query: AdhocQueryResponse”として定義すること。
•
登録簿保存問い合わせ要求メッセージに対する/definitions/portType/operation/input/@wsaw:Action属性は“urn:ihe:iti:2007:RegistryStoredQuery”として定義すること。 

•
登録簿保存問い合わせ応答メッセージに対する/definitions/portType/operation/output/@wsaw:Action属性は“urn:ihe:iti:2007:RegistryStoredQueryResponse”として定義されること。
•
/definitions/binding/operation/soap12:operation/@soapAction属性は“urn:ihe:iti:2007:RegistryStoredQuery”として定義すること。

[image: image103.wmf]以下のWSDL断片は登録簿保存問い合わせトランザクションの定義の例を示している：
文書保管および文書登録簿アクタのための完全なWSDLはITI TF-2x：附属書Wにある。
3.18.4.1.2.7.1　SOAPメッセージのサンプル 

以下の2つのセクションにあるサンプルは典型的なSOAP要求およびそれに関連するSOAP応答である。サンプルメッセージは、WS-アドレスヘッダ<a:Action/>、<a:MessageID/>、<a:ReplyTo/>…をも示している； IHE ITI TF-2x：附属書V：IHEトランザクションのためのウェッブサービスに従って、これらのWS-アドレスヘッダにデータが入力される。
SOAPメッセージの本体は簡潔にするために省略されている；実際のシナリオでは空要素に適切なメタデータを投入する。

このセクションで示しているサンプルはIHE FTPサイトからオンラインで入手することができる。ITI TF-2x：附属書Wを参照。

3.18.4.1.2.7.1.1 登録簿保存問い合わせSOAP要求のサンプル
<s:Envelope xmlns:s="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope" 
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3.18.4.1.2.7.1.2　登録簿保存問い合わせSOAP応答のサンプル
[image: image105.png]Client Authentication

‘Kerberized Server

Transaction Name





3.18.4.1.3　想定される動作 
文書登録簿アクタは 

1.　AdhocQueryRequestメッセージにあるパラメータ化した問い合わせを受け取る

2.
必要なパラメータが要求に含まれていることの妥当性を確認する。さらに、上記セクション‘要求された問い合わせのためのパラメータ’に文書化されている特別規則の妥当性も確認する。
3.　以下の条件に対してはエラーを返送する： 

•
未知の問い合わせID(エラーコードXDSUnknownStoredQuery)

•
必要なパラメータがない(エラーコードXDSStoredQueryParamNumber) 

ITI TF-3：4.1.13追加エラーコードのためのエラー報告とエラー応答フォーマットに関する一般情報を参照。
4.
問い合わせ要求で与えられた問い合わせIDに基づいて問い合わせの内部実行テンプレートを検索取得する。ITI TF-2a: 3.18.4.1.2.3.7 必要な問い合わせのためのパラメータ　に示している適切なパラメータで置き換え、問い合わせを実行する。
•
登録簿保存問い合わせ要求で指定されているときは、文書登録簿はhomeCommunityId値を受け入れる。
•
問い合わせへのパラメータとして指定されている患者IDが文書登録簿にとって未知の場合には、要素なしで応答をうまく返送すること。
5.　AdhocQueryResponseメッセージにあるXMLフォーマットメタデータを返送する。
•
文書登録簿は全ての適切な要素についてのhomeCommunityID属性を指定する。homeCommunityId属性は、ebRIM規格で指定された’home’属性に対応する。homeCommunityIdについてのより詳細な情報に関してはITI TF-2a：3.18.4.1.2.3.8を参照。home属性を含んでいる要素は：
•
もしreturntype=“LeafClass”ならば、ExtrinsicObjectおよびRegistryPackage要素はhome属性を含むこと。 

•
もしreturnType=“ObjectRef”ならば、ObjectRef要素はhome属性を含むこと。
このトランザクションはAdhocQueryResponseメッセージにエラーと結果の両方を返送することがある。このためには返送されたAdhocQueryResponseメッセージは、RegistryObjectList要素およびRegistryErrorList要素の両方を含むことになる。エラー応答フォーマッティングについての更なる詳細についてはITI TF-3：4.1.13を参照。
3.18.4.1.3.1　問い合わせ要求のサンプル
この問い合わせの例は以下を指示する： 

•
FindDocuments問い合わせ(AdhocQuery要素のid属性)

•
patientID st3498702^^^&1.3.6.1.4.1.21367.2005.3.7&ISO 

•
認証された文書のみを返送する
•
時間範囲（作成時刻）200412252300 to 200501010800　
•
救急部門の保健医療施設タイプコード　

保存問い合わせへのパラメータとして名前/数値ペアを指定するためにebRS 3.0はSlotを用いるよう指示することに注意。
注：読みやすいように問い合わせパラメータ名を強調表示してある。
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以下の例は、entryUUIDsの指定したリスト(urn:uuid:aff99222-18e3-4812-bc71-c410b2860e18、 urn:uuid:aff99222-18e3-4812-bc71-4255 c410b2860e19、 urn:uuid:aff99222-18e3-4812-bc71-c410b2860e20)

および対応するhomeCommunityId値(urn:oid:1.2.3)に対するXDSDocumentEntryオブジェクトのための文書取得問い合わせを示している：
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3.18.4.1.3.2　意図的に空白にしてある
3.18.4.1.3.3 問い合わせ応答のサンプル
この問い合わせ応答のサンプルは上記の問い合わせに対応している。問い合わせ応答メッセージはバージョン3.0 ebRIMおよびebRSに符号化してあることに注意。このサンプル応答およびebXML 登録簿バージョン3.0スキームファイルは、オンラインで入手可能である。http://wiki.ihe.net/index.php?title=ITI_Implementation_Guideにある実行ガイドには、このような補遺が含まれている。
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下記の問い合わせ応答は上記(繰返しセクションが…で置き換え)と同じで、読みやすいように太字で記載されhomeCommunityId属性が指定されている。urn:uuid:08a15a6f-5b4a-42de-8f95-89474f83abdfというentryUUIDまたは1.3.6.1.4.1.21367.2005.3.99.1.1010というuniqueIDを指定するその後の要求は問い合わせにおけるurn:oid:1.2.3というhomeCommunityId値を含む。



3.18.4.1.3.4　ここは意図的に空白にしてある
3.18.4.1.3.5　基本患者プライバシー強化オプション
もし基本患者プライバシー強化オプションが実施されると： 

1.
全ての文書利用者アクタはXDS登録簿保存問い合わせトランザクションにおけるconfidentialityCodeのリストを提供し、XDS登録は少なくとも1つの合致するconfidentialityCodeをもつ文書のみを返送する。このように、少なくとも1つの要求コードがない文書は返送されることはない。 

2.
文書利用者アクタは、患者プライバシー同意ポリシー、患者プライバシー同意ポリシーID(OIDs)およびXDSアフィニティドメインポリシーを理解し強化するために必要な関連情報で設定することができるようにする。この詳細は製品固有のものでありIHEでは指定しない。
3.
文書利用者は、返送されたconfidentialityCodeの少なくとも1つを理解していない文書へのアクセスを許可してはならない。これによって、文書利用者が設定されたサポート以上に制限されているconfidentialityCodeのついた文書を文書利用者が不適切に取り扱うことがないようにする。 

4.
文書利用者アクタは、文書と関連するメタデータのconfidentialityCodeによって表されたXDSアフィニティドメインポリシーに従わなければならない。同様に文書利用者アクタは、守秘コードをいかに問い合わせ結果に応用するかの詳細を決めるためのユーザアクセス制御またはビジネス規則能力を有している。この詳細は製品固有であるためIHEでは指定しない。これらの規則は、問い合わせ結果をアクタおよびユーザの現在の状況に適した結果のみに削減する。
5.
注：登録簿は、登録簿保存問い合わせに示している要求されたconfidentialityCode (フィルタ) と合致する文書のみを返送するように既に要求されている。
6.
注：登録アクタを実行する製品は、許可済というavailabilityStatusをもち有効な患者として登録された全ての患者プライバシー応答文書を調べることによって、登録簿保存問い合わせ結果にさらにフィルタをかけることができる。 
3.18.4.1.3.6　基本患者プライバシー同意証明オプション 
もし基本患者プライバシー同意証明オプションが実行されると： 

1.
文書利用者アクタは、XDSアフィニティドメインにおいて認可済みの患者プライバシー同意応答文書の問い合わせが出来なければならない。文書(同意)の両フォーマットを得るために、この問い合わせを文書クラスによって行わなければならない。文書利用者アクタは結果としてのXDSメタデータからeventCodeListを認識することが出来なければならない。患者プライバシー同意応答文書XDSメタデータに関し必要な取扱い方法はない。
患者プライバシー同意応答文書の内容を検索取得するための文書利用者に対する要求事項はない。 
3.18.5　セキュリティに関する配慮 

関連するXDSアフィニティドメインセキュリティの背景については登録文書トランザクション(ITI TF-2a：3.14.5.1を参照)で検討している。

3.18.5.1　監査記録に関する配慮
登録簿保存問い合わせトランザクションは表3.20.6-1で定義した問い合わせ情報イベントである。関連するアクタは下記に従って監査イベントを記録しなければならない：

3.18.5.1.1　文書利用者監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt 
	値制約

	イベント
AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M 
	EV(110112、DCM、’問い合わせ’) 

	
	EventActionCode 
	M 
	‘E’ (Execute) 

	
	EventDateTime 
	M 
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M 
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M 
	EV(‘ITI-18’、‘IHE トランザクション’、‘登録簿保存問い合わせ’) 

	生成源（文書利用者）（1）

	要求者(0..n)

	宛先（文書登録簿）(1)

	監査生成源（文書利用者）

	患者(0..1)

	問い合わせパラメータ(1)


ここで：
	生成源
AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	C
	WSアドレスを用いるとき： <ReplyTo/>

	
	AlternativeUserID 
	M
	局部システムログにおける局部OS内で使用されているような処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真” 

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	“1”マシーン(DNS)名に対して “2”IPアドレスに対して

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC3881で指定したようなマシーン名またはIPアドレス

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant
	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人を同定する 

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない 

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	U
	このトランザクションを可能にするアクセス制御の役割

	
	NetworkAccessPointType
Code
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	宛先
	UserID 
	M
	SOAPエンドポイントURI 


	
	AlternativeUserID
	U 
	規定されていない

	
	UserName 
	U 
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M 
	“偽” 

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M 
	“1”マシーン(DNS)名に対して、 “2”IPアドレスに対して

	
	NetworkAccessPointID 
	M 
	RFC3881で指定したようなマシーン名またはIPアドレス


	監査生成源
AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID 
	U 
	規定されていない 

	
	AuditEnterpriseSiteID 
	U 
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode 
	U 
	規定されていない


	患者
(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M 
	“1”(人) 

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M 
	“1”(患者)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M 
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”) 

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M 
	HL7 CXフォーマットにおける患者ID 

	
	ParticipantObjectName 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectDetail 
	U 
	規定されていない

	問い合わせ

パラメータ
(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M 
	“2”(システムオブジェクト)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRoe 
	M 
	“24”(問い合わせ) 

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M 
	EV(“ITI-18”、“IHE トランザクションs”、“登録簿保存問い合わせ”) 

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M 
	保存問い合わせID(UUID)

	
	ParticipantObjectName 
	C 
	<ihe:HomeCommunityId/>の値が既知の場合

	
	ParticipantObjectQuery 
	M 
	the AdhocQueryRequest、符号化base64 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U 
	規定されていない


3.18.5.1.2　文書登録簿監査メッセージ： 
	
	フィールド名
	Opt 
	値制約

	イベント
AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M 
	EV(110112、DCM、“問い合わせ”) 

	
	EventActionCode 
	M 
	“E”(実行) 

	
	EventDateTime 
	M 
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M 
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M 
	EV(“ITI-18”、“IHEトランザクション”、“登録簿保存問い合わせ”) 

	生成源（文書利用者）（1）

	宛先（文書登録簿）(1)

	監査生成源（文書利用者）

	患者(0..1)

	問い合わせパラメータ(1)


ここで： 

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	C 
	WSアドレスを用いるとき：<ReplyTo/> 

	
	AlternativeUserID 
	U 
	規定されていない

	
	UserName 
	U 
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M 
	“真” 

	
	RoleIDCode 
	M 
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M 
	“1”マシーン(DNS)名に対して、“2”IPアドレスに対して

	
	NetworkAccessPointID 
	M 
	RFC3881で指定したようなマシーン名またはIPアドレス 


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID 
	M 
	SOAPエンドポイントURI 

	
	AlternativeUserID 
	M 
	ローカルシステムログにおけるローカルOS内で使用されているような処理ID

	
	UserName 
	U 
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M 
	“偽” 

	
	RoleIDCode 
	M 
	EV(110152、DCM、“宛先”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode
	M 
	“1”マシーン(DNS)名に対して、“2”IPアドレスに対して

	
	NetworkAccessPointID 
	M 
	RFC3881で指定したようなマシーン名またはIPアドレス.


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID 
	U 
	規定されていない. 

	
	AuditEnterpriseSiteID 
	U 
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode 
	U 
	規定されていない


	患者
(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M 
	“1”(人) 

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M 
	“1”(患者) 

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M 
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”) 

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M 
	HL7 CXフォーマットにおける患者ID 

	
	ParticipantObjectName 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectDetail 
	U 
	規定されていない

	問い合わせ

パラメータ
(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M 
	“2”(システムオブジェクト) 

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M 
	“24”(問い合わせ) 

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M 
	EV(―ITI-18‖、“IHEトランザクションs”、“登録簿保存問い合わせ”) 

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U 
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M 
	保存問い合わせID (UUID) 

	
	ParticipantObjectName 
	C 
	<ihe:HomeCommunityId/>の値が既知の場合

	
	ParticipantObjectQuery 
	M 
	the AdhocQueryRequest、符号化base64

	
	ParticipantObjectDetail 
	U 
	規定されていない


3.19　ノード認証
このセクションは、IHE ITIテクニカルフレームワークのトランザクション19に対応する。トランザクション19は、安全ノードアクタによって利用される。

3.19.1　適用範囲
ノード認証トランザクションにおいては、ローカルの安全ノードはリモートの安全ノードにそのIDを表明し、リモートノードのIDを認証する。この相互認証の後に、その他の安全トランザクションが2つのノード間の安全パイプを通じて行われる。

さらに、安全ノードはノードにアクセスを要求するユーザのIDを認証する。このユーザ認証はローカルな操作でありリモートノードとのコミュニケーションは関係しない。

3.19.2　ユースケースの役割

アクタ：安全ノード

役割：ネットワークの2つのノード間のプロトコル特有の信頼関係を確立すること。ユーザのIDを確立し、ノードで患者データおよびアプリケーションへアクセスすることを許可すること。

アクタ：ユーザ 
役割：ノードで入手可能なデータおよびアプリケーションへアクセスしたいと望む人

3.19.3　参照規格
DICOM 2003 PS 3.15： 
セキュリティプロファイル附属書B1：基本TLS安全搬送接続プロファイル 
IETF：搬送レイヤセキュリティ(TLS) 1.0 (RFC 2246) 
ITU-T：勧告 X.509 (03/00)“情報技術―オープンシステム相互接続―ディレクトリ：公開キーおよび属性証明書フレームワーク 
3.19.4　相互作用図
注：この作用図はノード認証やローカルユーザ認証シーケンスを暗示するものではない。


3.19.5　トリガーイベント 
ローカル安全ノードは、2つのノード間での情報交換が要求されたときにリモート安全ノードと認証処理を開始する。最初のトランザクションはノード認証トランザクションであり、IHEアクタによって実行されるその他全てのPHIトランザクションは確実なトランザクションでなければならない。この認証処理は確実な接続が成立したときに必要となる。

基本的な安全ノードはノード認証処理を全てのDICOM、HTTP、またはHL7接続に応用しなければならない。
3.19.6　メッセージのセマンティックス 
ノード認証トランザクションは、ノードのIDを示す証明書の交換を含んでいる。これらのIDは、ノードを認証するため、承認を伝えるため、および監査実施記録のために利用する。

3.19.6.1　証明書の妥当性確認 
ローカル組織（例えば、XDSアフィニティドメイン）は、信頼と直接比較連鎖の混ざったものをコミュニケーション認証のために用いているもののを選択する。これは、完全に選択したCAへの連鎖信頼に基づくか、直接比較のためのノード証明書の提供に完全に基づくか、または、その両方が混ざったものである。
注：
ATNA連鎖信頼のために用いるCAは、インターネットウェッブサーバを確認するために用いるCAのデフォルトブラウザ信頼リストとは異なっている。Verisignのような世界的なCAは、組織内の個々のノードが患者を識別できる情報と通信すべきまたは通信すべきでないかを一般に決定するほどには信頼されていない。
リモート安全ノードを認証するときに、ローカル安全ノードは： 

•
信頼できるCAによる署名に基づいて証明書の妥当性を確認することができること(ITI TF-2a：3.19.6.1.1を参照)、および

•
信頼できる証明書セットに対して直接の証明書の妥当性を確認することができること(ITI TF-2a：4640 3.19.6.1.2を参照)
証明書の妥当性確認に失敗したときはコミュニケーションを拒否することができるか、識別できないその他の関係者に対して適正なコミュニケーションのみに制限することができる。 
3.19.6.1.1　信頼できる認証機関との連鎖　
安全ノードまたは安全アプリケーションは：
•
信頼連鎖の中で用いるノード証明書を確認するためにどのCAが信頼できるかを設定する手段を提供する。これらのCAは、署名CAに対する公共署名証明書によって識別される。

•
決定論的な符号化規則(DER)および基本的符号化規則(BER)の両方を用いて符号化したデジタル証明書をサポートすることが必要である。

•
信頼できる署名機関としてリストアップされているCAによって署名された証明書があるコミュニケーションを受け入れなければならない。 

3.19.6.1.2　直接の証明書の妥当性確認 
安全ノードまたは安全アプリケーションは： 

•
例えば取り外し可能な媒体またはネットワーク交換を経由して、要求された証明書を導入するための手段を提供すること（ここで信頼できる証明書セットはCAが署名した証明書と自己署名証明書の混ざったものでもよい）。
•
決定論的な符号化規則(DER)および基本的符号化規則(BER)の両方を用いて符号化したデジタル証明書をサポートすることが必要である。 

•
直接の証明書の妥当性確認のために受け入れ可能となっている証明書があるコミュニケーションを受け入れなければならない。 
3.19.6.1.3　その他の証明書の要求事項 
安全ノードは特定の証明書属性コンテンツを要求してはならないし、未知の属性またはその他のパラメータを含んだ証明書を拒否してはならない。ノード証明書に対してCNはしばしばホスト名であり、このホスト名を使うことによって更なるセキュリティが与えられることはなく、さらに、新しい失敗モード(例えば、DNS失敗)が導入される、ということに注意が必要である。

相互認証のために用いる証明書は、キー長が1024-4096の範囲のRSAキーに基づいているX509証明書である。ここで選択したキー長はローカルサイトの方針に基づいている。証明書の許容可能な最長有効期間は、適用するセキュリティ方針において決めなければならない。IHEテクニカルフレームワークは最長有効期間として2年間を推奨する。 
認証されたノードについて、どれに通信する許可を与えるかを決めるために使用する方法は規定しない。これは信頼された証明書、証明書内のある属性、アクセスコントロールリスト、または、その他の方法のセットの二重用途である。証明書連鎖を用いて認証を決めるために外部の信頼された証明機関に戻ることには強く反対する。
3.19.6.2 DICOMとHL7の接続
HL7およびDICOMトランザクションはこのセクションにある仕様を順守することを要求される。物理的に信頼できるネットワーク上に設定されているときは普通のDICOMとHL7接続メカニズムを用いなければならない。

物理的に信頼できるネットワーク上に設定されていないときはTLSプロトコルを用い、以下に示すcyphersuiteをサポートしなければならない。

TLS_RSA_WITH_NULL_SHA
ATNA暗号化オプションを実行する場合は、以下に示す暗号スイートをもサポートしなければならない。

TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA.
物理的に確実なネットワーク上に安全ノードが設定されているときには、DICOMによって規定され推奨された“良く知られたポート2762”を用いなければならない。確実なノードが物理的に確実なネットワーク上に設定されているときは、異なったポート番号、できれば規格ポート104を用いる。
HL7はポート番号を規定しないが、物理的に確実なネットワーク上に設定されたときに用いられるポート番号は、物理的に確実ではないネットワーク上に設定されたときに用いられるポート番号と異なっていなければならない。

全ての安全ノードは物理的に確実なネットワーク上、または、物理的に確実ではないネットワーク上で用いるために設定可能でなければならない。安全ノードが物理的セキュリティのために設定されているときは、非TLS DICOMポートおよびプロトコルを用いなければならない。 
3.19.6.3　HTTP 接続
3.19.6.3.1　想定される動作 
HTTP接続は上記したHL7およびDICOM TLS接続と同様に、TLS接続を用いて行うが、ポート番号は設定可能とする。HTTPコミュニケーションには暗号化オプションが要求される。 
注：
IHEはDICOMおよびHL7接続が暗号化なしを用いることを許可する、なぜならば、これらの接続はしばしば組織の内部であり、その他のセキュリティメカニズムによって保護されており、DICOMの場合には、大量のデータを搬送するからである。トラフィックに追加的な暗号化を強制的に要求することは性能に大きなインパクトを与えることになる。HTTPコミュニケーションははるかに少量であり、既存の多くのブラウザは暗号化なしをサポートしていない。

もし安全ノードが物理的セキュリティのために設定されているときは、普通のHTTPプロトコルを用いなければならない。

3.19.6.4　Web-サービス 
3.19.6.4.1　想定される動作 
信頼されたアソシエーションが、WS-I基本的セキュリティプロファイルバージョン 1.1を用いて2つのノード間に確立されなければならない。このアソシエーションは、2つのノードにあるIHEアクタ間の全ての確実なトランザクションに利用される。IHE ITI TF-2a：3.19.6.2“HTTP接続”およびWS-I基本的セキュリティプロファイル– セクション3“搬送層メカニズム”は同じものであり、相互利用が可能であることに注意すること(即ち、http://ws-i.org/profiles/basic-security/1.1/transport) 。
3.19.7　ローカルユーザの認証 
安全ノードは利用者がノードにログオンを希望したときに利用者の認証処理を開始する。ローカルの利用者認証を確実に完了していない操作者にたいして、確実なノードはPHIへのアクセスを許可してはならない。ローカルユーザ認証はIHEが規定するネットワークトランザクションではないが、利用者認証のためにネットワークシステムを利用する。

これは安全ノードにおける機能のローカルな援用である。利用者のIDは以下のような方法に基づいた安全ノードアクタによって確立される：
•　ユーザ名およびパスワード

•　生体認証

•　スマートカード

•　磁気カード

ユーザは本人だけに与えられたIDを用いてログインする。IDは安全ノードドメインで一意的でなければならない。ユーザは1つ以上のIDを持っていてもよい。安全ノードは安全ノードに対して許可されたユーザのリストを整備するために設定可能でなければならない。

ユーザに個人の一意的なIDを割り当てる規則は保健医療企業のセキュリティ方針の一部である。このような規則を作成することは、IHEテクニカルフレームワークの範囲外である。以下は実際に発生すると考えられるユーザ識別に関連したいくつかの特別な例である。 

3.19.7.1　例：チームアプローチ
操作者が医療行為を行っているチームメンバであるときに、データの作成やアクセスを行っているチームの他のメンバは、手動で識別し、医療行為ログに記録（これは紙であったり電子的であったりする）しなければならない。また、実際には全員が装置にログオンしていない（多くの場合には出来ない）が全員がデータにアクセスしたと仮定している。

いくつかの医療行為中では、一人の操作者がシステムですでに認証された操作者を解放する必要があるかもしれない。最初の操作者がログオフし、システムが新しい操作者を認証することを推奨する。

監査ログはアクティブな参加者の識別をサポートする。これはしばしばチームの単一キーメンバとして定義する。チームの種々のメンバの出入りを追跡するためにはその他の手段を用いる。IHEは特定のチーム識別処理については規定していない。

3.19.7.2　例：ロックされた検査室へのアクセス、ユーザはモダリティにログオンなし。 
データ収集モダリティにユーザのログオン機能がない状況で、機器へのアクセスが検査室へのアクセスを管理することによってコントロールされている場合がある。このような場合には、機器に特有のユーザIDが用いられ、検査室へのアクセスは（用紙または電子的な）医療行為ログに記録することが望ましい。

3.19.7.3　例：企業ユーザ認証 
保健医療企業は、企業ユーザ認証プロファイル（EUA）を用いてローカルユーザ認証を実行する。この実行は、各ノードのEUA内部利用EUAアベイラビリティに基づいて、安全ドメインへの他の非EUAアクセスと混ざっていてもよい。

3.20　監査イベントの記録 
このセクションはIHE ITインフラストラクチャテクニカルフレームワークのトランザクション20に対応している。トランザクション20は、監査記録管アクタとコミュニケーションする監査証跡と機器認証統合プロファイルをサポートする全てのIHEアクタによって利用される。

3.20.1　適用範囲
監査イベントの記録トランザクションにおいては、IHEアクタは監査記録庫における監査ログに記入する。

3.20.2　ユースケースの役割


アプリケーションまたはアクタ：安全ノードアクタとグループ化された何れかのアクタまたは何れかのその他のアプリケーション。
役割：監査記録を作成しこの記録を監査記録庫へ送る。

アクタ：監査記録庫

役割：監査記録クリエータから監査記録を受取り、これを監査目的で保存する。

3.20.3　参照規格
IETF：
BSDシスログプロトコル(RFC 3164)；

シスログのための信頼できる送付(RFC 3195)；

保健医療アプリケーションのためのセキュリティ監査およびアクセス説明責任メッセージXMLデータ定義(RFC 3881)。

DICOM：
補遺95

ASTM：
E2147-01ヘルス情報システムへの利用のための監査および公開ログ標準仕様　

NIST：
SP 800-92コンピュータセキュリティ管理へのガイド 
W3C：
推奨： 拡張できるマークアップ言語 (XML) 1.0 

3.20.4　相互作用図

3.20.5　監査イベントの記録
監査記録庫は監査記録メッセージを受け入れる。監査記録庫による結果の利用はこのIHE テクニカルフレームワークの適用範囲外である。

3.20.6　トリガーイベントおよびメッセージのセマンティックス
監査ログはユーザがデータに対し実行する動作の記録である。動作としては、問い合わせ、観察、追加、削除および変更である。IHEアクタは、IHEトランザクション関連のイベントが発生したとき、または、非トランザクションイベントが発生したときに、監査記録を作成する。IHEは、表3.20.6-1で定義したイベントがIHE監査証跡によって報告できることを明らかにする。
放射線機器も、イベントのサブセットがIHE暫定監査メッセージフォーマットによって報告できることが分かるかもしれない。IHE拡張によってDICOM監査メッセージ規格へ製品およびシステムをアップグレードすることを管理するための方策として以外には、これは推奨していない。
表3.20.6-1.　監査記録トリガーイベント
	トリガーイベント
	説明
	生成源用語

	Actor-start-stop 
	あらゆるアクタの起動および停止。全てのアクタに適用する。ハードウエアの電源入力や運転停止とは区別する。 
	DICOM (Sup 95) “アプリケーション活動y” 

	Audit-Log-Used 
	監査証跡記録庫は監査証跡メッセージの到着以外によってアクセスまたは修正される。 
	DICOM (Sup 95) “使用した監査ログ” 

	Begin-storing-instances 
	検査のためにSOPインスタンスを保存開始する。これはインスタンスの混ざったものである。 
	DICOM (Sup 95) “DICOMインスタンスを搬送し始める” 

	Health-service-event 
	ケアのインスタンスやエピソード内で計画し実行するヘルスサービス。この中にはスケジューリング、開始、更新または修正、行動の実行または完了、およびキャンセルを含んでいる。下記注を参照。 
	IHE拡張 (ITI TF-2a: 3.20.7.3) “ヘルスサービス提供イベント”

	Instances-deleted 
	SOPインスタンスを特定の検査から削除する。1つのイベントは特別の検査のために削除した全てのインスタンスを対象とする。 
	DICOM (Sup 95) “DICOMインスタンスアドレス”または“DICOM検査削除” 


	トリガーイベント
	説明
	生成源用語

	Instances-Stored 
	特別の検査のためのインスタンスはこのシステムに保存される。1つのイベントは特別の検査のために保存した全てのインスタンスを対象とする。
	DICOM (Sup 95)“DICOMインスタンス転送” 

	Medication 
	ケアのインスタンスまたはエピソード内での投薬オーダおよび投与。この中には初期オーダ、調剤、搬送およびキャンセルを含んでいる。下記注を参照。
	IHE拡張 (ITI TF-2a: 3.20.7.3)“薬剤イベント”

	Mobile-machine-event 
	移動型機器は安全ドメインと一緒になるか退去する。
	DICOM (Sup 95)“ネットワークエントリー” 

	Node-Authentication-
failure 
	安全ノード認証の不成功はTLSネゴシエーションのときに発生する、例えば、無効な証明書。
	DICOM (Sup 95)“セキュリティ警告“

	Order-record-event 
	作成、アクセス、修正または削除したオーダ記録。関連するアクタ：オーダ発行。この中には初期オーダ、更新または修正、搬送、完了、およびキャンセルを含む。下記注を参照。
	DICOM (Sup 95)“オーダ記録” 

	Patient-care-assignment 
	医療専門家、担当医、レジデント、医学生、コンサルタント等に関するスタッフまたは関与者の患者に対する任務割当て行動。これは、与えられた役割または権限の変更、例えば、医療行為ステータスの変更や任務変更、をも含んでいる。
	IHE拡張 (ITI TF-2a: 3.20.7.3)“患者ケアリソース割当”

	Patient-care-episode 
	ケアのインスタンス内で発生する特定の患者ケアエピソードまたは問題。この中には最初の任務、更新または修正、意思決定、完了、およびキャンセルを含んでいる。下記注を参照。
	IHE拡張 (ITI TF-2a: 3.20.7.3)“患者ケアエピソード”

	Patient-care-protocol 
	ケアプロトコルとの患者アソシエーション。これは最初の任務、スケジューリング、更新または修正、完了、およびキャンセルを含む。下記注を参照。
	IHE拡張 (ITI TF-2a: 3.20.7.3)“患者ケアプロトコル”

	Patient-record-event 
	作成、修正またはアクセスした患者記録。
	DICOM (Sup 95)“患者記録”

	PHI-export 
	CD-ROM可などの可搬型物理的メディアまたは電子メールなどのファイルの電子トランスファーのようなメディア上でのPHIの全ての書き出し。紙、フィルム、ローカルまたは遠隔のPHIを印刷する全ての印刷行為。
	DICOM (Sup 95)“書き出し”

	PHI-import 
	CD-ROM可などの可搬型物理的メディアまたは電子メールなどのファイルの電子トランスファーのようなメディア上でのPHIの全ての読み込み。
	DICOM (Sup 95)“読み込み”

	Procedure-record-event 
	作成、修正またはアクセスした医療行為記録。
	DICOM (Sup 95)“検査手続き記録”

	Query Information 
	IHEトランザクションの一部またはその他の製品の機能の一部としてといあわせを受け取っている。例えば、1）モダリティワークリスト問い合わせ、2）インスタンスまたは利用可能画像問い合わせ、3）PIX、PDQ、またはXDS問い合わせ

注：一般的ガイダンスは問い合わせパラメータとともに問い合わせイベントをログすることであり、問い合わせの結果ではない。問い合わせの結果は非常に大きくオーバーヘッドに対して制限された値となる可能性がある。問い合わせパラメータは間違った動作を検出するために有効であり、問い合わせパラメータが分かると結果も分かることが期待される。
	DICOM (Sup 95)“問い合わせ”


	トリガーイベント
	説明
	生成源用語

	
	必要な時に再生される。
	

	Security Alert 
	セキュリティ管理動作は、以下を作成、修正、削除、問い合わせおよび表示を行う：
1.
構成やその他の変更、例えば、防護された情報を処理する全てのソフトウエアに影響を与えるソフトウエア更新。ハードウエアの変更もこのイベントで報告してもよい。
2.
患者管理、臨床処理、ビジネスオブジェクトと方法の登録（例えば、WSDL、UDDI)、プログラム作成とメンテナンス、等々に用いるアプリケーション機能に対するセキュリティ属性および監査可能なイベント
3.
例えば、実在する全ての、組織化、部門化された等の種々の団体組織に従ったセキュリティドメイン。
4.
例えば、患者管理、看護、臨床等々の機能とデータのためのセキュリティ分類区分またはグループ。
5.
機能およびデータと関連する許可されたアクセス、例えば、特定の機能ユニットまたはオブジェクトアクセスまたは操作方法の作成、読取り、更新、削除および実行。
6.
種々のタスクグルーピング分類に従ったセキュリティの役割、例えば、セキュリティ管理、入院デスク、看護師、医師、臨床専門家、等々。役割ベースのアクセス管理の役割と許可の関係をも含んでいる。
7.
ユーザアカウント。これはパスワードまたはその他の認証データの割当てまたは変更を含む。ユーザベースのアクセス管理のユーザとの役割関係、またはユーザベースのアクセス管理のユーザとの許可関係をも含んでいる。
8.
許可されていないユーザがセキュリティ管理機能を使おうとする。
9.
監査の権限付与および権限無効化
10.ユーザ認証のキャンセル
11.緊急モードアクセス(即ち、Break-Glass)
セキュリティ管理イベントは常に監査されることが望ましい。
	DICOM (Sup 95) “セキュリティ警告”

	User Authentication 
	このメッセージは、成功不成功に関係なくログオンまたはログオフしようとするユーザのイベントについて述べている。このメッセージに参加者オブジェクトを必要としない。
	DICOM (Sup 95) “ユーザ認証”

	Study-Object-Event 
	検査は作成、修正、アクセスまたは削除される。既存の検査への新しいインスタンスの追加および新しい検査の作成について、これは報告している。
	DICOM (Sup 95) “DICOMインスタンスアクセス”

	Study-used 
	特定の検査からのSOPインスタンスが作成、修正またはアクセスされる。1つのイベントが特別の検査に用いる全てのインスタンスを対象としている。
	DICOM (Sup 95) “DICOM インスタンスアクセス”


注：
IHE拡張機能は、“臨床上の禁忌をチェック”というような語句を削除するために多くのIETFイベントの適用範囲を狭めた。これは、報告すべきイベントはPHIのアクセス、使用、作成、および
配布に関連するものを強調するために行う。この監査ログは全ての医療活動を追跡するための汎用目的の監視システムを目的としてはいない。その結果、多くの臨床上の有意なイベントは独立して報告していない。
3.20.6.1　監査記録移送 
このプロファイルは監査メッセージのための2つの移送メカニズムを定義している。 

1.
（将来）RFC-3195で定義されている’cookedモード’の信頼できるSyslogプロトコルを用いる移送。これは現在のIETF activity.4の結果によっては変更の可能性がある。
2.　　RFC-3164で定義されているBSD Syslogプロトコルを用いる移送。

監査記録庫はメッセージを受け取るための両移送メカニズムをサポートする。個々のIHEアクタは、利用をさらに制限する他のプロファイルと適合している限り、2つの移送メカニズムの何れを用いるかを選択してよい。

IHEは、配送確認、メッセージロス防止、およびメッセージ打切り防止などの問題を取り扱うので、信頼できるシスログを用いることを推奨している。信頼できるシスログプロトコルはローカルキャッシュおよび保存の利用を規定している。メッセージは受取者が成功裏に保存したことを確認するまでローカルで保管する。配送後はローカルの機材と機能の都合によって削除してもよい。

3.20.6.2　監査記録フォーマット 
IHEはいくつかの監査記録フォーマットを定義しており、将来のプロファイルではメッセージフォーマットをさらに定義するかもしれない。IHEアクタは1つ以上のこれら監査記録フォーマットを利用する。全ての監査記録フォーマットはXML符号化を用い、XMLスキーマで定義されている。監査記録スキーマの現在のリストは：
1.
TIHE監査証跡フォーマット。これは、ASTMが規定している医用監査要求を満たすためのIETF、HL7および DICOM団体によって開発され発行された規格に基づいたスキーマである。
2.
下記のセクション3.20.7で定義したIHE暫定監査記録フォーマット。これは以前にIHE放射線科テクニカルフレームワークの一部として定義されたものである。これを使用することは推奨していないし拡張機能は作成されないので、新しいアプリケーションには新しいIHE監査証跡フォーマットを用いることが望ましい。

3.20.6.3　監査メッセージ移送
IHEアクタは監査記録を作成し、監査記録庫へできるだけ早く移送する。何らかの理由で、監査記録庫がない時には、監査記録庫が再び利用できるようになるまでIHEアクタはローカルバッファーに監査記録を保存する。IHEアクタでのローカル監査記録は監査記録庫へ送付されたときは、この記録を削除してもよい。


4　現場における信頼できるSyslogの実施は非常に遅れている。IHEは進行中のIFTF活動の結果を待っている状態である。これらは、信頼できるSyslog‘cooked’を推奨するという元々のIETFの決定を確認することになるかもしれないし、このプロトコルを修正したものになるかもしれないし、または、差し替えになるかもしれない。IHE実装のためにこのプロトコルを選択しIETFで必要な機能を実現できるという証拠を確立してもよいが、これが変更になるかもしれないということを認識しておく必要がある。

注：
信頼できるSyslogプロトコルは、時々接続する移動型のデバイスの管理のための明確なサポートを有している。
3.20.6.3.1　信頼できるSyslog 
RFC-3195で定義されている‘cookedモード’の信頼できるSyslogを監査メッセージを移送するために用いる。メッセージのために用いるスキーマは’cooked’接続の確立の一部として識別する。

3.20.6.3.2　BSD Syslog 
BSD syslogは場合によっては適切で、IHE放射線科テクニカルフレームワーク、において定義されており、広く古くから用いられてきたプロトコルである。XMLメッセージは以下の方法でBSDの限界を打ち破るために認められている：

•　シスログポート番号は、BSDポート番号（514）がデフォルトとして、設定可能である。
•
メッセージは長さが32768バイトに制限されている。基本的な移送では1024以上の長さのメッセージは受け付けないことに注意が必要である。これは切り捨てられるかもしれない。監査記録庫はメッセージが任意に切捨てに対して準備しなければならない。

•
IHE暫定スキーマはメッセージのサイズを小さくするために短縮した名称を用いるが、1024バイトを超えることもある。これらが切り捨てられると結果としてXMLは不正確となり、メッセージの切り捨てた部分を完結するために監査記録庫によって修正する必要が出てくる。
•
XMLはUTF-8符号化規則を用いて符号化したUnicode文字を含んでもよい。UTF-8はsyslogプロトコルによって義務付けられた制御文字を利用しないようにしている、しかし、UTF-8に対応するようにしていないシステムにとっては何のことか分からないかもしれない。監査記録庫はUTF-8符号化を受け入れ、損傷なし、例えば8ビット全てを、保存しなければならない。
•
syslogパケットのMSG部分は監査XMLメッセージを含むだけである。TAG部分はメッセージに含まないようにする。
•　MSGはUTF-8の最短長にある。
•
syslogパケットのMSG部分に含まれているXMLメッセージは、unicode BOM（バイトオーダマーク）で始まらない。

PRIフィールドは施設値10（セキュリティ／許可メッセージ）を用いて設定する。殆どのメッセージはシビアリティ値5（正常であるが有意義）をもっていることが望ましいが、監査メッセージにおけるより詳細な情報に適しているときはアプリケーションによっては値4（警告状態）を選んでもよい。

これは多くの監査メッセージに対して、PRIフィールドは値“<85>”を含むということを意味している。監査記録庫は入ってくるあらゆるPRI値を適正に処理するように用意する。

3.20.7　監査メッセージフォーマット 
3.20.7.1　RFC-3881フォーマット 
共通のXMLスキーマはIHE、HL7、DICOM、ASTM E31、およびNEMA/COCIR/JIRA合同セキュリティおよびプライバシー委員会による共同作業に基づいて定義している。IHE ITインフラストラクチャテクニカルフレームワークとしては全てのIHEアクタによって生成された監査記録に対してこのスキーマを用いることが望ましい。スキーマは、http://www.faqs.org/rfcs/rfc3881.htmlにある。

DICOM規格、補遺95 監査証跡メッセージには、用語およびDICOM機器で発生するイベントに対するこれらのスキーマ要素を利用するためのさらなる仕様を提示している。
IHEはこれを評価し、より広い範囲に応用できるとしてより一般保健医療利用へと拡張した。

参考までに、スキーマ要素を下に図示している。作用図は左から右へ読む：右方向への要素は左手要素の一部である。

要求された単一要素。 NetworkEntry要素は、正確に1つのMachineAction要素で構成されている。


オプション単一要素。NetworkEntry要素は、零または1つのMachineAction要素で構成されている。


オプション複数要素。NetworkEntry要素は、零または何れの数のMachineAction要素で構成されている。

いくつかの要素からの1つの選択。ユーザはLocalUser要素またはRemoteNode要素で構成されている。

コンパウンド要素：要素ボックスの‘＋’は、要素がそれ以上の要素で構成されていることを意味している。もし文書のこの点までにこれらの拡張要素が発生していない場合には文書内で下記に従うことが期待できる。

要素AuditMessage

要素AuditMessage/EventIdentification 


要素AuditMessage/ActiveParticipant


要素AuditMessage/AuditSourceIdentification
要素AuditMessage/ParticipantObjectIdentification

注：
監査メッセージで符号化していないのであれば、ParticipantObjectDetailには属性の重複などの不必要な詳細を含まないことが望ましい。
3.20.7.2　DICOM監査証跡 
安全ノードアクタは、DICOM規格補遺95によって定義されたイベントを検出し、これらのイベントが生起したときにDICOM規格に適合する監査イベントの記録トランザクションを生成する。
DICOM規格は基本メッセージに対するスキーマを提供し拡張は有効であると提示する。このプロファイルは、スキーマ利用のためのW3C XML符号化規則、即ち、名前空間等に適合するプライベートな拡張を制限することはない。

3.20.7.3　IHE監査証跡 
DICOM規格とRFC-3881は、保健医療環境で生起することができる全ての種類のセキュリティおよびプライバシーイベントを扱っているわけではない。

ITI TF-2a：3.20.7.5に列挙した追加IHEが定義しているイベントは、その定義した目的のために利用する。これらの表で用いている表記法はDICOM規格で用いているものである。

メッセージはRFC-3881スキーマに基づいたインスタンスとして符号化する。一人以上の患者に適用するイベントがある場合には、各患者に対する別の監査メッセージが必要である。


3.20.7.4　その他のイベント報告書 
DICOMイベントまたはIHE拡張イベントに合致しないイベントも報告することができる。これらはRFC-3881に適合する。ATNAプロファイル、DICOM、またはRFC-3881はRFC-3881スキーマへのプライベート拡張を制限しない。しかし、何れのプライベート拡張も、スキーマ、名前空間などの利用のためのW3C XML符号化規則に適合する必要がある。

3.20.7.5　IHE拡張のための管理専門用語

このプロファイルはIHE拡張で用いる下記の管理された専門用語を定義する。

文脈 ID ccc1 
監査イベント ID 
タイプ: Extensibleバージョン: 2004xxxx
	符号化スキーム

指定者
	符号化

スキーム

バージョン
	コード値
	コードの意味

	IHE
	
	IHE0001
	ヘルスサービス提供イベント

	IHE
	
	IHE0002
	投薬治療イベント

	IHE
	
	IHE0003
	患者ケアリソース割当て 

	IHE
	
	IHE0004
	患者ケアエピソード

	IHE
	
	IHE0005
	患者ケアプロトコル


IHEコードの定義（符号化スキーム指名者“IHE”符号化スキームバージョン“2004”）

	コード値
	コードの意味
	定義
	注

	IHE0001 
	ヘルスサービス提供イベント
	ケアのインスタンス又はエピソード内で予約され実行されるヘルスサービス。これはスケジューリング、開始、更新または修正、行動の実行または完了、およびキャンセルを含んでいる。
	

	IHE0002 
	投薬イベント
	ケアのインスタンス又はエピソード内での投薬治療指示および投与。これは最初の指示、調剤、配送、およびキャンセルを含む。
	

	IHE0003 
	患者ケアリソース割当て
	医療専門家、担当医、レジデント、医学生、コンサルタント等に関するスタッフまたは関与者の患者に対する任務割当て行動。これは、与えられた役割または権限の変更、例えば、医療行為ステータスの変更や任務変更、をも含んでいる。
	

	IHE0004 
	患者ケアエピソード
	ケアのインスタンス内で発生する特定の患者ケアエピソードまたは問題。この中には最初の任務、更新または修正、意思決定、完了、およびキャンセルを含んでいる。
	

	IHE0005 
	患者ケアプロトコル
	ケアプロトコルとの患者アソシエーション。これは最初の任務、スケジューリング、更新または修正、完了、およびキャンセルを含む。
	


3.20.7.6　IHE暫定監査メッセージフォーム 
暫定XMLスキーマが監査記録のコンテンツに対して定義された。これはIHE放射線ドメインの一部として廃止予定の基本セキュリティ統合プロファイルにおけるIHEアクタによって生成したものである。ATNAプロファイルは、監査メッセージのための代替フォーマットとしてこのスキーマを含んでいる。これはIHE監査証跡フォーマットよりも柔軟性がないのでIHEを用いるためには推奨するフォーマットではない。推奨するフォーマットは上記した拡張IHE監査証跡フォーマットである。

しかしながら、IHE監査メッセージフォーマットは多くの診断機器があるところに適しており、等価なIHE監査証跡フォーマットに変換することができる。これは、また、多くの場所に据付けられ利用されている。したがって、IHE暫定監査メッセージフォーマットはIHE ITプロファイルの一部である。そのフォーマットからIHE監査証跡フォーマットへの移行を推奨してい。これはこの代替フォーマットの処理に起因する監査記録への負担を軽減するためである。

暫定XMLスキーマが、IHE放射線領域の基本セキュリティ統合プロファイルにおけるIHEアクタによって生成した監査記録のコンテンツに対して定義されている。監査記録は、保護されたヘルス情報に関する活動のための監査記録ログを生成するために利用される。

IHE暫定監査メッセージスキーマはITI TF-2x：補遺Fで述べている。

3.20.7.7　アクセス管理役割のあるRoleIDCode　

RoleIDCodeはCodedValueTypeである。あるイベントでのユーザ参加を記述するときに、この値はevent/transに権限を与えるアクセス管理役割/許可を示すことが望ましい。RFC-3881は多くのセキュリティシステムがこのデータを作り出すことができないことを示すので、したがって、これはオプションである。

例えば：“聖フレーザ”というサイトでは担当看護師に対して機能役割コード“NURSEA”を定義している。これはEV(“NURSEA”、“St Fraser”、“Attending Nurse”)と表すことができる。候補規格に基づく構造/機能役割コードはISO、HL7、ASTM、およびその他の種々の生成源に記載されている。
3.21　患者の個人情報の問い合わせ 
このセクションはIHE IT インフラストラクチャ テクニカルフレームワークのトランザクションITI-21に対応している。患者の個人情報利用者および患者の個人情報提供者アクタがトランザクションITI-21を利用している。
3.21.1　適用範囲
このトランザクションは患者の個人情報利用者アクタによる、問い合わせメッセージに提示されているデータと合致している個人情報データの患者に関する要求が含まれている。この要求は患者の個人情報提供者アクタによって受け取られる。患者の個人情報提供者アクタは要求を直ちに処理し合致した患者の個人情報の形で回答を返送する。

3.21.2　ユースケースの役割

アクタ：患者の個人情報利用者 
役割：患者の個人情報提供者からの個人情報基準の最少セット（例えば、IDまたは名前の一部）と合致する患者のリストを要求する。患者の個人情報提供者から受け取った個人情報を属性に入力する。

アクタ：患者の個人情報提供者 
役割：患者の個人情報利用者が提示する個人情報基準と合致する全ての患者の個人情報を返送する。 
3.21.3　参照規格 
HL7：バージョン2.5、チャプター2–管理 
バージョン2.5、チャプター3–患者管理 
バージョン2.5、チャプター5–問い合わせ 

3.21.4　相互作用図 

3.21.4.1　患者の個人情報問い合わせ 
3.21.4.1.1　トリガーイベント 
患者の個人情報利用者の要求である既知の最少データセットと合致する情報の患者に関する個人情報に基づいた患者選択は、下記のHL7 トリガーイベント：Q22–候補者検出に基づいて患者の個人情報問い合わせをトリガーする。

3.21.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
患者の個人情報問い合わせはHL7 QBP^Q22メッセージによって実行される。患者の個人情報利用者アクタは、個人情報データの最少セットと合致する情報の患者リストから選択する必要があるときは常に問い合わせメッセージを生成する。

下にリストアップしたメッセージのセグメントが必要となるが、それらの詳細な説明は以下のサブセクションに示している。

表3.21-1　パラメータによるQBP問い合わせ
	QBP
	パラメータによる問い合わせ
	HL7 2.5の

チャプター

	MSH 
	メッセージヘッダ
	2 

	QPD 
	問い合わせパラメータ定義
	5 

	RCP 
	応答管理パラメータ
	5 

	[DSC] 
	継続ポインタ
	2 


受信側はRSP^K22メッセージを送信して問い合わせに応答する。これが最初のモード確認応答の要求事項を満足する；ACKメッセージを即座に送る必要はない。
各患者の個人情報問い合わせ要求は2つの明確な概念を規定している。患者の個人情報問い合わせは患者の個人情報の単一生成源を目的にしている（このトランザクションは患者情報源と呼んでいる）。患者の個人情報提供者は1つ以上の個人情報の生成源を知っていてもよい。患者の個人情報提供者は少なくとも1つの患者の個人情報源をサポートするが、複数の個人情報源をサポートしてもよい。ITI TF-2a：3.21.4.1.2.1には、患者の個人情報利用者がどの個人情報源が問い合わせによって要求されているかをどのように規定するかについて述べている。

各問い合わせ応答は単一患者の情報源からの個人情報を送り返す。問い合わせにある第二の概念は問い合わせで参照された患者IDドメインのセットである。これらの患者IDドメインは患者情報源と関連していているかもしれないし関連していないかもしれない。患者の個人情報提供者は少なくとも1つの患者IDドメインをサポートするが、複数のIDドメインをサポートしてもよい。

ITI TF-2a：3.21.4.1.2.2には、患者の個人情報利用者が1つ以上の患者IDドメインからIDをいかにして要求するかについて述べている。問い合わせ応答は患者IDを0、1、または複数の患者IDドメインから返送してもよい。

3.21.4.1.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントは“メッセージ管理”セクション（ITI TF-2x：C.1.2)で定義しているよう作成される。患者の個人情報提供者は少なくとも1つ、場合によっては複数の患者情報源から個人情報を入手することができる。

1つ以上の患者情報源が得られるときは、フィールド MSH-5-受信アプリケーションはこの問い合わせが目的としている患者情報源を規定する。患者の個人情報提供者は、RSP^K22応答のMSH-3-送信アプリケーションにおけるこの値を返送する。MSH-5で規定した値とQPD-8 What Domains Returnedで要求された値との関連はない。

患者の個人情報提供者がサポートしている、患者の個人情報利用者が選択するための全ての受信アプリケーションについてリストを発行する。患者の個人情報の1つのみの生成源に対して各問い合わせの処理を行う。フィールドMSH-9-メッセージ タイプは少なくとも2つのコンポーネントを有している。最初のコンポーネントはQBPの値を有する；第二のコンポーネントはQ22の値を有する。第三のコンポーネントはオプションである；しかし、このコンポーネントがある場合にはQBP_Q21の値となる。
3.21.4.1.2.2　QPDセグメント 
患者の個人情報利用者アクタは、表3.21-2に記しているようにQPDセグメント内で属性を送付する。

表3.21-2.　IHEプロファイル－QPDセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名

	1 
	250 
	CE 
	R 
	0471 
	01375 
	メッセージ問い合わせ名 

	2 
	32 
	ST 
	R+ 
	
	00696
	問い合わせタグ

	3 
	
	QIP 
	R 
	
	
	個人情報フィールド

	8 
	
	CX 
	O
	
	
	ドメインが返送したもの


HL7規格、バージョン2.5から改作

利用者はQPD-1メッセージ問い合わせ名に対する“IHE PDQ問い合わせ”を規定する。

3.21.4.1.2.2.1　QPD-3-Demographicsフィールドのデータ入力 
フォールドQPD-3-Demographicsフィールドは、以上の繰返しで構成されており、それぞれは問い合わせへの名称と明確なパラメータの値を含む2つのコンポーネントを包含している。受け入れ可能なセグメントはPIDおよびPDIである。
各パラメータの最初のコンポーネントは、以下の形でHL7要素の名称を含んでいる

@<seg>.<field no>.<component no>.<subcomponent no>
上記フォーマットには、問い合わせパラメータで用いる要素を規定するための共通のHL7に従って以下のようにデータが入力される：

<seg>はHL7規格からの3文字セグメントIDを表している。

<field no>は、選択したセグメントのためのセグメント属性表のSEQ欄に示しているように、セグメント内でのフィールド番号である。

データタイプが複数のコンポーネントを含んでいるフィールドに対する<component no>は、値を持つコンポーネントの基数を含む。データタイプが複数のコンポーネントを含んでいないフィールドのためには、<component no>は値を持たず、その先行する期間は現れない。

データタイプが複数のサブコンポーネントを含んでいるコンポーネントのための<subcomponent no>は、値をもつサブコンポーネントの基数を含む。データタイプが複数のサブコンポーネントを含んでいないコンポーネントのためには、<subcomponent no>は値を持たず、その先行する期間は現れない。

各パラメータの第二のサブコンポーネントは合致すべき値を含んでいる。もし提供者にとって既知のアルゴリズムの限界内で合致の性質を制約することが望ましいときは、アルゴリズムおよび制約値はフィールドQPD-4からQPD-7までで規定してもよい。

下記の表にあるフィールドを患者の個人情報利用者は規定し、患者の個人情報提供者はサポートする。

患者の個人情報提供者は全ての検索基準に最も良く適合している個人情報記録を返送する。
表3.21-3.　サポートを要求されるPDQプロファイル－QPD-3フィールド
	FLD
	要素名

	PID.3 
	患者IDリスト

	PID.5 
	患者名

	PID.7 
	生年月日および時刻

	PID.8 
	管理上の性別

	PID.11 
	患者住所

	PID.18 
	患者会計番号


QPD-3におけるパラメータ表示の例：

@PID.5.1.1^SMITH~@PID.8^F
上記表示例は、姓（PID-5-患者名（データタイプXPN）の最初のコンポーネント（データタイプFN）の最初のサブコンポーネント（データタイプST））は値‘スミス’と合致し、性（PID-8-Sex (データタイプ IS)）は値‘女性’と合致する全ての患者を要求している。

3.21.4.1.2.2.2　QPD-8-What Domains Returnedのデータ入力
HL7規格の第3チャプターFind Candidates (Q22) 問い合わせの検討で規定されているように、フィールドQPD-8は、IDがPID-3に返送されるドメインのセットを制限する：
1.
複数ドメイン環境では、1つ以上の患者の個人情報利用者に目的とするドメインを識別するためにQPD-8を用いてもよいし、さらに、利用者はPID-3-患者IDのための値をこれから入手しようとする。MSH-5によって指定された患者情報源は、QPD-8-What Domains Returnedにリストアップされた患者識別ドメインの何れとも関連したり関連しなかったりするかもしれないことに注意すること。
もしQPD-8が空白の場合には、患者の個人情報提供者は、検索基準と合致する各患者に対する患者の個人情報提供者にとって既知の全ての患者IDを返送する。

この情報がいかに返送されるかについての詳細は、ITI TF-2a: 3.21.4.2.2.8のケース1を参照。もしQPD-8が規定されドメインが認識されると、患者の個人情報提供者は検索基準と合致する各患者に対する全ての患者IDを返送する。

この情報がいかに返送されるかについての詳細は、ITI TF-2a: 3.21.4.2.2.8のケース2を参照。患者の個人情報提供者によって認識されていない何れのドメインもエラー状態である。

この状態にいかに対処するかについてはITI TF-2a: 3.21.4.2.2.8のケース3を参照。
2.
単一ドメイン環境では、QPD-8は患者の個人情報提供者によって無視されてもよい。提供者は、患者の個人情報提供者に既知の患者識別ドメインからIDを常に返送する。

フィールドQPD-8内で、コンポーネント4（割当権限者）のみが値をもつ。

患者の個人情報提供者はQPD-8で規定したドメインからの追加IDを供給することができてもできなくてもよい。QPD-8をいかに処理するかについての検討は、複数ドメイン環境セクション(ITI TF-2x：附属書M)における患者データ問い合わせの利用(PDQ)の構造上の検討に含まれている。

患者の個人情報利用者は、QPD-8を規定するための下記メカニズムの少なくとも1つをサポートすることができる：

1. 空白値を伝送し、患者の個人情報提供者に既知の全てのドメイン（1つ以上のドメイン）における全IDを受け取る、または、

2. 単一値を伝送し、単一ドメインにおける零またはそれ以上のIDを受け取る、または、

3. 複数値を伝送し、これらの複数ドメインにおける複数IDを受け取る。

3.21.4.1.2.3　RCPセグメント 
患者の個人情報利用者アクタは表3.21-5に述べているように、RCPセグメント内で属性を送付する。リストアップされていないフィールドはオプションであり無視してもよい。

表3.21-5.　IHEプロファイル－RCPセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名

	1 
	1 
	ID 
	R 
	0091 
	00027 
	問い合わせ優先度

	2 
	10 
	CQ 
	O 
	0126 
	00031 
	数数量制限要求 


HL7規格、バージョン2.5から改作

3.21.4.1.2.3.1　RCP-1-優先度問い合わせのデータ入力
フィールドRCP-1-優先度問い合わせは、問い合わせへの応答は迅速モードで返送することを示す、Iを常に含んでいる。

3.21.4.1.2.3.2　RCP-2-数量制限要求のデータ入力
患者の個人情報利用者アクタは、問い合わせへの応答をHL7継続プロトコルを用いて、特定の患者記録数の増分で送ることを要求してもよい。（HL7問い合わせのコンテックストでは、患者記録はPIDセグメントおよび各患者に付随するセグメントとして定義される。）問い合わせの合致数または“ヒット”数が何百、何千という場合には、増分応答を要求することが望ましい。

患者の個人情報提供者アクタはHL7継続プロトコルをサポートする。

フィールドRCP-2はデータタイプCQであり、これは2つのコンポーネントを含んでいる。最初のコンポーネントは常に0より大きい整数として表される増分数を含んでいる。二番目のコンポーネントは、増分回答が記録の点から規定されていることを示す増分であるRDを常に含んでいる。

例えば、50^RDは一度に50記録を要求する。

継続プロトコルの実行についてのより詳細な情報は、増分応答処理(ITI TF-2a：3.21.4.1.3.3)および患者の個人情報問い合わせ応答メッセージの想定される動作(ITI TF-2a：3.21.4.2.3)を参照。

3.21.4.1.2.4　DSCセグメント 
患者の個人情報利用者アクタは、問い合わせ要求上でこのセグメントを規定することによってデータの追加増分を要求してもよい。このセグメントは最初の問い合わせ要求では省略することが望ましい。この目的は患者の個人情報提供者アクタからデータの追加増分を要求することである。

表3.21-9.　IHEプロファイル-DSCセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名

	1 
	180 
	ST 
	O
	
	00014 
	継続ポインタ

	2 
	1 
	ID 
	O 
	0398 
	01354 
	継続スタイル


3.21.4.1.2.4.1　DSC-1 Continuation Pointerのデータ入力 

データの追加増分を要求するためにDSC-1 (継続ポインタ)は、RSP^K22 DSC-1からの値をそのまま繰り返す。

3.21.4.1.2.4.2　DSC-2 Continuation Styleのデータ入力 
DSC-2 (継続スタイル)はインターラクティブな継続メッセージの一部であることを示している I を常に含む。

3.21.4.1.3　想定される動作 
3.21.4.1.3.1　迅速な確認応答 
患者の個人情報提供者は、下のITI TF-2a：3.21.4.2、“患者の個人情報応答”で規定しているようにRSP^K22応答メッセージを直ちに返送する。RSP^K22応答メッセージは、“確認応答モード”セクション(ITI TF-2x：C.1.3)で規定しているように、オリジナルモードアプリケーション確認応答を組み込んである。提供者は、QBP^Q22メッセージのフィールドMSH-5-受信アプリケーションにおいて、患者の個人情報利用者から受け取った値を返送するためにフィールドRSP^K22メッセージのMSH-3-送信 アプリケーションを用いる。
3.21.4.1.3.2　問い合わせパラメータ処理 
患者の個人情報提供者アクタは、表3.21-2.で規定しているようにQPDセグメントにおける属性を受け入れ、属性に基づく探索および応答をすることができる。

患者の個人情報提供者アクタは割当権限者コンポーネント（すなわち、QPD-3.8の全ての正当な組み合わせ）を構成するサブコンポーネントの全ての正しい組み合わせを受け取ることが出来なければならない。

音声上の問題、代替スペリング、上付きおよび下付き、ワイルドカード、アクセント記号付き文字、等の処理については、もし妥当であれば、患者の個人情報利用者ではなく患者の個人情報提供者によってサポートされなければならない。提供者は利用者によって送付された少なくとも全ての問い合わせパラメータと正確に合致するものを返送する：IHEは合致に対する要求事項をこれ以上は規定しない。

3.21.4.1.3.3　増分的応答処理 
患者の個人情報提供者アクタは、表3.21-5にリストアップしたRCPセグメントにおける属性を受け入れ、処理することができる。特に、患者の個人情報提供者アクタは(RCP-1-優先度問い合わせ I の値によって規定されたように)迅速モードで応答する。

また、患者の個人情報提供者アクタは、下のITI TF-2a：3.21.4.2およびHL7規格で述べているように、HL7継続プロトコルに従って記録の部分リストの一連の応答を返送するために、RCP-2-問合せ制限要求を解釈することができること。

3.21.4.2　患者の個人情報応答

3.21.4.2.1　トリガーイベント 
患者の個人情報提供者のFind Candidatesメッセージに対する応答は以下のメッセージである：

K22－Find Candidates応答

3.21.4.2.2　メッセージのセマンティック 
患者の個人情報応答はRSP^K22メッセージによって行われる。患者の個人情報提供者アクタは、以前に受け取ったQBP^Q22メッセージへの直接応答でこのメッセージを生成する。このメッセージはHL7 QBP^Q22メッセージに対するアプリケーションレベル、オリジナルモードの確認応答を満足している。

下の表の中で、角括弧で囲んでいないメッセージのセグメントが必要である。下表でリストアップした全てのセグメントの詳細な説明は以下のサブセクションで示している。その他のメッセージのセグメントはオプションである。

表3.21-6　RSPセグメントパターン応答
	RSP 
	セグメントパターン応答
	HL7 2.5のチャプター 

	MSH 
	メッセージヘッダ
	2 

	MSA 
	メッセージ確認応答
	2 

	[ {ERR} ] 
	エラー
	2 

	QAK 
	問い合わせ確認応答
	5 

	QPD 
	問い合わせパラメータ定義
	5 

	[ { PID 
	患者ID
	3 

	[ PD1 ] 
	
	

	[ QRI ] } ] 
	問い合わせ応答インスタンス
	5 

	[ DSC ] 
	継続ポインタ
	2 


3.21.4.2.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントは“メッセージ管理”セクション（ITI TF-2x：C.1.2)で定義しているようにして作成する。フィールドMSH-3-送信アプリケーションは、問い合わせを処理する患者情報源を規定する。患者の個人情報提供者はRSP^K22メッセージのフィールドMSH-3-送信アプリケーションを利用し、QBP^Q22メッセージのフィールドMSH-5-受信アプリケーションにおける患者の個人情報利用者から受け取った値を返送する。
フィールドMSH-9-メッセージタイプは少なくとも2つのコンポーネントを有している。第一のコンポーネントはRSPの値をもっている；第二のコンポーネントはK22の値をもっている。第三のコンポーネントはオプションである；しかし、存在するときはRSP_K22の値をもつ。

3.21.4.2.2.2　MSAセグメント 
患者の個人情報提供者アクタは、HL7規格の中で規定されたもの以上のMSAセグメント内にある属性の送付を要求されることはない。MSAセグメント内で要求され、かつオプションである全てのフィールドのリストについては“確認応答モード”セクション(ITI TF-2x：C.1.3)を参照。

3.21.4.2.2.3　QAKセグメント 
患者の個人情報提供者アクタは、表3.21-7で定義されたQAKセグメント内で属性を送付する。QAK-2 (問い合わせ応答ステータス)におけるファイリングについての詳細に関しては、“患者の個人情報提供者アクタ問い合わせ応答行動”セクション(ITI TF-2b：3.21.4.2.2.8)を参照。

QAK-1 (問い合わせタグ)は、QBP^Q22メッセージのQPD-2 (問い合わせタグ)と同じ値をそのまま伝え、患者の個人情報問い合わせ利用者が、対応する問い合わせ要求への応答と合致させることができるようにする。

表3.21-7.　PDQプロファイル- QAKセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名

	1 
	32
	ST 
	R
	
	00696 
	問い合わせタグ

	2 
	2 
	ID 
	R+ 
	0208 
	00708 
	問い合わせ応答ステータス 


HL7規格、バージョン2.5から改作

3.21.4.2.2.4　QPDセグメント
患者の個人情報提供者アクタは、QBP^Q22メッセージで送付されたQPDセグメント値をそのまま繰り返す。

3.21.4.2.2.5　PIDセグメント 
患者の個人情報提供者アクタは、合致した各患者記録に対する1つのPIDセグメントグループ（即ち、1つのPIDセグメント、および表3.21-5に示したメッセージシンタックス内で関連する全セグメント）を返送する。

提供者は表3.21-8で規定されたPIDセグメント内での属性を返送する。さらに、患者の個人情報提供者アクタは値を供給することができるPIDセグメント内の全てのその他の属性を返送する。

表3.21-8. PDQ　プロファイル–PIDセグメント
	SEQ 
	LEN 
	DT 
	OPT 
	TBL番号 
	項目番号 
	要素名 

	3 
	250 
	CX 
	R 
	
	00106 
	患者IDリスト

	5 
	250 
	XPN 
	R 
	
	00108 
	患者名

	7 
	26 
	TS 
	R2 
	
	00110 
	生年月日および時刻

	8 
	1
	IS
	R2
	0001
	00111 
	管理上の性別

	11 
	250 
	XAD 
	R2 
	
	00114 
	患者アドレス

	18 
	250 
	CX 
	R2 
	
	00121 
	患者会計番号


HL7規格、バージョン2.5から改作

患者の個人情報提供者はQPD-8で規定したドメインから追加IDを供給できてもできなくてもよい。特定のドメインでIDを供給ができないことは、ドメインが認識されている限り、エラーではない。

PIDセグメントおよびそれに関連するPD1とQRIセグメントは、以下の場合にのみ返送される。即ち、患者の個人情報提供者アクタが、QPD-3にあるサーチ情報をMSH-5-受 アプリケーションに関連する患者情報源における1つ以上の患者記録と関連付けることができる場合のみである。患者の個人情報提供者アクタが種々の状況下で問い合わせ要求に対してどのように応答するかについての詳細な説明については、患者の個人情報提供者アクタ問い合わせ応答行動セクション(ITI TF-2a：3.21.4.2.2.8)を参照。
3.21.4.2.2.6　QRIセグメント 
患者の個人情報提供者アクタがPIDセグメントを返送する各患者に対しては、オプションとしてQRI (問い合わせ応答インスタンス)を返送してもよいが、そのようにすることを要求してはいない。更なる情報については、HL7規格、バージョン2.5、チャプター5、セクション5.5.5を参照。

3.21.4.2.2.7　DSCセグメント
記録数がRCP-2-数量制限要求で規定されている場合には、患者の個人情報提供者アクタは、合致する記録数がRCP-2で規定した記録数を超える場合に記録数の増分応答を返送する。

患者の個人情報提供者アクタが増分応答で返送したものに加えて返送する記録をもつ限りにおいては、提供者はDSCセグメントを返送する。DSCセグメントの単一フィールドは、唯一の英数字値（継続ポインタ）を含んでいる。この値は患者の個人情報利用者が応答の次の増分を要求するためにQBP^Q22メッセージのDSCで返送してもよい。提供者は利用者が要求するたびに何回でも増分（さらに返送する増分もある）を返送し、利用者がキャンセル問い合わせ(QCN^J01)メッセージを送った時（または、返送する増分がなくなった時に）停止する。

3.21.4.2.2.8　患者の個人情報提供者アクタ問い合わせ応答行動

患者の個人情報提供者は受け取った問い合わせパラメータ値に基づいて患者データのマッチングを行う。患者の個人情報提供者アクタによって患者の個人情報利用者アクタへ提供される情報は、問い合わせメッセージMSH-5-受信アプリケーションの中で利用者が送付した値に関連する患者情報源からの合致する可能性がある患者のリストである。
ドメインがQPD-8-What Domains Returnedで規定され、患者の個人情報提供者によって認識されているときは、応答は各患者に対して、特定のドメインで検出した患者ID値をも含んでいる。用いているマッチングアルゴリズムのメカニズムは、患者の個人情報提供者アクタの内部にありこのフレームワークの適用範囲外である。
患者の個人情報提供者アクタは、以下の3つのケースで述べているように問い合わせ要求に応答する。

Case 1：患者の個人情報提供者アクタは、QPD-3-個人情報フィールドで送付した基準とマッチしている少なくとも1つの患者記録を（MSH-5-受信 アプリケーションと関連する患者情報源内で）見つける。QPD-8-What Domains Returnedでは患者IDドメインは要求されない。
AA（アプリケーション受付）をMSA-1で返送する。

OK（データ検出、エラーなし）をQAK-2で返送する。1つのPIDセグメントグループ（即ち、1つのPIDセグメントおよび表3.21-5で示したメッセージシンタックスにおける関連するセグメント）は各患者記録に対する患者情報源から返送する。患者の個人情報提供者アクタが複数患者のデータを返送するときは、PIDセグメントグループを連続的に発生させてこれらのデータを返送する。

各PIDセグメント内では、フィールドPID-3-患者IDリストは、患者の個人情報提供者には既知の患者識別ドメインのセットからの1つ以上のIDを含んでいる。
もしも記録の増分数がRCP-2-数量制限要求で規定されており、送付する記録数が増分数を超えていると、提供者は記録の増分数のみを返送し、次いで一意的値を有する継続ポインタのDSCセグメントを送る。

利用者は、次の応答の増分を要求するための引き続く問い合わせ要求に関して、DSCセグメント内の継続ポインタの値を規定する。

Case 2：患者の個人情報提供者アクタは、QPD-3-個人情報フィールドで送付した基準とマッチする少なくとも1つの患者記録を（MSH-5-受信アプリケーションと関連する患者情報源内で）見つける。QPD-8-What Domains Returnedでは1つ以上の患者IDドメインが要求される；提供者は全ての要求されたドメインを認識する。
AA（アプリケーション受付）をMSA-1で返送する。

OK（データ検出、エラーなし）をQAK-2で返送する。1つのPIDセグメントグループ（即ち、1つのPIDセグメントおよび表3.21-5で示したメッセージシンタックスにおける関連するセグメント）は、各患者記録に対する患者情報源から返送される。患者の個人情報提供者アクタが複数患者のデータを返送するときは、PIDセグメントグループを連続的に発生させてこれらのデータを返送する。

各PIDセグメント内では、フィールドPID-3-患者IDリストは、繰返しセパレータによって区切り連続的に発生させて、QPD-8で要求された全ての患者識別ドメインからのIDを含んでいる。PID-3の各発生において、コンポーネント4は一人の患者識別ドメインに対する割当権限者を含んでおり、コンポーネント1はそのドメインにおける患者ID値を含んでいる。もしIDがQPD-8で規定したドメインに対して存在しないときは、リストにはなにも返送されない。

もし記録の増分数がRCP-2-数量制限要求で規定され、送付する記録数がその増分数を超える場合には、提供者は記録の増分数だけを返送し、次いで唯一の値を持つ継続ポインタを含んだDSCセグメントが送られる。
利用者は、次の応答の増分を要求するための引き続く問い合わせ要求に関して、DSCセグメント内の継続ポインタの値を規定する。

Case 3：患者の個人情報提供者アクタは、QPD-8-What Domains Returnedにおける1つ以上のドメインを認識していない。 

AE (アプリケーションエラー)はMSA-1およびQAK-2に返送する。認識されていない各ドメインに対して、ERRセグメントが返送される。ここではERR-2-エラーの場所のコンポーネントを以下のよう値となる。
	COMP #
	コンポーネント名
	値

	1 
	セグメントID
	QPD 

	2 
	シーケンス
	1 

	3 
	フィールドの場所
	8 

	4 
	フィールド繰返し
	(下を参照)

	5 
	コンポーネント数
	(空白)

	6 
	サブコンポーネント数
	(空白)


ERR-2.4-フィールド繰返しは認識されていないドメインを含むQPD-8の順次発生を識別する。HL7のERR-2.5-コンポーネント番号 およびERR-2.6-サブコンポーネント番号によって規定されているように、我々は全フィールドQPD-8に言及しているので値を評価していない。

ERR-3-HL7エラーコードは、エラー条件コード204（未知の重要なID）によってデータが入力される。ERR-2における値とともに、患者の個人情報提供者アクタは、QPD-8-What Domains Returnedに対するドメインを認識しなかったということを示している。
3.21.4.2.3　想定される動作
患者の個人情報利用者は、情報の要求、例えば、ユーザへの選択リスト提供などの機能を実行するために患者の個人情報提供者によって提供された個人情報を利用する。

提供者が継続ポインタ値を含むDSCセグメントを送付すると、利用者の要求によってデータの追加増分を入手することができる。継続ポインタ値があるDSCセグメントを含んだデータの各増分を受け取った後に、利用者は次の1つの動作をとることが望ましい。
•
もし利用者がデータの他の増分を受け取りたいときは、利用者は、MSH-10-メッセージ管理 IDにおける新しい一意の値を用い、RCPセグメントの後にDSCセグメントを追加することによって、問い合わせメッセージを再発行する。DSC-1はRSP^K22 DSC-1セグメントで返送された継続ポインタをそのまま繰り返す。

•
もし利用者がデータの他の増分を受け取りたくないときは、利用者はキャンセル問い合わせ(QCN^J01) メッセージを発行する。利用者はQID-1におけるQAK-1から問い合わせタグおよびQID-2におけるQPD-1から問い合わせメッセージ名をそのまま繰り返す。

•
利用者が問い合わせを再発行せず、または、問い合わせのキャンセルメッセージを送らない時は、問い合わせは最終的には終了する。

もし提供者が継続ポインタを含むDSCセグメントを送っていないときは、データの増分は入手できないし利用者によるさらなる動作は不要である。

3.21.4.3　問い合わせのキャンセル 
患者の個人情報利用者は患者の個人情報提供者にキャンセルトリガーを送り、これ以上の増分応答は要求しないことを告げ、対話型の問い合わせを終了することができる。

キャンセルトリガーはオプションである。患者の個人情報提供者がどのくらいの期間（増分応答についての）問い合わせ結果を保持するかは実装上の決定であり、したがって、IHEの適用範囲外である。
3.21.4.3.1　トリガーイベント 
もっと増分応答データがあることを示すRSP^K22応答メッセージを受け取った患者の個人情報利用者は、以下のHL7トリガーイベント：J01–問い合わせのキャンセルステータスで対話型の問い合わせを終了させることができる。

3.21.4.3.2　メッセージのセマンティックス 
問い合わせのキャンセルはQCN^J01メッセージによって行う。患者の個人情報利用者は、患者の個人情報提供者に対してこれ以上のデータは不要であることを知らせるためにこのメッセージを生成することができる。下のリストアップしたメッセージのセグメントが必要であり、これらの詳細な説明は以下のサブセクションに示している。
表3.21.10　QCN問い合わせのキャンセル
	QCN
	問い合わせのキャンセル
	HL7 2.5のチャプター

	MSH 
	メッセージヘッダ
	2 

	QID 
	問い合わせ識別セグメント
	5 


受信側はHL7 ACK メッセージによってこのキャンセルを確認する。ACKメッセージの定義と検討についてはITI TF-2x：C.1.3確認応答モードを参照。

3.21.4.3.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントはメッセージ管理セクション(ITI TF-2x：C.1.2)で定義しているように構築する。

MSH-9(メッセージタイプ)は3つのコンポーネントをもつ。第一のコンポーネントはQCNの値をもつ；第二のコンポーネントはJ01の値をもつ；第三のコンポーネントはQCN_J01の値をもつ。

3.21.4.3.2.2　QIDセグメント 
QIDセグメントは、キャンセルしようとする問い合わせを一意的に識別するために必要となる情報を含んでいる。

表3.21-9.　IHEプロファイル－QIDセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名

	1 
	32 
	ST 
	R 
	
	00696
	問い合わせタグ

	2 
	250 
	CE 
	R 
	0471 
	01375
	メッセージ問い合わせ名 


3.21.4.3.2.2.1　QID-1 問い合わせタグのデータ入力
QID-1(問い合わせタグ)はキャンセルしようとする問い合わせを一意的に識別する。このフィールドはQPD-2で規定したのと同じ値を含む。
3.21.4.3.2.2.2　QID-2 メッセージ問い合わせ名の入力
QID-2 (メッセージ問い合わせ名)は問い合わせ名を識別する。これはこの問い合わせのための適合宣言のIDである。このフィールドはQPD-1で規定したのと同じ値を含む。

3.21.5　セキュリティに関する配慮

3.21.5.1　監査記録に関する配慮 
患者の個人情報問い合わせトランザクションは、表3.20.6-1で定義された問い合わせ情報である。関連するアクタは下記に従って監査イベントを記録する：

3.21.5.1.1　患者の個人情報利用者監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110112、DCM、“問い合わせ”) 

	
	EventActionCode 
	M
	“E”(実行) 

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない 

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21”“IHEトランザクション”、“患者の個人情報問い合わせ”) 

	生成源（患者の個人情報利用者）(1)

	要求者(0..n)

	宛先（患者の個人情報提供者）(1)

	監査生成源（患者の個人情報利用者）(1)

	患者(0..n)

	問い合わせパラメータ(1)


ここで：
	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	M
	患者の個人情報利用者アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；文字によって連結され、分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理 ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant

	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真“

	
	RoleIDCode 
	U
	このトランザクションを許可されているユーザのアクセス管理役割

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者の個人情報源施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；文字によって連結され、分離されている

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	問い合わせ

パラメータ

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”(システムオブジェクト)
	

	
	ParticipantObjectTypeCdeRole 
	M
	“24”(問い合わせ)
	

	
	ParticipantObjectDataLifeycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21”、“IHE Tトランザクション”、”患者の個人情報問い合わせ“)


	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	M
	問い合わせのQPDセグメント‐符号化base64

	
	ParticipantObjectDetail 
	M
	タイプ=MSH-10 (文字列)、値= MSH-10nの値 (メッセージコンテンツから、符号化base64) 


3.21.5.1.2　患者の個人情報源監査メッセージ
	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110112、DCM、“問い合わせ”)

	
	EventActionCode 
	M
	“E”(実行)

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21”、“IHEトランザクション”、“患者の個人情報問い合わせ”)

	生成源（患者の個人情報利用者）(1)

	宛先（患者の個人情報提供者）(1)

	監査生成源（患者の個人情報利用者）(1)

	患者(0..n)

	問い合わせパラメータ(1)


ここで：
	生成源AuditMessage/ ActiveParticipant

	UserID 
	M
	患者の個人情報源利用者アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；文字によって連結され、分離されている

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM “生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	宛先

AuditMessage/ ActiveParticipant


	UserID 
	M
	患者の個人情報提供者施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；文字によって連結され、分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理 ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdenti
	AuditSourceID 
	U
	規定されていない 

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/
ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(患者)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”) 

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	問い合わせ

パラメータ

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode
	M
	“2”(システムオブジェクト)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“24”(問い合わせ)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21”、“IHEトランザクション”、“患者の個人情報問い合わせ”) 

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	M
	問い合わせのQPDセグメント‐符号化base64

	
	ParticipantObjectDetail 
	M
	タイプ=MSH-10 (文字列)、 値=MSH-10の値 (メッセージコンテンツから、符号化base64)


3.22　患者の個人情報および来院問い合わせ

このセクションはIHE ITインフラストラクチャテクニカルフレームワークのトランザクションITI-22に対応している。トランザクションITI-22は、患者の個人情報利用者および患者の個人情報提供者によって利用される。

3.22.1　適用範囲
このトランザクションは、個人情報および来院データが問い合わせメッセージで提示されたデータと合致する患者についての情報に関する、患者の個人情報利用者アクタからの要求を含んでいる。

要求は患者の個人情報提供者アクタによって受け取られる。患者の個人情報提供者アクタは直ちに要求を処理し、合致した患者についての個人情報および来院情報の形式で回答を返送する。

3.22.2　ユースケースの役割 

アクタ：患者の個人情報利用者 
役割：患者の個人情報提供者から個人情報基準の最少セット（例えば、IDまたは部分名）と合致する患者のリストおよび来院基準を要求する。患者の個人情報提供者から受け取った個人情報および来院情報を属性に入力する。
アクタ：患者の個人情報提供者 
役割：患者の個人情報利用者が供給する個人情報および来院基準と合致する全ての患者の個人情報および来院情報を返送する。

3.22.3　参照規格 
HL7：バージョン2.5、チャプター2–管理

バージョン2.5、チャプター3–患者管理

バージョン2.5、チャプター5–問い合わせ
3.22.4　相互作用図


3.22.4.1　患者の個人情報および来院問い合わせ
3.22.4.1.1　トリガーイベント
患者の個人情報利用者が必要としている、既知の最少データセットと合致する情報の患者に関する個人情報および来院情報に基づいた患者選択を行うために、下記のHL7トリガーイベント：ZV1–来院情報から候補者を見つけること、に基づいて患者の個人情報および来院問い合わせをトリガーする。

3.22.4.1.2　メッセージのセマンティックス
患者の個人情報および来院問い合わせトランザクションはHL7 QBP^ZV1メッセージによって実行される。患者の個人情報利用者アクタは、個人情報および来院データの最少セットと合致する情報の患者リストから選択する必要があるときは常に問い合わせメッセージを生成する。下記リストのメッセージのセグメントが必要となるが、それらの詳細な説明は以下のサブセクションに示している。

表3.22-1　パラメータによるQBP問い合わせ
	QBP
	パラメータによる問い合わせ
	HL7 2.5のチャプター

	MSH 
	メッセージヘッダ
	2 

	QPD 
	問い合わせパラメータ定義
	5 

	RCP 
	応答管理パラメータ
	5 

	[DSC] 
	継続ポインタ
	2 


受信側はRSP^ZV2メッセージを送信して問い合わせに応答する。これは最初のモード確認応答の要求事項を満足する；ACKメッセージを即座に送る必要はない。

各患者の個人情報および来院問い合わせ要求は2つの明確な概念を規定している。患者の個人情報および来院問い合わせは患者の個人情報の単一生成源を常に目的にしている（このトランザクションは患者情報源と呼んでいる）。患者の個人情報提供者は1つ以上の個人情報の生成源を知っていてもよい。

患者の個人情報提供者は少なくとも1つの患者の個人情報源をサポートし、複数の個人情報源をサポートしてもよい。ITI TF-2a：3.21.4.1.2.1には、患者の個人情報利用者がどの個人情報源が問い合わせによって要求されているかをどのように規定するかについて述べている。

各問い合わせ応答は単一患者の情報源からの個人情報を送り返す。問い合わせにある第二の概念は問い合わせで参照された患者IDドメインのセットである。これらの患者IDドメインは患者情報源と関連していても関連していなくてもよい。患者の個人情報提供者は少なくとも1つの患者IDドメインをサポートし、複数のIDドメインをサポートしてもよい。

ITI TF-2a：3.21.4.1.2.2には、患者の個人情報利用者が1つ以上の患者IDドメインからIDをいかにして要求するかについて述べている。問い合わせ応答は患者IDを0、1から、または複数の患者IDドメインを返送する。

3.22.4.1.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントは“メッセージ管理”セクション（ITI TF-2x：C.1.2)で定義しているようにして作成する。患者の個人情報提供者は少なくとも1つ、場合によっては複数の患者情報源から個人情報を入手することができる。

1つ以上の患者情報源が得られるときは、フィールドMSH-5-受信アプリケーションは、この問い合わせが目的としている患者情報源を規定する。患者の個人情報提供者はRSP^ZV2応答のMSH-3-送信アプリケーションでこの値を返送する。MSH-5で規定した値にはQPD-8 What Domains Returnedで要求された値との関連はない。

患者の個人情報提供者がサポートしており、患者の個人情報利用者が選択するための全ての受信アプリケーションについてのリストを発行する。患者の個人情報の1つのみの生成源に対して各問い合わせの処理を行う。フィールドMSH-9-メッセージタイプは少なくとも2つのコンポーネントをもっている。最初のコンポーネントはQBPの値をもつ；第二のコンポーネントはZV1の値をもつ。第三のコンポーネントはオプションである；しかし、このコンポーネントがある場合にはQBP_Q21の値となる。
3.22.4.1.2.2　QPDセグメント 
患者の個人情報利用者アクタは、表3.22-2に記しているようにQPDセグメント内で属性を送付する。

表3.22-2.PDQプロファイル－QPDセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名

	1 
	250 
	CE 
	R 
	0471 
	01375 
	メッセージ問い合わせ名

	2 
	32 
	ST 
	R+ 
	
	00696 
	
	問い合わせタグ

	3 
	
	QIP 
	R 
	
	
	
	個人情報および来院フィールド

	8 
	
	CX 
	O 
	
	
	
	ドメインが返送するもの 


HL7規格、バージョン2.5から改作

利用者はQPD-1メッセージ問い合わせ名に対する“IHE PDVQ 問い合わせ”を規定する。

3.22.4.1.2.2.1　QPD-3-Demographicsおよび来院関連フィールドにおけるパラメータ
フォールドQPD-3-個人情報および来院関連フィールドは、1つ以上の繰返しで構成されており、それぞれは問い合わせへの名称と明確なパラメータの値を含む2つのコンポーネントを包含している。受け入れ可能なセグメントはPID、PD1、PV1、およびPV2である。
各パラメータの最初のコンポーネントは以下の形でHL7要素の名称を含んでいる

@<seg>.<field no>.<component no>.<subcomponent no>
上記フォーマットには、問い合わせパラメータで用いる要素を規定するための共通のHL7に従って以下のようにデータが入力される：

<seg>はHL7規格からの3文字セグメントIDを表している。

<field no>は、選択したセグメントのためのセグメント属性表のSEQ欄に示しているように、セグメント内でのフィールド番号である。

データタイプが複数のコンポーネントを含んでいるフィールドに対する<component no>は、値を持つコンポーネントの基数を含む。データタイプが複数のコンポーネントを含んでいないフィールドのためには<component no>は値を持たず、その先行する期間は現れない。

データタイプが複数のサブコンポーネントを含んでいるコンポーネントに対する<subcomponent no>は値をもつサブコンポーネントの基数を含む。データタイプが複数のサブコンポーネントを含んでいないコンポーネントのためには<subcomponent no>は値を持たず、その先行する期間はない。

各パラメータの第二のサブコンポーネントは合致すべき値を含んでいる。もし提供者にとって既知のアルゴリズムの限界内で合致の性質を制約することが望ましいときは、アルゴリズムおよび制約値はフィールドQPD-4からQPD-7までで規定してもよい。

下記の表にあるフィールドを患者の個人情報利用者は規定し、患者の個人情報提供者はサポートする。

表3.22-3.　サポートを要求されるPDQプロファイル－QPD-3フィールド
	FLD
	要素名

	PID.3 
	P患者IDリスト

	PID.5 
	患者名

	PID.7 
	生年月日および時刻

	PID.8 
	管理上の性別

	PID.11 
	患者住所

	PID.18 
	患者会計番号


さらに、患者の個人情報提供者は以下の表におけるフィールドをサポートすることが望ましく、それらの少なくとも1つをサポートする。いくつかのフィールドは特別なケア設定（例えば、入院患者、外来患者）とは関連がないかもしれず、したがって、これらのケア設定においてはドメインによってサポートすることはできない。

表3.22-4.　サポートを推奨するPDQプロファイル－QPD-3フィールド
	FLD 
	要素名

	PV1.2 
	患者クラス

	PV1.3 
	患者の割り当て場所

	PV1.7 
	主治医

	PV1.8 
	委託医師

	PV1.9 
	顧問医師

	PV1.10 
	病院サービス

	PV1.17 
	入院担当医

	PV1.19 
	来院回数


患者の個人情報提供者は全ての探索基準に最も合致している個人情報記録を返送する。

QPD-3におけるパラメータ表示の例：

@PID.5.1.1^SMITH~@PID.8^F 
上記は姓（PID-5-患者名（データタイプXPN）の最初のコンポーネント（データタイプFN）の最初のサブコンポーネント（データタイプST））は値‘スミス’と合致し、性（PID-8-Sex (データタイプ IS))は値‘女性’と合致する全ての患者を要求する。

@PV1.3.2^389~@PV1.3.3^2 
上記は全ての患者に対して、部屋番号（PV1-3-患者の割り当て場所（データタイプPL）の第二のコンポーネント（データタイプIS））が値389と合致し、そのベッド番号（PV1-3-患者の割り当て場所（データタイプPL）の第三のコンポーネント（データタイプIS））は値2と合致することを要求する。

3.22.4.1.2.2.2　QPD-8-What Domains Returnedのデータ入力
患者の個人情報問い合わせ（トランザクションITI-21)におけるように、フィールドQPD-8はIDがPID-3に戻されるドメインセットを制限する：
1.
複数ドメイン環境では、QPD-8患者の個人情報利用者に関係する1つ以上のドメインを識別するために利用することができ、利用者はこれによってPID-3-患者IDに対する値を得ようとする。MSH-5によって指定された患者情報源は、QPD-8-What Domains Returnedにリストアップされた何れの患者識別ドメインと関連していてもしていなくてもよい。
もしQPD-8が空白の場合には、患者の個人情報提供者は、探索基準と合致する各患者に対する患者の個人情報提供者にとっては既知の全ての患者IDを返送する。この情報がいかに返送されるかについての詳細は、ITI TF-2a：3.21.4.2.2.8のケース1を参照。

もしQPD-8が規定され、ドメインが認識されていれば、患者の個人情報提供者は探索基準と合致する各患者に対する患者IDを返送する。この情報がいかにして返送されるかの詳細については、ITI TF-2a：3.21.4.2.2.8のケース2を参照。患者の個人情報提供者によって認識されていないドメインは、全てエラー状態である。このような状態をいかに処理するかについては、ITI TF-2a：3.21.4.2.2.8におけるケース3を参照。

2.
単一ドメイン環境では、QPD-8患者の個人情報提供者によって無視されるかもしれない。提供者は、患者の個人情報提供者によって既知の患者識別ドメインからIDを常に返送する。

フィールドQPD-8内で、コンポーネント4（割当権限者）のみは値をもつ。

患者の個人情報提供者は、QPD-8で規定されたドメインから追加IDを供給することができてもできなくてもよい。QPD-8がいかに処理されるかについての検討は、“複数ドメイン環境の患者Data問い合わせの使用 (PDQ)”セクション(ITI TF-2x：附属書 M)の構造的検討に含めている。

患者の個人情報利用者は少なくとも以下の1つのQPD-8を規定するためのメカニズムをサポートすることができる：

1. 空白の値を伝送し、患者の個人情報提供者によって既知の全てのドメイン（1つ以上のドメイン）における全てのIDを受け取るか、または

2. 単一の値を伝送し、単一ドメインの零またはそれ以上のIDを受け取るか、または
3. 複数の値を伝送し、これらの複数ドメインにおける複数のIDを受け取る。

3.22.4.1.2.3　RCPセグメント 
患者の個人情報利用者アクタは、表3.22-5で述べているように、RCPセグメント内で属性を送付する。リストにないフィールドはオプションである。

表3.22-5.IHEプロファイル－RCPセグメント
	SEQ 
	LEN 
	DT 
	OPT 
	TBL番号 
	項目番号 
	要素名

	1 
	1 
	ID 
	R 
	0091 
	00027 
	優先度問い合わせ

	2 
	10 
	CQ 
	O 
	0126 
	00031 
	数数量制限要求


HL7規格、バージョン2.5から改作

3.22.4.1.2.3.1　RCP-1-優先度問い合わせのデータ入力
フィールドRCP-1-優先度問い合わせは、問い合わせへの応答は迅速モードで戻すことを示しているIを常に含んでいなければならない。 
3.22.4.1.2.3.2　RCP-2-数数量制限要求のデータ入力 
患者の個人情報利用者アクタは問い合わせへの応答をHL7継続プロトコルを用いて特定の患者記録数の増分で送ることを要求してもよい。（HL7問い合わせの文脈では、患者記録はPIDセグメントおよび各患者に付随するセグメントとして定義される。）問い合わせの合致数または“ヒット”数が何百、何千という場合には、増分応答を要求することが望ましい。

患者の個人情報提供者アクタはHL7継続プロトコルをサポートする。

フィールドRCP-2はデータタイプCQであり、これは2つのコンポーネントを含んでいる。最初のコンポーネントは常に0より大きい整数として表される増加数を含んでいる。二番目のコンポーネントは増分回答が記録に関して規定されることを示すための一種の増加であるRDを常に含んでいる。

例えば、50^RDは一度に50記録を要求する。継続プロトコルの実施についてのより詳細な情報は、増分応答処理セクション(ITI TF-2a：3.21.4.1.3.3)および患者の個人情報問い合わせ応答メッセージの想定される動作セクション(ITI TF-2a：3.21.4.2.3)を参照。

3.22.4.1.2.4　DSCセグメント 
患者の個人情報利用者アクタは問い合わせ要求上でこのセグメントを規定することによってデータの追加増分を要求してもよい。このセグメントは最初の問い合わせ要求では省略することが望ましい。この目的は患者の個人情報提供者アクタからデータの追加増分を要求することである。

表3.22-9.　IHEプロファイル-DSCセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名

	1 
	180 
	ST 
	O 
	
	00014 
	継続ポインタ

	2 
	1 
	ID 
	O 
	0398 
	01354 
	継続スタイル


3.22.4.1.2.4.1　DSC-1　継続ポインタのデータ入力
データの追加増分を要求するためにDSC-1 (継続ポインタ)は、RSP^K22 DSC-1からの値をそのまま繰り返す。

3.22.4.1.2.4.2　DSC-2　継続スタイルのデータ入力
DSC-2（継続スタイル）はインターラクティブな継続メッセージの一部であることを示している“I”を常に含む。
3.22.4.1.3　想定される動作

3.22.4.1.3.1　迅速な確認応答 
患者の個人情報提供者は下のITI TF-2a：3.21.4.2、“患者の個人情報応答”で規定しているようにRSP^ZV2応答メッセージを直ちに返送する。 
RSP^ZV2応答メッセージは確認応答モードセクション(ITI TF-2x：C.1.3)で規定しているようにオリジナルモードアプリケーション確認応答を組み込んである。

提供者は、RSP^ZV2メッセージのフィールドMSH-5-受信アプリケーションにおける患者の個人情報利用者から受け取った値を返送するために、フィールドRSP^ZV2メッセージのMSH-3-送信アプリケーションを用いる。
3.22.4.1.3.2　問い合わせパラメータ処理

患者の個人情報提供者アクタは、表3.22-2.で規定しているようにQPDセグメントにおける属性を受け入れ、属性に基づく探索および応答をすることができる。

患者の個人情報提供者アクタは割当権限者コンポーネント（即ち、QPD-3.8の全ての正当な組み合わせ）を構成するサブコンポーネントの全ての正しい組み合わせを受け取ることが出来なければならない。

音声上の問題、代替スペリング、上付きおよび下付き、ワイルドカード、アクセント記号付き文字、等の処理については、もし妥当であれば、患者の個人情報利用者ではなく患者の個人情報提供者によってサポートされなければならない。

提供者は利用者によって送付された少なくとも全ての問い合わせパラメータと正確に合致するものを返送する：IHEはこれ以上の合致への要求事項を規定しない。
3.22.4.1.3.3　増分応答処理

患者の個人情報提供者アクタは、表3.21-5にリストアップしたRCPセグメントにおける属性を受け入れ、処理することができる。特に、患者の個人情報提供者アクタは(RCP-1-優先度問い合わせ I の値によって規定されたように)迅速モードで応答する。

また、患者の個人情報提供者アクタは、下のITI TF-2a：3.22.4.2およびHL7規格で述べているようにHL7継続プロトコルに従って記録の部分リストの一連の応答を返送するために、RCP-2-数量制限要求を解読することができること。

3.22.4.2　患者の個人情報および来院応答

3.22.4.2.1　トリガーイベント

来院情報のある候補者検出メッセージに対する患者の個人情報提供者の応答は以下のメッセージである：

ZV2–来院情報応答のある候補者検出

3.22.4.2.2　メッセージのセマンティックス 
患者の個人情報および来院応答トランザクションは、RSP^ZV2メッセージによって行われる。患者の個人情報提供者アクタは、以前に受け取ったRSP^ZV2メッセージへの直接応答でこのメッセージを生成する。

このメッセージはHL7 QBP^ZV1メッセージに対するアプリケーションレベル、オリジナルモードの確認応答を満足している。

下の表の中で、角括弧で囲んでいないメッセージのセグメントが必要である。表3.22-6でリストアップした全てのセグメントの詳細な説明は、以下のサブセクションで示している。その他のメッセージのセグメントはオプションである。

表3.22-6　RSPセグメントパターン応答
	RSP
	セグメントパターン応答
	HL7 2.5のチャプター


	MSH 
	メッセージヘッダ
	2 

	MSA 
	メッセージ確認応答
	2 

	[ {ERR} ] 
	エラー
	2 

	QAK 
	問い合わせ確認応答
	5 

	QPD 
	問い合わせパラメータ定義
	5 

	[ { PID 
	患者ID
	3 

	[ PD1 ] 
	追加の患者の個人情報
	3 

	PV1 
	患者来院
	3 

	[ PV2 ] 
	患者来院‐追加情報
	3 

	[ QRI ] } ] 
	問い合わせ応答インスタンス
	5 

	[ DSC ] 
	継続ポインタ
	2 


3.22.4.2.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントは、メッセージ管理”セクション（ITI TF-2x：C.1.2)で定義しているようにして作成する。フィールドMSH-3-送信アプリケーションは、問い合わせを処理する患者情報源を規定する。患者の個人情報提供者は、RSP^ZV2メッセージのフィールドMSH-3-送信アプリケーションを利用し、QBP^Q22メッセージのフィールドMSH-5-受信アプリケーションにおける患者の個人情報利用者から受け取った値を返送する。
フィールドMSH-9-メッセージタイプは少なくとも2つのコンポーネントを有している。最初のコンポーネントはRSPの値を有している；第二のコンポーネントはZV2の値を有している。第三のコンポーネントはオプションである；しかし、存在するときはRSP_ZV2の値を有する。
3.22.4.2.2.2　MSAセグメント 
患者の個人情報提供者アクタが、HL7規格の中で規定されたもの以上のMSAセグメント内にある属性の送付を要求されることはない。MSAセグメント内にある要求され、かつオプションである全てのフィールドのリストについては“確認応答モード”セクション(ITI TF-2x：C.1.3)を参照。
3.22.4.2.2.3　QAKセグメント
患者の個人情報提供者アクタは、表3.22-7で定義されたQAKセグメント内で属性を送付する。QAK-2 (問い合わせ応答ステータス)へのファイリングについての詳細に関しては、“患者の個人情報提供者アクタ問い合わせ応答行動”セクション(ITI TF-2b：3.21.4.2.2.11)を参照。

QAK-1 (問い合わせタグ)は、QBP^Q22メッセージのQPD-2 (問い合わせタグ)と同じ値をそのまま伝え、患者の個人情報問い合わせ利用者が、対応する問い合わせ要求への応答と合致させることができるようにする。

表3.21-7.IHEプロファイル- QAKセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名

	1 
	32 
	ST 
	R 
	
	00696
	問い合わせタグ

	2 
	2 
	ID 
	R+ 
	0208 
	00708 
	問い合わせ応答ステータス 


HL7規格、バージョン2.5から改作

3.22.4.2.2.4　QPDセグメント 
患者の個人情報提供者アクタは、QBP^ZV1メッセージで送付されたQPDセグメント値をそのまま繰り返す。
3.22.4.2.2.5　PIDセグメント 
患者の個人情報提供者アクタは、合致する各患者記録に対する1つのPIDセグメントグループ（即ち、1つのPIDセグメント、および表3.22-6に示したメッセージシンタックス内で関連するセグメント）を返送する。

提供者は表3.22-8で規定されたPIDセグメント内での属性を返送する。さらに、患者の個人情報アクタは値を供給することができる全てのPIDセグメント内のその他の属性を返送する。

表3.22-8　PDQプロファイル–PIDセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名

	3 
	250 
	CX 
	R 
	
	00106 
	患者IDリスト

	5 
	250 
	XPN 
	R 
	
	00108 
	患者名

	7 
	26 
	TS 
	R2 
	
	00110 
	生年月日および時刻

	8 
	1 
	IS 
	R2 
	0001
	00111 
	管理上の性別

	11 
	250 
	XAD 
	R2 
	
	00114 
	患者アドレス

	18 
	250 
	CX 
	R2 
	
	00121 
	患者会計番号


HL7規格、バージョン2.5から改作

患者の個人情報提供者はQPD-8で規定したドメインから追加IDを供給できてもできなくてもよい。特定のドメインでIDを供給することができないことは、ドメインが認識されている限り、エラーではない。

PIDセグメントおよびそれに関連するPD1、PV1、PV2、およびQRIセグメントは以下の場合にのみ返送される。即ち、患者の個人情報提供者アクタが、QPD-3にあるサーチ情報をMSH-5-受信アプリケーションに関連する患者情報源における1つ以上の患者記録と関連付けることができる場合のみである。

患者の個人情報提供者アクタが種々の状況下で問い合わせ要求に対してどのように応答するかについての詳細な説明については、患者の個人情報提供者アクタ問い合わせ応答行動セクション(ITI TF-2a：3.21.4.2.2.11)を参照

3.22.4.2.2.6　PD1セグメント 
患者の個人情報提供者アクタがPIDセグメントを返送する各患者に対しては、オプションとしてPD1 (患者の追加個人情報)セグメントを返送してもよいが、そのようにすることを要求してはいない。

3.22.4.2.2.7　PV1セグメント 
患者の個人情報提供者アクタがPIDセグメントを返送する各患者に対して、提供者アクタは表3.22-9で規定しているように属性データが入力されているPV1セグメントを返送する。

さらに、患者の個人情報提供者アクタは、値を供給することができるPV1セグメント内でその他の属性を返送する。
表3.22-9. PDQプロファイル–PV1セグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名


	2 
	1 
	IS 
	R 
	0004 
	00132 
	患者クラス

	3 
	80
	PL
	R2 
	
	00133 
	患者の割り当て場所 

	7 
	250 
	XCN 
	R2 
	0010 
	00137 
	主治医

	8 
	250 
	XCN 
	R2 
	0010 
	00138 
	委託医師

	9 
	250 
	XCN 
	R2 
	0010 
	00139 
	顧問医師

	10 
	3 
	IS 
	R2 
	0069 
	00140 
	病院サービス

	17 
	250 
	XCN 
	R2 
	0010 
	00147 
	入院担当医

	19 
	250
	CX
	R2 
	
	00149 
	来院数


HL7規格、バージョン2.5から改作

3.22.4.2.2.8　PV2セグメント 
患者の個人情報提供者アクタがPIDセグメントを返送する各患者に対しては、オプションとしてPD2 (患者来院―追加情報)セグメントを返送してもよいが、そのようにすることを要求してはいない。

3.22.4.2.2.9　QRIセグメント 
患者の個人情報提供者アクタがPIDセグメントを返送する各患者に対しては、オプションとしてPD1 (問い合わせ応答インスタンス)セグメントを返送してもよいが、そのようにすることを要求してはいない。より詳細な情報についてはHL7規格、バージョン2.5、チャプター5、セクション5.5.5を参照。

3.22.4.2.2.10　DSCセグメント 
もし記録数がRCP-2-数量制限要求で規定されていると、合致する記録数がRCP-2で規定された記録数を超えるときには、患者の個人情報提供者アクタは記録数の増分を返送する。
患者の個人情報提供者アクタが増分応答で返送した記録に加えて返送する記録がある限り、提供者はDSCセグメントを返送する。DSCセグメントの単一フィールドは、患者の個人情報利用者が次の応答増分を要求するためにQBP^ZV1メッセージのDSCセグメントで返送するという、一意の英数字値（継続ポインタ）を含んでいる。

提供者は利用者が要求するたびに何回でも増分（さらに、返送する増分もある）を返送し、利用者が問い合わせのキャンセルメッセージを送付すると（または、返送する増分がなくなった時に）停止する。提供者はDSCセグメントを削除することによってそれ以上の増分がないことを知らせる。

3.22.4.2.2.11　患者の個人情報提供者アクタ問い合わせ応答行動
患者の個人情報提供者は受け取った問い合わせパラメータ値に基づいて患者データのマッチングを行う。患者の個人情報提供者アクタによって患者の個人情報利用者アクタへ供給される情報は、利用者が問い合わせメッセージのMSH-5-受信アプリケーションに送付した値と関連する患者情報源からの合致している可能性がある患者のリストである。

もしドメインがQPD-8-What Domains Returnedで規定され、患者の個人情報提供者によって認識されていると、その応答は、各患者に対して特定のドメインにある患者ID値をも含んでいる。
使用しているマッチングアルゴリズムのメカニズムは、患者の個人情報提供者アクタの内部的なものであり、このフレームワークの適用範囲外である。

患者の個人情報提供者アクタは、以下の3ケースで述べているように問い合わせ要求へ応答する。

Case 1：患者の個人情報提供者アクタは、（MSH-5-受信アプリケーションと関連する患者情報源に）QPD-3-個人情報フィールドで送られた基準に合致した少なくとも一人の患者記録を見つけ出す。患者IDドメインは、QPD-8-What Domains Returnedでは要求されない。
AA（アプリケーション受付）をMSA-1で返送する。

OK（データ検出、エラーなし）をQAK-2で返送する。

1つのPID-PV1セグメントグループ（即ち、1つのPIDセグメントおよび1つのPV1セグメント、プラス、表3.22-6で示したメッセージシンタックスにおける関連するセグメント）は各患者記録に対する患者情報源から返送する。患者の個人情報提供者アクタが複数患者のデータを返送するときは、これらのデータをPID-PV1セグメントグループの連続的な発生で返送する。

各PIDセグメント内で、フィールドPID-3-患者IDリストは、患者の個人情報提供者には既知の患者識別ドメインのセットからの1つ以上のIDを含んでいる。

もしも記録の増分数がRCP-2-数量制限要求で規定されており、送付する記録数が増分数を超えていると、提供者は記録の増分数のみを返送し、次いで一意の値の継続ポインタを含むDSCセグメントを送る。

利用者は、次の応答の増分を要求するための引き続く問い合わせ要求に関して、DSCセグメント内の継続ポインタの値を規定する。

Case 2：患者の個人情報提供者アクタは、QPD-3-個人情報フィールドで送付した基準とマッチする少なくとも1つの患者記録を（MSH-5-受信アプリケーションと関連する患者情報源内で）見つける。

QPD-8-What Domains Returnedでは1つ以上の患者IDドメインが要求される；提供者は全ての要求されたドメインを認識する。
AA（アプリケーション受付）をMSA-1で返送する。

OK（データ検出、エラーなし）をQAK-2で返送する。1つのPID-PV1セグメントグループ（即ち、1つのPIDセグメントおよび1つのPV1セグメント、プラス、表3.22-6で示したメッセージシンタックスにおける関連するセグメント）は各患者記録に対する患者情報源から返送される。患者の個人情報提供者アクタが複数患者のデータを返送するときは、これらのデータをPIDセグメントグループの連続的な発生で返送する。

各PIDセグメント内でフィールドPID-3-患者IDリストは、繰返しセパレータによって区切ってある連続した生起で、QPD-8で要求された全ての患者識別ドメインからのIDを含んでいる。

PID-3の各発生において、コンポーネント4は一人の患者識別ドメインに対する割当て担当部門を含んでおり、コンポーネント1はそのドメインにおける患者ID値を含んでいる。もしIDがQPD-8で規定したドメインに対して存在しないときは、リストにはなにも返送されない。

もし記録の増分数がRCP-2-数量制限要求で規定され、送付する記録数がその増分数を超える場合には、提供者は記録の増分数だけを返送し、次いで一意の値を持つ継続ポインタを含んだDSCセグメントが続く。
利用者は、次の応答の増分を要求するための引き続く問い合わせ要求に関して、DSCセグメント内の継続ポインタの値を規定する。

Case 3：患者の個人情報提供者アクタは、QPD-8-What Domains Returnedにおける1つ以上のドメインを認識していない。 
AE（アプリケーションエラー）はMSA-1およびQAK-2に返送する。認識されていない各ドメインに対して、ERRセグメントが返送される。ここではERR-2-エラーの場所のコンポーネントを以下のような値にする。
	COMP番号
	コンポーネント名
	値

	1 
	セグメントID
	QPD 

	2 
	シーケンス
	1 

	3 
	フィールドの場所
	8 

	4 
	フィールド繰返し
	(下を参照)

	5 
	コンポーネント数
	(空白) 

	6 
	サブコンポーネント数
	(空白) 


ERR-2.4-フィールド繰返し、は認識されていないドメインを含むQPD-8の順次発生を識別する。HL7によって規定しているように、我々は全フィールドQPD-8を対象としているのでERR-2.5-コンポーネント番号およびERR-2.6-Sサブコンポーネント番号についての値を評価していない。

ERR-3-HL7 エラーコードはエラー条件コード204（未知の重要なID）によってデータが入力される。これは、ERR-2における値とともに、患者の個人情報提供者アクタがQPD-8-What Domains Returnedに対するドメインを認識しなかったということを示している。
3.22.4.2.3　想定される動作 
患者の個人情報利用者は、情報の要求、例えば、ユーザへの選択リスト提供、などの機能を実行するために患者の個人情報提供者によって提供された個人情報を利用する。

提供者が継続ポインタ値を含むDSCセグメントを送付すると、利用者の要求によってデータの追加増分を入手することができる。継続ポインタ値があるDSCセグメントを含んだデータの各増分を受け取った後に、利用者は次の1つの動作をとることが望ましい。
•
もし利用者がデータの他の増分を受け取りたいときは、利用者は、MSH-10-メッセージ管理 IDにおける新しい一意の値を用い、RCPセグメントの後にDSCセグメントを追加することによって、問い合わせメッセージを再発行する。DSC-1はRSP^K22 DSC-1セグメントで返送された継続ポインタをそのまま繰り返す。

•
もし利用者がデータの他の増分を受け取りたくないときは、利用者は問い合わせのキャンセル (QCN^J01) メッセージを発行する。
•
利用者が問い合わせを再発行せず、または、問い合わせのキャンセルメッセージを送らない時は、問い合わせは最終的には終了する。
もし提供者が継続ポインタを含むDSCセグメントを送っていないときは、データの増分は入手できないし利用者によるさらなる動作は不要である。

3.22.4.3　問い合わせのキャンセル 
患者の個人情報利用者は患者の個人情報提供者にキャンセルトリガーを送り、これ以上の増分応答は要求しないことを告げ、対話型の問い合わせを終了することができる。

キャンセルトリガーはオプションである。患者の個人情報提供者がどのくらいの期間（増分応答についての）問い合わせ結果を保持するかは実装上の決定でありIHEの適用範囲外である。

3.22.4.3.1　トリガーイベント 
さらに増分応答データがあることを示すRSP^K22応答メッセージを受け取った患者の個人情報利用者は以下のHL7トリガーイベント：J01–問い合わせのキャンセルステータスで対話型の問い合わせを終了させることができる。

3.22.4.3.2　メッセージのセマンティックス 
問い合わせのキャンセルはQCN^J01メッセージによって行う。患者の個人情報利用者は患者の個人情報提供者に対してこれ以上のデータは不要であることを知らせるためにこのメッセージを生成することができる。リストにして下に示したメッセージのセグメントが必要である。これらの詳細な説明は以下のサブセクションに示している。

表3.22.10　QCN問い合わせのキャンセル
	QCN
	問い合わせのキャンセル
	HL7 2.5の

チャプター

	MSH 
	メッセージヘッダ
	2 

	QID 
	問い合わせ識別セグメント
	5 


受信側はHL7 ACKメッセージによるこのキャンセルを確認する。ACKメッセージの定義と検討についてはITI TF-2x：C.1.3、確認応答モードを参照。

3.22.4.3.2.1　MSHセグメント 
MSHセグメントはメッセージ管理セクション(ITI TF-2x：C.1.2)で定義しているように構築する。

MSH-9 (メッセージタイプ)は3つのコンポーネントを有する。最初のコンポーネントはQCNの値を有する；第二のコンポーネントはJ01の値を有する；第三のコンポーネントはQCN_J01の値を有する。
3.22.4.3.2.2　QIDセグメント 
QIDセグメントは、キャンセルしようとする問い合わせを一意的に識別するために必要となる情報を含んでいる。

表3.22-9. IHEプロファイル－QIDセグメント
	SEQ
	LEN
	DT
	OPT
	TBL番号
	項目番号
	要素名


	1 
	32 
	ST 
	R 
	
	00696 
	問い合わせタグ

	2 
	250 
	CE 
	R 
	0471 
	01375 
	メッセージ問い合わせ名  


3.22.4.3.2.2.1　QID-1 問い合わせタグのデータ入力
QID-1（問い合わせタグ）はキャンセルしようとする問い合わせを一意的に識別する。このフィールドはQPD-2で規定したものと同じ値を含む。
3.22.4.3.2.2.2　QID-2 メッセージ問い合わせ名のデータ入力 
QID-2（メッセージ問い合わせ名）は問い合わせ名を識別する。これはこの問い合わせのための適合宣言のIDである。このフィールドはQPD-1で規定したものと同じ値を含む。

3.22.5　セキュリティに関する配慮

3.22.5.1　監査記録に関する配慮 
患者の個人情報問い合わせトランザクションは、表3.20.6-1で定義された問い合わせ情報である。関連するアクタは下記に従って監査イベントを記録する。

3.22.5.1.1　患者の個人情報利用者監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110112、DCM、“問い合わせ”)

	
	EventActionCode 
	M
	“E”(実行)

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21”、“IHEトランザクション”、“患者の個人情報問い合わせ”)

	生成源（患者の個人情報利用者）(1)

	要求者(0..n)

	宛先（患者の個人情報提供者）(1)

	監査生成源（患者の個人情報利用者）(1)

	患者(0..n)

	問い合わせパラメータ(1)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	M
	患者の個人情報利用者アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；文字によって連結され、分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理 ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス

	要求者

（既知の場合）AuditMessage/ ActiveParticipant

	UserID 
	M
	トランザクションを開始した人のID

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真“

	
	RoleIDCode 
	U
	このトランザクションを許可されているユーザのアクセス管理役割

	
	NetworkAccessPointType Code 
	NA
	

	
	NetworkAccessPointID 
	NA
	


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者の個人情報源施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；文字によって連結され、分離されている

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	問い合わせ
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”(システムオブジェクト)


	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“24”(問い合わせ) 

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21‖”“IHEトランザクション”、“患者の個人情報および来院問い合わせ”)

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	M
	問い合わせのQPDセグメント‐符号化base64

	
	ParticipantObjectDetail 
	M
	タイプ=MSH-10 (文字列)、値= MSH-10の値 (メッセージコンテンツから、符号化base64)


3.22.5.1.2　患者の個人情報源監査メッセージ：

	
	フィールド名
	Opt
	値制限

	イベント

AuditMessage/
EventIdentification
	EventID 
	M
	EV(110112、DCM、“問い合わせ”)

	
	EventActionCode 
	M
	“E”(実行)

	
	EventDateTime 
	M
	規定されていない

	
	EventOutcomeIndicator 
	M
	規定されていない

	
	EventTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21”、“IHEトランザクション”、“患者の個人情報問い合わせ”)

	生成源（患者の個人情報利用者）(1)

	宛先（患者の個人情報提供者）(1)

	監査生成源（患者の個人情報利用者）(1)

	患者(0..n)

	問い合わせパラメータ(1)


ここで：

	生成源

AuditMessage/
ActiveParticipant

	UserID 
	M
	患者の個人情報利用者アクタ施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを送ること；文字によって連結され、分離されている

	
	AlternativeUserID 
	U
	規定されていない

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“真”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110153、DCM、“生成源”) 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	宛先

AuditMessage/
ActiveParticipant
	UserID

	M


	患者の個人情報源施設のIDおよびHL7メッセージからアプリケーションを受け取ること；文字によって連結され、分離されている

	
	AlternativeUserID 
	M
	ローカルシステムログのローカルオペレイティングシステム内で利用されている処理ID

	
	UserName 
	U
	規定されていない

	
	UserIsRequestor 
	M
	“偽”

	
	RoleIDCode 
	M
	EV(110152、DCM、“宛先” 

	
	NetworkAccessPointTypeCode 
	M
	マシーン（DNS）名に対し“1”、IPアドレスに対し“2”

	
	NetworkAccessPointID 
	M
	RFC 3881で規定されているように、マシーン名またはIPアドレス


	監査生成源

AuditMessage/
AuditSourceIdentification
	AuditSourceID
	U
	規定されていない

	
	AuditEnterpriseSiteID
	U
	規定されていない

	
	AuditSourceTypeCode
	U
	規定されていない


	患者

(AudittMessage/ Participant
ObjectIdentification)
	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectTypeCodeRole 
	M
	“1”(人)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(2、RFC-3881、“患者番号”

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	M
	HL7 CXフォーマットの患者ID

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	U
	規定されていない 

	
	ParticipantObjectDetail 
	U
	規定されていない

	問い合わせパラメータ

(AudittMessage/ ParticipantObjectIdentification)

	ParticipantObjectTypeCode 
	M
	“2”(システムオブジェクト)

	
	ParticipantObjectTypeCdeRole 
	M
	“24”(問い合わせ)

	
	ParticipantObjectDataLifeCycle 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectIDTypeCode 
	M
	EV(“ITI-21‖”“IHEトランザクション”、“患者の個人情報および来院問い合わせ”)

	
	ParticipantObjectSensitivity 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectID 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectName 
	U
	規定されていない

	
	ParticipantObjectQuery 
	M
	問い合わせのQPDセグメント‐符号化base64

	
	ParticipantObjectDetail 
	M
	タイプ=MSH-10 (文字列)、値= MSH-10の値(メッセージコンテンツから、符号化base64)


3.23　医療機関職員の電話帳探索 
このセクションはIHE ITインフラストラクチャテクニカルフレームワークのトランザクションITI-23に対応している。トランザクションITI-23は医療機関職員の電話帳利用者およびDSNサーバアクタよって利用される。

3.23.1　適用範囲 
このトランザクションは医療機関職員の電話帳ディレクトリの所在を探すために利用される。

3.23.2　ユースケースの役割 

アクタ：医療機関職員の電話帳利用者

役割：医療機関職員の電話帳ディレクトリ情報の所在を探すという要求 

アクタ：DNSサーバ

役割：医療機関職員の電話帳ディレクトリについての所在情報を提供する

3.23.3　参照規格 
IETF：
RFC-2181 DNS仕様の明確化 

RFC-2219 ネットワークサービスへのDNSエイリアスの利用


RFC-2782 サービスの場所(DNS SRV)を規定するためのDNS RR 　 
DICOM：DICOM補遺67－機器構成管理、2004年1月14日
注：基準となるRFCはその次のRFCを発行することによってしばしば更新される。オリジナルのより古いRFCはより新しいRFCの参照資料として含め修正はしない。このプロファイルは発行時点で事実上適用可能なRFCをリストアップしている。これらのRFCに引き続いて発行される更新および説明も適用されることが望ましい。

3.23.4　相互作用図

3.23.4.1　全LDAPサーバ要求
RFC-2782 DNS RRはサービスの場所 (DNS SRV)を規定するために用いられる。これはネットワークサービスを提供する設備についての名称および基本的な説明を要求するためのメカニズムを規定する。DNSクライアントは、特定のサービス名を提供するものとして登録してある全ての設備についての説明を要求する。この場合には要求されたサービス名は“_ldap._tcp”となる。DNSサーバは単一要求に対して複数の名称で応答してもよい。

3.23.4.1.1　トリガーイベント 
このトランザクションは、医療機関職員の電話帳ディレクトリへアクセスする前に医療機関職員の電話帳利用者によって用いられる。

3.23.4.1.2　メッセージのセマンティックス 
医療機関職員の電話帳利用者は、利用できる全てのLDAPサーバのリストを要求する。医療機関職員の電話帳利用者は、サーバ選択の処理の一部としてDNSのよって供給される優先度、能力、および場所情報を利用する。(RFC-2782 はこれらのパラメータを適切に利用することを推奨する)。

注：
共通複製したLDAPデータベースへアクセスするための複数LDAPサーバは一般的にサポートされている形態である。これによってLDAPサーバは最高性能と耐障害性を発揮するために適した場所に設置することができる。DNSサーバ応答情報は最も適したサーバを選択するためのガイダンスを提供する。

異なったデータベースを提供する複数のLDAPサーバがあるかもしれない。この状況下ではクライアントは医療機関職員の電話帳ディレクトリをサポートしているサーバを見つけるためにいくつかのサーバを調べなければならないかもしれない(ITI TF-2a：3.24.4.1.2.2を参照)。

クライアントは、DNSサーバがLDAPサーバの場所を提供しない場合には、利用するLDAPサーバを手動デフォルトで選択するメカニズムを有していてもよい。
3.23.4.1.3　想定される動作 
DNSサーバはRFC-2782に従って全ての既知のLDAPサーバを返送する。
3.24　医療機関職員の電話帳問い合わせ

このセクションはIHE ITインフラストラクチャテクニカルフレームワークのトランザクションITI-24に対応している。トランザクションITI-24は、医療機関職員の電話帳利用者および医療機関職員の電話帳ディレクトリアクタよって利用される。

3.24.1　適用範囲 
このトランザクションは、医療機関職員の電話帳ディレクトリから情報を検索するために用いられる。RFC-3377“軽量ディレクトリアクセスプロトコル(v3)：技術仕様”は、LDAPスキーマに対応するデータベースについての問い合わせを行うメカニズムを規定する。LDAPクライアントは、LDAP問い合わせ言語で要求を作成することができ、LDAPサーバは単一要求に対する結果で応答する。

3.24.2　ユースケースの役割

アクタ：医療機関職員の電話帳利用者

役割：要員メンバについての情報を要求 
アクタ：医療機関職員の電話帳ディレクトリ

役割：一人またはそれ以上の要員メンバについての情報を提供

3.24.3　参照規格 
IETF: 
RFC-2181 DNS仕様の明確化 

RFC 1766 言語を識別するためのタグ　


RFC 2251－軽量ディレクトリアクセスプロトコル(v3)　 

RFC 2252－軽量ディレクトリアクセスプロトコル(v3)：属性シンタックス定義 
RFC 2253－軽量ディレクトリアクセスプロトコル(v3)：識別した名前のUTF-8文字列表示

RFC 2256－LDAPv3と共に用いるX.500(96) ユーザスキーマの概要 
RFC 2798－inetOrgPerson LDAP オブジェクトクラスの定義　 
RFC 2829 LDAPのための認証方法　　 
RFC 2830 LDAPv3：搬送層セキュリティのための拡張
RFC 3377－軽量ディレクトリアクセスプロトコル(v3)：技術仕様

ISO：
保健医療識別管理のためのISO/TS 17090ディレクトリ規格　　 
CRU：
Projet de schémas d‘annuaires et de schémas de registres de resources numériques interopérables pour les administrations Document technique – v1、novembre 2002 
ITU-T：
E.123：国内および国際電話番号の表記法

HL7：
HL7バージョン2.5、チャプター2－管理

3.24.4　相互作用図


3.24.5　LDAP問い合わせ／応答
医療機関職員の電話帳利用者は、LDAPを用いて非常に種々雑多な問い合わせおよび連続した問い合わせを次々とするかもしれない。医療機関職員の電話帳利用者および医療機関職員の電話帳ディレクトリはここに述べているデータモデルをサポートする。

一般にサポートされている構成方法は、複数のLDAPサーバを有し、共通の複製LDAPデータベースへのアクセスを可能とする。これによってLDAPサーバは最高性能と耐障害性を発揮するために適した場所に設置することができる。LDAPサーバのために選択した複製規則は可視データの一貫性に影響を与える。

LDAPは更新および複製時にデータベースの一貫性が保たれないことを許可する。この不一致によって利用者が以前の個人情報データや連絡先を受け取ることになるかもしれない。これは生命が重大な結果となるほどではないので、我々のユースケースでは問題とはならない。

3.24.5.1　トリガーイベント　 
医療機関職員の電話帳利用者は、一人以上の要員メンバに関する医療機関職員の電話帳情報を必要とする。

3.24.5.2　メッセージのセマンティックス 
トランザクションは規格のLDAP v3問い合わせ／応答メカニズムを用いる。

3.24.5.2.1　ユーザ認証　 
このトランザクションを用いて検索したいくつかの属性は、保健医療職員にとっては慎重に扱うべきであると考えられるかもしれない。これらの防護を行なうことは医療機関職員の電話帳ディレクトリの責務である。

記録および／または属性を防護するために、医療機関職員の電話帳利用者はユーザ証明書を提示するように求められるかもしれない。医療機関職員の電話帳ディレクトリには無記名の認証が実装され、これは医療機関職員の電話帳利用者にはオプションである。

LDAP v3 セクション4.2 Bind Operationで述べているように、無記名認証が実装される。簡易認証が医療機関職員の電話帳ディレクトリに実装され、これは医療機関職員の電話帳利用者にはオプションである。LDAP v3 セクション 4.2 Bind Operationで述べているように、簡易認証が実装される。

この認証方法は、ユーザ名とパスワードが暗号化されないで転送され防護されていないので、ネットワーク上で利用することを推奨しない。SSL-簡易認証を利用することはよりよい方法である。SSL-簡易認証が医療機関職員の電話帳ディレクトリに実装される必要があり、これは医療機関職員の電話帳利用者にはオプションである。SSL-簡易認証は標準的なテキストでは定義されていないが、一貫して実装されておりしばしば“ldaps”と呼ばれている。
PWP利用者はPWPディレクトリ証明書に対するSSLを用いてポート636へ接続する。LDAP v3は、LDAP v3セクション4.2 Bind Operationで定義されているような簡易認証との会話を継続する。PWPは個人情報についての読み出し操作を規定する。ATNAプロファイルで定義してあるような双方向TLS認証を利用する必要はない。これは、このプロファイルが保護されたヘルス情報（PHI）にアクセスできないためである。このプロファイルにおいては、認証および問い合わせ処理をするためにSSLを利用することで十分である。

3.24.5.2.2　ベースDNディスカバリ
医療機関職員の電話帳は“LDAP”ディレクトリ内の枝分れしたもので表してある。LDAPにおける枝分れは「ベースDN」で定義されている。LDAPディレクトリによって提供されるベースDNのリストは、NULL（i.e. “”）ベースDNおよびObjectClass=“DN”でLDAP問い合わせを行うことによって見つけることができる。医療機関職員の電話帳ディレクトリは、cn=“IHE-ITI-PWP”の対象者を含むこと。医療機関職員の電話帳利用者は、LDAPディレクトリガー含んでいるベースDNのリストを通じて、cnオブジェクトを探すかもしれない。このようにして識別した医療機関職員の電話帳ディレクトリは、問い合わせ医療機関職員の電話帳ディレクトリトランザクションと適合するperson/inetOrgPersonオブジェクトを含んでいる。

注：IHE-ITI-PWPの探索で結果を得た最初のLDAPサーバを用いることができる。それ以上の探索は不要である。

3.24.5.2.3　問い合わせ符号化　 
特に指定がない限りLDAPトランザクションはUTF-8を使用することに注意すること。ここに示したスキーマは、LDAPおよびinetOrgPersonに対するX.500スキーマで見られる一般的に用いられているスキーマである。このスキーマを超えるような拡張をすることは推奨しない。基本的なスキーマは相互運用ができるように維持されていなければならない。スキーマ拡張は、このプロファイルで規定した属性の意味を重複させるような属性を導入してはならない。

これらの属性は、明確に単一値と定義していない限り、複数値である。この時点では、複数値属性におけるインスタンスの目的を区別するための、広く実行されている方法は存在しない。IHEは、最初に入力された値が望ましい値を含んでおり単一値を選択しなければならないアプリケーションにおいては常に最初に入力した値を用いることを推奨する。

以下の表は、RFC 2256で定義された人(OrganizationalPersonおよびResidentialPerson)およびRFC 2798で定義されたinetOrgPersonに見られる属性を示している。最初の3列は参照のための規格からの定義を含んでいる。

表の中で第4列は、第5列に見られる更なる検討に用いるためのIHEの推奨事項である。

KEY for IHE REQ欄：

R－医療機関職員の電話帳ディレクトリにはこれらの属性に対する正しい値が入っていること。これらの値は保健医療ワークフローに重要である。

R2–医療機関職員の電話帳ディレクトリには、もしも値が得られる場合は、これらの属性に対する正しい値が入っていること。これらの属性は十分に有用であるので、提供者は決まった方法で利用することが望ましい。医療機関職員の電話帳利用者は属性の情報は正しいと考えるべきであるが、空白の値に対してはローバストでなければならない。

O－医療機関職員の電話帳ディレクトリはこれらのオプション属性に対する値を有しているかもしれない。

IHEは十分に有用な目的を明確にしており、またはこの値を利用するための相互利用が可能な方法を明らかにしている。

D–これらの属性はinetOrgPerson/Personで定義しているが、これらを使用することは推奨していない。これは属性が一般的に、陳腐化しているか、不完全に実装されているか、または、問い合わせに利用できないためである。 

	属性名
	生成源 
	•　定義
•　規格が決めている選択性
•　説明
	IHE REQ 
	IHEコメント

	aliasedObjectName 
	RFC 2256 
	•　エイリアスオブジェクト名
•　オプション
•
この属性を含む入力がエイリアスの場合には、aliasedObjectName属性はディレクトリサービスによって利用される。
	O
	

	Audio
	RFC 2798 
	•　オーディオ
•　オプション
•　明確に定義されていない
	D 
	定義したオーディオフォーマットが旧式

	businessCategory 
	RFC 2798 
	•　業態
•　オプション
•
組織が行っているビジネスの種類を説明
	D 
	明確に定義されていない


	CarLicense 
	RFC 2798 
	•　車両免許または登録番号
•　オプション
•
個々人の免許または登録番号の値を記録するために利用
•　(例えば、6ABC246)
	O 
	

	Cn 
	RFC 2256 
	•　共通名称
•　必須
•
これはX.500commonName属性でオブジェクトの名前を含んでいる。もしユーザが個人であれば、一般的には個人の氏名である。
•　(例えば、Barbara Jensen)
	R 
	ITI TF-2a：3.24.4.1.2.3.1言語タグおよびHL7氏名データタイプ(XPN)を参照

	departmentNumber 
	RFC 2798 
	•　部門番号
•　オプション
•
組織内の部門を識別する。これは数字または英数字でよい。
•　(例えば、Radiology)
	O 
	

	Description 
	RFC 2798 
	•　説明
•　オプション
•
この属性は人間が読むことができるようなオブジェクトの説明を含んでいる。
	D 
	

	destinationIndicator 
	RFC 2256 
	•　宛先表示
•　オプション
•
この属性は電報サービスに利用される。
	D 
	電報のアドレス指定の一部として元来定義されている。


	属性名
	生成源 
	•　定義
•　規格が決めている選択性
•　説明
	IHE REQ 
	IHEコメント

	displayName 
	RFC 2798 
	•　表示名
•　オプション
•　シンギュラ
•
人の名前を、特に一行の要約リストで表示するときには、用いる名前を識別できると便利である。cnのような他の属性タイプは多数の値を有しており、更なる属性タイプが必要である。表示名はこの目的のために決めてある。
•　(例えば、Babs Jensen)
	R 
	

	employeeNumber 
	RFC 2798 
	•　職員番号
•　オプション
•　シンギュラ
•
一般に雇用順位または組織との関連に基づいて人に割り当てた数字または英数字ID
•　(例えば、42)
	O 
	

	employeeType 
	RFC 2798 
	•　従業員タイプ
•　オプション
•
雇用者と従業員の関係を識別するために用いる。一般的な値は「契約者」「従業員」、「インターン」、「派遣従業員」、「外部」、および「不明」である。
•　(例えば、External)
	O 
	

	facsimileTelephoneNumber 
	RFC 2256 
	•　FAX番号
•　オプション
•
この属性の値はファクシミルのための電話番号（および、オプションとしてそのパラメータ）である
•　(例えば、+1 408 555 1992)
	R2 
	ITI TF-2a：3.24.4.1.2.3.3電話番号を参照

	GivenName 
	RFC 2798
	•　名前
•　オプション
•
givenName属性は姓でもミドルネームでもない人名の一部を保持するために用いる。
•　(例えば、Barbara)
	R2 
	

	homePhone 
	RFC 2798 

	•　自宅電話
•　オプション
•　(例えば、+1 408 555 1862)
	O
	


	属性名
	生成源
	•　定義
•　規格が決めている選択性
•　説明
	IHE REQ 
	IHEコメント

	homePostalAddress
	RFC 2798 
	•　自宅郵便用住所
•　オプション
•
この属性はオブジェクトへのサービスを行うための郵便サービスが利用する自宅住所を含んでいる。
	O 
	

	Initials 
	RFC 2798 
	•　頭文字
•　オプション
•
この頭文字属性は、個人名のいくつかまたは全ての頭文字を含むが姓は含まない。
•　(例えば、BJJ)
	R2 
	

	internationaliSDNNumber 
	RFC 2798 
	•　国際的なISDN番号
•　オプション
	D 
	

	jpegPhoto 
	RFC 2798 
	•　JPEG写真
•　オプション
•
JPEGファイル交換フォーマットを用いて一人以上の画像を保存するために用いる。
	O 
	

	L 
	RFC 2256 


	•　地域名
•　オプション
•
これはX.500 localityName属性である、この中には市、郡またはその他の地理的範囲などの地域名を含む。
	O 
	

	labeledURI 
	RFC 2798
	•　URI 

•　オプション
•
(例えば、http://www.ihe.net IHE Home)
	O 
	

	Mail 
	RFC 2798 
	•　電子メールアドレス
•　オプション
•
RFC 822フォームに準拠したユーザの電子メールアドレス
•　(例えば、bjensen@siroe.com)
	R2 
	

	manager 
	RFC 2798 
	•　マネージャ
•　オプション
•　識別したマネージャの名前

	O 
	保健医療においては個人のマネージャは明確になっていない。マネージャ属性は表示されたマネージャタイプを決定するための十分な情報を含んでいない。

	Mobile 
	RFC 2798 
	•　移動/携帯電話番号
•　オプション
•
この属性の値はITU勧告E.123に準拠する電話番号である。
•
(例えば、+1 408 555 1941) 
	R2 
	この属性はビジネス用携帯電話番号のみを含むことが望ましい。ITI TF-2a：3.24.4.1.2.3.3 電話番号を参照。


	属性名
	生成源
	•　定義
•　規格が決めている選択性
•　説明
	IHE REQ 
	IHEコメント

	O 
	RFC 2798 
	•　組織
•　オプション
•
最上位の組織名、例えば、我々の属性記入事項が所属している会社名
•　(例えば、Saint-ihe-hospital.local)
	R2 
	

	objectClass 
	RFC 2256 

	•　オブジェクトクラス
•　必須
•
objectClass属性の値は、記入データが示すオブジェクトの種類を述べている。objectClass属性は全ての入力に、少なくとも2つの値が存在する。値の1つは「トップ」または「エイリアス」である
•
(例えば、top、person、organizationalPerson、inetOrgPerson)
	R 
	

	ou 
	RFC 2256 
	•　組織ユニット名
•　オプション
•
これはX.500 organizationalUnitName属性であり、組織ユニットの名前を含んでいる(例えば、Radiologists)
	R2 
	

	pager 
	RFC 2798 
	•　紙上の電話番号
•　オプション
•
この属性の値はITU勧告E.123に準拠する電話番号である。
	R2 
	この属性はビジネス用携帯電話番号のみを含むことが望ましい。ITI TF-2a：3.24.4.1.2.3.3 電話番号を参照。

	photo 
	RFC 2798 


	•　写真
•　オプション
•
写真属性値は、ASN.1ラッパーのついたG3ファックスフォーマットで符号化されている。
	D 
	このフォーマットは非常に扱いにくい。jpegPhotoを参照。

	physicalDeliveryOfficeName 
	RFC 2256 
	•　郵便局名
•　オプション
•
この属性は、郵便サービスが郵便局を識別するためにもちいる名前を含んでいる。
	R2 
	

	postalAddress 
	RFC 2256 
	•　郵便アドレス
•　オプション
•
この属性は、オブジェクトに対してサービスを行うための郵便サービスが利用するアドレスを含んでいる。
	R2 
	


	属性名
	生成源
	•　定義
•　規格が決めている選択性
•　説明
	IHE REQ 
	IHEコメント

	postalCode 
	RFC 2256 
	•　郵便番号
•　オプション
•
この属性は、US ZIPコードのような郵便サービスゾーンを識別するために郵便サービスが用いるコードを含んでいる。
	R2
	

	postOfficeBox 
	RFC 2256 
	•　私書箱
•　オプション
•
この属性は、利用者が郵便サービス施設内にある受信箱で郵便物を受け取るようにした時に、郵便サービスが利用する番号を含んでいる。
	R2
	

	preferredDeliveryMethod 
	RFC 2798 
	•　配達方法
•　オプション
•　シンギュラ
•　コード値（配達値）
•　(例えば、any、physical、telephone)
	O


	

	preferredLanguage 
	RFC 2798 
	•　好ましい言語
•　オプション
•　シンギュラ
•
好ましい書き言葉または話し言葉。この属性タイプに対する値は[RFC2068]で定義されたAccept-Languageヘッダフィールドの定義と適合しなければならない、ただし、例外として、“Accept-Language”“:”というシーケンスは避けることが必要である。
•
以下の例は、この人がフランス語、イギリス英語を80％、一般的な英語を70％（例えば、fr、en-gb;q=0.8、en;q=0.7)を好むことを示している。
	R2
	

	registeredAddress 
	RFC 2256 
	•　登録した住所
•　オプション
•
受取人が郵便物を受け取ることが必要となる速達文書の受け取りに適した郵便アドレス。
	O
	

	roomNumber 
	RFC 2798 
	•　部屋番号
•　オプション
	O
	

	secretary 
	RFC 2798 
	•　秘書
•　オプション
•　識別された秘書の名前 
	O
	

	seeAlso 
	RFC 2798 
	•　参考資料も参照
•　オプション
•
その他の興味あるオブジェクトの識別された名前
	D
	


	属性名
	生成源
	•　定義
•　規格が決めている選択性
•　説明
	IHE REQ 
	IHEコメント

	sn 
	RFC 2256 
	•　名字
•　必須
•
これは姓を含むX.500名字の属性である。
•　(例えば、Jensen)
	R 
	

	st 
	RFC 2256 
	•　国名または州名
•　オプション
•
これはX.500 stateOrProvinceName属性であり、国または州のフルネームを有している。
	R2 
	

	street 
	RFC 2256 
	•　ストリートアドレス
•　オプション
•
これはX.500 streetAddress属性であり、記入事項が対応しているオブジェクトの物理的アドレス、例えば小包配達のためのアドレス、を含んでいる。
	R2 
	

	telephoneNumber 
	RFC 2256 
	•　電話番号
•　オプション
•
この属性の値はITU 勧告 E.123に準拠する電話番号である。
	R2 
	ITI TF-2a：3.24.4.1.2.3.3電話番号を参照。

	teletexTerminalIdentifier 
	RFC 2798 
	•　テレックス端末ID
•　オプション
	D 
	

	telexNumber 
	RFC 2798 
	•　テレックス番号
•　オプション
	D 
	

	title 
	RFC 2256 
	•　タイトル
•　オプション
•
この属性は組織内における人のタイトル、例えば"副社長"を含んでいる。"personalTitle"属性は仕事上の職務権限とは無関係に、人のタイトルとして用いられる。
•　(例えば、マネージャ、製品開発)
	R2 
	

	uid 
	RFC 2798 
	•　ユーザID
•　オプション
•
ユーザIDはシステムログインに使用
•　(例えば、bjensen)
	O 
	ITI TF-2a：3.24.4.1.2.3.2 uidの利用を参照。

	userCertificate 
	RFC 2798 
	•　ユーザID証明書
•　オプション
•
この属性は、'userCertificate;binary'のようにバイナリ形式で保存され要求される。
	D 
	PKCS12フォーマットはプライベートキーを含んでおり、一般に入手できないようにする。


	属性名
	生成源
	•　定義
•　規格が決めている選択性
•　説明
	IHE REQ 
	IHEコメント

	userPassword 
	RFC 2256 
	•　ユーザパスワード
•　オプション
•
パスワードはバイト文字列構造を用いて保存し、暗号化していない。暗号化していないテキストのパスワードを伝送することには強く反対する。というのは、基本的な伝送サービスが守秘義務を保証できないし、許可されていない関係者にパスワードを開示することになるかも知れないからである。
	D 
	一般にアクセスすることはできない。

	userPKCS12 
	RFC 2798 
	•　ユーザPKCS #12

•　オプション
•
PKCS #12 [PKCS12]は個人ID情報を交換するためのフォーマットを提供する。このような情報がディレクトリサービスに保存される時は、userPKCS12属性を用いることが望ましい。この属性は保存され、'userPKCS12;binary'としてバイナリ形式で要求される。属性値はバイナリデータとして保存しているPFX PDUsである。
	D 
	PKCS12フォーマットはプライベートキーを含んでおり、一般に入手できないようにする。

	userSMIMECertificate 
	RFC 2798
	•　ユーザS/MIME証明書
•　オプション
•
署名されたコンテンツがuserSMIMECertificate値の利用者によって無視されているPKCS#7 [RFC2315] SignedData。値は‘コンテンツ’フィールドのないデータの‘contentType’を有することを推奨する。この属性の値は全ての証明書鎖およびsmimeCapabilitiesフィールド[RFC2633]を持ち、少なくともSMIMEアルゴリズム機能について述べている。この属性に対する値はバイナリ形式、‘userSMIMECertificate;binary’として保存し要求されること。これがある場合には、S/MIMEアプリケーションにはこの属性の方がuserCertificate属性より好まれる。
	O 
	

	x121Address 
	RFC 2256 
	•　X.121に対するアドレス
•　オプション
	D 
	


	属性名
	生成源
	•　定義
•　規格が決めている選択性
•　説明
	IHE REQ 
	IHEコメント

	X500uniqueIdentifier 
	RFC 2798 
	•　一意的ID
•　オプション
•
x500UniqueIdentifier属性は、識別した名前が再利用された場合にオブジェクト間を区別するために用いる。これは、“uid”および“uniqueIdentifier”という両方のタイプとは異なった属性タイプである。
	O
	


3.24.5.2.3.1　言語タグおよびHL7名前データタイプ(XCN)の利用　
文脈や言語によって多くの人が使う名前には種々のバリエーションがある。これは、RFC 1766で文書化しているように言語タグを用いることによって、LDAPで容易にサポートすることができる。この言語タグは何れの属性にも適用可能であるが名前に適用するのが最も有用である。

HL7は名前を符号化するための明確なフォーマットを有している(HL7 XCN)。“lang-x-ihe”という言語タグで印したLDAP‘name’属性は、HL7 XCNデータタイプを用いて符号化される。UTF-8はASCII外の何れの文字にも用いるようにする。

言語タグのユースケースは以下のとおりである：


3.24.5.2.3.2　uid.の利用　 
uid 属性は、ユーザIDに用いることを意図した複数値の属性である。uidに対する1つの値は企業向けユーザIDとなる可能性がある。PWPプロファイルを実行する企業は、uid属性に対する以下の値を実行する。

1.
企業がIHE ITI EUAおよびPWPの両方のプロファイルを実行した場合には、uid属性の1つは<user>@<realm>フォーマットにおけるIHE ITI EUAユーザIDを有すること。
2.
企業がUPINを実行したときは、uid属性の1つは<UPIN>@UPINフォーマットでUPIN値を有すること。ここで、UPINは、施設が稼働しているところの割当権限者によって割り当てられた世界共通医師ID番号である(例えば、米国におけるCMS)。

3.24.5.2.3.3　電話番号　 
電話番号は、E.123表記法を用いてPWPディレクトリで表示する。E.123は国内および国際電話番号の表記法である。勧告 E.123は、電話番号、電子メールアドレス、およびwebアドレスを書くための標準的な方法を決めている。これは以下のフォーマットを推奨している（ダイヤルに際して、市内電話に対しては市外局番はオプションである）：

電話番号：

国内表記　(042) 123 4567 6005 
国際表記　+31 42 123 4567 
E.123は数字グループを視覚的に分離するためにハイフン(-)、スペース( )、または ピリオド(.)を用いることを推奨している。括弧はしばしばダイヤルしない数字を示すために用いられる。スラッシュ(/)は代替番号を示すために用いる。

特定の国で、電話番号をどのようにしてダイヤルするかについて人々が知っているかどうかを確認したいときにこの情報は重要である。国内表記法および国際表記法の利用については地域のPWPディレクトリの方針である。PWP利用者は両方の表記法を受け取る可能性がある。

3.24.5.2.4　想定される動作　 
医療機関職員の電話帳ディレクトリは、LDAP問い合わせ規則、ローカルアクセス制御方針、およびディレクトリ内の現在の情報によって定められた問い合わせに対して適切に応答することが必要である。

注：全ての属性は問い合わせに対して正しく、問い合わせの結果は迅速であるかもしれず、または、完了するまでに長い時間を要するかもしれない。各医療機関職員の電話帳ディレクトリはアーキテクチャおよび機器構成に基づいて、それぞれ適正化される。

以下の属性 (cn、displayname、objectclass、sn、uid、givenName、initials、mail、o、ou、およびemployeeNumber)その他の属性より問い合わせのための鍵となると我々は考えている。

ディレクトリは無記名、簡易、およびSSL-Simple認証をサポートすること。

3.25　故意に空白にしてある
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